
Sun Java System Calendar Server
6 2005Q4管理ガイド

Sun Microsystems, Inc.
4150 Network Circle
Santa Clara, CA 95054
U.S.A.

Part No: 819–3568
2005年 10月



Copyright 2005 Sun Microsystems, Inc. 4150 Network Circle, Santa Clara, CA 95054 U.S.A. All rights reserved.

本製品および本書は著作権法によって保護されており、その使用、複製、頒布、および逆コンパイルを制限するライセンスのもとにおいて頒布され
ます。サン・マイクロシステムズ株式会社の書面による事前の許可なく、本製品および本書のいかなる部分も、いかなる方法によっても複製するこ
とが禁じられます。フォント技術を含む第三者のソフトウェアは、著作権により保護されており、提供者からライセンスを受けているものです。

本製品の一部は Berkeley BSDシステムより派生したもので、カリフォルニア大学よりライセンスを受けています。UNIXは、X/Open Company,
Ltd.が独占的にライセンスしている米国ならびにほかの国における登録商標です。

Sun、Sun Microsystems、Sunのロゴマーク、Java、 JDK、J2SE、iPlanet、Sun ONE、Dukeのロゴマーク、Java Coffee Cupのロゴマーク、Solaris
のロゴマーク、Solarisは、米国およびその他の国における米国 Sun Microsystems, Inc. (以下、米国 Sun Microsystems社とします)の商標もしくは登
録商標です。Sunのロゴマークおよび Solarisは、米国 Sun Microsystems社の登録商標です。すべての SPARC商標は、米国 SPARC International,
Inc.のライセンスを受けて使用している同社の米国およびその他の国における商標または登録商標です。SPARC商標が付いた製品は、米国 Sun
Microsystems社が開発したアーキテクチャーに基づくものです。 Legatoおよび Legatoのロゴマークは、Legato Systems, Inc.の商標であり、Legato
NetWorkerは、同社の登録または登録商標です。Netscape Communications Corpのロゴマークは、Netscape Communications Corporationの商標ま
たは登録商標です。

OPEN LOOKおよび Sun™ Graphical User Interfaceは、米国 Sun Microsystems社が自社のユーザーおよびライセンス実施権者向けに開発しまし
た。米国 Sun Microsystems社は、コンピュータ産業用のビジュアルまたはグラフィカルユーザーインタフェースの概念の研究開発における米国
Xerox社の先駆者としての成果を認めるものです。米国 Sun Microsystems社は米国 Xerox社から Xerox Graphical User Interfaceの非独占的ライセン
スを取得しており、このライセンスは、OPEN LOOK GUIを実装するか、または米国 Sun Microsystems社の書面によるライセンス契約に従う米国
Sun Microsystems社のライセンス実施権者にも適用されます。

U.S. Government Rights – Commercial software. Government users are subject to the Sun Microsystems, Inc. standard license agreement and
applicable provisions of the FAR and its supplements.

本書は、「現状のまま」をベースとして提供され、商品性、特定目的への適合性または第三者の権利の非侵害の黙示の保証を含みそれに限定されな
い、明示的であるか黙示的であるかを問わない、なんらの保証も行われないものとします。

051222@13215



目次

はじめに 27

パート I 概要 35

1 概要 37
Calendar Serverのインストール 38
インストール後の設定 39

�高レベルの作業一覧 39
Calendar Serverの特別なアカウント 39

Calendar Server管理者 (calmaster) 39
Calendar Serverユーザーおよびグループ 40
スーパーユーザー (root) 41

プロキシ管理者のログイン 41
Calendar Serverのエンドユーザー管理 41

Calendar Serverユーザーの作成 42
Calendar Serverユーザーの認証 43
Calendar Serverのユーザー設定 43
カレンダグループ 43
カレンダリソース 44

Calendar Serverデータ 44
Calendar Serverデータの形式 44
カレンダデータのインポートとエクスポート 45
データ交換のためのカレンダリンク 45
Calendar Serverアラーム 45

LDAPデータキャッシュオプション 45
LDAPデータキャッシュの使用に関する注意事項 46

3



マスター/スレーブ LDAP構成 46

LDAPデータキャッシュ 47

制限事項 48

カレンダのアクセス制御 48

セキュリティー保護された Calendar Serverへのログイン 48

ユーザー別のアクセス制御 48

アクセス制御リスト (ACL) 49

Calendar Serverの内部サブシステム 53

プロトコルサブシステム 54

コアサブシステム 55

データベースサブシステム 55

Calendar Serverサービス 55

管理サービス: csadmind 55

HTTPサービス: cshttpd 56

自動バックアップサービス: csstored 56

予定通知サービス (ENS): csnotifydおよび enpd 57

分散型データベースサービス: csdwpd 57

Calendar ServerのAPIと SDK 57

WCAP (Webカレンダアクセスプロトコル) 58

Calendar Server API (CSAPI) 58

ENS (予定通知サービス) API 59

プロキシ認証 SDK (authSDK) 59

パート II インストール後の設定 61

2 ディレクトリ準備スクリプト (comm_dssetup.pl) 63

ディレクトリ準備スクリプトのインストール 64

ディレクトリ準備スクリプトの実行の前に 64

ディレクトリ準備スクリプトの機能 65

�ディレクトリ準備スクリプトの高レベルの手順 65

Directory Serverに関する注意事項 65

収集する必要がある情報 66

スキーマ選択について 67

Access Managerに関する注意事項 68

属性のインデックス 68

ディレクトリ準備スクリプトの実行 70

�ディレクトリ準備スクリプトを実行するには 70

4 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



サイレントモードで実行するには 70

�対話型モードで実行するには 72

スキーマファイルの手動更新 79

� LDAPディレクトリを手動で更新するには 79

LDAPスキーマディレクトリ内の OID競合の解決 80

3 Calendar Server設定プログラム (csconfigurator.sh) 81

設定情報の収集 81

LDAPサーバーのオプション 82

Directory Managerのオプション 82

Calendar Server管理者 83

電子メールと電子メールアラームのオプション 83

ランタイム設定のオプション 83

Calendar Serverの起動 84

データベース、ログ、および一時ファイルのディレクトリ 84

csconfigurator.shの実行 85

�コマンド行から設定プログラムを実行するには 86

� GUIから設定プログラムを実行するには 87

開始パネル 87

「管理、ユーザー設定、および認証」パネル 88

「メールと電子メールアラーム」パネル 90

「ランタイム設定」パネル 91

「設定およびデータファイルの格納先ディレクトリ」パネル 93

「アーカイブおよびホットバックアップの設定」パネル 94

「設定準備が完了しました」パネル 96

「設定の概要」パネル 97

4 データベース移行ユーティリティー 99

インストール後のデータベース移行ユーティリティー 99

権限ユーティリティーの選択 100

csmig 101

csmigの機能 101

csmigの要件 102

csmigの構文 103

csmig移行の手順 104

� csmigを使用するための高レベルの手順 104

�テストドライランを実行するには 105

5



�運用データを移行するには 106
csmigのヒントとトラブルシューティング 108

csvdmig 111
csvdmigの機能 111
csvdmigの構文 112
csvdmigの例 113

commdirmig 114
ユーティリティーを実行する必要がある場合 114
ユーティリティーを実行するタイミング 114
マニュアルの参照先 115
ユーティリティーの入手先 115

パート III Calendar Serverの設定のカスタマイズ 117

5 Calendar Serverのカスタマイズ 119

Communications Expressの設定 120
�プロキシ認証を設定するには 120
�匿名アクセスを有効にするには 121

カレンダの設定 122
�ユーザーカレンダを設定するには 123
�リソースカレンダを設定するには 125
�ログイン時のユーザーカレンダの自動プロビジョニングを無効にするに
は 126
�空き/予定あり検索を設定するには 126

カレンダユーザーの設定 127
�ユーザーを設定するには 127
�ユーザー設定を設定するには 128

Calendar Serverの設定 129
�サーバーの動作を設定するには 129
�カレンダのログを設定するには 131
� WCAPコマンドを設定するには 134

ログインと認証の設定 134
�プロキシ管理者のログインを設定するには 135
�認証を設定するには 136
�認証キャッシュを設定するには 137
�ログイン時のクライアント IPアドレスの確認を有効にするには 138

カレンダサービスの設定 138
�管理サービス (csadmind)を設定するには 138

6 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



� HTTPサービス (cshttpd)を設定するには 140
�アラーム通知を設定するには 143

Berkeleyデータベースのデッドロックの定期的チェックの設定 144
� Berkeleyデータベースのデッドロックの定期的チェックを有効にするに
は 145

Calendar Serverの LDAPの設定 145
� LDAPへの匿名アクセスを設定するには 146
� LDAP出席者ルックアップを設定するには 146
� LDAP出席者ルックアップの検索フィルタを設定するには 149
� LDAPリソースルックアップを設定するには 152
� LDAP mail-to-calidルックアップを設定するには 152
�ユーザー設定 LDAPディレクトリを使用するように Calendar Serverを設定す
るには 153
�ユーザー設定を指定するには 154
� LDAPデータキャッシュを有効にして設定するには 155
� LDAP SDKキャッシュを有効にして設定するには 157
�空き/予定あり検索の期間を設定するには 158
�カレンダプロパティーのワイルドカード LDAP検索を有効にするには 158
� LDAPのルートサフィックスを設定するには 159

6 複数のマシンへのカレンダデータベースの分散の設定 161

基礎的な情報 162
CLDプラグインの概要 162
CLDプラグインのしくみ 162
CLDプラグインでサポートされる構成 163
簡単なサイジング式 166

CLDおよび DWP用の Calendar Serverの設定 167
� CLD用にフロントエンドサーバーを設定するには 167
� CLDおよび DWP用にバックエンドサーバーを設定するには 169
�フロントエンドサーバーとバックエンドサーバーを同じマシンに設定するに
は 171

フロントエンドサーバーとバックエンドサーバーの間のセキュリティーの管理 173
認証の行われ方 173
�フロントエンドサーバーの DWP接続の認証を設定するには 174
�バックエンドサーバーの DWP接続の認証を設定するには 175

7 高可用性 (フェイルオーバーサービス)の設定 177

HA設定の要件 177

7



インストールと設定 179
� Calendar Serverの HA設定をインストールおよび設定するには 179
スーパーユーザーとしてログインする 180
クラスタ内の各ノードを準備する 180
Sun Java Enterprise Systemの製品とパッケージをインストールする 180
論理ホストを設定する 182
ストレージリソースを有効化する 182
インストール後の設定プログラムを実行する 183
自動バックアップディレクトリを共有ストレージに配置する 184
Calendar Serverの configディレクトリを変更する 184
Calendar Serverの ics.confファイルを編集する 186
HA Calendar Serverを起動する 187
HA設定を検証する 187

Calendar Serverの HAサービスの起動と停止 188
関連マニュアル 188

8 SSLの設定 189
Calendar Serverの SSL設定 190

�証明書データベースを作成するには 190
�ルート CA (証明書発行局)に証明書を要求し、証明書をインポートするに
は 192
� ics.confファイルの SSLパラメータを設定するには 194

SSLのトラブルシューティング 195
cshttpdプロセスのチェック 195
証明書の検証 195
Calendar Serverログファイルの確認 196
SSLポートへの接続 196
cshttpdの標準 HTTPポートでの待機を停止する方法 196

9 シングルサインオンの設定 197
Access Managerによる SSOの設定 197

� Calendar Serverで SSOを使用するには 197
Access Managerを利用した SSOに関する注意事項 199
Communicationsサーバーの信頼できるサークルテクノロジを利用した SSOの設
定 199

10 自動バックアップ (csstored)の設定 203
自動バックアップの概要 204

8 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



自動バックアップの機能 204
csstoredの機能 204
循環バックアップの機能 205
自動バックアップを有効にするための高レベルの手順 205

トランザクションログファイルの設定 205
トランザクションログファイルについて 206
�トランザクションログファイルを設定するには 206

管理者の電子メールアドレスの指定 207
管理者に送信される電子メールメッセージ 207
�管理者の電子メールアドレスを設定するには 207

ホットバックアップの有効化 208
ホットバックアップとは 208
�ホットバックアップを有効にするには 208

アーカイブバックアップの有効化 209
アーカイブバックアップとは 209
�アーカイブバックアップを有効にするには 209

警告メッセージの無効化 210
メッセージが発行される理由 210
� csstoredの実行を無効にする方法 210

11 ホストされたドメインの設定 213

ホストされたドメインの概要 214
LDAPディレクトリの構造 214
Calendar Serverへのログイン 216
ドメイン間の検索 217
ホストされていないドメイン環境のサポート 218

ホストされたドメイン環境の設定 218
Messaging Serverを利用して作成したドメインの使用 222

Schema 1メッセージングドメインでのカレンダ管理を有効にする 222
Schema 2メッセージングドメインでのカレンダ管理を有効にする 222

パート IV Calendar Serverの管理 225

12 Calendar Serverの管理 227

Calendar Serverの起動と停止 228
start-calと stop-calについて 228
� start-calを使用して Calendar Serverを起動するには 229

9



� stop-calを使用して Calendar Serverを停止するには 229
自動バックアップの有効化または無効化 229

�ホットバックアップを有効にするには 230
�アーカイブバックアップを有効にするには 230
�ホットバックアップを無効にするには 231
�アーカイブバックアップを無効にするには 231

グループスケジューリングエンジンキューの管理 232
GSEについて 232
GSEキューについて 232
GSEキュー内のエントリのリスト表示 233
GSEキュー内のエントリの削除 233

Calendar Serverの監視 233
csmonitorについて 234
� csmonitorを設定するには 234
カウンタ統計情報のリスト表示 236
cstoolによる監視 236
Calendar Serverログファイルの使用 236

CLDキャッシュのクリア 237
CLDキャッシュをクリアする理由 237
� CLDキャッシュをクリアするには 238

サーバー名の変更 238
匿名アクセスの設定 238

�匿名アクセスを有効にするには 239
�匿名ユーザーによる公開カレンダへの書き込みを無効にするには 240

プロキシ管理者のログインの有効化 240
� Communications Expressを使用しない場合にプロキシ認証を有効にするに
は 241
�プロキシ認証が機能していることを検証するには 241

Calendar Server設定の再読み込み 242

13 ホストされたドメインの管理 243

適切なユーザー管理ツールの選択 243
新規のホストされたドメインの作成 244
ホストされたドメインを追加するには (Schema 2) 244
ホストされたドメインを追加するには (Schema 1) 245

ドメイン間の検索の有効化 245
このドメインの検索を許可するドメインの名前を追加する 245
このドメインによって検索されるドメインの名前を追加する 247

10 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



ホストされたドメインの有効化 248

�ホストされたドメインを有効にするには 248

�ホストされたドメインを無効にするには 248

14 ユーザーとリソースの管理 249

ユーザー管理ツール 249

ユーザーとリソースの作成 250

Schema 2の新規ユーザーを作成するには 250

Schema 1の新規ユーザーを作成するには 251

Schema 2の新規リソースを作成するには 251

Schema 1の新規リソースを作成するには 251

必須の mail属性を追加するには 252

ユーザーの管理 253

ユーザー情報を表示するには 253

ユーザーを無効にするには 254

ユーザーを有効にするには 255

電子メールのエイリアスを設定するには 256

ユーザーのカレンダ機能の有効性を確認するには 256

LDAPからユーザーを削除するには 257

� Delegated Administratorを使用した Schema 2でのユーザーの削除 257

ユーザーの属性をリセットするには 259

ユーザー名を変更するには 259

�ユーザーが書き込み可能な公開カレンダを所有するのを禁止するには 260

リソースの管理 260

�リソースをリスト表示するには 261

�リソースを有効にするには 261

�リソースを無効にするには 261

�リソースを削除するには 261

リソース電子メール用の Bitbucketチャネルを設定するには 262

� Messaging Serverの Bitbucketチャネルを設定するには 262

� Sendmail Bitbucketチャネルを設定するには 262

ユーザーおよびリソース LDAP属性の管理 263

� LDAPエントリの属性をリスト表示するには 263

� LDAPエントリの属性を追加するには 263

� LDAPエントリの属性を削除するには 264

LDAPエントリの属性を変更するには 264

11



15 カレンダの管理 265

カレンダ管理の概要 265
カレンダ固有の識別子 (calid)の作成 266

Calid構文 266
カレンダ IDの作成規則 267
ホストしていない Calidからホストされたドメイン形式の Calidへの変換 267

ユーザーカレンダの自動作成 268
カレンダ自動作成機能 268
�自動プロビジョニングを有効にするには 268
�自動プロビジョニングを無効にするには 269

カレンダのアクセス制御 270
アクセス制御の設定パラメータ 270
公開、非公開の予定と仕事、およびフィルタ 271
アクセス制御のためのコマンド行ユーティリティー 271

カレンダの作成 272
cscalを使用したユーザーカレンダの作成 272
リソースカレンダの作成準備 273
新しいリソースカレンダの作成 275
リソースカレンダでの複数のユーザーからの予約の許可 275
リソースカレンダに対するアクセスの制限 276

ユーザーカレンダの管理 276
カレンダを表示するには 276
カレンダを削除するには 277
削除されたユーザーのカレンダを消去するには 277
� csuserを使用して削除されたユーザーのすべてのカレンダを消去するに
は 278
� Delegated Administratorを使用して削除されたユーザーのすべてのカレンダを
消去するには 279
カレンダを有効にするには 279
カレンダを無効にするには 279
カレンダプロパティーを変更するには 280
カレンダからプロパティーを消去するには 280
「失われた」デフォルトカレンダを復元するには 280
�ユーザーカレンダを別のバックエンドサーバーへ移動するには 281

リソースカレンダの管理 282
リソースカレンダおよび属性を表示するには 282
リソースカレンダを変更するには 283
リソースカレンダを無効または有効にするには 283
リソースカレンダを削除するには 283

12 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



�リソースカレンダを別のバックエンドサーバーへ移動するには 284
カレンダへのリンク設定 285
カレンダデータのインポートとエクスポート 286
カレンダデータのインポート 286
カレンダデータのエクスポート 287

16 csdbを使用した Calendar Serverデータベースの管理 289
csdbを使用したカレンダデータベースの管理 289

csdbがデータベースファイルをグループ化する方法 289
特定のデータベースにターゲットを指定できる csdb 291

csdbの管理作業 291
�データベースグループの状態をリスト表示するには 291
�カレンダデータベースの破損をチェックするには 293
�カレンダデータベース (caldb)を再構築するには ? GSEがない場合 294
�カレンダデータベースを再構築するには ? GSEデータベースを含める場
合 295
データベースグループを削除するには 298

17 Calendar Serverデータのバックアップと復元 299
Calendar Serverデータのバックアップ 300

�カレンダデータベースのディレクトリへのバックアップ 300
�指定したカレンダのファイルへのバックアップ 301
�ユーザーデフォルトカレンダのファイルへのバックアップ 301

Calendar Serverデータの復元 302
�カレンダデータベースの復元 302
�バックアップディレクトリからのカレンダの復元 303
�バックアップファイルからのカレンダの復元 303
�ユーザーのデフォルトカレンダの復元 303

Sun StorEdge Enterprise Backupまたは Legato Networkerの使用 304
StorEdgeツールまたは Legatoツール 304
� Sun StorEdge Enterprise Backupソフトウェアまたは Legato Networkerを使用
して Calendar Serverデータをバックアップするには 305
� Sun StorEdge Enterprise Backupソフトウェアまたは Legato Networkerを使用
して Calendar Serverデータを復元するには 306

18 削除ログデータベースの管理 307

削除ログデータベースの作成 307
削除ログデータベースの照会 308

13



削除ログデータベースの破棄 309
削除ログデータベースの自動破棄 309
削除ログデータベースの手動破棄 309

削除ログデータベース用の Calendar Serverユーティリティーの使用 310

19 Calendar Serverのタイムゾーンの管理 311

Calendar Serverタイムゾーンの概要 311
Calendar Serverタイムゾーンの管理 313
新しいタイムゾーンの追加 313

�新しいタイムゾーンを追加するには 313
既存のタイムゾーンの変更 315

�既存のタイムゾーンを変更するには 315

20 Instant Messagingのポップアップアラームの使用 317

ポップアップアラームの概要 317
ポップアップアラームの動作 317
ポップアップアラームのアーキテクチャーフロー 318

ポップアップアラームの設定 318
� Instant Messagingサーバーを設定するには 318
� Calendar Serverを設定するには 321
� Instant Messengerを設定するには 321

21 Calendar Serverのパフォーマンスの調整 323

LDAPディレクトリサーバーのインデックス設定 323
DWP環境でのカレンダ検索のパフォーマンス向上 324

� LDAPを対象とするカレンダ検索を有効にするには 324
�インデックスを作成して検索のパフォーマンスを向上させるには 325

ワイルドカード検索の無効化によるカレンダ検索のパフォーマンスの向上 326
CLDプラグインのパフォーマンスの向上 326
LDAPデータキャッシュのパフォーマンスの向上 327
LDAP SDKキャッシュの調整 329
自動バックアップの調整 329
複数 CPU間でのロードバランスの使用 330
タイムアウト値の使用 331

csadmindのタイムアウト値 331
エンドユーザーの HTTPタイムアウト値 332
GSEキューのタイムアウト値 332

14 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



22 トラブルシューティング 333

デバッグ情報の有効化 334
ログレベルを上げる 334
LDAPキャッシュへのアクセスログの有効化 334
LDAPキャッシュのクリア 335

� LDAPキャッシュをクリアするには 335
Calendar Serverユーティリティーによるシステムの監視 335

LDAPの問題のトラブルシューティング 336
移行ユーティリティーのトラブルシューティング 336
テクニカルサポートに問い合わせる前に必要なこと 336
移行ユーティリティーの入手先 336

Calendar Serverのトラブルシューティング 337
カレンダサービスに対する pingの実行 338
� start-calの問題の解決 339
stop-calの問題の解決 339

�子プロセスを停止するには 339
�不正シャットダウンしたあとで回復するには 340

バックエンドサーバーに接続できない 341
カレンダが見つからない 341
プロキシ認証を使用してログインしようとすると「承認されていない」が表示さ
れる 342
正しく完了しない検索のトラブルシューティング 342

�制限属性の値が適切かどうかを調べるには 342
�制限属性を適切な値に設定するには 342

csstoredのわずらわしい日常的なメッセージを無効にする 343
データベース問題の処理 344

Berkeleyデータベースのツールの検索 344
�データベースのデッドロックを検出して解決するには 345
データベースの破損の検出 346

�カレンダデータベースの破損をチェックするには 347
データベース破損時のサービス停止の防止 (読み取り専用モード) 348

�データベースを読み取り専用モードにするには 348
一般的なデータベース障害の処理 349

� csadmindが起動しない、または起動時にクラッシュする 349
�サービスがハングし、エンドユーザーが接続できない:親のない
ロック 351
� csdb rebuildが終了しない:データベースのループ 351

破損したカレンダデータベースの再構築 352
�カレンダデータベースを再構築するには 352

15



ダンプとロードによるカレンダデータベースの復元 354
�ダンプとロードの手順を実行するには 355

自動バックアップコピーの復元 356
�ホットバックアップを復元するには 357
�アーカイブバックアップを復元するには 358

カスタムのバックアップスクリプトの修復 360

パート V 付録 361

A ディレクトリ設定のワークシート 363

B Calendar Server設定ワークシート 367

管理、ユーザー設定、および認証パネルのワークシート 367
電子メールと電子メールアラームのワークシート 368
ランタイム設定のワークシート 369
データベース、ログ、および一時ファイルのディレクトリのワークシート 370

C 高可用性 (HA)設定のワークシート 371

Calendar Server HA設定ワークシート 371
Calendar Serverのインストール用ワークシート 372
Calendar Server設定ワークシート 372

D Calendar Serverのコマンド行ユーティリティーのリファレンス 377

コマンド行ユーティリティーの実行 378
コマンド行ユーティリティーの構文 378
コマンド行ユーティリティーの使用規則 379
スクリプト内のリターンコード 379

コマンド行ユーティリティーの簡単な説明 379
csattribute 381
要件 381
構文 381
例 383

csbackup 383
要件 383
構文 384
例 385

16 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



cscal 386

要件 386

構文 386

例 389

csclean 390

要件 390

構文 391

例 391

cscomponents 392

要件 392

構文 392

例 393

csdb 393

要件 394

構文 394

例 396

csdomain 396

要件 397

構文 397

LDAP属性とプロパティー名 399

例 406

csexport 407

要件 407

構文 407

例 408

csimport 408

要件 408

構文 409

例 409

csmonitor 410

構文 410

csplugin 411

要件 412

構文 412

例 413

cspurge 414

要件 414

構文 414

17



例 415

csrename 415

要件 415

構文 416

例 417

csresource 417

要件 417

構文 417

例 420

csrestore 420

要件 421

構文 421

例 423

csschedule 423

要件 423

構文 424

例 425

csstats 426

要件 426

構文 426

例 427

cstool 428

要件 428

構文 428

例 429

csuser 430

要件 430

構文 431

例 434

start-cal 435

要件 435

構文 435

例 435

stop-cal 435

要件 435

構文 436

例 436

18 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



E Calendar Serverの設定パラメータ 437

ics.conf設定ファイルの編集 437

� ics.confファイルを編集するには 438

設定パラメータファイル (ics.conf) 439

ローカル設定 439

カレンダストアの設定 443

カレンダログ情報の設定 445

管理者構成パラメータ 446

サービスの設定 446

SSLの設定 451

ホストされたドメインの設定 453

アラーム通知のパラメータ 454

カレンダ検索データベースの設定 455

LDAPデータキャッシュの設定パラメータ 460

リソースカレンダの設定パラメータ 461

シングルサインオン (SSO)の設定 462

GSE (グループスケジューリングエンジン)の設定 464

データベースの設定 465

カレンダデータベースの自動バックアップ 467

ENSメッセージ用のカレンダデータベースパラメータ 468

ENS (予定通知サーバー)の設定 470

Calendar Server APIの設定 474

csmonitorユーティリティーの設定 477

カウンタ設定ファイル (counter.conf) 477

アラームカウンタ 478

ディスク使用率カウンタ 479

HTTPカウンタ 479

グループスケジューリングカウンタ 480

認証カウンタ 480

WCAPカウンタ 480

データベースカウンタ 481

サーバー応答カウンタ 481

セッション状態カウンタ 481

通知メッセージ 482

Calendar Serverのメールパラメータ 482

予定通知用の特殊文字列 484

日付のサブフォーマット 485

条件付き出力 486

19



作業通知用の特殊文字列 486

日付用の特殊文字列 488

単純な予定アラームの例 489

複雑な予定アラームの例 490

索引 493

20 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



表目次

表 1–1 Calendar Server (calmaster)管理者の構成パラメータ 40

表 1–2 ACE (アクセス制御エントリ)文字列の “Who”要素の形式 50

表 1–3 ACE (アクセス制御エントリ)文字列の “What”要素の値 51

表 1–4 ACE (アクセス制御エントリ)文字列の “How”要素の種類 51

表 1–5 ACE (アクセス制御エントリ)文字列の Grant要素の値 52

表 2–1 サイレントモードのオプションの説明 71

表 3–1 ユーザー設定ディレクトリのオプション 82

表 3–2 Directory Managerのオプション 83

表 3–3 Calendar Server管理者のオプション 83

表 3–4 電子メールと電子メールアラームのオプション 83

表 3–5 ランタイム設定のオプション 84

表 3–6 Calendar Server起動オプション 84

表 3–7 データベース、ログ、および一時ファイルのディレクトリのオプション
85

表 4–1 csvdmigのオプション 113

表 7–1 HA設定用の Calendar Server設定オプション 183

表 9–1 Communicationsサーバーの信頼できるサークルテクノロジを利用して
SSOを設定する場合の Calendar Server設定パラメータ 200

表 9–2 Communicationsサーバーの信頼できるサークルテクノロジを利用して
SSOを設定する場合のMessaging Server設定パラメータ 201

表 15–1 アクセス制御の設定パラメータ 270

表 15–2 アクセス制御のためのコマンド行ユーティリティー 271

表 15–3 ics.confファイルに指定できるリソースカレンダの設定パラメータ
274

表 16–1 Calendar Serverデータベースファイル 290

表 18–1 削除ログデータベースの自動破棄に適用される設定パラメータ 309

表 18–2 削除ログデータベースをサポートするユーティリティー 310

21



表 21–1 LDAPデータキャッシュのカスタマイズに使用される ics.confパラメー
タ 327

表 21–2 LDAP SDKキャッシュを設定するための ics.confパラメータ 329

表 21–3 ディスク上に保持するバックアップ数の設定に使用される ics.confパラ
メータ 330

表 21–4 管理サービス (csadmind)のHTTPタイムアウト値 331

表 21–5 ics.confに設定され、エンドユーザーに適用されるHTTPタイムアウト
値 (cshttpdサービス) 332

表 A–1 Directory Serverセットアップスクリプト (comm_dssetup.pl)のワーク
シート 363

表 B–1 管理、ユーザー設定、および認証パネルのワークシート 367

表 B–2 電子メールと電子メールアラームのワークシート 368

表 B–3 ランタイム設定のワークシート 369

表 B–4 データベース、ログ、および一時ファイルのディレクトリのワークシー
ト 370

表 C–1 Calendar Server HA設定ワークシート 371

表 C–2 Calendar Serverのインストール用ワークシート 372

表 C–3 Calendar Server設定ワークシート 372

表 D–1 Calendar Serverのコマンド行ユーティリティーの概要 380

表 D–2 csattributeユーティリティーのコマンド 382

表 D–3 csattributeユーティリティーのコマンドオプション 382

表 D–4 csbackupユーティリティーのコマンド 384

表 D–5 csbackupユーティリティーのコマンドオプション 385

表 D–6 cscalユーティリティーのコマンド 387

表 D–7 cscalユーティリティーのコマンドオプション 388

表 D–8 cscleanユーティリティーのコマンドオプション 391

表 D–9 cscomponentsユーティリティーのコマンド 392

表 D–10 cscomponentsユーティリティーのコマンドオプション 393

表 D–11 csdbユーティリティーのコマンド 394

表 D–12 csdbユーティリティーのコマンドオプション 395

表 D–13 csdomainユーティリティーのコマンド 398

表 D–14 csdomainユーティリティーのコマンドオプション 398

表 D–15 LDAPディレクトリ属性 icsAllowRightsとそのプロパティー 400

表 D–16 LDAPディレクトリ属性 icsExtendedDomainPrefs 402

表 D–17 csdomainユーティリティーのその他の LDAPディレクトリ属性 405

表 D–18 csexportユーティリティーのコマンド 407

表 D–19 csexportユーティリティーのコマンドオプション 408

表 D–20 csimportユーティリティーのコマンド 409

表 D–21 csimportユーティリティーのコマンドオプション 409

22 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



表 D–22 csmonitorユーティリティーのコマンドオプション 410
表 D–23 csmonitorの設定パラメータ 411
表 D–24 cspluginユーティリティーのコマンド 412
表 D–25 cspluginユーティリティーのコマンドオプション 413
表 D–26 cspurgeユーティリティーのコマンドオプション 414
表 D–27 csrenameのオプション 416
表 D–28 csresourceユーティリティーのコマンド 418
表 D–29 csresourceユーティリティーのコマンドオプション 419
表 D–30 csrestoreユーティリティーのコマンド 422
表 D–31 csrestoreユーティリティーのコマンドオプション 422
表 D–32 csscheduleユーティリティーのコマンド 424
表 D–33 csscheduleユーティリティーのコマンドオプション 425
表 D–34 csstatsユーティリティーのコマンド 427
表 D–35 csstatsユーティリティーのコマンドオプション 427
表 D–36 cstoolユーティリティーのコマンド 429
表 D–37 cstoolユーティリティーのコマンドオプション 429
表 D–38 csuserユーティリティーのコマンド 431
表 D–39 csuserユーティリティーのコマンドオプション 432
表 E–1 ics.confファイルのローカル設定用パラメータ 439
表 E–2 ics.confファイルのカレンダストア設定用パラメータ 443
表 E–3 ics.confファイルのカレンダログ設定用パラメータ 445
表 E–4 管理者の構成パラメータ 446
表 E–5 ics.confファイルのサービス設定用パラメータ 446
表 E–6 SSLの設定パラメータ 451
表 E–7 ホストされたドメインをサポートするための設定パラメータ 453
表 E–8 ics.confファイルのアラーム通知設定用パラメータ 454
表 E–9 ics.confファイルのカレンダ検索データベース (CLD)設定パラメータ

455

表 E–10 LDAPデータキャッシュの設定パラメータ 460

表 E–11 リソースカレンダの設定パラメータ 462

表 E–12 ics.confファイルの SSO設定パラメータ (Access Managerを使用する場
合) 462

表 E–13 ics.confファイルの SSO設定パラメータ (Communicationsサーバーの
信頼できるサークルテクノロジを使用する場合) 463

表 E–14 ics.confファイルの GSE (グループスケジューリングエンジン)設定パラ
メータ 465

表 E–15 ics.confファイルのデータベース設定用パラメータ 466

表 E–16 自動バックアッププロセスで使用される ics.confパラメータ 467

表 E–17 ENSメッセージ用のカレンダデータベースパラメータ 468

23



表 E–18 ics.confファイルの ENS (予定通知サーバー)設定用パラメータ 470

表 E–19 ics.confファイルの CSAPI設定用パラメータ 474

表 E–20 ics.confファイル内の csmonitorユーティリティー設定パラメータ
477

表 E–21 counter.confファイルのアラームカウンタ 478

表 E–22 counter.confファイルのディスク使用率カウンタ 479

表 E–23 counter.confファイルのHTTP (httpstat)カウンタ 479

表 E–24 counter.confファイルの GSE (グループスケジューリングエンジン)カウ
ンタ 480

表 E–25 counter.confファイルの認証 (authstat)カウンタ 480

表 E–26 counter.confファイルのWCAP (wcapstat)カウンタ 481

表 E–27 counter.confファイルのデータベース (dbstat)カウンタ 481

表 E–28 counter.confファイルのサーバー応答カウンタ 481

表 E–29 counter.confファイルのセッション状態カウンタ 482

表 E–30 ics.confファイルの Calendar Server電子メールフォーマットパラメー
タ 483

表 E–31 予定通知用の特殊文字列 484

表 E–32 作業通知用の特殊文字列 487

表 E–33 日付用の特殊文字列 488

24 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



図目次

図 1–1 Calendar Server内部サブシステムの論理フロー 54

図 3–1 Calendar Server設定プログラムの開始パネル 88

図 3–2 「管理、ユーザー設定、および認証」設定パネル 89

図 3–3 「メールと電子メールアラーム」設定パネル 91

図 3–4 「ランタイム設定」パネル 92

図 3–5 「設定およびデータファイルの格納先ディレクトリ」設定パネル 93

図 3–6 「アーカイブおよびホットバックアップの設定」パネル 95

図 3–7 「設定準備が完了しました」パネル 97

図 3–8 「設定の概要」パネル 98

図 4–1 実行する移行ユーティリティーの選択 101

図 6–1 複数のフロントエンドサーバーと複数のバックエンドサーバー 164

図 6–2 フロントエンドサーバーとバックエンドサーバーの両方の機能を持つ複
数のマシン 165

図 11–1 LDAP Schema 2を使用する場合の LDAPディレクトリの構造 215

図 11–2 LDAP Schema 1を使用する場合の LDAPディレクトリの構造 216

25



26 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



はじめに

本書では、Sun Java™ System Calendar Server 6 2005Q4 (Calendar Server)の管理方法
について説明します。

Calendar Serverは、企業およびサービスプロバイダ向けの一元化されたカレンダ機能
およびスケジュール機能を提供するスケーラブルなWebベースソリューションです。
Calendar Serverは、個人的なカレンダ機能だけでなく、グループとリソースのスケ
ジュール機能もサポートしています。

この章で説明する内容は次のとおりです。

� 27ページの「対象読者」
� 28ページの「お読みになる前に」
� 28ページの「内容の紹介」
� 30ページの「関連マニュアル」
� 31ページの「関連するサードパーティーのWebサイト」
� 31ページの「マニュアル、サポート、およびトレーニング」
� 31ページの「表記上の規則」
� 32ページの「コマンド例で使用されるシェルプロンプト」

対象読者
このマニュアルは、Calendar Serverの管理と設定を行う Calendar Server管理者およ
びサポートスペシャリストを対象としています。
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お読みになる前に
Calendar Serverのインストールと管理を開始する前に、次の概念について習熟する必
要があります。

� 使用しているプラットフォームのオペレーティングシステムの基本的な管理手順

� LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)。 LDAPディレクトリを使用して
ユーザー情報を保存する場合

内容の紹介

章 説明

はじめに(この章) 対象読者、前提条件、マニュアルの内容、表記上の規
則、関連情報について説明します。

パート I「概要」

第 1章 コンポーネント、アーキテクチャー、インタフェース、
プロトコルなど、Calendar Serverの概要について説明
します。

パート II「インストール後の設定」

第 2章) ディレクトリ準備スクリプト comm_dssetup.plの実
行手順について説明します。

第 3章 csconfigurator.shプログラムの実行手順について
説明します。

第 4章 インストール後に使用する 2つのデータベース移行ユー
ティリティー、csmigおよび csvdmigの使用手順につ
いて説明します。

パート III「Calendar Serverの設定のカスタマイズ」

第 5章 Calendar Serverのさまざまな面のカスタマイズ手順に
ついて説明します。

第 6章 複数のサーバーへのカレンダデータベースの分散を可能
にする CLDプラグインの設定について説明します。

第 7章 高可用性環境の設定方法について説明します。
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章 説明

第 8章 SSLの設定方法と管理方法について説明します。

第 9章 Access Managerの認証またはMessaging Server (信頼
サークル)によるシングルサインオンの設定方法につい
て説明します。

第 10章 自動バックアップが行われるように csstoredを設定
する方法について説明します。

第 11章 ホストされたドメインでの Calendar Serverの設定方法
について説明します。

パート IV「Calendar Serverの管理」

第 12章 サービスの開始および停止などの一般的な Calendar
Serverのタスクについて説明します。

第 13章 ホストされたドメイン環境へのドメインの作成、変更、
削除、および一覧の方法について説明します。

第 14章 ユーザー LDAPエントリおよびリソース LDAPエント
リの管理方法について説明します。

第 15章 アクセス制御を含めて、カレンダの管理方法について説
明します。

第 16章 Calendar Serverのデータベースとデータを管理、維持
する方法について説明します。

第 17章 Calendar Serverデータのバックアップと復元について
説明します。

第 18章 削除ログデータベース (ics50deletelog.db)の管理
方法について説明します。

第 19章 Calendar Serverがタイムゾーンをどのように処理し、
新しいタイムゾーンテーブルを追加したり、提供される
タイムゾーンテーブルを修正する方法について説明しま
す。

第 20章 カレンダの予定への Instant Messagingのポップアップ
アラームの設定方法について説明します。

第 21章 LDAPデータキャッシュの使用を含めて、Calendar
Serverのパフォーマンスが最適になるように調整する
方法について説明します。

第 22章 情報を収集して問題を解決するさまざまな方法について
説明します。

パート V「付録」

付録A ディレクトリ準備スクリプトの情報を収集するための
ワークシートを提供します。
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章 説明

付録 B csconfiguator.shの情報を収集するためのワークシート
を提供します。

付録 C 高可用性 (HA)設定を計画するためのワークシートを提
供します。

付録 D Calendar Serverのコマンド行ユーティリティーのリ
ファレンス。

付録 E ics.confパラメータのリファレンス。

関連マニュアル
次の Calendar Serverのマニュアル (PDF形式および HTML形式のオンラインファイ
ル)を利用できます。

� 『Sun Java System Communications Services 2005Q4 Release Notes』

� 『Sun Java System Communications Services 6 2005Q4 Documentation Center』

� 『Sun Java System Communications Services 6 2005Q4 Deployment Planning
Guide』

� 『Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド』

� 『Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4 Developer’s Guide』

� 『Sun Java System Communications Services 6 2005Q4 Event Notification Service
Guide』

� 『Sun Java System Communications Services 6 2005Q4 Schema Reference』

� 『Sun Java System Communications Services 6 2005Q4 Schema Migration Guide』

� 『Sun Java System Communications Services 6 2005Q4 Delegated Administrator
Guide』

� 『Sun Java System Communications Express 6 2005Q4 Administration Guide』

� 『Sun Java System Communications Express 6 2005Q4 Customization Guide』

� 『Sun Java System Communications Sync 2005Q4 Release Notes』 (HTML形式の
み)

� 『Sun Java Enterprise System Technical Note: Sun Java System Calendar
Frequently Asked Questions』

� 『Sun Java Enterprise System Glossary』

このほかに、グラフィカルユーザーインタフェース、Communications Express、およ
び Delegated Administration Consoleからでもオンラインヘルプを利用できます。
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関連するサードパーティーのWebサイ
ト
このマニュアルには、追加の関連情報を提供するために、サードパーティーの URL
も記載されています。

注 – Sunは、このマニュアルに記載されているサードパーティーWebサイトの利用可
能性について責任を負いません。Sunは、このようなサイトまたはリソースで得られ
るあらゆる内容、広告、製品、およびその他素材を保証するものではなく、責任また
は義務を負いません。Sunは、このようなサイトまたはリソースにより得られるあら
ゆるコンテンツ、製品、またはサービスの使用または信用によって生じる、または生
じたと主張される、あるいはそれらの使用または信用に関連して生じる、いかなる実
際の、または主張される損害または損失についても責任または義務を負いません。

マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

表記上の規則
次の表に、このマニュアルで使用される表記上の変更点を示します。
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表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力

.loginファイルを編集しま
す。

ls -a を使用して、すべての
ファイルを表示します。

machine_name% you have
mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコ
ンピュータ出力と区別して示します

machine_name% su

Password:

aabbcc123 変数を示します。実際に使用する特定の
名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

AaBbCc123 参照する書名、新しい単語、または、強
調する単語を示します。

『ユーザーズガイド』の第 6
章を参照してください。

パッチの分析を実行してくださ
い。

このファイルは保存しないでく
ださい。

（オンライン表示の場合、強調
する語が太字で表示される場合
があります。）

コマンド例で使用されるシェルプロンプ
ト
次の表は、Cシェル、Bourneシェル、および Kornシェルのデフォルトシステムプロ
ンプトとスーパーユーザープロンプトを示しています。

表 P–2シェルプロンプト

シェル プロンプト

Cシェルプロンプト machine_name%

Cシェルのスーパーユーザープロンプト machine_name#

Bourneシェルおよび Kornシェルのプロンプ
ト

$
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表 P–2シェルプロンプト (続き)
シェル プロンプト

Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパー
ユーザープロンプト

#
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パート I 概要

ここには、概要の章のみが記載されています。
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第 1章

概要

Sun Java™ System Calendar Server 6 2005Q4 (Calendar Server)は、企業やサービスプ
ロバイダのカレンダおよびスケジュール管理を集中化するためのスケーラブルなWeb
ベースのソリューションです。Calendar Serverは、個人およびグループの予定や作業
のカレンダ機能に加え、会議室や機器などのリソースのカレンダ機能をサポートしま
す。

基本設定のシナリオについては、『Sun Java System Communications
Services 6 2005Q4 Deployment Planning Guide』を参照してください。

この章では、次の項目について説明します。

� 38ページの「Calendar Serverのインストール」
� 39ページの「インストール後の設定」
� 39ページの「Calendar Serverの特別なアカウント」
� 41ページの「プロキシ管理者のログイン」
� 41ページの「Calendar Serverのエンドユーザー管理」
� 44ページの「Calendar Serverデータ」
� 45ページの「LDAPデータキャッシュオプション」
� 48ページの「カレンダのアクセス制御」
� 53ページの「Calendar Serverの内部サブシステム」
� 55ページの「Calendar Serverサービス」
� 57ページの「Calendar ServerのAPIと SDK」
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注 –この章と以降の章で、完全修飾のディレクトリパスが指定された場合、そのパス
は Solarisプラットフォームのディレクトリパスを示します。Solarisのデフォルトパ
スは次のとおりです。

/opt/SUNWics5/cal

/var/opt/SUNWics5

/etc/opt/SUNWics5

Linux®のデフォルトパスは次のとおりです。

/opt/sun/calendar

/var/opt/sun/

/etc/opt/sun

Linuxユーザーは、Solarisのデフォルトとして表示されているどのコマンドも Linux
のデフォルトパスに置き換える必要があります。

Calendar Serverのインストール
Calendar Serverのインストールおよび設定は、従来の Calendar Serverリリース
(2003Q4以前のバージョン)から大幅に変更されています。Calendar Server単独のイ
ンストーラはなくなりました。

Calendar Server 2003Q4 (6.0)以降のバージョンをまだインストールしていない場合
は、Sun Java Enterprise Systemインストーラを使用して 2005Q4バージョンを入手す
る必要があります。このインストーラを使用すると、ほかの Sunコンポーネントおよ
びパッケージをインストールすることもできます。Sun Java Enterprise Systemインス
トーラについては、『Sun Java Enterprise System 2005Q4 Installation Guide for
UNIX』を参照してください。

以前のバージョンの Sun Java Enterprise Systemからアップグレードする場合、
アップグレードのプロセスは『Sun Java System 2005Q4 Upgrade and Migration
Guide』に説明されています。

旧バージョンの Calendar Serverからの移行については、第 4章を参照してくださ
い。
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インストール後の設定
Calendar Serverをインストールしたあとに、設定を行う必要があります。インストー
ラのインストールプロセスでは、設定は行われません。

� 高レベルの作業一覧

1. Directory Serverセットアップスクリプト comm_dssetup.plを実行して Sun
Java System Directory Server 5を設定します (まだスクリプトが実行されていない
場合)。
このスクリプトは、次のディレクトリに格納されています。
/opt/SUNWcomds/sbin

このスクリプトの実行については、第 2章を参照してください。

2. Calendar Server設定プログラム csconfigurator.shを実行してサイト固有の
要件を設定し、新しい ics.conf設定ファイルを作成します。

ics.confファイルのパラメータについては、付録 E を参照してください。

このプログラムは、次のディレクトリに格納されています。
/opt/SUNWics5/sbin

csconfigurator.shの実行については、第 3章を参照してください。

Calendar Serverの特別なアカウント
Calendar Serverの特別なアカウントには次のものがあります。

� 39ページの「Calendar Server管理者 (calmaster)」
� 40ページの「Calendar Serverユーザーおよびグループ」
� 41ページの「スーパーユーザー (root)」

Calendar Server管理者 (calmaster)
Calendar Server管理者とは、関連付けられた特定のユーザー名とパスワードの組み合
わせのうち、Calendar Serverの管理権限を付与されているもののことです。たとえ
ば、Calendar Server管理者は Calendar Serverサービスの起動と停止、ユーザーの追
加と削除、カレンダの作成と削除などを実行できます。このユーザーは Calendar
Serverの管理権限を持ちますが、ディレクトリサーバーの管理権限を持つとは限りま
せん。

手順
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Calendar Server管理者のデフォルトのユーザー IDは calmasterですが、Calendar
Serverの設定時に別のユーザーを指定することもできます。インストール後に別の
ユーザーを指定する場合は、ics.confファイルの
service.admin.calmaster.useridパラメータの設定を変更します。

Calendar Server管理者として指定するユーザー IDは、ディレクトリサーバー内の有
効なユーザーアカウントである必要があります。Calendar Serverの設定時に
Calendar Server管理者のユーザーアカウントがディレクトリサーバーに存在していな
い場合には、設定プログラムがアカウントを自動的に作成します。

次の表は、ics.confファイルで設定できる Calendar Server管理者の構成パラメー
タを示しています。

表 1–1 Calendar Server (calmaster)管理者の構成パラメータ

パラメータ 説明

service.admin.calmaster.userid Calendar Server管理者として指定されたユーザー
のユーザー ID。Calendar Serverのインストール
時に、この必須値を指定する必要があります。デ
フォルトは "calmaster"です。

service.admin.calmaster.cred Calendar Server管理者として指定されたユーザー
IDのパスワード。インストール時に、この必須値
を指定する必要があります。

caldb.calmaster Calendar Server管理者の電子メールアドレス。デ
フォルトは "root@localhost"です。

service.admin.calmaster.overrides.

accesscontrol

Calendar Serverの管理者がアクセス制御に優先し
てアクセスできるかどうかを指定します。デ
フォルトは "no"です。

service.admin.calmaster.wcap.

allowgetmodifyuserprefs

Calendar Server管理者がWCAPコマンドを使用
してユーザー設定を取得、設定できるかどうかを
指定します。デフォルトは "no"です。

service.admin.ldap.enable service.admin.calmaster.useridに指定さ
れたユーザーの認証に LDAPサーバーを使用する
かどうかを指定します。デフォルトは “yes”で
す。

Calendar Serverユーザーおよびグループ
これらの特別なアカウントは Calendar Serverの実行に使用されるユーザー IDとグ
ループ IDを示しています。特別なアカウントが存在しないときは、特別な理由がな
いかぎり、設定プログラムによって自動的に作成されるデフォルト値 icsuserおよ
び icsgroupを使用することをお勧めします。
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ただし、Calendar Server設定プログラムの実行時に icsuserおよび icsgroup以外
の値を指定することもできます。これらの値は、それぞれ ics.confファイルの
local.serveruidおよび local.servergidパラメータに格納されます。

スーパーユーザー (root)
Calendar Serverをインストールするには、スーパーユーザー (root)としてログイン
するか、スーパーユーザーになる必要があります。スーパーユーザーとしてコマンド
行ユーティリティーを実行し、Calendar Serverを管理することもできます。ただし、
一部の作業については Calendar Serverファイルへのアクセスの問題を回避するため
に、スーパーユーザーとしてではなく、icsuserおよび icsgroup (または選択した
値)として実行する必要があります。

プロキシ管理者のログイン
管理者がユーザーカレンダを管理できるようにするには、設定ファイル ics.confで
パラメータを設定する必要があります。デフォルトは "no"で、この種のプロキシ認
証が許可されないことを意味します。

Communications Expressを使用している場合は、このパラメータを "yes"に設定す
る必要があります。

このパラメータの設定方法およびプロキシログインが機能しているかどうかの確認方
法については、134ページの「ログインと認証の設定」を参照してください。

Calendar Serverのエンドユーザー管理
エンドユーザーは、Sun Java System Communications ExpressのWebグラフィカル
ユーザーインタフェース (GUI)を使用して、クライアントマシンから Calendar Server
に接続します。ユーザーは LDAPディレクトリに一意のエントリを持っている必要が
あります。各ユーザーは 1つ以上のカレンダを所有し、1つ以上のグループに所属で
きます。

適切な権限を持つ管理者は、Delegated Administratorユーティリティー (コマンド行)
またはコンソール (GUI)を使用して、ユーザー LDAPエントリまたはリソース LDAP
エントリを追加、削除、または変更できます。

Delegated Administratorユーティリティー (commadmin)のマニュアルについては、
『Sun Java System Communications Services 6 2005Q4 Delegated Administrator
Guide』を参照してください。
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Delegated Administratorコンソールのマニュアルについては、コンソールのオンライ
ンヘルプを参照してください。

また、必要があれば、ldapmodifyを使用して LDAPエントリを直接変更すること
もできます。ldapmodifyについては、『Sun ONE Directory Server Resource Kit 5.2
Tools Reference』を参照してください。

注意 – csuserなど、Java Enterprise System以前のバージョンで使用されるユー
ティリティープログラムは、今回のバージョンでも Calendar Serverにバンドルされ
ています。Access Managerを使用している場合は、ユーザー、ドメイン、またはリ
ソース LDAPエントリの管理や作成にこれらのユーティリティーを使用しないでくだ
さい。これには例外がいくつかあります。このような場合、このマニュアルでは適切
なユーティリティーを示します。

この節では、ユーザーおよびそのカレンダ管理に関する次の点について説明します。

� 42ページの「Calendar Serverユーザーの作成」
� 43ページの「Calendar Serverユーザーの認証」
� 43ページの「Calendar Serverのユーザー設定」
� 43ページの「カレンダグループ」
� 44ページの「カレンダリソース」

Calendar Serverユーザーの作成
Calendar Serverユーザーは、手動または自動で作成できます。

� 手動: Directory Serverが Schema 2用に設定されている場合、管理者は Delegated
Administratorユーティリティーを使用してディレクトリサーバーにユーザーを追
加し、Calendar Serverの cscalユーティリティーを使用してユーザーのデフォル
トカレンダを作成できます。

Directory Serverが Schema 1用に設定されている場合、Calendar Serverの
csuserユーティリティーを使用して、ユーザーとカレンダの両方を同時に作成し
ます。

� 自動 (自動プロビジョニング):自動プロビジョニングが設定されており、LDAP
ディレクトリにすでにユーザーが存在している場合は、ユーザーが最初にログイン
したときに Calendar Serverによって自動的にデフォルトカレンダが作成されま
す。

ホストされていないドメインモードでは、Calendar Serverによって、ユーザー ID
からデフォルトカレンダのカレンダ ID (calid)が作成されます。たとえば、John
Doeのユーザー IDが jdoeである場合、彼のデフォルトカレンダ calidは jdoe
になります。

ホストされたドメインモードでは、calidはユーザー IDとユーザーのドメインの
組み合わせです。たとえば、John Doeが example.comというドメインにいて、
彼のユーザー IDが jdoeである場合、ホストされたドメイン環境での彼の calid
は jdoe@example.comとなります。
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自動プロビジョニングを行うには、次の条件を満たす必要があります。

� ics.confファイルの local.autoprovisionパラメータの値が “yes” (デ
フォルト)に設定されている。

� ホストされた (仮想)ドメインのモードで、ドメインでのカレンダの使用が有効
に設定されている。ドメイン内の LDAPエントリに icsCalendarDomainオ
ブジェクトクラスがある場合、ドメインのカレンダは使用可能になっている。

たとえば、ディレクトリサーバーに tchangが存在するが、カレンダ機能はま
だ有効になっていない (つまり、デフォルトカレンダを持っていない)と仮定し
ます。tchangがはじめて Calendar Serverにログインするときに、tchangの
カレンダ機能は Calendar Serverによって自動的に有効になり、tchangという
calidでデフォルトカレンダが作成されます。

Calendar Serverユーザーの認証
Calendar Serverは、ユーザーの認証とユーザー設定の格納に使用する、Sun Java
System Directory Serverなどのディレクトリサーバーを必要とします。ただし、
LDAP以外のディレクトリサーバーに定義されているユーザーによるアクセスを許可
できるように、Calendar Serverには LDAP以外のディレクトリにアクセスする場合
に必要となるプラグインを記述するための Calendar Server API (CSAPI)が用意され
ています。CSAPIについては、『Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4
Developer’s Guide』を参照してください。

Calendar Serverのユーザー設定
Calendar Serverでは、ユーザーはディレクトリサーバーに格納されているユーザー設
定属性を使用して、カレンダデータの表示方法をカスタマイズすることができます。
ユーザー設定 (これと対をなすのが Calendar Serverの設定パラメータ)は、ユーザー
インタフェースでのカレンダデータの表示に適用され、カレンダを表示する際のユー
ザー名、電子メールアドレス、表示色などの項目がこれに含まれます。

設定できる項目については、『Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4
Developer’s Guide』の get_userprefsおよび set_userprefsのWCAPコマン
ドを参照してください。

カレンダグループ
カレンダグループとは、個々の登録済みカレンダの集合体であり、グループには名前
がついています。カレンダをグループ化することで、複数のカレンダを組み合わせて
1つのカレンダとして表示できます。ユーザーは、Communications Expressのグラ
フィカルユーザーインタフェースを使用してグループを作成します。

たとえば、プライベートなカレンダ、部署のカレンダ、会社の休日カレンダをカレン
ダグループとして組み合わせることができます。また、カレンダグループを利用して
カレンダのリストを並べて表示し、カレンダの所有者に予定への出席を依頼すること
もできます。
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これらのグループが LDAPグループと混同されることはありません。このユーザーイ
ンタフェースで作成したグループは、icsSet属性内のユーザーの LDAPエントリに
格納されます。したがって、ほかのユーザーが LDAP内の出席者を検索するときに
は、ユーザーインタフェースで作成したグループを表示することはできません。

Calendar Serverユーザーについては、第 14章を参照してください。

カレンダリソース
リソースとは、会議室、またはプロジェクタなど、カレンダを使ってスケジューリン
グできるものをいいます。そのような項目ごとに異なるリソース LDAPエントリがあ
ります。LDAPエントリとそれに関連するカレンダの作成には、次の該当するツール
を使用してください。

� Schema 2の場合:リソース LDAPエントリの作成には Delegated Administrator
を、カレンダの作成には Calendar Serverユーティリティーの resourceを使用し
ます。

� Schema 1の場合:リソース LDAPエントリとカレンダのどちらの作成にも
csresource create コマンドを使用します。

Calendar Serverデータ
この節では、Calendar Serverデータに関する次の項目について説明します。

� 44ページの「Calendar Serverデータの形式」
� 45ページの「カレンダデータのインポートとエクスポート」
� 45ページの「データ交換のためのカレンダリンク」
� 45ページの「Calendar Serverアラーム」

Calendar Serverデータの形式
Calendar Serverのデータ形式は、RFC 2445「Internet Calendaring and Scheduling
Core Object Specification (iCalendar)」に準拠しています。Calendar Serverは次の形
式をサポートしています。

� XML (.xml): Communications Expressへのインタフェース。
� iCalendar (.ical):デフォルトの形式。

CSAPIを使用して、WCAPプロトコル用のトランスレータ DLLまたは共有ライブラ
リを開発できます。WCAPおよび CSAPIについては、『Sun Java System Calendar
Server 6 2005Q4 Developer’s Guide』を参照してください。
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カレンダデータのインポートとエクスポート
カレンダデータは、iCalendar (.ical)形式または XML (.xml)形式でインポートお
よびエクスポートできます。Calendar Serverの管理者は、Calendar Serverの
csimportおよび csexportユーティリティーを使用してカレンダデータをインポー
トおよびエクスポートできます。エンドユーザーは、Communications Expressの
ユーザーインタフェースを使用してカレンダデータをインポートおよびエクスポート
できます。

データ交換のためのカレンダリンク
カレンダは、電子メールメッセージやWebページに埋め込んだリンクとして参照させ
ることができます。カレンダが読み取りアクセスを許可しているかぎり、ユーザーは
Calendar Serverにログインすることなく、リンクをクリックするだけでカレンダを表
示することができます。たとえば、次のリンクは Auditoriumというリソース空間
を指定しています。

http://calendar.sesta.com:8080/?calid=Auditorium

Calendar Serverアラーム
Calendar Serverは、受信者リストに送信されるサーバー側の電子メールアラームをサ
ポートしています。電子メールメッセージの形式は設定変更が可能で、ユーザーまた
はカレンダの属性としてではなく、サーバーの属性として維持されます。Calendar
Serverが限定的にサポートするのは、予定用の ITIPメソッド PUBLISH、REQUEST、
REPLY、CANCELを含む ITIP/IMIP標準 (RFC 2446および RFC 2447)です。

LDAPデータキャッシュオプション
LDAPデータキャッシュオプションを使用すると、LDAPディレクトリサーバーが、
コミットされたデータの利用可能性に遅延が発生するように設定されている場合で
も、コミットされるとすぐに LDAPデータが利用できるようになります。

たとえば、Calendar Serverがスレーブ LDAPディレクトリサーバー経由でマスター
LDAPディレクトリにアクセスするマスター/スレーブ LDAP構成がサイトに配備さ
れており、コミットされた LDAPデータの利用可能性に遅延が発生している場合で
も、LDAPデータキャッシュを使用すると、Calendar Serverクライアントは正確な
LDAPデータを入手できるようになります。

ここで説明する内容は次のとおりです。

� 46ページの「LDAPデータキャッシュの使用に関する注意事項」
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� 46ページの「マスター/スレーブ LDAP構成」
� 47ページの「LDAPデータキャッシュ」
� 48ページの「制限事項」

LDAPデータキャッシュの使用に関する注意事項
次のガイドラインを使用して、サイトで LDAPデータキャッシュを設定すべきかどう
かを判断してください。

� サイトの Calendar Serverがマスター (またはルート) LDAPディレクトリサーバー
に直接アクセスしており、コミットされた LDAPデータの利用可能性に遅延が発
生していない場合は、LDAPデータキャッシュを設定する必要はありません。
local.ldap.cache.enableパラメータが "no" (デフォルト値)に設定されてい
ることを確認してください。

� 46ページの「マスター/スレーブ LDAP構成」が配備されており、Calendar
Serverがスレーブ LDAPディレクトリサーバー経由でマスター LDAPディレクト
リにアクセスしている場合は、コミットされた LDAPデータの利用可能性に遅延
が発生します。LDAPデータキャッシュを設定して、エンドユーザーが最新のデー
タを入手できるようにしてください。

マスター/スレーブ LDAP構成
マスター/スレーブ LDAP構成には、マスター (ルート)ディレクトリサーバーと、1
つ以上のスレーブ (コンシューマまたはレプリカ)ディレクトリサーバーが含まれま
す。Calendar Serverは、マスター LDAPディレクトリサーバーに直接アクセスする
ことも、スレーブディレクトリサーバー経由でアクセスすることもできます。

� Calendar Serverがマスター LDAPディレクトリサーバーに直接アクセスしていれ
ば、LDAPは正確であり、LDAPデータキャッシュを設定する必要はありません。

� Calendar Serverがスレーブディレクトリサーバー経由でマスター LDAPディレク
トリサーバーにアクセスしている場合は、LDAPデータの変更は通常、LDAPリ
フェラルを使用して透過的にマスターディレクトリサーバーに書き込まれます。次
に、LDAPリフェラルは、データをレプリケーションにより各スレーブディレクト
リサーバーに戻します。

この 2番目のタイプの構成では、コミットされた LDAPデータがスレーブディレ
クトリサーバーで利用可能になるまでに遅延が発生するため、LDAPデータが不正
確になるという問題が発生する場合があります。

たとえば、Calendar Serverが LDAPデータの変更をコミットしても、マスター
ディレクトリサーバーが各スレーブディレクトリサーバーの更新を完了するまでの
遅延のために、一定の時間は新しいデータが利用できません。以降の Calendar
Serverクライアント操作で古い LDAPデータが使用されると、期限切れの内容が
表示されます。

スレーブディレクトリサーバーを更新する際の遅延が短時間 (ほんの数秒)であれ
ば、クライアントで問題が発生しないこともあります。しかし、遅延がそれ以上
(数分または数時間)になると、遅延の長さに応じてクライアントには不正確な
LDAPデータが表示されます。
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次の表は、このような遅延によって影響を受ける操作と LDAP属性を示していま
す。

操作 LDAP属性

自動プロビジョニング icsCalendar、icsSubscribed、
icsCalendarOwned、icsDWPHost

カレンダグループ icsSet

カレンダの作成 icsCalendarOwned、icsSubscribed

カレンダの登録 icsSubscribed

ユーザーオプション icsExtendedUserPrefs、
icsFirstDay、 icsTimeZone、
icsFreeBusy

カレンダの検索 icsCalendarOwned

LDAPデータキャッシュ
LDAPデータキャッシュは、マスターディレクトリサーバーが各スレーブディレクト
リサーバーをまだ更新していない場合でも、Calendar Serverクライアントに最新の
LDAPデータを提供することにより、マスター/スレーブ LDAP構成の問題を解決し
ます。

LDAPデータキャッシュが有効になっていると、Calendar Serverは、コミットされた
LDAPデータをキャッシュデータベース (ldapcache.dbファイル)に書き込みま
す。LDAPキャッシュデータベースは、デフォルトでは ldap_cacheデータベース
ディレクトリに配置されますが、必要に応じて別の場所を設定できます。

クライアントが単一ユーザーの LDAPデータを変更すると、Calendar Serverは、変
更されたデータをスレーブディレクトリサーバーだけでなく、LDAPキャッシュデー
タベースにも書き込みます。以降のクライアント操作では、LDAPデータが
キャッシュデータベースから取得されます。このデータ取得は、単一ユーザーの次の
操作に適用されます。

� ログイン時のユーザーの属性
� ユーザーのオプション (配色やタイムゾーンなど)
� ユーザーのカレンダグループ
� ユーザーの登録済みカレンダリスト

これにより、LDAPデータキャッシュデータベースでは次のことが可能になります。

� 単一システム上のプロセス間でのデータ整合性。データベースは、マルチプロ
セッサシステム上のすべての Calendar Serverプロセスで利用可能です。

� ユーザーセッション間でのデータ持続性。データベースは永続的であり、更新は必
要ありません。
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制限事項
LDAPデータキャッシュでは、次のことを行うことはできません。

� エントリのリストが予測される検索のためにキャッシュを読み取ること。たとえ
ば、会議の出席者の検索がこれに当たります。このタイプの検索は、すべての
LDAP遅延の影響を受けます。たとえば、LDAPの検索オプションがアクティブに
なっており、新しいカレンダを作成したあとの遅延時間内に検索が実行された場合
は、カレンダの検索で、新しく作成されたカレンダは表示されません。

� 複数のフロントエンドサーバーにわたるキャッシュの読み取りおよび書き込み。各
フロントエンドサーバーは独自のキャッシュを備えており、ほかのキャッシュにあ
るデータは認識していません。

� 常に同じサーバーにログインするとは限らないユーザーを処理する機能。このよう
なユーザーの場合は、各サーバー上のキャッシュに別の LDAPデータが生成され
ます。

カレンダのアクセス制御
Calendar Serverは、ACL (アクセス制御リスト)を使用して、カレンダ、カレンダプ
ロパティー、予定や仕事 (作業)などのカレンダコンポーネントへのアクセスを制御し
ます。

ここで説明する内容は次のとおりです。

� 48ページの「セキュリティー保護された Calendar Serverへのログイン」
� 48ページの「ユーザー別のアクセス制御」
� 49ページの「アクセス制御リスト (ACL)」

セキュリティー保護された Calendar Serverへのロ
グイン
ユーザーが Communications Express経由で Calendar Serverにログインする場合、
デフォルトでは、認証プロセスはユーザー名とパスワードを含むログイン情報を暗号
化しません。サイトへのセキュリティー保護されたログインを希望する場合は、SSL
(Secure Sockets Layer)プロトコルを使用してログインデータを暗号化するように
Calendar Serverを設定します。詳細は、第 8章を参照してください。

ユーザー別のアクセス制御
カレンダ、カレンダプロパティー、カレンダコンポーネントへのアクセスの可否を決
定する上で、Calendar Serverは次のユーザーを区別します。
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� 一次カレンダ所有者

一次カレンダ所有者は、所有するカレンダに対する完全なアクセス権を持ちます。
一次カレンダ所有者が本人所有のカレンダにアクセスする場合、Calendar Server
はアクセス制御チェックを一切行いません。

� 管理者とスーパーユーザー

calmasterなどの管理者、または rootなどのスーパーユーザーは、アクセス制
御の対象とはならず、カレンダまたはカレンダコンポーネントに対してどのような
処理も実行できます。詳細は、39ページの「Calendar Serverの特別なアカウン
ト」を参照してください。

� その他のカレンダ所有者

一次カレンダ所有者は、本人が所有するカレンダにその他の所有者を指定できま
す。その他の所有者は一次所有者に代わって予定や仕事 (作業)のスケジューリン
グ、削除、変更、了解、拒否を実行できます。

� anonymousユーザー

ics.confファイルの service.http.allowanonymousloginが “yes” (デ
フォルト)に設定されている場合、特別なカレンダ ID (calid)である anonymous
は、任意のパスワードを使用して Calendar Serverにアクセスできます。
anonymousユーザーは、特定のドメインに関連付けられていません。
calstore.anonymous.calidパラメータを編集することにより、anonymous
ユーザーの calidを変更できます。

カレンダのアクセス権が全員に読み取りアクセスを許可している場合にも、カレン
ダを匿名で表示できます。たとえば、次のリンクを使用することにより、ユーザー
は tchang:meetingsという calidのカレンダを匿名表示できます (全員にカレ
ンダへの読み取りアクセス権が許可されている場合)。

http://calendar.sesta.com:8080/?calid=tchang:meetings

anonymousユーザーは、カレンダ上で公開されている予定と仕事を表示、印刷、
検索することはできますが、その他の処理は行えません。

リソースカレンダの匿名表示については、285ページの「カレンダへのリンク設
定」を参照してください。

アクセス制御リスト (ACL)
Calendar Serverは、カレンダ、カレンダプロパティー、予定や仕事 (作業)などのカ
レンダコンポーネントへのアクセスを制御するために、ACL (アクセス制御リスト)を
使用します。ACLは、1つ以上のACE (アクセス制御エントリ)から構成されます。
ACEは同じカレンダまたはコンポーネントに集合的に適用される文字列であり、ACL
内の各ACEはセミコロンで区切られます。次に例を示します。

� jsmith^c^wd^gには 1つのACEが含まれる。
� @@o^a^r^g;@@o^c^wdeic^g;@^a^sf^gには 3つのACEが含まれる。

ACEには次の要素が含まれ、各要素はキャレット (^)で区切られます。

� 50ページの「Who」: ACEの適用対象となる個人、ユーザー、ドメイン、または
ユーザータイプ。
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� 51ページの「What」:アクセスの対象となるターゲット。カレンダ、予定や仕事
(作業)などのカレンダコンポーネント、カレンダプロパティーなど。

� 51ページの「How」:許可されるアクセス権の種類。読み取り、書き込み、削除
など。

� 52ページの「Grant」:許可または拒否される具体的なアクセス制御権。

たとえば、jsmith^c^wd^gというACEは次のように機能します。

� jsmithはACEの適用対象を示すWho要素。

� cはアクセス対象ターゲットを示すWhat要素 (カレンダコンポーネントのみ)。

� wdは許可または拒否されるアクセス権の種類を示す How要素 (書き込みと削
除)。

� gはカレンダコンポーネントに対する特定のアクセス権 (書き込みと削除)を
jsmithに与えることを示す Grant要素。

Who
Who要素は、個人、ユーザー、ドメイン、特定のユーザータイプなど、ACEの適用
対象を指定するACEの主要値です。

Who要素は UPN (Universal Principal Name)と呼ばれます。ユーザーの UPNはユー
ザーのログイン名とユーザーのドメインを組み合わせたものです。たとえば、ドメイ
ン sesta.comに属するユーザー billの UPNは、bill@sesta.comです。

表 1–2 ACE (アクセス制御エントリ)文字列の “Who”要素の形式

形式 説明

user 特定のユーザーを表します。例: jsmith。

user@domain 特定ドメインの特定ユーザーを表します。例: jsmith@sesta.com

@domain 指定ドメインの任意のユーザーを表します。

例: @sesta.comは、jsmith@sesta.com、sally@sesta.com、および
sesta.comに属する任意のユーザーを表します。

ドメインのユーザー全体を対象にアクセスを許可または拒否するときは、こ
の形式を使用します。

@ すべてのユーザーを表します。

@@{d|p|o|n} カレンダの所有者を表します。
� @@d:一次所有者のドメイン
� @@p:一次所有者のみ
� @@o:一次所有者を含むすべての所有者
� @@n:所有者以外
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What
What要素は、カレンダ、カレンダコンポーネント (予定または作業)、カレンダプロ
パティーなど、アクセスの対象となるターゲットを指定します。

表 1–3 ACE (アクセス制御エントリ)文字列の “What”要素の値

値 説明

c
予定や作業などのカレンダコンポーネントを指定します

p
名前、説明、所有者などのカレンダプロパティーを指定します

a
コンポーネントとプロパティーの両方を含むカレンダ全体 (すべて)を指定します

How
How要素は、読み取り、書き込み、削除など、許可されるアクセス権の種類を指定し
ます。

表 1–4 ACE (アクセス制御エントリ)文字列の “How”要素の種類

種類 説明

r 読み取りアクセス。

w 書き込みアクセス。新規項目の追加、既存項目の変更を含みます。

d 削除アクセス。

s スケジュール (出席依頼)アクセス。要求の送信、応答の受け付け、その他の ITIPスケ
ジューリング操作を実行できます。

f 空き/予定ありアクセス権のみ。空き/予定ありアクセスでは、ユーザーはカレンダにスケ
ジュールされている時刻を確認することはできますが、予定の詳細を確認することはできま
せん。その代わりに、スケジュールが組まれている時間帯には「利用不可」だけが表示され
ます。予定がスケジュールされていない時間帯には、「空き時間」が表示されます。

l ドメインのルックアップアクセス

e 応答アクセスの代行操作。このアクセス権を持つユーザーは、カレンダの一次所有者に代
わって出席依頼を受け入れるか、または拒否することができます。ユーザーがカレンダの一
次所有者以外の所有者として指定された段階で暗黙的に付与される権限であるため、このア
クセス権を明示的に付与する必要はありません。

i 出席依頼アクセスの代行操作。このアクセス権を持つユーザーは、カレンダの一次所有者に
代わってほかのユーザーに出席を依頼したコンポーネントを作成、変更することができま
す。ユーザーがカレンダの一次所有者以外の所有者として指定された段階で暗黙的に付与さ
れる権限であるため、このアクセス権を明示的に付与する必要はありません。
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表 1–4 ACE (アクセス制御エントリ)文字列の “How”要素の種類 (続き)
種類 説明

c キャンセルアクセスの代行操作。このアクセス権を持つユーザーは、カレンダの一次所有者
に代わってほかのユーザーに出席を依頼したコンポーネントを取り消すことができます。
ユーザーがカレンダの一次所有者以外の所有者として指定された段階で暗黙的に付与される
権限であるため、このアクセス権を明示的に付与する必要はありません。

z 自己管理アクセス。認証されたユーザーは、アクセス制御エントリを追加または削除する権
限を付与されます。この権限を持つユーザーは、自分自身で権限を追加したり削除したりす
ることができます。たとえば、UserAは、UserBのカレンダへの書き込みアクセス権はあ
りませんが、UserBのカレンダへの自己管理アクセスを許可されているとします。これによ
り、UserAは、UserBのカレンダへの書き込みアクセスを自分自身に許可するためのアク
セス制御エントリを追加できます。

注:この特権を使用した場合も、UserAは、UserBのカレンダへのアクセスをほかのユー
ザーに許可することはできません。たとえば、UserAが自己管理の特権を使用して、UserB
のカレンダへのアクセスを UserCに許可することはできません。

Grant
Grant要素は、d (削除)や r (読み取り)など、指定されたアクセス権の許可または拒
否を指定します。

表 1–5 ACE (アクセス制御エントリ)文字列の Grant要素の値

値 説明

g 指定したアクセス制御権を付与します。

d 指定したアクセス制御権を拒否します。

ACEの例
次に、ACEの使用例を示します。

� コンポーネントとプロパティーの両方を含むカレンダ全体に対する読み取りアクセ
ス権をユーザー ID jsmithに付与します。

jsmith^a^r^g

� コンポーネントだけに対する書き込みアクセス権と削除アクセス権を jsmithに
付与します。

jsmith^c^wd^g

� sesta.comドメインのすべてのユーザーに、コンポーネントのみに対するスケ
ジュール、予定状況、読み取りのアクセス権を付与します。

@sesta.com^c^sfr^g

� コンポーネントだけに対する書き込みアクセス権と削除アクセス権をすべての所有
者に付与します。
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@@o^c^wd^g

� カレンダデータに対する jsmithによるあらゆるアクセスを拒否します。

jsmith^a^sfdwr^d

� コンポーネントとプロパティーの両方を含むカレンダ全体に対する読み取り、スケ
ジュール、空き時間確認のアクセス権をすべての所有者に付与します。

@@o^a^rsf^g

� すべてのユーザーに読み取りアクセス権を付与します。

@^a^r^g

ACLへのACEの配置
Calendar Serverは、ACLを読み取るときに、ターゲットに対するアクセスの許可ま
たは拒否を指示するACEのうち、最初に見つかったものを使用します。このため、
ACLの順序は重要で、より一般的な制御の前に、より具体的な制御が配置されるよう
にACE文字列の順序を決定する必要があります。

たとえば、カレンダ jsmith:sportsのACL内の最初のACEがすべてのユーザーに
読み取りアクセス権を付与すると仮定します。次に、Calendar Serverはこのカレンダ
に対する bjonesによるアクセスを拒否する第 2のACEを見つけます。この場合、
Calendar Serverはこのカレンダに対する読み取りアクセス権を bjonesに付与し、
最初のACEと矛盾する第 2のACEは無視されます。このため、bjonesのような特
定のユーザーのアクセス権を有効にするには、カレンダのすべてのユーザーに適用さ
れるACEのように一般的なエントリの前に、bjones用のACEを配置する必要があ
ります。

Calendar Serverの内部サブシステム
Sun Java System Calendar Serverには、次の内部サブシステムが含まれます。

� 54ページの「プロトコルサブシステム」
� 55ページの「コアサブシステム」
� 55ページの「データベースサブシステム」

次の図は、これらのサブシステム間の論理フローを示しています。
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図 1–1 Calendar Server内部サブシステムの論理フロー

プロトコルサブシステム
クライアントは、HTTPプロトコル層を使用して要求を送信することによりカレンダ
データを取得します。これは、カレンダ要求のサポートを効率化するための最小の
HTTPサーバー実装です。これを実現するために、URLにWCAP (Webカレンダアク
セスプロトコル)コマンドを追加します。

WCAPは Calendar Server用の独自のインタフェースの記述に利用できるオープンプ
ロトコルです。WCAPコマンド (拡張子は .wcap)を使用することにより、特定の管
理コマンドを除くほとんどのサーバーコマンドを実行できます。WCAPコマンドを使
用すると、HTMLでラップされた XMLまたは iCalendarとして出力を要求できま
す。

WCAPコマンドについては、『Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4
Developer’s Guide』を参照してください。

54 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



コアサブシステム
コアサブシステムには、アクセス制御コンポーネント、カレンダデータベースコン
ポーネントから受信したデータをデータトランスレータを使用してフォーマットする
WCAP、および任意の CSAPIプラグインが含まれます。コアサブシステムはカレン
ダ要求を処理し、WCAP出力を生成します。また、コアサブシステムは 58ページ
の「Calendar Server API (CSAPI)」を含むユーザー認証も処理します。

データベースサブシステム
データベースサブシステムは、Sleepycat Softwareの Berkeley DB (データベースAPI
は未公開)を使用します。データベースサブシステムは、データベースとの間で予
定、仕事 (作業)、アラームなどのカレンダデータを取得、格納します。カレンダデー
タは iCalendar形式に基づいており、Calendar Serverデータに使用されるスキーマは
iCalendar標準のスーパーセットです。

データベースサブシステムは低次の形式でデータを返し、次にコア UIジェネレータ
が、その低次のデータを変換してWCAP経由で送信します。

配布されたカレンダデータベース用に、Calendar Serverでは Distributed Wire
Protocol (DWP)を使用してネットワーク機能を提供します。詳細は、57ページ
の「分散型データベースサービス: csdwpd」を参照してください。

カレンダデータベースについては、第 16章を参照してください。

Calendar Serverサービス
Calendar Serverサービスは、デーモン (プロセス)として実行されます。次のサービ
スがあります。

� 55ページの「管理サービス: csadmind」
� 56ページの「HTTPサービス: cshttpd」
� 56ページの「自動バックアップサービス: csstored」
� 57ページの「予定通知サービス (ENS): csnotifydおよび enpd」
� 57ページの「分散型データベースサービス: csdwpd」

管理サービス: csadmind
csadmindサービスは、Calendar Serverを管理するためのシングルポイントの認証を
提供します。また、csadmindサービスはアラーム通知やグループスケジュール要求
も管理します。
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HTTPサービス: cshttpd
Calendar Serverはプライマリトランスポートとして HTTPを使用するため、
cshttpdサービスは Calendar Serverエンドユーザーからの HTTPコマンドを待機
し、ユーザーコマンドを受け取って、受信したWCAPコマンドで指定された形式に
応じたカレンダデータを返します。データは、標準の RFC 2445 iCalendar形式
(text/calendar)または XML形式 (text/xml)でフォーマットできます。

自動バックアップサービス: csstored
設定が正しく行われると、csstoredサービスによってカレンダデータベースの自動
バックアップが作成されます。ただし、このサービスは設定されていない状態でイン
ストールされます。Calendar Serverの自動バックアップの設定は、csconfigurator.sh
設定プログラムの実行時に行うことも、このマニュアルの説明に従ってあとで行うこ
ともできます。

サービスが設定されていない、無効の状態で起動されると、自動バックアップが無効
になっていることを示すメッセージが 24時間ごとに管理者に送信されます。

バックアップが実行されるようにこのサービスを設定する方法については、第 10章
を参照してください。

設定が正しく行われると、サービスには次の機能が備わります。

� システムが起動されると、その後 24時間 (デフォルト設定)間隔で、動作中の
Calendar Serverのカレンダデータベースのスナップショットを取得します。この
間隔は設定可能です。サービスがいったん停止して再起動した場合は、最後のス
ナップショットを取得してから、設定された間隔が経過するまで新しいスナップ
ショットは取得されません。

� バックアップコピーに対して csdb verify を実行して、データベースを検証しま
す。

データベースが破損するなど、検証ステップが失敗した場合、管理者に通知されま
す。ライブデータベースは読み取り専用モードにできるため、データベースを
シャットダウンしなくても問題のトラブルシューティングを行うことができます。
読み取り専用モードの間は、トランザクションの変更または削除は受け付けられま
せん。ロギングも行われません。読み取り専用モードについては、348ページ
の「データベース破損時のサービス停止の防止 (読み取り専用モード)」を参照して
ください。

破損が見つかったときは、管理者が介入する必要があります。管理者には通知が送
信されます。

検証が成功した場合は、csstoredによって新たに次のタスクが実行されます。

� データベースのスナップショットと、前回のスナップショット以降に適用されたす
べてのトランザクションログファイルから構成されるアーカイブバックアップを作
成します。

� データベースのスナップショットと、それに適用されたトランザクションログ
ファイルから構成されるホットバックアップを作成します。
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ライブデータベースが破損した場合は、ホットバックアップによって、データの損
失と停止時間を最小限に抑えながらデータベースの最新のバックアップを即座に入
手できます。

自動バックアップコピーの復元方法については、356ページの「自動バックアップ
コピーの復元」を参照してください。

予定通知サービス (ENS): csnotifydおよび enpd
ENSサービスは、次のサービスから構成されます。

� csnotifyd: csnotifydサービスは予定と仕事 (作業)の通知を送信します。ま
た、csnotifydサービスはアラーム予定も登録します。アラーム予定が発生する
と、csnotifydは各受信者に SMTPメッセージアラームを送信します。

� enpd: enpd サービスは予定アラームのブローカとして機能します。enpd サービ
スは csadmindサービスからアラームの通知を受け取り、この予定の登録を確認
します。次に、登録アラーム通知を csnotifydに渡すことにより、予定登録者に
通知します。また、enpdサービスは csnotifydから登録と登録の取り消し (登
録解除)を受け取り、それを格納します。

注 – enpdサービスと csnotifydサービスは、cshttpd、csdwpd、および
csadmindプロセスと同じサーバーで実行する必要はありません。

分散型データベースサービス: csdwpd
csdwpdサービスは、カレンダデータベースを複数のバックエンドサーバーに分散さ
せる場合に必要です。csdwpdサービスを使用すると、カレンダデータベースを同じ
Calendar Server構成内の複数のバックエンドサーバーに分散させることにより、分散
型のカレンダストアを形成できます。

csdwpdサービスはバックエンドサーバーでバックグラウンドで実行され、カレンダ
データベースへのアクセスを必要とする DWP (データベースワイヤプロトコル)準拠
の要求を受け入れます。DWPは、Calendar Serverデータベースのネットワーク機能
を提供する内部プロトコルです。

Calendar ServerのAPIと SDK
Calendar Serverには、次のAPIと SDKが含まれています。

� 58ページの「WCAP (Webカレンダアクセスプロトコル)」
� 58ページの「Calendar Server API (CSAPI)」
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� 59ページの「ENS (予定通知サービス) API」
� 59ページの「プロキシ認証 SDK (authSDK)」

WCAP (Webカレンダアクセスプロトコル)
Calendar Serverは、クライアントの通信に利用する、高レベルのコマンドベースプロ
トコルであるWCAP 3.0をサポートします。クライアントは、WCAPコマンド (拡張
子は .wcap)を使用して、カレンダコンポーネント、ユーザー設定、カレンダプロパ
ティー、タイムゾーンなどのその他のカレンダ情報を取得、変更、削除します。時
刻、文字列、パラメータなど、WCAP要素の多くは RFC 2445、RFC 2446、RFC 2447
仕様に準拠します。

WCAPは、次の形式の HTTPメッセージとして出力カレンダデータを返します。

� 標準の RFC 2445 iCalendar形式 (text/calendar)
� XML形式 (text/xml)

WCAPコマンドを使用し、login.wcapを使用してログインする Calendar Server管
理者は、次の権限を持ちます。

� WCAPコマンドのアクセス制御の対象から外れる

管理者はWCAPコマンドを使用して、ほかのユーザーのカレンダの読み取り
(フェッチ)、変更 (格納)、または削除を行うことができます。管理者がこの権限を
取得するには、ics.confファイルの次のパラメータを "yes"に設定する必要が
あります。

service.admin.calmaster.overrides.accesscontrol="yes"

� 任意のユーザーのユーザー設定を取得し、それを変更する

管理者は get_userprefs.wcapおよび set_userprefs.wcapを使用して、任
意のユーザーのユーザー設定を取得し、それを変更することができます。管理者が
この権限を取得するには、ics.confファイルの次のパラメータを "yes"に設定
する必要があります。

service.admin.calmaster.wcap.allowmodifyuserprefs="yes"

詳細は、『Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4 Developer’s Guide』を参照し
てください。

Calendar Server API (CSAPI)
Calendar Server API (CSAPI)を利用すると、ユーザーのログイン認証、アクセス制
御、カレンダの検索など、Calendar Serverの機能面をカスタマイズできます。たとえ
ば、Calendar Serverはユーザー認証とユーザー設定の格納に LDAPディレクトリ
サーバーのエントリを使用します。CSAPIを利用して LDAPディレクトリサーバーを
使用しない異なる認証メカニズムを実装することで、Calendar Serverのデフォルトの
認証を変更することができます。
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CSAPIについては、『Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4 Developer’s
Guide』を参照してください。

ENS (予定通知サービス) API
ENS (予定通知サービス)は、アラームキューで予定を検出し、これらの予定に関する
通知を登録者に送信するアラームディスパッチャーです。プログラマは ENS APIを使
用して Calendar Serverが使用する公開と登録機能を変更し、予定の登録、予定の登
録解除、登録者への予定の通知などの機能を実行させることができます。ENS API
は、Published API、Subscriber API、Publish and Subscribe Dispatcher APIから構成
されます。

ENS APIについては、『Sun Java System Communications Services 6 2005Q4 Event
Notification Service Guide』を参照してください。

プロキシ認証 SDK (authSDK)
Calendar Serverには、ユーザー認証のための authSDKが用意されています。
authSDKを使用して既存のポータルサービスと Calendar Serverを統合することで、
ユーザーは再認証の必要なくさまざまなアプリケーションにアクセスできるようにな
ります。authSDKは、DLL/共有オブジェクトライブラリとヘッダーファイルに
パッケージ化された機能から構成されます。

Calendar Serverと authSDKの間の接続は、信頼関係を形成します。ユーザーがログ
インし、authSDKへの認証が正常に行われると、Calendar Serverはプロキシに
よって生成される証明書を受け付け、機能へのアクセスを許可します。

authSDKについては、『Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4 Developer’s
Guide』を参照してください。
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パート II インストール後の設定

ここに含まれている各章では、インストール後、Calendar Serverを使用する前に実行
する必要のある設定と移行の手順について説明します。

� 第 2章
� 第 3章
� 第 4章
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第 2章

ディレクトリ準備スクリプト
(comm_dssetup.pl)

Calendar Serverのインストール後、Calendar Serverサービスを開始する前に
Calendar Serverを設定する必要があります。2つの設定プログラムを次の順序で実行
することが重要です。

1. ディレクトリ準備スクリプト (comm_dssetup.pl)ディレクトリ準備スクリプト
は、Calendar Server 6およびMessaging Server 6用に Directory Serverを設定し
ます。

このスクリプトは、新しい LDAPスキーマ、インデックス、および設定データを
設定することによって、Directory Serverを準備します。

2. Calendar Server設定プログラム (csconfigurator.sh)

Calendar Server設定プログラムは Calendar Serverを設定します。詳細は、
第 3章を参照してください。

この章では、ディレクトリ準備スクリプトと次の内容について説明します。

� 64ページの「ディレクトリ準備スクリプトのインストール」
� 64ページの「ディレクトリ準備スクリプトの実行の前に」
� 70ページの「ディレクトリ準備スクリプトの実行」
� 79ページの「スキーマファイルの手動更新」
� 80ページの「LDAPスキーマディレクトリ内の OID競合の解決」

注 –以前のバージョンの Calendar ServerまたはMessaging Serverをインストールし
ている場合は、LDAPディレクトリエントリを Schema 1から Schema 2に移行する必
要がある場合があります。

この章で説明している設定ユーティリティーを実行する前に、必ず『Sun Java System
Communications Services 6 2005Q4 Schema Migration Guide』を参照してください。
このマニュアルでは、設定ユーティリティーを実行するためのタイミングとオプ
ションについて説明しています。
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ディレクトリ準備スクリプトのインス
トール
以前のバージョンの Java Enterprise Systemでは、このユーティリティーは
Messaging Serverと Calendar Serverにバンドルされていたため、個別にインストー
ルする必要はありませんでした。しかし、Java Enterprise System 2005Q1から、この
スクリプトは個別にインストールできる共有コンポーネントになりました。

ディレクトリ準備スクリプトをインストールするには、次のどちらかの方法を選択し
ます。

� Java Enterprise Systemインストーラ:コンポーネントの選択パネルで、「ディレク
トリ準備スクリプト」を選択します。「Directory Server」を選択すると、ディレ
クトリ準備スクリプトも自動的に選択されます。

� 以前のバージョンの Java Enterprise Systemからアップグレードする場合、Java
Enterprise Systemのインストールプログラムを使用しないときは、次のパッチを
ダウンロードします。

Solaris SPARC 118245および 118242

Solaris x86 118256および 118243

Linux 118247のみ

注 –パッチ 118242および 118243は、このユーティリティーにはじめてパッチを適用する場合
にのみ必要です。新しいバージョンのパッチ 118245または 118246を適用する場合は、118242
または 118243を再度適用する必要はありません。

インストールが終わると、ディレクトリ準備スクリプトが次のディレクトリに作成さ
れています。

Solaris: /opt/SUNWcomds/sbin

Linux: /opt/sun/comms/dssetup/sbin

ディレクトリ準備スクリプトの実行の前
に
ここでは、ディレクトリ準備スクリプトを実行する前に理解しておく必要のある情報
が記載されています。ここで説明する内容は次のとおりです。
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� 65ページの「ディレクトリ準備スクリプトの機能」
� 65ページの「Directory Serverに関する注意事項」
� 66ページの「収集する必要がある情報」
� 67ページの「スキーマ選択について」
� 68ページの「Access Managerに関する注意事項」
� 68ページの「属性のインデックス」

ディレクトリ準備スクリプトの機能
ディレクトリ準備スクリプトは、次に示す 3つの手順で処理を行います。

� ディレクトリ準備スクリプトの高レベルの手順

1. ユーティリティーオプションで選択された結果を収集します。

この手順で必要な情報については、66ページの「収集する必要がある情報」を参
照してください。

2. LDAPディレクトリの変更に使用されるオプションからシェルスクリプトと LDIF
ファイルを生成します。ディレクトリサーバーに Sun製品を使用していない場
合、または Directory Serverをカスタマイズしている場合は、シェルスクリプト
を実行せずにここで処理を停止します。詳細は、このあとの 65ページ
の「Directory Serverに関する注意事項」を参照してください。

3. オプションの選択結果から作成されたシェルスクリプトを実行します。それに応じ
て LDAPが変更されます。

このユーティリティーでは、各手順の終わりに、続行するかどうかのメッセージが
表示されます。3番目の手順まで、LDAPディレクトリに対する変更は行われませ
ん。

Directory Serverに関する注意事項
次に、LDAPディレクトリに関する注意事項をいくつか示します。

� ディレクトリ準備スクリプトを実行する前に、ディレクトリサーバーのインストー
ル、設定、および実行を行う必要があります。

� ディレクトリ準備スクリプトは、ユーザーのディレクトリサーバーと同じマシンで
実行する必要があります。

� ディレクトリ準備スクリプトは、ディレクトリサーバーが存在するすべてのマシン
で実行する必要があります。

� 将来、別のマシン (レプリカなど)を追加する場合は、そのマシンに対しても
ディレクトリ準備スクリプトを実行します。

手順
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� Calendar Server 6 2005Q4でサポートされる LDAPディレクトリサーバーのリスト
については、『Sun Java System Communications Services 2005Q4 Release
Notes』の第 1章「Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4 Release Notes」を
参照してください。

� LDAPディレクトリをカスタマイズした場合は、次の点に注意してください。

� 属性にインデックスを作成した場合は、ディレクトリ準備スクリプトの実行
後、これらの属性のインデックスをふたたび作成する必要がある場合がありま
す。

� ほかの .ldifファイル (スキーマ定義)を追加している場合は、影響を受ける
ことはないため、何もする必要はありません。ただし、ディレクトリ準備スク
リプトを実行する前に、カスタムスキーマ定義ファイルをバックアップしてく
ださい。

� 上記の 2つのカスタマイズも含め、どのようなカスタマイズを行う場合にも、
スクリプトを生成したあと、実際に LDAPディレクトリを更新する前に、
ディレクトリ準備スクリプトを停止します。次に、スクリプトを調べて、この
推奨アクションがどのように LDAPディレクトリに影響を与えるかを評価しま
す。LDAPに対してスクリプトを実行する前に、カスタマイズ内容を保護する
ために必要だと思われるあらゆるアクションを行います。

� ディレクトリサーバーに Sun製品を使用していない場合、Calendar Serverを
もっとも簡単に配備する方法は、ディレクトリサーバーを Sun Java System
Directory Serverにアップグレードすることです。

Directory Serverのインストールと設定について
は、http://docs.sun.com/coll/1316.1を参照してください。

別の方法として、ディレクトリ準備スクリプトによって生成されたスクリプトを
使用して、実際にスクリプトを実行することなく、Sun以外の LDAPディレクト
リに対して必要な更新内容を調べることができます。

収集する必要がある情報
ディレクトリ準備スクリプトの最初の手順では、Directory Serverに関する情報が必
要になります。次の表に示す情報を収集して、このための準備をします。この情報を
記録しておくために、付録A を使用してください。

必要な情報の項目 デフォルト値

Directory Serverのルートパス名 /var/opt/mps/serverroot

使用する Directory Serverのインスタンス (複数のインスタン
スが存在する場合)

なし

Directory Managerの識別名 (DN) "cn=DirectoryManager"

Directory Managerのパスワード なし
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必要な情報の項目 デフォルト値

Directory Serverがユーザー/グループデータ用に使用されて
いるか (yes)、設定データのみに使用されているか (no)

yes

ユーザーとグループのルートサフィックス (前の質問で yesと
答えた場合)

“o=usergroup”

スキーマのバージョン (次のいずれかを選択)

1 Schema 1

1.5 Schema 2の互換モード

2 Schema 2ネイティブモード

1

1

ルートサフィックス (Schema 1または Schema 2の互換モード
を使用している場合)2

o=internet

スキーマを更新するか ***3 必要

Directory Serverのインデックスを追加するか
(icsCalendar、icsCalendarOwnedを追加)4

必要

1 スキーマを選択する方法については、67ページの「スキーマ選択について」を参照してください。あるバージョンのスキーマがインス
トールされていて、上位レベルにアップグレードする場合は、このユーティリティーを実行する前に『Sun Java System Communications
Services 6 2005Q4 Schema Migration Guide』を参照してください。

2 Schema 1または 1.5を選択した場合は、DCツリーが必要になります。DCツリーが存在しない場合、ディレクトリ準備スクリプトはルー
トサフィックスノードのみを作成し、DCツリーの残りのノードは作成しません。DCツリーの残りのノードはユーザー自身が作成する必
要があります。

3 この Directory Serverがユーザー/グループデータ用に使用されている場合は、スキーマファイルを含む configディレクトリが必要になり
ます。

4 答えが yesの場合、どの製品を使用しているかに関係なく、ディレクトリ準備スクリプトはMessaging Server、Calendar Server、および
Communicationsサーバーに対するインデックスを作成します。

スキーマ選択について
Calendar Serverは次のスキーマ選択をサポートしています。

� Sun LDAP Schema 1

ディレクトリ準備スクリプトスキーマバージョンの選択項目 1に対応します。

� Sun LDAP Schema 2互換モード

スキーマバージョンの選択項目 1.5に対応します。

� Sun LDAP Schema 2ネイティブモード

スキーマバージョンの選択項目 2に対応します。

使用するスキーマを決めかねている場合、詳細は、『Sun Java Enterprise System技術
の概要』、『Sun Java Enterprise System 2005Q4 Installation Guide for UNIX』、およ
び『Sun Java System Communications Services 6 2005Q4 Schema Migration
Guide』を参照してください。
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次の表に、インストールに使用するスキーマバージョンの選択理由について簡単にま
とめたガイドラインを示します。

シナリオ 使用するスキーマ

はじめて Calendar Serverをインストールするので、以前のバー
ジョンのMessaging Serverはインストールされていませんでした。

Schema 2ネイティブモード

Calendar Serverと Sun Java System Portal Serverなどのほかの Java
Enterprise System製品の統合を計画しています。

Schema 2ネイティブモードまたは互換
モード

シングルサインオン (SSO)機能を提供するために Sun Java System
Access Managerの使用を計画しています。

Schema 2ネイティブモードまたは互換
モード

Calendar Server 5からアップグレードしており、ほかの Java
Enterprise System製品と統合することを考えています。

Schema 2ネイティブモードまたは互換
モード

LDAP構造に依存しているほかのアプリケーションがあり、SSO (認
証)にAccess Managerを使用する必要がないため、現在の 2つの DIT
システムを維持したいと考えています。

Schema 1

Access Managerに関する注意事項
Schema 2を使用している場合は、Access Managerをインストールして設定する必要
があります。

注 –ユーザーの管理にAccess Managerコンソールを使用しないでください。ユー
ザーの管理方法については、第 14章を参照してください。

属性のインデックス
属性にインデックスを作成すると、検索アルゴリズムのパフォーマンスが向上しま
す。スクリプトで属性にインデックスを作成できます。インデックスを作成すること
にした場合は、スクリプトによって Calendar ServerだけでなくMessaging Serverと
Communications Expressにもインデックスが追加されます。したがって、1つの製品
に対してインデックスの作成を行えば、ほかの製品に対して再度インデックスを作成
する必要はありません。実際、同じ属性に再度インデックスを作成しようとしても、
何も起こりません。スクリプトは、インデックスが存在しない場合にだけ、イン
デックスが作成される属性ごとに db2indexを呼び出します。

次の表に、ディレクトリ準備スクリプトによってインデックスが作成されるすべての
属性をサフィックスのカテゴリ別に示します。また、属性ごとに作成されるイン
デックスのタイプも示します。Directory Serverのインデックス作成について
は、http://docs.sun.com/coll/1316.1を参照してください。
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サフィックス インデックスが作成される属性 追加されるインデックスのタイプ

User/Group mail pres,eq,approx,sub

mailAlternateAddress pres,eq,approx,sub

mailEquivalentAddress pres,eq,approx,sub

member eq

cosspecifier pres

User/Group (Access Manager:
Schema 2の場合)

inetDomainBaseDN pres,eq

sunPreferredDomain pres,eq

associatedDomain pres,eq

o pres,eq

sunOrganizationAlias pres,eq

DC Tree (Schema 1の場合) inetDomainBaseDN pres,eq

inetCanonicalDomainName pres,eq

Personal Address Book (PAB) memberOfManagedGroup pres,eq

memberOfPAB pres,eq

memberOfPABGroup pres,eq

un eq

icsCalendar pres,eq,approx,sub

icsCalenarOwned pres,eq,approx,sub

New PAB displayname pres,eq,sub

MemberOfPiBook eq

MemberofPiGroup eq

このほかにもインデックスを独自に追加する場合は、インデックスの追加手順につい
て Directory Serverのマニュアルを参照してください。
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ディレクトリ準備スクリプトの実行
ここで説明する内容は次のとおりです。

� 70ページの「ディレクトリ準備スクリプトを実行するには」
� 70ページの「サイレントモードで実行するには」
� 72ページの「対話型モードで実行するには」

� ディレクトリ準備スクリプトを実行するには

1. Directory Serverがインストールされているサーバー上で、スーパーユーザー
(root)としてログインするか、スーパーユーザーになります。

2. 必要に応じて Directory Serverを起動します。

3. /opt/SUNWcomds/sbinディレクトリに移動します。

あるいは、必要に応じて、.zipファイルを /opt/SUNWcomds/libで入手しま
す。

4. サイレントモードまたは対話型モードで、ディレクトリ準備スクリプトを実行しま
す。詳細な手順については、70ページの「ディレクトリ準備スクリプトの実行」
または 70ページの「ディレクトリ準備スクリプトの実行」を参照してください。

このスクリプトを実行するには、Java Enterprise Systemインストーラによって自
動的にインストールされる共有コンポーネントとして組み込まれているバージョン
の Perlを使用します。インストールが終わると、スクリプトは次のディレクトリ
に保存されています。

ds_svr_base/bin/slapd/admin/bin/perl

サイレントモードで実行するには
サイレントモードでディレクトリ準備スクリプトを実行するには、71ページ
の「comm_dssetup.plの構文」に示す構文を使って、オプションの文字列が付いた
Perlコマンドを実行します。オプション引数はすべて必須です。表 2–1にそれらのオ
プションを示します。

このユーティリティーによって、次の LDIFファイルとシェルスクリプトが作成さ
れ、LDAPディレクトリのインデックスとスキーマが更新されます。

/var/tmp/dssetup_timestamp.ldif
/var/tmp/dssetup_timestamp.sh

手順
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指定したオプションの値に応じて、ユーティリティーが新しいスクリプトを実行して
Directory Serverを更新するかどうかが決まります。更新を行わないようにした場合
は、スクリプトを確認し、必要な変更を行ってから、あとで実際の更新を行うことが
できます。

comm_dssetup.plの構文
サイレントモードで実行するすべてのオプションを次に示します。

perl comm_dssetup.pl
-i yes|no
-R yes|no
-c DirectoryServerRoot
-d DirectoryInstance
-r DCTreeSuffix
-u UserGroupSuffix
-s yes|no
-D DirectoryManagerDN
-w DirectoryManagerPassword
-b yes|no -t 1|1.5|2
-m yes|no
[-S PathtoSchemaFiles]

表 2–1サイレントモードのオプションの説明

オプションと引数 説明

-i yes|no 次の質問に対する回答。“Do you want to configure new indexes?”

yes:新しい Directory Serverインデックスを追加します。ディレクトリ準備
スクリプトにより、icsCalendar属性と icsCalendarOwned属性にイン
デックスが追加されます。

no:インデックスを追加しません。

-R yes|no 次の質問に対する回答。“Do you want to reindex now?”このオプションを有
効にするには、-mオプションも "yes"になっている必要があります。

-c DirectoryServerRoot Directory Serverのルートパス例: /var/opt/mps/ldap

-d DirectoryInstance Directory Serverインスタンスのサブディレクトリ。例: slapd-varrius

-r DCTreeSuffix DCツリーのルートサフィックス。(Schema 1および Schema 2の互換モード
のみ)

例: dc=varrius,dc=sesta,dc=com

-u UserGroupSuffix ユーザーおよびグループのルートサフィックス。例:
dc:west,dc=sesta,dc=com
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表 2–1サイレントモードのオプションの説明 (続き)
オプションと引数 説明

-s yes|no 次の質問に対する回答。“Do you want to update the schema?”

yes:スキーマを更新します。configディレクトリとスキーマファイルが必
要です。

no:スキーマを更新しません。

-D DirectoryManagerDN Directory Managerの識別名 (DN)。ディレクトリ準備スクリプトで空白文字
を含む値を正しく解釈できるように、値を二重引用符 (" ") で囲む必要があり
ます。

例: "cn=Directory Manager"

-w DirectoryManagerPassword Directory Managerの DNパスワード。

-b yes|no 次の質問に対する回答。“Will this directory server be used for users and
groups?”

yes:このディレクトリを設定とユーザーグループデータの両方を格納するた
めに使用します。

no:このディレクトリを設定データの格納だけに使用します。

-t 1|1.5|2 スキーマのバージョン。
� 1 Sun LDAP Schema 1
� 1.5 Sun LDAP Schema 2互換モード
� 2 Sun LDAP Schema 2ネイティブモード

-m yes|no 次の質問に対する回答。“Do you want to modify the directory server?”

yes:ユーザーに確認を求めることなく Directory Serverを変更します。

no:ユーザーの確認がなければ Directory Serverを変更しません。

-S PathtoSchemaFiles スキーマファイルが格納されているディレクトリへのパス。例: ./schema

� 対話型モードで実行するには
対話型モードでディレクトリ準備スクリプトを実行するには、引数なしでスクリプト
を実行し、表示された質問に対して選択項目を入力します。

次の番号付きのリストは、対話型モードのスクリプトの使用方法をパネルごとに示し
ています。

1. 「最初の画面」パネル

# cd /opt/SUNWcomds/sbin
# ./comm_dssetup.pl

Welcome to the Directory Server preparation tool for
Sun Java System Communications Services.

手順
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(Version 6.3 Revision 0.1)
This tool prepares your directory server for use by the
communications services which include Messaging,
Calendar and their components.
The logfile is /var/tmp/dssetup_YYYYMMDDHHSS
Do you want to continue [y]:

Enterキーを押して続行するか、noと入力してから Enterキーを押して終了しま
す。

2. 「Directory Serverのインストールルート」パネル

Please enter the full path to the directory where the
Sun Java System Directory Server was installed.

Directory server root [/var/opt/mps/serverroot]

Directory Serverのインストールルートの場所を指定します。デフォルトをそのま
ま使用する場合は、Enterキーを押します。

3. 「Directory Serverのインスタンス」パネル

マシンに Directory Serverの複数のインスタンスがある場合は、それらが表示さ
れ、1つを選択するように求められます。

Please select a directory server instance from the following list:
[1] slapd-varrius

Which instance do you want [1]:

選択項目に対応する番号を入力し、Enterキーを押します。デフォルトをそのまま
使用する場合は、番号を入力せずに、Enterキーを押します。

4. 「Directory Managerの識別名 (DN)」パネル

このパネルには、Directory Manager DNを入力する部分と Directory Managerの
パスワードを入力する部分があります。

a. 最初に、Directory Managerの DN (識別名)の入力が求められます。

Please enter the directory manager DN [cn=Directory Manager]:

Directory Manager DN (デフォルトは cn=Directory Manager) は組織ツ
リー内のユーザーおよびグループのデータに責任を持つ管理者です。このスク
リプトで指定する Directory Manager DNが、Calendar Server設定や
Directory Serverに設定したものと同じ DNであることを確認してください。
Directory Manager DNを入力します。

デフォルトをそのまま使用する場合は、Enterキーを押します。

b. Directory Managerのパスワードの入力が求められます。

Password:

Directory Managerのパスワードを入力し、Enterキーを押します。

Directory Serverが実行しており、ポート 389 (デフォルトポート)で待機してい
るかどうかが確認されます。
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成功すると、次の例に示すように、検出されたバージョンが表示されます。

Detected DS version 5.2

成功しなかった場合は、Directory Serverが実行しているか、またはポート 389
(デフォルト)で待機していることが検出されなかったことが伝えられます。続
行する前にこの問題を修正するように指示されます。スクリプトは終了しま
す。次にこの出力の例を示します。

Directory Server not running or not listening to port 389.
Detected DS version 0.0
Please correct the problem and re-run this script.

5. 「ユーザーおよびグループの Directory Server」パネル

Will this directory server be used for users/groups [Yes]:

このディレクトリのインスタンスが設定データの格納にのみ使用される場合は No
を入力します。デフォルトをそのまま使用する場合は Enterキーを押します。

Noを入力した場合は、ユーザーおよびグループのデータを格納するディレクトリ
インスタンスに対してもこのスクリプトを実行する必要があります。この作業は、
設定プログラム csconfigurator.shを実行する前に行ってください。

回答が Yesの場合は、組織ツリーに対するユーザーおよびグループベースのサ
フィックスを指定する必要があります。

6. 「ユーザーおよびグループベースのサフィックス」パネル

Please enter the Users/Groups base suffix [o=usergroup]:

ユーザーおよびグループベースのサフィックスは、LDAP組織ツリーの最上位のエ
ントリです。必ず、ここで選択したサフィックスが Directory Server、Calendar
Server、およびAccess Managerに対して指定したサフィックスと同じになるよう
にしてください。

7. 「スキーマタイプ」パネル

There are 3 possible schema types:
1-schema 1 for systems with Calendar or Messaging 5.x data
1.5-schema 2 compatibility for systems with Calendar or Messaging 5.x

data that has been converted with the Schema Migration Utility
commdirmig

2-schema 2 native for systems using Access Manager
Please enter the Schema Type (1, 1.5, 2) [1]:

スキーマタイプを入力します。デフォルトをそのまま使用する場合は、Enterキー
を押します。

74 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



注 – Schema 2 (オプション 1.5または 2)を使用する場合は、Access Managerのイ
ンストールと設定を行う必要があります。そうしないと、ディレクトリ準備スクリ
プトが終了します。ディレクトリ準備スクリプトを実行する前に、Access
Managerをインストールする必要があります。

8. 「ドメインコンポーネント (DC)ツリーベースのサフィックス」パネル

Schema 1または Schema 2の互換モードを選択した場合は、DCツリーベースのサ
フィックスを入力するように求められます。Schema 2ネイティブモードを選択し
た場合は、このメッセージは表示されません。

Please enter the DC Tree base suffix [o=internet]:

前述した「スキーマタイプ」パネルで Schema 1または Schema 2の互換モードを
選択した場合は、DCツリーベースのサフィックスを入力するように求められま
す。Schema 2ネイティブモードを選択した場合は、このメッセージは表示されま
せん。

DCツリーはローカル DNS構造をミラー化し、ユーザーおよびグループのデータ
エントリを含む組織ツリーへのインデックスとして、システムによって使用されま
す。DCツリーベースのサフィックスは、DCツリーの最上位エントリ名です。

サフィックスを入力します。デフォルトをそのまま使用する場合は、Enterキーを
押します。

9. 「質問」パネル

この次のパネルでは、LDAPへの更新に関する一連の質問が表示されます。

a. 「スキーマファイルの更新」

この時点で、プログラムはスキーマの要素が正しいかどうかを確認します。ス
キーマに足りない要素があると、次のメッセージを表示します。

Detected bad schema elements in 99user.ldif.
It is recommended that you update the schema.

Do you want to update the schema files [yes]:

必要な新しい要素をスキーマに追加する場合は、Yesと回答します。新しい
バージョンの Calendar ServerまたはMessaging Serverをインストールするた
びに、新しいスキーマファイルでディレクトリを更新する必要があります。

ここでスキーマファイルを更新しない場合は、Noと回答します。

b. 「新しいインデックスの設定」

前の手順でスキーマを更新するようにした場合は、新しいインデックスを設定
するかどうか尋ねられます。属性にインデックスを作成する方法については、
68ページの「属性のインデックス」を参照してください。

Do you want to configure new indexes [yes]:
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インデックスの作成を承認する場合は、Enterキーを押します。

すでに同じ属性に対してインデックスの作成手順を実行している場合は、noを
入力します。

c. 「インデックスの再生成」

すぐにインデックスを作成するか、あとで作成するかを選択できます。あとで
インデックスを作成することを選択した場合は、都合のいいときにインデック
スの作成を有効にしてスクリプトを再実行します。インデックス作成には長い
時間がかかる可能性がありますが、Directory Serverはその間も機能していま
す。つまり、インデックスの作成中も読み取り専用モードにはなりません。

Reindex now [yes]?

あとでインデックスの作成を行いたい場合は、noを入力します。そうでない場
合は、Enterキーを押して、デフォルトをそのまま使用します。

10.「設定の概要」パネル

ディレクトリ準備スクリプトは Directory Server設定を更新する前に、設定の概要
を表示し、続行するかどうかを質問します。

Here is a summary of the settings that you chose:
Server Root : /var/opt/mps/serverroot/
Server Instance : slapd-varrius
Users/Groups Directory : yes
Update Schema : yes
Schema Type : 1
DC Root : o=internet
User/Group Root : dc=red,dc=sesta,dc=com
Add New Indexes : yes
Reindex New Indexes Now : yes
Directory Manager DN : cn=Directory Manager

Now ready to generate a shell script and ldif file to modify the
Directory.
No changes to the Directory Server will be made this time.
Do you want to continue [Y]:

70ページの「ディレクトリ準備スクリプトの実行」で Schema 2ネイティブモード
を選択した場合、DCルートは「User/Group Root」で入力した値と同じになりま
す。

設定を変更するには、noと入力してスクリプトを再実行します。

続行する場合は Enterキーを押します。ディレクトリ準備スクリプトによって、
LDIFファイルとシェルスクリプトが作成されます。作成されるファイルの名前は
次のようになります。

/var/tmp/dssetup_timestamp.ldif
/var/tmp/dssetup_timestamp.sh

76 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



続行すると、プログラムの実行に従って、メッセージが表示されます。次に、出力
の例を示します。

Generating files...

Checking to see if Suffixes need to be added

Checking to see that uid uniqueness plugins are turned off

Adding indexes
Adding Indexes for User/group Tree (backend:userRoot)
Checking indexes for member
No new indexes required

Checking indexes for mailAlternateAddress
No new indexes required

Checking indexes for mail
No new indexes required

Checking indexes for mailEquivalentAddress
No new indexes required

Checking indexes for cosspecifier
No new indexes required

Adding Indexes for DC Tree (backend:internetdb2)
Checking indexes for inetCanonicalDomainName
No new indexes required

Checking indexes for inetDomainBaseDN
No new indexes required

Adding Indexes for PAB Tree (backend:pabdb2)
Checking indexes for memberOfPAB
No new indexes required

Checking indexes for icsCalendar
No new indexes required

Checking indexes for un
No new indexes required

Checking indexes for memberOfPABGroup
No new indexes required

Checking indexes for icsCalendarOwned
No new indexes required

Checking indexes for memberOfManagedGroup
No new indexes required

Adding Indexes for New PAB Tree (backend:PiServerDbdb2)
Checking indexes for MemberOfPiBook
No new indexes required

Checking indexes for MemberofPiGroup
No new indexes required

Checking indexes for displayname
No new indexes required

Checking to see if DN needs to be created for suffixes
Generating ldif for installer metadata
Generating ldif for Adding schema for installer metadata
Generating ldif for updating DN for cn=CommServers,o=comms-config

The following files have been created:
/var/tmp/dssetup_20041209114027.sh
/var/tmp/dssetup_20041209114027.ldif
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Running /var/tmp/dssetup_20041209114027.sh will make changes
to the Directory. You can run this file now or at a later time

Ready to execute the script now.

11.「スクリプトの実行」

Do you want to continue [yes]:

デフォルトの設定 (yes)をそのまま使用する場合は、Enterキーを押します。
dssetup_timestamp.shスクリプトが LDAPディレクトリに対して実行されま
す。スクリプトを今すぐ実行しない場合は、Noを入力して終了します。終了した
場合は、あとで /var/tmp/dssetup_ timestamp.shスクリプトを実行できます。

次に、スクリプトの実行中に生成されるテキスト出力の例を示します。

Running /var/tmp/dssetup_20041209114027.sh
-D "cn=Directory Manager"
-j /var/tmp/dssetup_20041209114027.pw

Stopping Directory Server
Updating Schema files...
Copying 20subscriber.ldif
Copying 50ns-delegated-admin.ldif
Copying 50ns-mail.ldif
Copying 50ns-mlm.ldif
Copying 50ns-msg.ldif
Copying 50ns-value.ldif
Copying 55ims-ical.ldif
Copying 56ims-schema.ldif
Copying 70sun-schema2.ldif
Copying 71sun-am.ldif
Copying 60iplanet-calendar.ldif
Copying 50ns-iabs.ldif
Copying 98ns-dummy-uwc.ldif
Copying 70delgated-admin.ldif
Copying /var/tmp/99user_20041209114027.ldif to

/var/opt/mps/serverroot/slapd-varrius/config/schema/99user.ldif
Starting Directory Server
Applying ldif file /var/tmp/dssetup_20041209114027.ldif
modifying entry cn=schema

modifying entry cn=schema

modifying entry cn=CommServers,o=comms-config

Done Applying ldif file /var/tmp/dssetup_20041209114027.ldif
rejects to /var/tmp/dssetup_20041209114027.ldif.rej status = 0
Successful Completion.
Consult /var/tmp/dssetup_20041209114027.log for details
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スキーマファイルの手動更新
なんらかの理由で、ディレクトリ準備スクリプトが生成したスクリプトを実行しない
ことにした場合は、次の指示に従って、Sun Java System Directory Serverのスキーマ
ファイルを手動で更新できます。

注 – LDAPディレクトリのスキーマを手動で更新し、あとで Calendar Serverを
アップグレードした場合、LDAPサーバーのスキーマをもう一度手動で更新する必要
があります。スキーマを手動で更新したあとは、Calendar Serverによってスキーマが
自動的に更新されることはありません。

� LDAPディレクトリを手動で更新するには

1. Calendar Server 6 2005Q4をインストールします。

2. Calendar Serverが動作している場合は、停止します。

3. Directory Serverが動作している場合は、停止します。

4. 60iplanet-calendar.ldifファイルを、ディレクトリサーバーが動作してい
るマシン上の次のディレクトリにコピーします。

dir_svr_base/slapd-hostname/config/schema

dir_svr_baseは Directory Serverのインストールディレクトリを示し、hostnameは
マシンを識別します。

5. 属性にインデックスを作成する場合は、設定プログラムと同じように、この時点で
行います。設定プログラムによってインデックスが作成される属性のリストについ
ては、68ページの「属性のインデックス」を参照してください。

6. Directory Serverを再起動します。オブジェクト識別子 (OID)に関するエラーが
発生した場合は、80ページの「LDAPスキーマディレクトリ内の OID競合の解
決」を参照してください。

7. csconfiguration.shプログラムを実行して、Calendar Serverを設定します。

Calendar Serverを設定する方法については、第 3章を参照してください。

手順
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LDAPスキーマディレクトリ内の OID
競合の解決
LDAPスキーマディレクトリで OIDが競合している場合、Directory Serverはどの
OIDを使用するかを判断できず、エラーメッセージを返します。たとえば、次の
メッセージは icsCalendarUserオブジェクトクラスの OIDの競合を示します。

[24/Apr/2004:23:45:28 -0700] dse -
The entry cn=schema in file 99user.ldif is invalid,
error code 20 (Type or value exists) - object class icscalendaruser:

The name does not match the OID.
Another object class is already using the name or OID.

[24/Apr/2004:23:45:28 -0700] dse -
Please edit the file to correct the reported problems
and then restart the server.

この問題は Calendar Server 6 2005Q4をインストールしていて、LDAPサーバース
キーマの 99user.ldifファイルを動的に更新する旧バージョンの Calendar Server
も削除していない場合に発生する可能性があります。

OIDの競合を解決するには、次の 2つの手順を実行します。

1. 99user.ldifファイルの編集と古い OIDの削除です。Calendar Server 6 2005Q4
について、問題を起こす可能性のある特定の OIDを次の表に示します。

オブジェクトクラス 古い OID 新しい OID

icsCalendarUser 2.16.840.1.113730.3.2.141 1.3.6.1.4.1.42.2.27.9.2.44

icsCalendarResource 2.16.840.1.113730.3.2.143 1.3.6.1.4.1.42.2.27.9.2.45

icsCalendarDomain 2.16.840.1.113730.3.2.144 1.3.6.1.4.1.42.2.27.9.2.4

2. 99user.ldifファイルを編集したあとで、Directory Serverを再起動します。
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第 3章

Calendar Server設定プログラム
(csconfigurator.sh)

Calendar Serverをインストールしたあと、実行する前に設定を行う必要があります。
2つの設定プログラムを次の順序で実行することが重要です。

1. comm_dssetup.pl

第 2章の説明に従って、LDAPディレクトリサーバーを設定します。

2. csconfigurator.sh

この章の説明に従って、Calendar Serverを設定します。

この章で説明する内容は次のとおりです。

� 81ページの「設定情報の収集」
� 85ページの「csconfigurator.shの実行」

注 –以前のバージョンの Calendar ServerまたはMessaging Serverをインストールし
ている場合は、LDAPディレクトリエントリを Schema 1から Schema 2に移行する必
要がある場合があります。

この章で説明している設定ユーティリティーを実行する前に、必ず『Sun Java System
Communications Services 6 2005Q4 Schema Migration Guide』を参照してください。
上記マニュアルでは、設定ユーティリティーを実行するためのタイミングとオプ
ションについて説明しています。

設定情報の収集
Calendar Server設定プログラム csconfigurator.shは、新しい ics.conf設定
ファイルを次のディレクトリに作成します。

Solarisの場合: /etc/opt/SUNWics5/config
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Linuxの場合: /etc/opt/sun/calendar/config

設定プログラムでは、インストールについての特定の情報を入力する必要がある、多
くの質問が表示されます。

設定プログラムを実行する前に、次の設定情報を収集する必要があります。

� 82ページの「LDAPサーバーのオプション」
� 82ページの「Directory Managerのオプション」
� 83ページの「Calendar Server管理者」
� 83ページの「電子メールと電子メールアラームのオプション」
� 83ページの「ランタイム設定のオプション」
� 84ページの「Calendar Serverの起動」
� 84ページの「データベース、ログ、および一時ファイルのディレクトリ」

設定情報の追跡に役立つように、付録 Bのワークシートを使用してください。ただ
し、ほかのコンポーネント製品との競合、たとえばポート番号の競合などを避けるた
め、Java Enterprise Systemインストーラを実行する前に情報を特定する必要がありま
す。

LDAPサーバーのオプション
Calendar Serverでは、ユーザーの認証や、ユーザー設定の格納と検索を行うための
ディレクトリサーバーが必要です。次の表に、LDAPサーバーのホスト情報やポート
情報の収集に使用するオプションを示します。

表 3–1ユーザー設定ディレクトリのオプション

オプション 説明

LDAPサーバーのホスト名 ユーザー認証とユーザー設定に使用する LDAPディレクトリサーバーのホス
ト名。デフォルトは現在のホストです。

LDAPサーバーのポート LDAPディレクトリサーバーが待機するポート番号。デフォルトは 389で
す。

ベース DN 検索の開始点として使用する LDAPディレクトリ内のエントリ。デフォルト
は o=currentdomainです。

Directory Managerのオプション
次の表に、Directory Managerとして指定されたユーザーの名前とパスワードの収集
に使用するオプションを示します。
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表 3–2 Directory Managerのオプション

オプション 説明

Directory Manager DN ディレクトリサーバースキーマに変更を加えることができるユーザーの名
前。デフォルトは cn=Directory Manager です。

Directory Managerのパスワード Directory Manager DNのパスワード。デフォルト値はありません。

Calendar Server管理者
Calendar Server管理者はほかの Calendar Server ACLより優先されるユーザーアカウ
ントです。Calendar Server管理者ユーザーアカウントは、認証ディレクトリサーバー
に存在している必要があります。このアカウントはプロキシ認証にも使用されます。
次の表に、Calendar Server管理者のユーザー IDとパスワードの収集に使用するオプ
ションを示します。

表 3–3 Calendar Server管理者のオプション

オプション 説明

管理者のユーザー ID Calendar Server管理者のユーザー ID。上記の LDAPディレクトリサーバー
内のユーザーである必要があります。デフォルトは calmasterです。

管理者のパスワード Calendar Server管理者のパスワード。デフォルト値はありません。

電子メールと電子メールアラームのオプション
サーバーに問題が生じたときに Calendar Server管理者に電子メールのアラーム
メッセージを送信するように Calendar Serverを設定できます。次の表に、電子メー
ル情報の収集に使用するオプションを示します。

表 3–4電子メールと電子メールアラームのオプション

オプション 説明

電子メールアラーム 電子メールアラームを有効または無効にします。デフォルトは有効です。

管理者の電子メールアドレス 電子メールのアラームメッセージを受信する Calendar Server管理者の電子
メールアドレス。

SMTPホスト名 Calendar Serverが電子メールアラームメッセージを送信する SMTPサーバー
のホスト名。デフォルトは現在のホストです。

ランタイム設定のオプション
次に示す Calendar Serverのランタイムオプションとシステムリソースオプションを
設定できます。
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表 3–5ランタイム設定のオプション

オプション 説明

サービスポート Web (HTTP)アクセスができるようにするために Calendar Serverが待機して
いるポートの番号。デフォルトは 80です。

最大セッション 同時実行可能な Calendar Serverセッションの最大数。デフォルトは 5000で
す。

最大スレッド 同時実行可能な Calendar Serverスレッドの最大数。デフォルトは 20です。

サーバープロセスの数 Solarisの場合:同時実行可能な Calendar Serverプロセスの最大数。デフォル
トは Calendar Serverをインストールしているサーバーの CPU数です。

Linuxの場合:同時に実行できるプロセスは 1つのみです。

ランタイムユーザー ID Calendar Serverを実行する UNIXユーザー名。このユーザー名に rootを指
定することはできません。アカウントが存在しない場合は、設定プログラム
によって作成されます。デフォルトは icsuserです。

ランタイムグループ ID Calendar Serverを実行する UNIXグループ。グループが存在しない場合は、
設定プログラムによって作成されます。デフォルトは icsgroupです。

Calendar Serverの起動
Calendar Serverが自動的に起動するように、次のオプションを設定できます。

表 3–6 Calendar Server起動オプション

オプション 説明

インストールが成功したら起動する インストールに成功したあと、Calendar Serverが自動的に起動す
るかどうか。デフォルトで選択されています。

システムの起動時に起動する システムの起動後、Calendar Serverが自動的に起動するかどう
か。デフォルトで選択されています。

データベース、ログ、および一時ファイルの
ディレクトリ
Calendar Serverは特定のディレクトリにカレンダデータベースファイル、ログファイ
ル、および一時ファイルを作成し、情報を格納します。
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表 3–7データベース、ログ、および一時ファイルのディレクトリのオプション

オプション 説明

データベースディレクトリ Calendar Serverがカレンダデータベース (*.db)ファイルを作成し、格納す
るディレクトリ。デフォルトは次のとおりです。

/var/opt/SUNWics5/csdb

ログディレクトリ Calendar Serverがログファイルを書き込むディレクトリ。デフォルトは次の
とおりです。

/var/opt/SUNWics5/logs

一時ファイルディレクトリ Calendar Serverが一時ファイルを書き込むディレクトリ。デフォルトは次の
とおりです。

/var/opt/SUNWics5/tmp

アーカイブおよびホットバック
アップの設定

Calendar Serverがアーカイブバックアップを書き込むディレクトリ。毎日の
スナップショットとトランザクションログを格納するためのユーザー定義
ディレクトリ。両タイプのバックアップが必要な場合は、それらを別々の
ディレクトリに格納します。ディレクトリを指定しないと、バックアップは
現在のディレクトリに格納されます。

注 –ログファイルと一時ファイルのディレクトリの位置や名前を変更しないでくださ
い。

csconfigurator.shの実行
設定プログラムは、グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)からでも、コマンド
行からでも実行できます。

プログラムをリモート実行する場合は、DISPLAY環境変数を正しく設定し、サーバー
からの X-Windows接続により、使用しているコンピュータ上に表示できるようにす
る必要があります。たとえば、xhostユーティリティーを使用するには、使用してい
るコンピュータで次のコマンドを実行します。

xhost +

ここで説明する内容は次のとおりです。

� 86ページの「コマンド行から設定プログラムを実行するには」
� 87ページの「GUIから設定プログラムを実行するには」
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� コマンド行から設定プログラムを実行するには

1. スーパーユーザー (root)としてログインするか、スーパーユーザーになります。

2. /opt/SUNWics5/cal/sbinディレクトリに移動します。

3. 次の表から選択したオプションを使用してスクリプトを実行します。

オプション 説明

-nodisplay 設定スクリプトをテキストのみモード (非 GUI)で実
行します。

-noconsole テキスト出力を表示しません。設定スクリプトをサ
イレントモードで実行するには、このオプションに
-nodisplayを指定して実行します。

-novalidate 入力フィールドのテキストを検証しません。

-saveState [statefile] 設定に関する質問に対して入力した回答を状態
ファイル (テキストファイル)に保存します。状態
ファイルの完全修飾パスを指定しない場合、ファイ
ルは次のデフォルトディレクトリに保存されます。
/opt/SUNWics5/cal/jconfigure

-state [statefile] 入力値の設定に状態ファイルを使用します。

たとえば、コマンド行モードで設定スクリプトを実行し、入力を状態ファイルに保
存しない場合は、次のようにします。

./csconfigurator.sh -nodisplay

コマンド行バージョンでは、GUIと同じ情報が同じ順序で尋ねられます。デ
フォルト値は角括弧 []で示されます。デフォルト値をそのまま使用するには、
キーボードで Enterキーを押します。

注 –スクリプトによって提示されるさまざまな質問に含まれる情報については、以
降の節で示す GUIパネル内のテキストを参照してください。

手順
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� GUIから設定プログラムを実行するには

1. スーパーユーザー (root)としてログインするか、スーパーユーザーになります。

2. /opt/SUNWics5/cal/sbinディレクトリに移動します。

3. 次のコマンドを実行します。

./csconfigurator.sh

設定プログラムでは、次のパネルが表示されます。

� 87ページの「開始パネル」
� 88ページの「「管理、ユーザー設定、および認証」パネル」
� 90ページの「「メールと電子メールアラーム」パネル」
� 91ページの「「ランタイム設定」パネル」
� 93ページの「「設定およびデータファイルの格納先ディレクトリ」パネル」
� 94ページの「「アーカイブおよびホットバックアップの設定」パネル」
� 96ページの「「設定準備が完了しました」パネル」
� 97ページの「「設定の概要」パネル」

注意 –設定プログラムはシングルドメインを設定できるだけです。仮想ドメイン、
ホストされたドメインなど複数のドメインを使用する場合は、Delegated
Administratorコマンド行ユーティリティーを使用してドメインを追加する必要が
あります。

開始パネル

手順

第 3章 • Calendar Server設定プログラム (csconfigurator.sh) 87



図 3–1 Calendar Server設定プログラムの開始パネル

続行する場合は「次へ」をクリックし、終了する場合は「取消し」をクリックしま
す。

「管理、ユーザー設定、および認証」パネル
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図 3–2「管理、ユーザー設定、および認証」設定パネル

ユーザー設定ディレクトリのオプション
LDAPサーバーのホスト名 ユーザー認証に使用する LDAPディレクトリ

サーバーのホスト名。デフォルト:現在のホスト

LDAPサーバーのポート LDAPサーバーが待機するポート番号。デ
フォルト: 389

Directory Manager DN ディレクトリサーバースキーマに変更を加える
ことができるユーザーの名前。デフォルト:
cn=Directory Manager

Directory Managerのパスワード Directory Managerのパスワード。デフォルト:
なし

ベース DN 検索の開始点として使用する LDAPディレクト
リ内のエントリ。デフォルト:
o=currentdomain

これは必要に応じて変更できます。
comm_dssetup.plによって作成されたルート
サフィックスを取得するには、「取得する」を
クリックします。このようにして取得した
baseDNは、現在の設定から作成される一例にす
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ぎません。baseDNの取得に何を使用するかにか
かわらず、LDAPコンテンツとの整合性がとれ
ている必要があります。

注 –「取得する」をクリックする前に、
Directory Manager DNおよびパスワードを入力
してディレクトリサーバーの認証を行う必要が
あります。

Calendar Server管理者のオプション

管理者のユーザー ID Calendar Server管理者のユーザー ID。上記の LDAP
ディレクトリサーバー内のユーザーである必要があります。
デフォルト: calmaster

管理者のパスワード Calendar Server管理者のパスワード。デフォルト:なし

続行する場合は「次へ」をクリックし、前のパネルに戻る場合は「戻る」をクリック
します。終了する場合は「取消し」をクリックします。

「メールと電子メールアラーム」パネル
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図 3–3「メールと電子メールアラーム」設定パネル

電子メールアラーム サーバーに問題が生じたときに Calendar Serverが
Calendar Server管理者に電子メールのアラーム
メッセージを送信するかどうかを指定します。デ
フォルト:「有効」

管理者の電子メールアドレス 電子メールのアラームメッセージを受信する
Calendar Server管理者の電子メールアドレス。デ
フォルト:なし

SMTPホスト名 電子メールアラームメッセージが送信される SMTP
サーバーのホスト名。デフォルト:現在のホスト

続行する場合は「次へ」をクリックし、前のパネルに戻る場合は「戻る」をクリック
します。終了する場合は「取消し」をクリックします。

「ランタイム設定」パネル
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図 3–4「ランタイム設定」パネル

サービスポート Web (HTTP)アクセスができるようにするために
Calendar Serverが待機しているポートの番号。
デフォルト: 80

最大セッション 同時実行可能な Calendar Serverセッションの最
大数。デフォルト: 5000

最大スレッド 同時実行可能な Calendar Serverスレッドの最大
数。デフォルト: 20

サーバープロセスの数 サーバー上で実行できる Calendar Serverプロセ
スの最大数。デフォルト: Calendar Serverをイン
ストールしているサーバーの CPU数

ランタイムユーザー ID Calendar Serverを実行する UNIXユーザー名。
この名前に rootを指定することはできません。
アカウントが存在しない場合は、設定プログラム
によって作成されます。デフォルト: icsuser

ランタイムグループ ID Calendar Serverを実行する UNIXグループ。グ
ループが存在しない場合は、設定プログラムに
よって作成されます。デフォルト: icsgroup

Calendar Server起動オプション チェックボックスをクリックしてどちらかまたは
両方のオプションを選択します。
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� インストールが成功したら起動する

インストールに成功したあと、Calendar
Serverが自動的に起動するかどうかを指定し
ます。デフォルト:チェックマークあり

� システムの起動時に起動する

システムの起動後、Calendar Serverが自動的
に起動するかどうかを指定します。デフォル
ト:チェックマークあり

続行する場合は「次へ」をクリックし、前のパネルに戻る場合は「戻る」をクリック
します。終了する場合は「取消し」をクリックします。

「設定およびデータファイルの格納先ディレクト
リ」パネル
このパネルでは、デフォルトのディレクトリをそのまま使用してください。設定およ
びデータファイルの格納先ディレクトリを選択できますが、お勧めしません。

図 3–5「設定およびデータファイルの格納先ディレクトリ」設定パネル
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設定ディレクトリ 設定ファイル (ics.conf)が格納されるディレクト
リ。

データベースディレクトリ Calendar Serverでカレンダデータベースファイルを作
成し、格納するディレクトリ。デフォルト:
/var/opt/SUNWics5/csdb

ログディレクトリ Calendar Serverがログファイルを書き込むディレクト
リ。デフォルト: /var/opt/SUNWics5/logs

一時ファイルディレクトリ Calendar Serverが一時ファイルを書き込むディレクト
リ。デフォルト: /var/opt/SUNWics5/tmp

続行する場合は「次へ」をクリックし、前のパネルに戻る場合は「戻る」をクリック
します。終了する場合は「取消し」をクリックします。

「アーカイブおよびホットバックアップの設定」
パネル
このパネルでは、自動バックアップタイプの両方、または 2つのタイプのどちらかを
選択できます。または、どちらも選択しなくてもかまいません。必要に応じて、各
ボックスを選択または選択解除します。アーカイブバックアップとホットバック
アップの両方を使用することを強くお勧めします。

ヒント –機器の損傷のためにデータベースのコピーがすべて失われることがないよう
にしてください。自動バックアップコピーは、ライブデータベースが格納されている
ものとは別のディスクやディスクシステムに保存してください。

自動バックアップについては、第 10章を参照してください。
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図 3–6「アーカイブおよびホットバックアップの設定」パネル

アーカイブを有効 このボックスにチェックマークが付いている
と (デフォルト)、csstoredによって 24時間
ごとにカレンダデータベースのスナップ
ショットが取得されます。一日の終わりに、
その日のトランザクションログファイルがス
ナップショットとともにアーカイブバック
アップディレクトリに格納されます。

アーカイブディレクトリ 「参照...」をクリックしてバックアップ
ディレクトリを選択するか、デフォルトをそ
のまま使用します。

ホットバックアップを有効 このボックスにチェックマークが付いている
と (デフォルト)、csstoredによって 24時間
ごとにカレンダデータベースのスナップ
ショットが取得されますが、設定された間隔
(デフォルトでは 2分)でトランザクションロ
グがスナップショットに適用されるため、ラ
イブデータベースとほぼ同じ内容が保証され
ます。

ホットバックアップディレクトリ 「参照...」をクリックしてバックアップ
ディレクトリを選択するか、デフォルトをそ
のまま使用します。
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アーカイブする期間 (日数) 「最小」および「最大」フィールドの上向き
の矢印または下向きの矢印をクリックする
と、アーカイブバックアップをバックアップ
ディレクトリに保存しておく日数を選択でき
ます。

ホットバックアップする期間 (日数) 「最小」および「最大」フィールドの上向き
の矢印または下向きの矢印をクリックする
と、ホットバックアップをディレクトリに保
存しておく日数を選択できます。

一度に実際に格納されるコピー数は、ファイ
ルのサイズやディレクトリのサイズによって
異なります。ics.confファイルで設定した
サイズ制限、または最大コピー数の制限のい
ずれかを超えると、この設定パネルで指定し
た最小数まで、もっとも古いコピーが破棄さ
れます。

続行する場合は「次へ」をクリックし、前のパネルに戻る場合は「戻る」をクリック
します。設定プログラムを終了する場合は「取消し」をクリックします。

「設定準備が完了しました」パネル
これまで、パネルを使って設定に必要な情報を収集したり、有効性を検査したりして
きました。この時点では、設定情報を前に戻って入力し直すことも、設定を開始する
こともできます。
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図 3–7「設定準備が完了しました」パネル

Calendar Serverを設定する場合は「すぐに設定する」をクリックし、前のパネルに戻
る場合は「戻る」をクリックします。終了する場合は「取消し」をクリックします。

「設定の概要」パネル
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図 3–8「設定の概要」パネル

「詳細」をクリックして設定ログの詳細を表示するか、または「閉じる」をクリック
して設定プログラムを終了します。
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第 4章

データベース移行ユーティリティー

以前のバージョンの Calendar Server (5.11以前)を使用していた場合は、Calendar
Serverをインストールし、インストール後の設定を行ったあとで、コンポーネント
データベースと LDAPデータベースの移行が必要になることもあります。

この章の 100ページの「権限ユーティリティーの選択」を参照すると、適切なユー
ティリティーを選択する場合に役立ちます。

この章で説明する内容は次のとおりです。

� 99ページの「インストール後のデータベース移行ユーティリティー」
� 100ページの「権限ユーティリティーの選択」
� 101ページの「csmig」
� 111ページの「csvdmig」
� 114ページの「commdirmig」

インストール後のデータベース移行ユー
ティリティー
以前にインストールした Calendar Server 5.1.1のカレンダデータベースと LDAPデー
タベースのエントリがある場合は、Sun Java System Calendar Serverをインストール
したあとで、次のユーティリティーを指定された順序で実行します。

1. cs5migrate

カレンダデータベースを Calendar Serverバージョン 5の形式からバージョン 6の
形式に移行します。これらのユーティリティーはテクニカルサポートからダウン
ロードして入手できます。

Connector for Microsoft Outlookの使用を計画しており、複数のコンポーネントが
定期的に発生する予定の場合は、cs5migrate_recurringを使用します。この
ユーティリティーにより、定期的コンポーネントごとにマスターレコードと例外が
作成されます。
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定期的コンポーネントが既存のデータベースに格納されていない場合、または格納
されていても Connector for Microsoft Outlookを使用する予定がない場合は、
cs5migrateを使用します。

cs5migrateと cs5migrate_recurringのどちらも、テクニカルサポートサイ
トからのみ入手できます。これらは製品に同梱されていません。

2. 101ページの「csmig」

Calendar Server 6データベース内の各カレンダに所有者を割り当て、必要に応じ
て各カレンダ ID (calid)を所有者にマッピングします。これによって、ホストさ
れた (仮想)ドメインおよび LDAPカレンダ検索データベース (CLD)プラグインが
サポートされます。このユーティリティーは Calendar Serverに同梱されていま
す。cs5migrateのあと、csvdmigの前にこのユーティリティーを実行します。

3. 111ページの「csvdmig」

カレンダのドメイン (@domainname)を各 calidに追加することにより、Calendar
Server 6サイトをアップグレードして、ホストされた (仮想)ドメインを使用する
ようにします。たとえば、sesta.comというドメインでは、jdoeの calidは
jdoe@sesta.comとなります。このユーティリティーは Calendar Serverに同梱
されています。cs5migrateおよび csmigのあとにこのユーティリティーを実行
します。

4. 114ページの「commdirmig」

Access Manager 6.1以上で使用するために、LDAPデータを Schema 1から
Schema 2に移行します。このユーティリティーはAccess Managerに同梱されて
います。

権限ユーティリティーの選択
ユーティリティーには多数の選択肢があるため、次の図を参照して、どのユーティリ
ティーを実行するかを選択してください。
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図 4–1実行する移行ユーティリティーの選択

csmig
csmigユーティリティーでは、必要に応じて、カレンダデータベース内の各カレンダ
に所有者を割り当て、各カレンダ ID (calid)を所有者にマッピングします。

csmigユーティリティーは、ホストされた (仮想)ドメインと LDAPカレンダ検索
データベース (CLD)プラグインをサポートしています。移行されたデータベース内の
カレンダには、LDAP CLDプラグインを使用してアクセスできます。LDAP CLDプ
ラグインについては、第 6章を参照してください。

ここで説明する内容は次のとおりです。

� 101ページの「csmigの機能」
� 102ページの「csmigの要件」
� 103ページの「csmigの構文」
� 104ページの「csmig移行の手順」
� 108ページの「csmigのヒントとトラブルシューティング」

csmigの機能
csmig移行ユーティリティーでは、次の機能を実行します。

� 102ページの「カレンダを移行する」
� 102ページの「カレンダに所有者を割り当てる」
� 102ページの「LDAP属性を更新する」
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カレンダを移行する
csmigは、caldb.berkeleydb.homedir.pathパラメータによって指定された現
在のカレンダデータベース (*.dbファイル)内のユーザーとリソースの両方のカレン
ダを移行します。新しい移行先ターゲットデータベースでは、csmigにより、カレン
ダプロパティー (calprops)、予定、仕事 (作業)、およびグループスケジューリング
エンジン (GSE)データベースファイルに含まれる、LDAP CLDプラグインで必要とさ
れるエントリが更新されます。

csmigは移行先ターゲットデータベースだけに書き込みを行います。既存のカレンダ
データベースに書き込むことはありません。

カレンダに所有者を割り当てる
csmigは、必要に応じて、カレンダデータベース内の各カレンダに所有者を割り当
て、各カレンダ ID (calid)を所有者にマッピングします。すべてのデフォルトの
calidはそのまま維持され、変更は行われません。その他のカレンダは次のように
マッピングされます。

� 有効な所有者がいないユーザーカレンダは、-cオプションによって csmigに渡さ
れるユーザーが所有します。たとえば、jsmithというカレンダ IDの所有者がい
ない場合、-cオプションとして orphanを指定すると、このカレンダ IDは
orphan:jsmithに変換されます。

� 所有者がいないリソースカレンダは、-rオプションによって csmigに渡されるリ
ソースユーザーが所有します。

� リソースカレンダの名前にコロン (:)が含まれる場合、移行された名前に含まれる
コロンが 1つのみになるように、それらのコロンは下線に変換されます。

たとえば、所有者が bkamdarの footballというカレンダ名は、
bkamdar:footballに変換されます。所有者が bkamdarの tchang:soccerと
いうカレンダ名は、bkamdar:tchang_soccerに変換されます。所有者が
admin1の auditorium:room1というカレンダ名は、
admin1:auditorium_room1に変換されます。

LDAP属性を更新する
csmigは、icsSubscribed、icsCalendar、icsCalendarOwned、
icsFreeBusy、icsSet、およびリソースカレンダに対する uidを含む、関連する
すべての LDAPエントリの LDAP属性を更新します。csmigは、LDAPディレクト
リサーバーデータベース内の各カレンダの icsDWPHost属性を作成します。
icsDWPHostは、カレンダが存在するバックエンドサーバーのホスト名を指定しま
す。

csmigの要件
csmigを使用するための要件は次のとおりです。
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� カレンダデータベースが破損していないこと。csdb checkコマンドを使用してカ
レンダデータベースを確認し、必要に応じて csdb rebuildコマンドを実行して
データベースを再構築します。これらのコマンドについては、付録 D を参照して
ください。

� 新しい移行先ターゲットデータベース、および、バックアップデータベースがある
場合にはその分も含めて、十分なディスクの空き容量があること。

� csmigを実行するには、icsuser、または設定中に指定した Calendar Serverの
ランタイムユーザー IDとしてログインします。スーパーユーザー (root)として
csmigを実行する場合は、移行されたファイルに対するアクセス権のリセットが
必要になることもあります。

ユーザー設定を格納する LDAPディレクトリサーバーでカレンダユーザーの属性
を管理するための権限も必要です。

� Calendar Serverは停止している必要があります。

csmigの構文
csmigユーティリティーの構文は次のとおりです。

csmig [-t DestinationDB]
[-b Backend-DWPHost]
[-o OutputFile]
[-e ErrorFile]
[-m MappingFile]
[-c calendarOwner]
[-r resourceOwner]
{ migrate|dryrun }

次の表に、ユーティリティーのオプションを一覧表示し、各オプションの説明とデ
フォルト値も示します。

csmigのオプション 説明とデフォルト値

-t DestinationDB csmigで生成する移行先ターゲットデータベースを指定し
ます。デフォルトは MigratedDBです。

-b Backend-DWPHost DWPバックエンドホストサーバーの名前を指定します。
この名前は ics.confファイルで指定された DWPバック
エンドホストサーバー名と一致している必要があります。

-o OutputFile csmigの画面への出力と発生するあらゆるエラーを書き込
む出力ファイルを指定します。デフォルトは MigrateOut
です。

-e ErrorFile csmigでエラーや解決できないデータベースエントリが書
き込まれるファイル。解決できないデータベースエントリ
は、移行先データベースに書き込まれません。デフォルト
は MigrateErrorです。
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csmigのオプション 説明とデフォルト値

-m MappingFile dryrunモードで生成された出力マッピングファイルを指
定します。出力マッピングファイルには、LDAPスキーマ
で変更する必要のあるエントリが一覧表示されます。次に
例を示します。

古いエントリ: calid=jsmith

新しいエントリ: calid=jsmith:basketball

マッピングファイルでは、LDAPスキーマに対して行われ
る変更のリストだけが生成されます。csmigでは、実際に
はスキーマへの変更は行われません。

マッピングファイルは、migrateモードでは使用されませ
ん。

-c calendarOwner 所有者がいないユーザーカレンダの所有者を指定します。

-r resourceOwner 所有者がいないリソースカレンダの所有者を指定します。

migrate|dryrun ユーティリティーがどのモードで実行されているかを指定
します。移行を行う場合は、migrateモードを使用しま
す。実際に移行を行う前に出力マッピングファイルを生成
する場合は、dryrunモードを使用します。

csmig移行の手順
Calendar Server 6のインストールと設定が終わったら、csmigを実行して既存の
Calendar Serverと LDAPデータを移行する必要があります。LDAPデータの移行
は、LDAP CLDプラグインを正常に動作させるために必要です。csmigを使用して
カレンダデータを移行する場合は、次の手順を実行します。

� csmigを使用するための高レベルの手順

1. comm_dssetup.plを使用して Directory Serverを設定します。

まだ comm_dssetup.plを使用して LDAP属性にインデックスを作成していない
場合は、ここで行います。これによって、LDAPデータの移行処理のパフォーマン
スが大幅に向上します。

2. テストサーバー (本稼働サーバーではない)を使用して、テストドライランを実行
します。

ドライランでは、実際の移行中に csmigによって何が行われるかがレポートされ
ますが、データは移行されません。ドライラン後、実際に移行を行う前に、エラー
を修正し、未解決のカレンダを処理する計画を決定します。

テストドライランの実行方法については、104ページの「csmig移行の手順」を参
照してください。

手順
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3. 運用データを移行します。
本稼働では、csmigによって、カレンダデータベース (.dbファイル)と LDAP
データ (ユーザーおよびグループの設定データ)、icsSubscribed、
icsCalendar、icsCalendarOwned、icsFreeBusy、icsSet、および uid
(リソースカレンダ用)が移行されます。移行後、すべてのカレンダリソースに
LDAPエントリが作成されます。

運用データの移行方法については、104ページの「csmig移行の手順」を参照して
ください。

� テストドライランを実行するには

1. 必要に応じて、Calendar Server 6を中継サーバーにインストールします。

2. カレンダデータベースのスナップショットを中継サーバーにコピーします。

3. 次の作業を実行して、中継サーバー上に本稼働 LDAP環境を再現します。

� Directory Serverをインストールします。
� このサーバーに LDAPデータベースのスナップショットをインストールしま
す。

4. comm_dssetup.plを実行して、中継 Directory Serverを設定します。

5. csconfigurator.shを実行して、中継 Calendar Serverを設定します。

6. icsuserとしてログインします。これが異なる場合は、設定中に指定した
Calendar Serverのランタイムユーザー IDとしてログインします。スーパーユー
ザー (root)として csmigを実行する場合は、移行されたファイルに対するアク
セス権のリセットが必要になることがあります。

7. cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbinディレクトリに移動します。

8. csdb checkコマンドを実行して、データベースに破損が生じていないかどうかを
確認します。破損が見つかった場合は、csdb rebuildを実行してデータベース
を再構築します。

9. 所有者がいないユーザーカレンダにすべてを割り当てるための calidを作成する
ことを考慮します。たとえば、次のコマンドを実行すると、orphanという
calidを持ったユーザーが作成されます。

./csuser -g orphan -s adminuser -y password -l en -c orphan create orphan

10.必要に応じて、stop-calコマンドを使用して Calendar Serverを停止します。
cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin/stop-cal

11. dryrunオプションを指定して csmigを実行します。たとえば、次のように入力
します。

./csmig -b sesta.com -o csmig.out -e csmig.errors
-m csmig.map -c orphan -r calmaster dryrun

手順
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このコマンドを実行すると、所有者のいないユーザーカレンダ (orphanカレンダ)
が所有者 orphanに割り当てられ、所有者のいないリソースカレンダが所有者
calmasterに割り当てられます。

12.出力マッピングファイル (csmig.map)を確認します。マッピングファイルに、
LDAPスキーマ内で更新する必要のあるエントリが一覧表示されます。

13.出力ファイル、マッピングファイル、およびエラーファイルを確認します。検出さ
れた LDAPの問題やエラーを解決します。実際の移行の前に、未解決のカレンダ
を処理する方法を決定します。選択肢は以下のとおりです。

� 移行する前に、不要なカレンダを削除します。

� 未解決のカレンダに所有者を割り当てます。

� -cオプションと -rオプションを使用して csmigを実行し、移行中にカレン
ダに所有者を割り当てます。

14. csmigを実行して、中継カレンダデータベースを移行します。

たとえば、次のコマンドを実行すると、カレンダデータベースが
/var/opt/SUNWics5/testcsdb/ディレクトリに移行されます。

./csmig -t /var/opt/SUNWics5/testcsdb/ -b sesta.com
-o csmig.out -e csmig.errors -m csmig.map -c orphan
-r calmaster migrate

15.テスト移行が完了したら、次の手順を実行して、新しく移行されたカレンダデータ
ベースを確認します。

a. 移行されたデータベースを、caldb.berkeleydb.homedir.pathパラメー
タで指定された /csdbディレクトリにコピーします。あるいは、このパラメー
タを編集して、移行されたデータベースの新しい格納場所を指定します。

b. 新しいカレンダデータベースで csdb checkを実行します。移行されたデータ
ベースの予定や仕事の数は、移行前の合計数と一致している必要があります。

c. icsCalendarOwnedエントリを検索し、エントリが移行前のカレンダ数と一
致していることを確認します。

d. Communications Expressにログインし、移行されたデータベース内のいくつ
かのカレンダを検証します。

テスト移行が正常に行われたら、運用データベースの移行準備は完了です。

� 運用データを移行するには

1. icsuser (または設定中に指定した Calendar Serverのランタイムユーザー ID)と
してログインします。スーパーユーザー (root)として csmigを実行する場合
は、移行されたファイルに対するアクセス権のリセットが必要になることもありま
す。

手順
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2. cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin ディレクトリに移動します。

3. 必要に応じて、stop-calコマンドを使用して Calendar Serverを停止します。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin/stop-cal

4. 以下のデータのバックアップを作成します。

� カレンダデータベース (.dbファイル)

� LDAPデータ: slapdデータベースディレクトリおよび LDAPデータベース。

� ics.confファイル。この手順は実際には必要ありませんが、元の設定に戻す
必要がある場合に役立ちます。

5. migrateオプションを指定して csmigを実行します。

たとえば、次のコマンドを実行すると、カレンダデータベースが
/var/opt/SUNWics5/testcsdb/ディレクトリに移行されます。

./csmig -t /var/opt/SUNWics5/newcsdb/ -b sesta.com
-o csmig.out -e csmig.errors -m csmig.log -c orphan
-r calmaster migrate

6. エラーファイル (csmig.errors)で未解決のカレンダを確認し、104ページ
の「csmig移行の手順」の 104ページの「csmig移行の手順」の計画に従って問題
を解決します。

7. csdb checkコマンドを実行して、移行されたデータベースを確認します。破損が
見つかった場合は、csdb rebuildを実行してデータベースを再構築します。

8. 新しく移行されたデータベースを、caldb.berkeleydb.homedir.pathパラ
メータで指定された /csdbディレクトリにコピーします。あるいは、このパラ
メータを編集して、移行されたデータベースの新しい格納場所を指定します。

9. ics.confファイルで、必要に応じて次の設定パラメータを変更し、LDAP CLD
プラグインを有効にします。

� service.dwp.enable = "yes"

� service.dwp.port = "9779"

� csapi.plugin.calendarlookup = "y"

� csapi.plugin.calendarlookup.name = "*"

� caldb.cld.type = "directory"

� caldb.dwp.server.default = "default-server-name"

� caldb.dwp.server.server-hostname .ip = "server-hostname " (ローカルサー
バーを含む各バックエンドサーバー用)

� caldb.cld.cache.enable = "yes" (CLDキャッシュオプションを使用する
場合)

� caldb.cld.cache.homedir.pathでは、CLDキャッシュディレクトリの場
所を指定します。デフォルトは、/var/opt/SUNWics5/csdb/cld_cacheで
す。
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LDAP CLDプラグインの設定パラメータの指定方法については、第 6章を参照
してください。

10. start-calコマンドを使用して Calendar Serverを再起動します。

11. Communications Expressにログインし、移行されたカレンダのいくつかを確認し
て、正常に設定されたかどうかを検証します。

確認を行う間アラームを無効にするには、ics.confファイルで次の各パラメー
タを “no”に設定します。

� caldb.serveralarms = "no"
� caldb.serveralarms.dispatch = "no"
� service.ens.enable = "no"
� service.notify.enable = "no"
� ine.cancellation.enable = "no"
� ine.invitation.enable = "no"
� service.admin.alarm = "no"

csmigのヒントとトラブルシューティング
ここでは、次のヒントとトラブルシューティングの例について説明します。

� 108ページの「csmigのドライランカレンダに表示されるカレンダの所有者が間
違っています。」

� 109ページの「LDAPカレンダ検索を正常に実行できません。」
� 109ページの「csmigのドライランでカレンダ名の重複が検出されました。」
� 110ページの「親のないカレンダに、異なる複数の所有者を割り当てるにはどうし
たらよいですか。」

� 110ページの「カレンダユーザーを別のバックエンドサーバーに移動するにはどう
したらよいですか。」

csmigのドライランカレンダに表示されるカレンダの所有
者が間違っています。

問題の例

tchang:myCalendarという名前のカレンダの所有者がカレンダデータベース内の
jsmithであるため、csmigのドライランのマッピングでは
jsmith:tchang_myCalendarと表示されます。しかし、このカレンダの名前を
tchang:myCalendarとし、tchangという所有者を割り当てるとします。

解決策の例

移行前に、cscalユーティリティーを使用して、カレンダ tchang:myCalendarの
所有者を tchangに変更します。これを実行すると、移行によってこのカレンダが
tchang:myCalendarにマッピングされ、icsCalendarownedがユーザー ID
tchangの LDAPエントリに追加されます。
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LDAPカレンダ検索を正常に実行できません。

問題の例

移行後、LDAPカレンダ検索が有効になりますが、カレンダ検索ダイアログに何も結
果が表示されないか、一部の結果だけが表示されます。

解決策の例

LDAPカレンダ検索を有効にすると、Calendar Serverで検索に
(&(objectclass=icscalendaruser)(icscalendarowned=*substr*))を使用
できるようになります。

次のフィルタを使用して LDAPデータに対して 2つの異なる検索を手動で実行し、出
力を比較します。

� フィルタ
(&(objectclass=icscalendaruser)(icscalendarowned=*substr*))を
使用した LDAP検索

� フィルタ (icscalendarowned=*substr* ) を使用した LDAP検索

サーバーで icsCalendarUserオブジェクトクラスを含むフィルタを使用するた
め、スキーマの確認が無効な状態で LDAPサーバーが配備され、一部のカレンダエン
トリが icsCalendarUserオブジェクトクラスなしでプロビジョニングされた可能
性があります。

csmigのドライランでカレンダ名の重複が検出されまし
た。

問題の例

csmigのドライランマッピングファイルおよび出力ファイルに、カレンダ名の重複が
記録されます。たとえば、元のデータベースで、jsmithが次のカレンダを所有して
いるとします。

� basketball (5個の予定あり)
� jsmith:basketball (10個の予定あり)

ドライランでは、移行中に 2つのカレンダがマージされ、生成されるカレンダは、所
有者が jsmithであり、合計 15個の予定が含まれた jsmith:basketballとなりま
す。

出力ファイルには次の警告メッセージが記録されます。

Error modifying calendar properties, error=2
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解決策の例

2つのカレンダをマージしない場合は、移行前に basketballの所有者を jsmith以
外のユーザーに変更します。これによって、2つの独立したカレンダのデータの完全
性が維持されます。

親のないカレンダに、異なる複数の所有者を割り当てるに
はどうしたらよいですか。

問題の例

デフォルトでは、csmigによって親のないすべてのカレンダに 1人の所有者が割り当
てられますが、一部の親のないカレンダに、異なる複数の所有者を割り当てるとしま
す。

解決策の例

csmigでは、コマンド行からはマッピングファイルを操作できません。ただし、移行
前に、元のデータベース内の親のないカレンダに所有者を割り当てることはできま
す。親のないすべてのカレンダに対するドライランのマッピングファイルを確認しま
す。移行前に、cscalユーティリティーを使用して、親のないカレンダに所有者を割
り当てます。ふたたび dryrunモードで csmigを実行し、新しい所有者を確認しま
す。

カレンダユーザーを別のバックエンドサーバーに移動する
にはどうしたらよいですか。

問題の例

カレンダユーザーを 1台のバックエンドサーバーから別のバックエンドサーバーに移
動します。

解決策の例

カレンダユーザーを移動するには、元のサーバーにある各ユーザーのカレンダをエク
スポート (export)し、次にそのカレンダを 2台目のサーバーにインポート (import)
します。カレンダの移動後、元のサーバー上のカレンダを削除できます。カレンダの
移動方法については、276ページの「ユーザーカレンダの管理」を参照してくださ
い。
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csvdmig
csvdmigユーティリティーでは、ホストされた (または仮想)ドメインを使用するサ
イトの Calendar Serverデータベースおよび LDAPディレクトリサーバーデータベー
スが変更されます。

注 –ホストされていない環境から移動している場合は、このユーティリティーを使用
する前に必ず csmigを実行してください。

ここで説明する内容は次のとおりです。

� 111ページの「csvdmigの機能」
� 112ページの「csvdmigの構文」
� 113ページの「csvdmigの例」

csvdmigの機能
csvdmigユーティリティーでは、次のようにドメイン名をユーザー IDに追加しま
す。

� カレンダ ID (calid)の形式が変更されます。

変更前: userid[:calendar-name]

変更後: userid@domain[:calendar-name]

� ACL (アクセス制御リスト)のアクセス規則が変更されます。

変更前: userid

変更後: userid@domain

� Calendar Server属性の LDAPディレクトリサーバーのユーザーエントリが次のよ
うに変更されます。

userid[:calendar-name]から userid@domain[:calendar-name]。

� カレンダデータベースに含まれる予定と作業の所有者フィールドと出席者フィール
ドを更新します。

例:ドメイン sesta.comの jsmithが予定の所有者である場合、新しい所有者
フィールドには jsmith@sesta.comが入ります。
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注意 – csvdmigユーティリティーでは、データベースと LDAPディレクトリに適切な
更新を行います。つまり、移行データベースを個別に作成するのではなく、変換中の
データベースを変更します。したがって、念のため、データベースと LDAPディレク
トリのスナップショットに対して csvdmigを実行してください。

csvdmigの構文
csvdmigユーティリティーの構文は次のとおりです。

csvdmig [-t DestinationDB]
[-c ConfigFile]
[-e ErrorFile]
[-m MappingFile]
migrate [DB|LDAP]

次の表に、csvdmigによって使用されるオプションと、各オプションの説明を示しま
す。

オプション 説明とデフォルト値

-m MappingFile マッピングファイルを指定する入力パラメータ。マッピング
ファイルについては、113ページの「マッピングファイル」を
参照してください。デフォルトは MigrateMappingです。

-c ConfigFile Calendar Server設定ファイルを指定する入力パラメータ。デ
フォルトは ics.confファイルです。

-t DestinationDB データベースの位置を指定する出力パラメータ。デフォルト
は MigratedDBです。

ヒント –常に -tオプションを使用します。作業用ディレクト
リ内のデータベースを移行しようとすると、予期しない結果
が発生します。113ページの「出力先 DB」を参照してくださ
い。

-e ErrorFile 解決できないエラー用のエラーファイルの名前を指定する出
力パラメータ。デフォルトは MigrateErrorです。

DB | LDAP どのデータベースを変更するかを指定します。

DB:カレンダデータベース

LDAP: LDAPディレクトリ

デフォルトはカレンダデータベース (DB)です。
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表 4–1 csvdmigのオプション

オプション 説明とデフォルト値

-m MappingFile マッピングファイルを指定する入力パラメータ。マッピングファイルについ
ては、113ページの「マッピングファイル」を参照してください。デフォルト
は MigrateMappingです。

-c ConfigFile Calendar Server設定ファイルを指定する入力パラメータ。デフォルトは
ics.confファイルです。

-t DestinationDB データベースの位置を指定する出力パラメータ。デフォルトは MigratedDB
です。113ページの「出力先 DB」を参照してください。

-e ErrorFile 解決できないエラー用のエラーファイルの名前を指定する出力パラメータ。
デフォルトは MigrateErrorです。

DB | LDAP どのデータベースを変更するかを指定します。

DB: Calendar Serverデータベース LDAP: LDAPディレクトリ

デフォルトはカレンダデータベース (DB)です。

マッピングファイル
マッピングファイルは、既存のユーザーをそれぞれのドメインにマッピングする入力
テキストファイルです。csvdmigを実行する前に、マッピングファイルを作成する必
要があります。古い値と新しい値の間にスペースを入力し、1行に 1つのエントリを
指定します。次に例を示します。

user1 user1@sesta.com
user2 user2@siroe.com
user3 user3@sesta.com
...
usern usern@siroe.com

出力先 DB
このユーティリティーでは、移行されたファイルは新しい DestinationDBには移動
されません。-tオプションを指定する場合は、csvdmigを実行する前に、移行する
データベースファイルをそのディレクトリにコピーしておく必要があります。

-tオプションを使用しないと、ユーティリティーによって作業用ディレクトリ内の
ファイルが移行されるため、予期しない結果が発生します。

csvdmigの例
� デフォルト値を使用して、LDAPディレクトリサーバーのデータを移行します。

csvdmig migrate LDAP

� Calendar Serverデータベースを移行します。
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csvdmig -t targetDB -e errorFile -m mappingFile migrate

commdirmig
commdirmigユーティリティーでは、認証サービスにAccess Managerを使用できる
ように、LDAPデータを Sun LDAP Schema 1から Schema 2に移行します。

ここで説明する内容は次のとおりです。

� 114ページの「ユーティリティーを実行する必要がある場合」
� 114ページの「ユーティリティーを実行するタイミング」
� 115ページの「マニュアルの参照先」
� 115ページの「ユーティリティーの入手先」

ユーティリティーを実行する必要がある場合
以前にMessaging Server 5または Calendar Server 5のバージョンを使用していた場
合は、LDAPエントリが Schema 1にフォーマットされています。新しい Calendar
Server 6 2005Q4環境で、認証にAccess Managerを使用する場合は、このユーティリ
ティーを実行して LDAPエントリを Schema 2形式に変換する必要があります。

Access Managerを使用していない場合、Schema 2は LDAPを使用するすべての Java
Enterprise System製品に最適な LDAPモードであるため、LDAPデータの移行を検
討することをお勧めします。今後は、新しいバージョンの通信製品 (Calendar、
Messaging、および Instant Messaging)で Schema 1がサポートされなくなる可能性が
あります。ただし、この時点でAccess Managerを使用しない場合は、都合のよい時
期まで移行作業を見合わせることができます。

注 –設定用の LDAPディレクトリが個別に用意されている場合は、認証用の LDAPだ
けでなく、その LDAPに対しても commdirmigを実行する必要があります。

ユーティリティーを実行するタイミング
Java Enterprise System以前のバージョンの Calendar Serverから移行する場合は、
cs5migrate、csmig、および csvdmigを実行したあとでこのユーティリティーを
実行します。
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マニュアルの参照先
commdirmig移行ユーティリティーには、特別な準備と計画が必要です。このユー
ティリティーについては別のマニュアルで説明しています。『Sun Java System
Communications Services 6 2005Q4 Schema Migration Guide』を参照してください。

ユーティリティーの入手先
commdirmigユーティリティーは、Java Enterprise Systemインストーラからインス
トールする Delegated Administratorにバンドルされています。

ユーティリティーのパッチもテクニカルサポートから入手できます。
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パート III
Calendar Serverの設定のカスタマイ
ズ

� 第 5章
� 第 6章
� 第 7章
� 第 8章
� 第 9章
� 第 10章
� 第 11章
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第 5章

Calendar Serverのカスタマイズ

インストールとインストール後の設定が終わると、Calendar Serverをそのまま実行で
きます。しかし、設定ファイル ics.confを編集すれば、システムをカスタマイズ、
または再設定することができます。

この章と、パート III「Calendar Serverの設定のカスタマイズ」以降の章には、
Calendar Serverの再設定に使用できる手順や情報が記載されています。

ics.confは、次のディレクトリにあります。

Solarisの場合: /etc/opt/SUNWics5/cal/config

Linuxの場合: /etc/opt/sun/calendar/config

注 –次の作業を完了するまでは、設定ファイルの編集は行わないでください。

� Calendar Server 6 2005Q4をインストールするか、Calendar Server 6 2005Q4に
アップグレードします。

� インストール後の設定プログラム comm_dssetup.plおよび
csconfigurator.shを実行します。

� 既存のカレンダデータベースに対して必要な csmig、csvdmig、および
commdirmigを実行します。第 4章を参照してください。

この章で説明する内容は次のとおりです。

� 120ページの「Communications Expressの設定」
� 122ページの「カレンダの設定」
� 127ページの「カレンダユーザーの設定」
� 129ページの「Calendar Serverの設定」
� 134ページの「ログインと認証の設定」
� 138ページの「カレンダサービスの設定」
� 144ページの「Berkeleyデータベースのデッドロックの定期的チェックの設定」
� 145ページの「Calendar Serverの LDAPの設定」
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注 –設定に関する次の項目については、別の章で説明します。説明する内容は次のと
おりです。

� 第 6章
� 第 7章
� 第 8章
� 第 9章
� 第 10章
� 第 11章

Communications Expressの設定
Calendar Serverで、Communications Expressに関する次の設定を行う必要がありま
す。

� 120ページの「プロキシ認証を設定するには」
� 121ページの「匿名アクセスを有効にするには」

� プロキシ認証を設定するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すように、ics.confパラメータを編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

service.http.allowadminproxy “yes”に設定すると、管理者のプロキシ認証が有効に
なります。デフォルトは “no”です。

service.http.admins Calendar Serverの管理権限を持つユーザー IDをリス
ト表示します。デフォルトは “calmaster”です。複数の
値を指定する場合は、各値を空白文字で区切ります。値
の 1つは、uwconfig.propertiesファイルの
calendar.wcap.adminidに指定されている値である
必要があります。

手順
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パラメータ 説明とデフォルト値

service.admin.calmaster.userid calmasterのユーザー ID。これは、
uwcconfig.propertiesファイルの
calendar.wcap.adminidパラメータに指定されてい
るユーザー IDと同じになります。

service.admin.calmaster.cred calmasterのパスワード。これは、
uwcconfig.propertiesファイルの
calendar.wcap.passwdパラメータに指定されてい
るパスワードと同じになります。

注 – uwcconfig.propertiesファイルは、
comms_express_svr_base/WEB-INF/configディレクトリにあります。ここで
comm_express_svr_baseは、Communications Expressがインストールされている
ディレクトリです。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

Communications Expressの設定手順については、を参照してください。

� 匿名アクセスを有効にするには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. ics.confに含まれる次のパラメータを編集して、匿名アクセスを有効にしま
す。

パラメータ 説明とデフォルト値

service.wcap.anonymous.

allowpubliccalendarwrite

匿名アクセスのユーザーによる公開カレンダへの書き込
みを有効または無効にします。アクセスを有効にするに
は、この値を "yes"に設定します (デフォルト)。

参照

手順

第 5章 • Calendar Serverのカスタマイズ 121



パラメータ 説明とデフォルト値

service.wcap.allowpublicwritablecalendars ユーザーが書き込み可能な公開カレンダを所有できるよ
うにします。これは、デフォルトで有効になっています
("yes"に設定)。

service.http.allowanonymouslogin 必要に応じて、このパラメータを "yes"に設定し、匿
名アクセス (ログイン)を有効にします。デフォルト値
は "yes"です。

service.calendarsearch.ldap 匿名ログインが有効になっているときには、セキュリ
ティー上の理由から、カレンダ検索を行う際に最初に
LDAPを検索できないようにしたい場合があります。
その場合には、このパラメータを "no"に設定します
(デフォルト)。

注 – Communications Expressでは、service.calendarsearch.ldapパラメー
タの値を "no"に設定する必要があります。この設定は、DWP環境 (データベー
スが複数のバックエンドに分散されている環境)で最良のパフォーマンスを得るた
めのシステム調整の指示とは矛盾しています。324ページの「DWP環境でのカレ
ンダ検索のパフォーマンス向上」を参照してください。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

Communications Expressの設定手順については、『Sun Java System
Communications Express 6 2005Q4 Administration Guide』を参照してください。

カレンダの設定
� 123ページの「ユーザーカレンダを設定するには」
� 125ページの「リソースカレンダを設定するには」
� 126ページの「ログイン時のユーザーカレンダの自動プロビジョニングを無効にす
るには」

� 126ページの「空き/予定あり検索を設定するには」
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� ユーザーカレンダを設定するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すパラメータを 1つ以上編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

calstore.calendar.default.acl ユーザーがカレンダを作成したときに使用されるデ
フォルトのアクセス制御設定を指定します。形式は、
ACE (アクセス制御エントリ)引数をセミコロンで区
切ったリスト形式の文字列です。デフォルトは次のとお
りです。

"@@o^a^r^g;@@o^c^wdeic^g;
@^a^fs^g;@^c^^g;@^p^r^g"

ACE形式については、270ページの「カレンダのアク
セス制御」を参照してください。Calendar Serverユー
ティリティーについては、386ページの「cscal」を参照
してください。

calstore.calendar.owner.acl カレンダ所有者のデフォルトのアクセス制御設定を指定
します。デフォルトは次のとおりです。
"@@o^a^rsf^g;@@o^c^wdeic^g"

calstore.freebusy.include.defaultcalendar ユーザーのデフォルトカレンダを、そのユーザーの空
き/予定ありカレンダリストに含めるかどうかを指定し
ます。デフォルトは “yes”です。

calstore.freebusy.remove.defaultcalendar ユーザーのデフォルトカレンダを、そのユーザーの空
き/予定ありカレンダリストから削除できるかどうかを
指定します。デフォルトは “no”です。

service.wcap.freebusy.redirecturl 異なるデータベースでのカレンダの検索に使用する
URLを指定します。このパラメータは、カレンダデー
タベースの移行中にのみ使用します。カレンダが 2つの
異なるデータベースに分かれている間は、現在の
Calendar Serverデータベース以外の URLを指定できま
す。システムでは、まず Calendar Serverのカレンダ
データベースを検索し、ユーザーが見つからない場合
は、リダイレクト URLが利用できるかどうかを確認し
ます。この機能をオフにするには、get_freebusyコ
マンドで 1に設定された redirectパラメータを渡し
ます。

手順
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パラメータ 説明とデフォルト値

calstore.subscribed.include.

defaultcalendar

ユーザーのデフォルトカレンダを、そのユーザーの登録
済みカレンダリストに含めるかどうかを指定します。デ
フォルトは “yes”です。

service.wcap.login.calendar.publicread "yes"に指定すると、ユーザーのデフォルトカレンダ
は公開読み取り/非公開書き込みに初期設定されます。
"no"に指定すると、ユーザーのデフォルトカレンダは
非公開読み取り/非公開書き込みに初期設定されます。
デフォルトは “no”です。

user.allow.doublebook ユーザーカレンダの同じ時間帯に複数の予定をスケ
ジューリングできるかどうかを指定します。
� "no":複数のユーザーからの予約は拒否されます。
� "yes":複数のユーザーからの予約は許可されます

(デフォルト)。
このパラメータは、ユーザーカレンダの作成時にの
み使用されます。作成後は、Calendar Serverはカ
レンダプロパティーファイル
(ics50calprops.db)を参照して複数のユーザー
からの予約の可否を決定します。
複数のユーザーからの予約のカレンダプロパティー
の値を変更するには、-kオプションを指定して
cscalを実行します。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal
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� リソースカレンダを設定するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. 次の表に示すパラメータを 1つ以上編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

resource.allow.doublebook カレンダの作成時に、リソースカレンダ (会議室や視聴
覚機器などのリソースのカレンダ)の同一時間帯に複数
の予定をスケジューリングできるように設定するかどう
かを指定します。
� "no":複数のユーザーからの予約は拒否されます。
� "yes":複数のユーザーからの予約は許可されま
す。

� このパラメータは、リソースカレンダの作成時にの
み使用されます。
リソースカレンダの作成後は、Calendar Serverは
カレンダのプロパティー (ics50calprops.db)を
参照して複数のユーザーからの予約の可否を決定し
ます。
リソースカレンダのカレンダプロパティーを変更し
て複数のユーザーからの予約の可否を変更する場合
は、-kオプションを指定して csresourceコマン
ドを実行します。

resource.default.acl リソースカレンダを作成するときに使用されるデフォル
トのアクセス制御設定を指定します。デフォルトは次の
とおりです。

"@@o^a^r^g;@@o^c^wdeic^g;
@^a^rsf^g"

3. ファイルを ics.confとして保存します。

4. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin/start-cal

手順
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� ログイン時のユーザーカレンダの自動プロビ
ジョニングを無効にするには
ユーザーカレンダの自動プロビジョニングは、デフォルトで有効になっています。

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次のパラメータを編集して、最初のログイン時のユーザーカレンダの自動プロビ
ジョニングを無効にします。

パラメータ 説明とデフォルト値

local.autoprovision ユーザーカレンダの自動プロビジョニングを有効にする
か (“yes”)、無効にするか (“no”)を指定します。デ
フォルトは “yes”です。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

� 空き/予定あり検索を設定するには
空き/予定ありビューは、いくつかの目的で使用されます。空き/予定ありビューの生
成方法をカスタマイズするための ics.confパラメータがいくつか用意されていま
す。

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すパラメータを編集して、最初のログイン時のユーザーカレンダの自動
プロビジョニングを無効にします。

手順

手順
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パラメータ 説明とデフォルト値

service.wcap.freebusybegin get_freebusyの範囲指定の開始時刻に適用される、
現在時刻からのオフセットを指定します。デフォルトは
"30"です。

service.wcap.freebusyend get_freebusyの範囲指定の終了時刻に適用される、
現在時刻からのオフセットを指定します (日単位)。デ
フォルトは "30"です。

calstore.freebusy.include.defaultcalendar ユーザーのデフォルトカレンダを、そのユーザーの空
き/予定ありカレンダリストに含めるかどうかを指定し
ます。デフォルトは "yes"です。

calstore.freebusy.remove.defaultcalendar ユーザーのデフォルトカレンダを、そのユーザーの空
き/予定ありカレンダリストから削除できるかどうかを
指定します。デフォルトは "no"です。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

カレンダユーザーの設定
ここでは、カレンダユーザーの設定方法について説明します。ここで説明する内容は
次のとおりです。

� 127ページの「ユーザーを設定するには」
� 128ページの「ユーザー設定を設定するには」

� ユーザーを設定するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示す 1つ以上の ics.confパラメータを編集します。

手順
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パラメータ 説明とデフォルト値

service.wcap.allowchangepassword "yes"に設定すると、ユーザーによるパスワードの変
更が許可されます。デフォルトは "no"です。

service.wcap.allowpublicwritablecalendars "yes"に設定すると、ユーザーは、書き込み可能な公
開カレンダを所有できます。デフォルトは "yes"で
す。

calstore.subscribed.remove.defaultcalendar ユーザーのデフォルトカレンダを、そのユーザーの登
録済みカレンダリストから削除できるようにするかど
うかを指定します。デフォルトは "no"です。

service.wcap.allowcreatecalendars "yes"に設定すると、管理権限を持たないユーザーに
よるカレンダの作成が許可されます。デフォルトは
"yes"です。

service.wcap.allowdeletecalendars "yes"に設定すると、管理権限は持っていないが、そ
のカレンダに対する削除権を持っているユーザーによ
るカレンダの削除が許可されます。デフォルトは
"yes"です。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

� ユーザー設定を設定するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示す 1つ以上の ics.confパラメータを編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

service.wcap.allowsetprefs.cn "yes"に設定すると、set_userprefsによるユー
ザー設定の "cn" (LDAPユーザーの共通名)の変更が許
可されます。デフォルトは “no”です。

service.wcap.allowsetprefs.givenname "yes"に設定すると、set_userprefsによるユー
ザー設定 "givenname" (LDAPユーザーの名 (姓名の
名))の変更が許可されます。デフォルトは “no”で
す。

手順
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パラメータ 説明とデフォルト値

service.wcap.allowsetprefs.icsCalendar "yes"に設定すると、set_userprefsによるユー
ザー設定 "icsCalendar" (ユーザーのデフォルトカ
レンダ ID)の変更が許可されます。デフォルトは
“no”です。

service.wcap.allowsetprefs.mail "yes"に設定すると、set_userprefsによるユー
ザー設定 mail (ユーザーの電子メールアドレス)の変
更が許可されます。デフォルトは “no”です。

service.wcap.allowsetprefs.

preferredlanguage

"yes"に設定すると、set_userprefsによるユー
ザー設定 "preferredlanguage" (LDAPユーザーの
選択言語)の変更が許可されます。デフォルトは “no”
です。

service.wcap.allowsetprefs.sn "yes"に設定すると、set_userprefsによるユー
ザー設定 "sn" (LDAPユーザーの姓)の変更が許可され
ます。デフォルトは “no”です。

service.wcap.userprefs.ldapproxyauth "yes"に設定すると、get_userprefsの LDAPプ
ロキシ認証が有効になります。"no"に設定すると、匿
名の LDAP検索が行われます。デフォルトは “no”で
す。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

Calendar Serverの設定
ここでは、ics.confファイルを編集してサーバー側の設定をカスタマイズする手順
について説明します。ここで説明する内容は次のとおりです。

� 129ページの「サーバーの動作を設定するには」
� 131ページの「カレンダのログを設定するには」
� 134ページの「WCAPコマンドを設定するには」

� サーバーの動作を設定するには
カレンダは、次の表に示すデフォルトによって設定されます。カレンダを再設定する
場合は、次の手順を実行します。

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。手順
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2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表のパラメータを 1つ以上編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

calstore.calendar.create.lowercase カレンダの新規作成時、または LDAP CLDプラグイン
を使用してカレンダを検索する場合に、Calendar
Serverがカレンダ ID (calid)を小文字に変換するかど
うかを指定します。デフォルトは “no”です。

calstore.default.timezoneID ファイルのインポート時に使用されるタイムゾーン ID
であり、それ以外に予定、カレンダ、ユーザーのタイム
ゾーン IDは存在しません。

デフォルトは "America/New_York"です。

無効な値を指定すると、サーバーは GMT (グリニッジ
標準時)タイムゾーンを適用します。

calstore.filterprivateevents Calendar Serverが、非公開かつ極秘の (時刻と日付のみ
が公開される)予定と仕事をフィルタリング (認識)でき
るかどうかを指定します。"no"に設定すると、
Calendar Serverはそれらを公開の予定および作業と同
様に扱います。デフォルトは “yes”です。

calstore.group.attendee.maxsize 予定を拡張するときに、LDAPグループで許可される最
大出席者数。値 "0" (デフォルト値)は、グループ全体
を拡張することを意味します。

calstore.recurrence.bound 定期拡張で作成できる予定の最大数。デフォルトは
“60”です。

calstore.userlookup.maxsize ユーザー検索の LDAPルックアップで返される結果の
最大数。値 "0"は制限のないことを意味します。デ
フォルトは “200”です。

calstore.unqualifiedattendee.fmt1.type 予定の出席者についてディレクトリルックアップを行う
ときに、jdoeや jdoe:tvなどの文字列を Calendar
Serverがどのように扱うかを指定します。設定できる
値は、次のとおりです。uid、cn、gid、res、
mailto、capデフォルトは “uid”です。

calstore.unqualifiedattendee.fmt2.type Calendar Serverが予定の出席者についてディレクトリ
ルックアップを行うときに、jdoe@sesta.comなどの
アットマーク (@)を含む文字列をどのように扱うかを指
定します。設定できる値は、次のとおりです。uid、
cn、gid、res、mailto、cap。デフォルトは
“mailto”です。
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パラメータ 説明とデフォルト値

calstore.unqualifiedattendee.fmt3.type 予定の出席者についてディレクトリルックアップを行う
ときに、john doe などの空白文字を含む文字列を
Calendar Serverがどのように扱うかを指定します。設
定できる値は、次のとおりです。uid、cn、gid、
res、cap。デフォルトは “cn”です。

service.wcap.validateowners "yes"に設定すると、サーバーはディレクトリ内に存
在するカレンダの各所有者を検証する必要があります
(LDAP、または CSAPI互換のユーザーディレクトリメ
カニズムを使用)。デフォルトは “no”です。

service.wcap.freebusy.redirecturl 要求されたカレンダがローカルカレンダデータベースに
存在しない場合は、代わりに、このパラメータで指定さ
れた URLを使用して検索を別のデータベースにリダイ
レクトできます。これは、特に 2つのデータベース間で
移行を行っていて、どちらのデータベースもまだ使用さ
れているときに作成されたスクリプトに使用されます。
他方のデータベースを参照するかどうかを指定するに
は、get_freebusy.wcapコマンドを使用します。
『Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4
Developer’s Guide』の get_freebusyコマンドの説
明を参照してください。

store.partition.primary.path カレンダ情報が格納される一次ディスクパーティション
の場所。デフォルトは “/var/opt/SUNWics5/csdb”
です。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

� カレンダのログを設定するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すパラメータを 1つ以上編集します。

手順
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パラメータ 説明とデフォルト値

logfile.admin.logname このログファイルには、実行された管理ツールコマンド
の履歴が格納されます。デフォルトは "admin.log"
です。

logfile.buffersize ログバッファーのサイズ (バイト単位)。デフォルトは
"0"です。ログファイルの各エントリのサイズを指定
します。バッファーがあまりにも早くいっぱいになる場
合は、サイズを大きくすることを検討してください。

logfile.dwp.logname DWP (データベースワイヤプロトコル)に関連の管理
ツールを記録するログファイルの名前。デフォルトは
"dwp.log"です。フロントエンドサーバーごとに 1つ
指定します。

logfile.expirytime ログファイルの有効期限 (秒単位)。デフォルトは
"604800"です。この時間を過ぎると、クリーン
アップルーチンによってログが破棄されます。ログを
アーカイブする場合は、独自のルーチンを作成する必要
があります。

logfile.flushinterval バッファーの内容をログファイルにフラッシュする間隔
(秒単位)。デフォルトは "60"です。

システムのログ情報の量がかなり多く、バッファーが
60秒以内にいっぱいになる場合は、情報が失われま
す。その場合は、この間隔を短くすることを検討してく
ださい。この間隔を短くすると、システムのオーバー
ヘッドが増えるので注意してください。

logfile.http.logname cshttpdサービスの現在のログファイルの名前。デ
フォルトは "http.log"です。

logfile.http.access.logname 現在の HTTPアクセスログファイルの名前。

logfile.logdir ログファイルが格納されるディレクトリ。デフォルトは
"/var/opt/SUNWics5/logs"です。
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パラメータ 説明とデフォルト値

logfile.loglevel サーバーがログに記録する情報の詳細度を指定します。
各ログレベルには、次のいずれかのレベルが割り当てら
れます。CRITICAL、ALERT、ERROR、WARNING、
NOTICE、INFORMATION、DEBUG (重要度順)。デ
フォルトは “NOTICE”です。

CRITICALに設定すると、Calendar Serverがログに記
録する情報の詳細度がもっとも低くなります。もっとも
高い詳細度でログを記録するには、DEBUGを指定しま
す。

また、より詳細度の高いログレベルに設定すると、その
レベルより低い各重要度のログもすべて記録されます。
たとえば、WARNINGに設定すると、CRITICAL、
ERROR、および WARNINGレベルのログエントリのみが
記録されます。DEBUGに設定すると、すべてのログが
記録されます。

logfile.maxlogfiles ログディレクトリ内のログファイルの最大数。デフォル
トは "10"です。システムが 11番目のログを作成しよ
うとする前に、クリーンアップルーチンが実行されて古
いログファイルが破棄されます。

logfile.maxlogfilesize すべてのログファイルの最大合計ディスク容量 (バイト
単位)。デフォルトは "2097152"です。次のログ
ファイルを作成するとこの制限を超えてしまう場合、シ
ステムはもっとも古いログを削除してディスクの空き容
量を増やそうとします。

logfile.minfreediskspace ログ記録用に必要な最小ディスク空き容量 (バイト単
位)。この値に達すると、Calendar Serverは古いログ
ファイルの有効期限を終了してディスクの空き容量を増
やそうとします。最小空き容量を回復できない場合、ロ
グの記録は一時的に停止されます。デフォルト
"5242880"です。

logfile.notify.logname csnotifydサービスのログファイルの名前。デフォル
トは "notify.log"です。

logfile.rollovertime ログファイルのローテーション間隔 (秒単位)。つまり、
新しいログファイルの作成が開始される間隔を指定しま
す。デフォルトは "86400"です。

logfile.store.logname カレンダストアのログファイルの名前。デフォルトは
"store.log"です。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal
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カレンダデータベースのトランザクションのログを設定する場合は、第 10章を参照
してください。

削除された予定や作業を格納するための削除ログを設定する必要はありません。
第 18章を参照してください。

� WCAPコマンドを設定するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示す 1つ以上の ics.confパラメータを編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

service.wcap.format コマンドのデフォルトの出力形式を指定します。デフォルトは
“text/calendar”です。text/jsは下位互換性のためにサポー
トされています。

Connector for Microsoft Outlookを使用する場合は、
text/calendarに設定する必要があります。

service.wcap.version WCAPのバージョン。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

ログインと認証の設定
� 135ページの「プロキシ管理者のログインを設定するには」
� 136ページの「認証を設定するには」
� 137ページの「認証キャッシュを設定するには」
� 138ページの「ログイン時のクライアント IPアドレスの確認を有効にするには」

参照

手順
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� プロキシ管理者のログインを設定するには
プロキシログインは、Communications Express用に設定する必要があります。
Communications Express用にプロキシログインを設定する方法については、120ペー
ジの「Communications Expressの設定」を参照してください。

管理者が Communications Expressの外部で Calendar Serverにプロキシログインで
きるようにするには、次の手順を実行します。

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次のパラメータを編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

service.http.allowadminproxy 管理者がプロキシログインを実行してユーザーカレンダ
を管理できるかどうかを指定します。“yes”に設定す
ると、プロキシログインは許可されます。“no”に設定
すると、プロキシログインは許可されません。デフォル
ト値は “no”です。

5. 新しい値を適用するために Calendar Serverを再起動します。

6. 次のWCAPコマンドを使用して、管理者プロキシログインが正しく機能すること
を確認します。

http://server[:port]/login.wcap?
user=admin-user&password=admin-password
&proxyauth=calendar-user

それぞれの意味は次のとおりです。

� serverは Calendar Serverが稼動しているサーバーの名前。
� portは Calendar Serverのポート番号。デフォルトのポートは 80。
� admin-userは Calendar Serverの管理者。たとえば、calmasterなど。
� admin-passwordは admin-userのパスワード。
� calendar-userは Calendar Serverユーザーの calid。

コマンドの実行が成功すると、Calendar Serverは calendar-userのカレンダを表示
します。問題が発生した場合は、「Unauthorized」というメッセージが出力され
ます。次のような原因が考えられます。

� admin-userが Calendar Serverの管理者権限を持っていない。
� admin-passwordが正しくない。
� calendar-userが有効な Calendar Serverユーザーではない。

手順
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� 認証を設定するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すパラメータを 1つ以上編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

local.authldapbasedn LDAP認証のベース DN。指定しない場合は
local.ugldapbasednの設定が適用されます。指定しない
場合、サーバーは local.ugldaphostの値を使用し
ます。

local.authldaphost LDAP認証用のホスト。指定しない場合は
local.ugldaphostの値が使用されます。デフォルト
は "localhost"です。

local.authldapbindcred local.authldapbinddnで指定された、ユーザーの
バインドに必要な資格情報 (パスワード)。

local.authldapbinddn ユーザー DNの検索時に LDAP認証ホストへのバイン
ドに使用される DN。指定しない場合または空白 (" ")
の場合は、匿名バインドと見なされます。

local.authldapport LDAP認証用のポート。指定しない場合は
local.ugldapportの値が使用されます。デフォルト
は "389"です。

local.authldappoolsize LDAP認証用に維持される LDAPクライアント接続の
最小数。指定しない場合は local.ugldappoolsize
の値が使用されます。デフォルトは "1"です。

local.authldapmaxpool LDAP認証用に維持される LDAPクライアント接続の
最大数。指定しない場合は local.ugldapmaxpoolの
値が使用されます。デフォルトは "1024"です。

手順
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パラメータ 説明とデフォルト値

local.user.authfilter ユーザー検索に使用される認証フィルタを指定します。
デフォルトは "(uid=%U)"です。

この値は、ドメインエントリの
inetDomainSearchFilter属性に格納されます。

別の属性でフィルタすることもできます。たとえば、こ
のパラメータを "(mail=%U)"に設定することもでき
ます。

認証に使用される属性に関係なく、認証されたユーザー
の uidがそのユーザーの IDとしてほかのすべての関数
に渡されます。

service.plaintextloginpause プレーンテキスト形式のパスワードによるユーザーの認
証に成功したあとの遅延時間 (秒単位)。デフォルトは
"0"です。

� 認証キャッシュを設定するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すパラメータを 1つ以上編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

service.authcachesize Calendar Serverがキャッシュに保持する、認証されたユーザーの
ID (uid)およびパスワードの最大数。デフォルトは “10000”で
す。

service.authcachettl 最後のアクセスから uidとパスワードがキャッシュから削除され
るまでの秒数。デフォルトは “900”です。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

手順
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� ログイン時のクライアント IPアドレスの確認を有
効にするには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すパラメータを編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

service.dnsresolveclient "yes"に設定すると、HTTPアクセスが許可されているとき
に、クライアント IPアドレスが DNSに対して照合されます。
デフォルトは “no”です。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

カレンダサービスの設定
� 138ページの「管理サービス (csadmind)を設定するには」
� 140ページの「HTTPサービス (cshttpd)を設定するには」
� 143ページの「アラーム通知を設定するには」

ヒント –第 10章も参照してください。

� 管理サービス (csadmind)を設定するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

手順
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4. 次の表に示すパラメータを 1つ以上編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

service.admin.checkpoint "yes"に設定すると、csadmindデータベースチェックポイン
トスレッドが開始されます。“no”に設定すると、チェックポ
イントログファイルは作成されません。デフォルトは “yes”
です。

service.admin.dbcachesize 管理セッション用の Berkeleyデータベースの最大
キャッシュサイズ (バイト単位)。デフォルトは “8388608”で
す。

service.admin.deadlock "yes"に設定すると、csadmindデータベースデッドロック検
出スレッドが開始されます。デフォルトは “yes”です。

service.admin.diskusage "yes"に設定すると、csadmindディスク容量低下監視ス
レッドが開始されます。デフォルトは “no”です。デフォルト
では、ディスク使用率は監視されません。

service.admin.enable "yes"に設定すると、すべてのサービスを開始するときに
csadmindサービスを開始し、すべてのサービスを終了すると
きに csadmindサービスを終了します。デフォルトは “yes”
です。

service.admin.idletimeout csadmindで HTTP接続をタイムアウトにするまでの秒数。デ
フォルトは “120”です。

service.admin.maxsessions 許容される管理セッションの最大数。デフォルトは “100”で
す。

service.admin.maxthreads 1管理セッションで実行されるスレッドの最大数。デフォルト
は “10”です。

service.admin.numprocesses 同時に実行可能な管理プロセスの最大数。

service.admin.port デフォルトはなしです。このパラメータはシステムによって設
定されます。

注意 –このパラメータはユーザー自身では設定しないでくださ
い。システムによって自動的に設定されます。Calendar Server
でリモート管理を行うことはできません。このポート番号を変
更すると、csadmindが起動しない可能性があります。

service.admin.resourcetimeout 管理接続をタイムアウトにするまでの秒数。デフォルトは
“900”です。

service.admin.serverresponse "yes"に設定すると、csadmindサービス応答スレッドが開始さ
れます。デフォルトは “no”です。

service.admin.sessiondir.path 管理セッション要求用の一時ディレクトリ。デフォルトはなし
です。
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パラメータ 説明とデフォルト値

service.admin.sessiontimeout csadmindで HTTPセッションをタイムアウトにするまで待機
する秒数。デフォルトは “1800”です。

service.admin.sleeptime カレンダサービスの状態 (稼動、終了、待機)を調べる間隔 (秒
単位)。デフォルトは “2”です。

service.admin.starttime カレンダサービスが開始するまで待機する秒数。デフォルトは
“300”です。

service.admin.stoptime カレンダサービスが終了するまで待機する秒数。デフォルトは
“300”です。

service.admin.stoptime.next カレンダサービスに終了コマンドを送信するまで待機する秒
数。デフォルトは “60”です。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

� HTTPサービス (cshttpd)を設定するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すパラメータを 1つ以上編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

service.http.admins この Calendar Serverの管理権限を持つユーザー IDを空白
文字で区切って指定します。デフォルトは “calmaster”
です。

service.http.allowadminproxy "yes"に設定すると、プロキシ経由のログインが許可されま
す。デフォルトは “no”です。

service.http.allowanonymouslogin "yes"に設定すると、匿名アクセス (認証なし)が許可されま
す。これは特殊なタイプのログインであり、指定した制限
付きのアクセス (通常は公開カレンダへの読み取り専用アク
セス)のみが許可されます。デフォルトは “yes”です。

手順

140 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



パラメータ 説明とデフォルト値

service.http.calendarhostname HTMLドキュメントを取得するための HTTPホスト。ユー
ザーが完全修飾ホスト名を指定してカレンダデータにアク
セスできるようにするには、mycal@sesta.comのよう
に、Calendar Serverが稼動するマシンの完全修飾ホスト名
(マシン名、DNSドメインとサフィックスを含む)をこの値
に指定する必要があります。

指定しない場合、ローカル HTTPホストが適用されます。

service.http.cookies cookieをサポートするかどうかをサーバーに指示します
("yes"または "no")。シングルサインオンを有効にするに
は、"yes"に設定する必要があります。デフォルトは
“yes”です。

service.http.dbcachesize HTTPセッション用の Berkeleyデータベースの最大
キャッシュサイズ。デフォルトは “8388308”です。

service.http.domainallowed " " 以外の値を指定した場合は、TCP ドメインに基づく
フィルタリングによってアクセスが許可されます。たとえ
ば、「ALL: LOCAL.sesta.com」と指定した場合は、
sesta.comドメインのすべてのユーザーによるローカル
HTTPアクセスが許可されます。複数のフィルタを指定す
る場合は、CR-LF (改行)で区切ります。デフォルトは ""
です。

service.http.domainnotallowed 空白 (" ") 以外の値を指定した場合は、TCP ドメインに基
づくフィルタリングによってアクセスが拒否されます。た
とえば、「ALL: LOCAL.sesta.com」と指定した場合
は、sesta.comドメインのすべてのユーザーによる HTTP
アクセスが拒否されます。複数のフィルタを指定する場合
は、CR-LF (改行) で区切ります。デフォルトは " " (空白)
です。

service.http.attachdir.path インポートされたファイルが一時的に格納されるディレク
トリのlocal.queuedirへの相対パス (指定する場合は絶対パ
ス)。デフォルトは現在のディレクトリ (".")です。

service.http.ipsecurity "yes"に指定すると、既存のセッションを参照するすべて
の要求は、同じ IPアドレスから発せられているものとして
検証されます。デフォルトは “yes”です。

service.http.enable "yes"に設定すると、すべてのサービスを開始するときに
cshttpdサービスを開始し、すべてのサービスを終了する
ときに cshttpdサービスを終了します。デフォルトは
“yes”です。

注意 –このパラメータで HTTPサービスを無効にすると
HTTPSも無効になります。

service.http.idletimeout HTTP接続をタイムアウトにするまでの秒数。デフォルト
は “120”です。
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パラメータ 説明とデフォルト値

service.http.listenaddr HTTPサービスがクライアント要求を待機する TCPアドレ
スを指定します。デフォルトは、任意のアドレスを示す
"INADDR_ANY"です。

service.http.logaccess "yes"に指定すると、サーバーへの HTTP接続が完全にロ
グに記録されます。デフォルトは “no”です。

service.http.maxsessions cshttpdサービスでの HTTPセッションの最大数。デフォル
トは “5000”です。

service.http.maxthreads cshttpdサービスでの HTTP要求を処理するスレッドの最
大数。デフォルトは “20”です。

service.http.numprocesses サーバーでの実行が必要な HTTPサービス (cshttpd)プロ
セスの最大並行実行数。デフォルトは “1”です。

複数の CPUを持つサーバーについては、330ページの「複
数 CPU間でのロードバランスの使用」を参照してくださ
い。

service.http.port Calendar Serverユーザーからの HTTP要求用のポート。デ
フォルトは “80”です。

service.http.proxydomainallowed ""以外を指定した場合は、TCPドメインに基づくプロキシ
ログインがフィルタリングによって許可されます。構文は
service.http.domainallowedと同じです。デフォル
トは ""です。

service.http.resourcetimeout HTTPセッションをタイムアウトにするまでの秒数。デ
フォルトは “900”です。

service.http.sessiondir.path HTTPセッションデータベース用のディレクトリ。デ
フォルトは “http”です。

service.http.sessiontimeout cshttpdサービスで HTTPセッションをタイムアウトにす
るまでの秒数。デフォルトは “1800”です。

service.http.sourceurl 実行可能ファイルへのすべての URL参照が格納される
ディレクトリの、実行可能ファイルに対する相対パス。デ
フォルトは "" (NULL)です。

service.http.tmpdir HTTPセッション用の一時ディレクトリ。デフォルトは
“/var/opt/SUNWics5/tmp”です。

service.http.uidir.path デフォルトのカレンダクライアントが格納されるディレク
トリ。WCAPアクセスのみを許可する場合は、"html"に
設定します。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal
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� アラーム通知を設定するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示す 1つ以上の ics.confパラメータを編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

alarm.diskstat.msgalarmdescription ディスク容量の不足時に送信されるメッセージ。

デフォルトのメッセージは “percentage calendar
partition diskspace available” です。

alarm.diskstat.msgalarmstatinterval ディスク容量を監視する間隔 (秒単位)。デフォルトは
“3600”です。

alarm.diskstat.msgalarmthreshold 警告メッセージの送信対象となる使用可能なディスク容
量の割合 (パーセント)。デフォルトは “10”です。

alarm.diskstat.msgalarmthresholddirection alarm.diskstat.msgalarmthresholdに設定され
る割合を上回っているか、または下回っているか。-1
は下回っており、1は上回っています。デフォルトは
“-1”です。

alarm.diskstat.msgalarmwarninginterval 不十分なディスク容量に関する警告メッセージを送信す
る間隔 (時間単位)。デフォルトは “24”です。

alarm.msgalarmnoticehost サーバーアラームの送信に使用される SMTPサーバー
のホスト名。デフォルトは “localhost”です。

alarm.msgalarmnoticeport サーバーアラームの送信に使用される SMTPポート。
デフォルトは “25”です。

alarm.msgalarmnoticercpt サーバーアラームの送信先電子メールアドレス。
“Postmaster@localhost”

alarm.msgalarmnoticesender サーバーが送信するアラームの送信元として指定される
電子メールアドレス。デフォルトは
“Postmaster@localhost”です。

alarm.msgalarmnoticetemplate 送信する電子メールアラームのデフォルト形式。

"From: %s\nTo: %s\nSubject: ALARM: %s of \
"%s\" is n\n%s\n"

alarm.responsestat.msgalarmdescription サービスからの応答がない場合に送信されるメッセー
ジ。デフォルトは “calendar service not
responding”です。

手順
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パラメータ 説明とデフォルト値

alarm.responsestat.msgalarmstatinterval サービスを監視する間隔 (秒単位)。デフォルトは
“3600”です。

alarm.responsestat.msgalarmthreshold デフォルトは “100” (サービスの応答がない場合にのみ
警告メッセージを送信する)です。

alarm.responsestat.

msgalarmthresholddirection

alarm.responsestat.msgalarmthresholdの割合
を上回っているか、または下回っているかを指定しま
す。-1は下回っており、1は上回っています。デフォル
トは “-1”です。

alarm.responsestat.

msgalarmwarninginterval

サービスからの応答がないことに関する警告メッセージ
を送信する間隔 (時間単位)。デフォルトは “24”です。

local.rfc822header.allow8bit このサーバーが送信する電子メールメッセージでの 8
ビットヘッダーの使用を許可 ("y")、または拒否 ("n")
します。

service.admin.alarm 管理ツールのアラーム通知を有効 ("yes")、または無効
("no")にします。デフォルトは “yes”です。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

Berkeleyデータベースのデッドロックの
定期的チェックの設定
Berkeleyデータベースのデッドロックを定期的にチェックするように Calendar
Serverを設定できます。

Berkeleyデータベースはデッドロック状態になる可能性があるため、それらのデータ
ベースにアクセスしないようにします。この状態をできるだけ早く見つけるには、
デッドロックの定期的チェックを有効にします。
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� Berkeleyデータベースのデッドロックの定期的
チェックを有効にするには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すパラメータを編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

local.caldb.deadlock.autodetect Berkeleyデータベースがデッドロック状態にあるかど
うかを定期的に調べます。デッドロック状態にある場
合は、データベースのリセットを指示します。デフォル
ト値は “no” (無効)です。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

デッドロックしたときの Berkeleyデータベースのリセット方法については、トラブル
シューティングの章、346ページの「データベースの破損の検出」、345ページ
の「使用可能なツールの一覧」を参照してください。

Calendar Serverの LDAPの設定
� 146ページの「LDAPへの匿名アクセスを設定するには」
� 146ページの「LDAP出席者ルックアップを設定するには」
� 149ページの「LDAP出席者ルックアップの検索フィルタを設定するには」
� 152ページの「LDAPリソースルックアップを設定するには」
� 152ページの「LDAP mail-to-calidルックアップを設定するには」
� 153ページの「ユーザー設定 LDAPディレクトリを使用するように Calendar

Serverを設定するには」
� 154ページの「ユーザー設定を指定するには」
� 155ページの「LDAPデータキャッシュを有効にして設定するには」
� 157ページの「LDAP SDKキャッシュを有効にして設定するには」
� 158ページの「空き/予定あり検索の期間を設定するには」
� 158ページの「カレンダプロパティーのワイルドカード LDAP検索を有効にするに
は」

手順

注意事項
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� 159ページの「LDAPのルートサフィックスを設定するには」

� LDAPへの匿名アクセスを設定するには
通常、匿名アクセスはデフォルトで許可されています。匿名アクセスを制限する場合
は、該当するパラメータを変更します。

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次に示すパラメータを 1つ以上編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

calstore.anonymous.calid 匿名ログインのカレンダ ID (calid)を指定しま
す。デフォルトは “anonymous”です。

service.http.allowanonymouslogin 匿名アクセス (ログインなし)が許可されるかどう
かを指定します。デフォルトは “yes”です。電子
メールによるカレンダ URLの受信者は、ログイン
を行わないで空き/予定ありバージョンのカレンダ
にアクセスできます。

service.wcap.anonymous.

allowpubliccalendarwrite

書き込み可能な公開カレンダへの匿名ユーザーに
よる書き込みが許可されるかどうかを指定しま
す。デフォルトは “yes”です。

service.wcap.userprefs.ldapproxyauth ユーザー設定に使用する匿名の LDAP検索を有効
にします。デフォルトは “no”で、匿名アクセス
は許可されます。“yes”に設定することは、検索
にプロキシ認証が使用されることを意味します。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

� LDAP出席者ルックアップを設定するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

手順

手順
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3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表のパラメータを 1つ以上編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

local.lookupldap.search.

minwildcardsize

出席者ルックアップ検索のワイルドカード検索に使用する文
字列の最小サイズを指定します。ゼロ (0)は常にワイルド
カード検索を行うことを意味します。

local.lookupldap.user.authfilter ユーザー検索に使用される認証フィルタを指定します。デ
フォルトは “(uid=%s)”です。

local.lookupldapbasedn LDAP出席者ルックアップの DNを指定します。指定しない
場合は local.ugldapbasednの設定が適用されます。デ
フォルト値はありません。

local.lookupldapbinddn LDAP出席者ルックアップに使用するホストにバインドされ
る DNを指定します。指定しない (デフォルトは “”)場合
は、匿名バインドと見なされます。

local.lookupldapbindcred local.lookupldapbinddnで識別されるユーザーの資格
情報 (パスワード)。デフォルト値はありません。

local.lookupldaphost LDAP出席者ルックアップのホスト名。指定しない場合は
local.ugldaphostの設定が適用されます。

local.lookupldapmaxpool LDAP出席者ルックアップ用に維持される LDAPクライアン
ト接続の最大数を指定します。指定しない場合は
local.ugldapmaxpoolの設定が適用されます。デフォル
トは “1024”です。

local.lookupldappoolsize LDAP出席者ルックアップ用に維持される LDAPクライアン
ト接続の最小数を指定します。指定しない場合は
local.ugldappoolsizeの設定が適用されます。デフォル
トは “1”です。

local.lookupldapport LDAP出席者ルックアップに使用するポートを指定します。
指定しない場合は local.ugldapportの設定が適用されま
す。

local.lookupldapsearchattr.calid 出席者ルックアップの calid属性を指定します。デフォルト
は icsCalendarです。

local.lookupldapsearchattr.mail 出席者ルックアップの mail属性を指定します。デフォルト
は mailです。

local.lookupldapsearchattr.

mailalternateaddress

出席者ルックアップの代替メールアドレス属性を指定しま
す。デフォルトは mailalternateaddressです。

local.lookupldapsearchattr.

mailequivalentaddres

出席者ルックアップの等価メールアドレス属性を指定しま
す。デフォルトは mailequivalentaddressです。
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パラメータ 説明とデフォルト値

local.lookupldapsearchattr.

calendar

出席者ルックアップのカレンダ属性を指定します。デフォル
トは icsCalendarです。

local.lookupldapsearchattr.cn 出席者ルックアップの共通名属性を指定します。デフォルト
は icsCalendarです。

local.lookupldapsearchattr.

objectclass

出席者ルックアップのオブジェクトクラス属性を指定しま
す。デフォルトは objectclassです。

local.lookupldapsearchattr.

objectclass.caluser

カレンダユーザーのオブジェクトクラスを指定します。デ
フォルトは icsCalendarUserです。

local.lookupldapsearchattr.

objectclass.calresource

カレンダリソースのオブジェクトクラスを指定します。デ
フォルトは icsCalendarResourceです。

local.lookupldapsearchattr.

objectclass.group

グループのオブジェクトクラスを指定します。デフォルトは
groupofuniquenamesです。

local.lookupldapsearchattr.

objectclass.person

個人のオブジェクトクラスを指定します。デフォルトは
personです。

local.lookupldapsearchattr.

memberurl

出席者ルックアップのメンバー URL属性を指定します。デ
フォルトは memberurlです。

local.lookupldapsearchattr.

uniquemember

出席者ルックアップの一意のメンバー属性を指定します。デ
フォルトは uniquememberです。

local.lookupldapsearchattr.

givenname

出席者ルックアップの名前 (姓名の名)属性を指定します。デ
フォルトは givennameです。

local.lookupldapsearchattr.sn 出席者ルックアップのスクリーンネーム属性を指定します。
デフォルトは snです。

local.smtp.defaultdomain 電子メールアドレスに対応する出席者のカレンダ IDの検索
で使用されるデフォルトドメインの名前。たとえば、この値
が "sesta.com"に設定されている場合、jsmithは
jsmith@sesta.comとして解決されます。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal
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� LDAP出席者ルックアップの検索フィルタを設定
するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表のパラメータを 1つ以上編集します。

ヒント –次に示すすべてのパラメータ説明で、%sには出席者を 1人だけ指定でき
ます。

パラメータ 説明とデフォルト値

local.lookupldap.calid.direct ダイレクトルックアップを使用した calid検索タイプ用
の検索フィルタ。デフォルトは次のとおりです:
"(icsCalendar=%s)"

%s:出席者を表す文字列。

local.lookupldap.cn.direct ダイレクトルックアップでの cn検索タイプ用の検索
フィルタ。デフォルトは次のとおりです。

"(&(cn=%s)
(|(objectclass=groupofuniquenames)
(objectclass=icsCalendarResource)
(objectclass=person)))"

%s:出席者を表す文字列。

手順
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パラメータ 説明とデフォルト値

local.lookupldap.cn.search 検索ダイアログのルックアップでの cn検索タイプ用の
検索フィルタ。デフォルト (1人の出席者を表す文字列
(%s)の場合:

"(&(cn=%s)
(|(objectclass=groupofuniquenames)
(objectclass=icsCalendarResource)
(objectclass=person)))"

ワイルドカード検索 (検索文字列が複数)の場合:

"(&(cn=%w)
(|(objectclass=groupofuniquenames)
(objectclass=icsCalendarResource)
(objectclass=person)))"

%w:出席者を表す文字列のリストが展開されます。例:
%w=”Mary Ann Smith” は次のように展開されます。

(& (cn=*Mary*) (cn=”*Ann”)
(cn=*Smith*)

local.lookupldap.gid gid検索タイプ用の検索フィルタ。デフォルトは次の
とおりです。

"(&(cn=%s)
(objectclass=groupofuniquenames))"

%s: 1人の出席者を表す文字列。

local.lookupldap.mailto.indomain local.smtp.defaultdomainによって指定されたド
メインでの mailto検索タイプ用の検索フィルタ。デ
フォルトは次のとおりです。

"(|(mail=%s)(mail=%h)(mail=*<%s\>*)
(uid=%o))"

%s:出席者を表す文字列。

%o:出席者の uid。

%h:ドメイン部分のない照会文字列。

例: %s=jdoe@sesta.com、%o=jdoe@sesta.com 、
%h=jdoeの場合、値は次のようになります。

(|(mail=jdoe@varrius.com)
(mail=jdoe)
(mail=*<jdoe@varrius.com\>*)
(uid=jdoe@varrius.com))

local.lookupldap.mailto.outdomain local.smtp.defaultdomainによって指定されたド
メイン以外のドメインでの mailto検索タイプ用の検索
フィルタ。デフォルトは次のとおりです。
"(|(mail=%s)(uid=%s))"

%s:出席者を表す文字列。
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パラメータ 説明とデフォルト値

local.lookupldap.res res検索タイプ (リソース検索)用の検索フィルタ。デ
フォルトは次のとおりです。

"(&(cn=%s)
(objectclass=icsCalendarResource))"

%s:出席者を表す文字列。

local.lookupldap.res.ugldap ユーザー/グループ LDAPサーバーのみでの res検索
タイプ (リソース検索)用の検索フィルタ。このパラ
メータは、
local.lookupldap.resource.use.ugldapが
“yes”に設定されているときにのみ設定します。デ
フォルトは次のとおりです。

"(&(cn=%s)
(objectclass=icsCalendarResource))"

%s:出席者を表す文字列。

local.lookupldap.uid.direct ダイレクトルックアップを使用した uid検索タイプ用
の検索フィルタ。デフォルトは次のとおりです。

"(|(uid=%s)(&(cn=%s)
(|(objectclass=groupofuniquenames)
(objectclass=icsCalendarResource)
(objectclass=person))))"

%s:出席者を表す文字列。

local.lookupldap.uid.search 検索ダイアログを使用した uid検索タイプルック
アップ用の検索フィルタ。デフォルトは次のとおりで
す。

"(|(uid=%o)(&(cn=%w)
(|(objectclass=groupofuniquenames)
(objectclass=icsCalendarResource)
(objectclass=person))))"

%s:出席者を表す文字列。

%w:ワイルドカードを使用した出席者の文字列。

%o:ワイルドカードを使用しない出席者の文字列。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal
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� LDAPリソースルックアップを設定するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すパラメータを編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

local.lookupldap.resource.use.ugldap リソースルックアップにユーザー/グループ LDAPサー
バーを使用するか、検索用サーバーを使用するか。

“yes”:ユーザー/グループ LDAPサーバーを使用しま
す。

“no”:検索用サーバーを使用します。デフォルトは
“no”です。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

� LDAP mail-to-calidルックアップを設定するには
これらのパラメータは、ホストされていないドメイン環境でのみ使用します。ホスト
されたドメイン環境を導入した場合は、 maillookupパラメータが無視され、ユー
ザーとグループの LDAP値 (ugldap)が使用されます。

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表のパラメータを 1つ以上編集します。

手順

手順
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パラメータ 説明とデフォルト値

local.lookupldap.mailtocalid.search mail-to-calidルックアップに使用する mail属性を指定
します。デフォルトは
"(|(mail=%s)(mailalternateaddress=%s))”で
す。

属性 mailalternateaddressの代わりに
mailequivalentaddressを使用できます。

local.maillookupldapbasedn mail-to-calidルックアップのベース DNを指定します。
指定しない場合は local.ugldapbasednの設定が適
用されます。

local.maillookupldapbinddn mail-to-calidルックアップに使用するホストにバインド
される DNを指定します。指定しない (デフォルトは
“”)場合は、匿名バインドと見なされます。

local.maillookupldapbindcred local.maillookupldapbinddnで指定された DNの
パスワードを指定します。デフォルトはなしです。

local.maillookupldaphost mail-to-calidルックアップに使用される LDAPホスト
を指定します。指定しない場合は local.ugldaphost
の設定が適用されます。

local.maillookupldapmaxpool mail-to-calidルックアップ用に維持されるクライアント
接続の最大数を指定します。指定しない場合は
local.ugldapmaxpoolの設定が適用されます。デ
フォルトは “1024”です。

local.maillookupldappoolsize mail-to-calidルックアップ用に維持されるクライアント
接続の最小数を指定します。指定しない場合は
local.ugldappoolsizeの設定が適用されます。デ
フォルトは “1”です。

local.maillookupldapport LDAP mail-to-calidルックアップ用のポートを指定しま
す。指定しない場合は local.ugldapportの設定が
適用されます。デフォルトはなしです。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

� ユーザー設定 LDAPディレクトリを使用するよう
に Calendar Serverを設定するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。
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3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表のパラメータを 1つ以上編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

local.enduseradmincred LDAPユーザー設定認証用のバインド資格情報 (パス
ワード)。デフォルトはなしです。

local.enduseradmindn LDAPユーザー設定ホストへのバインドに使用される
DN。このプロパティーの指定は必須。空白 (" ") また
は指定しない場合は、匿名バインドと見なされます。

local.ugldappoolsize LDAPユーザー設定用に維持される LDAPクライアン
ト接続の最小数。デフォルトは “1”です。

local.ugldapmaxpool LDAPユーザー設定用に維持される LDAPクライアン
ト接続の最大数。デフォルトは “1024”です。

service.wcap.userprefs.ldapproxyauth ユーザー設定に使用する匿名の LDAP検索を有効にし
ます。デフォルトは “no”で、匿名アクセスは許可され
ます。“yes”に設定することは、検索にプロキシ認証
が使用されることを意味します。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

� ユーザー設定を指定するには
デフォルトのリストからユーザー設定を削除して、指定できるユーザー設定を制限す
ることができます。

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すパラメータ内のユーザー設定のリストを編集します。

手順
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パラメータ ユーザー設定のデフォルトリスト 説明

local.

ugldapicsextendeduserprefs

"ceColorSet,

ceFontFace,

ceFontSizeDelta,

ceDateOrder,

ceDateSeparator,

ceClock,

ceDayHead,

ceDayTail,

ceInterval,

ceToolText,

ceToolImage,

ceDefaultAlarmStart,

ceSingleCalendarTZID,

ceAllCalendarTZIDs,

ceDefaultAlarmEmail,

ceNotifyEmail,

ceNotifyEnable,

ceDefaultView,

ceExcludeSatSun,

ceGroupInviteAll"

ユーザー設定値は、LDAPに保存さ
れます。このパラメータは、LDAP
の icsExtendedUserPrefs属性に
保存されるユーザー設定を定義しま
す。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

� LDAPデータキャッシュを有効にして設定するに
は
LDAPデータキャッシュの概要については、45ページの「LDAPデータキャッシュオ
プション」を参照してください。

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

始める前に

手順

第 5章 • Calendar Serverのカスタマイズ 155



3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すパラメータを編集して、LDAPデータキャッシュを有効にします。

パラメータ 説明とデフォルト値

local.ldap.cache.enable LDAPキャッシュを有効または無効にします。“yes”
に設定すると、キャッシュが有効になります。“no”に
設定すると、キャッシュが無効になります。デフォルト
は “no”です。

local.ldap.cache.checkpointinterval チェックポイントスレッドがスリープするまでの秒数を
指定します。デフォルトは 60秒です。

local.ldap.cache.circularlogging 処理が完了したあとにデータベースログファイルを削除
するかどうかを指定します。デフォルトは "yes"で
す。

local.ldap.cache.homedir.path LDAPデータキャッシュデータベースの物理的な場所を
指定します。デフォルトは次のとおりです。

cal_svr_base/var/opt/SUNWics5
/csdb/ldap_cache

local.ldap.cache.logfilesizemb チェックポイントファイルの最大サイズをMバイト単
位で指定します。デフォルトは 10Mバイトです。

local.ldap.cache.maxthreads LDAPデータキャッシュデータベースの最大スレッド数
を指定します。デフォルトは "1000"です。

local.ldap.cache.mempoolsizemb 共有メモリーのサイズをMバイト単位で指定します。
デフォルトは "4"Mバイトです。

local.ldap.cache.entryttl 現在は実装されていません。

LDAPデータキャッシュエントリの存続時間 (TTL)を秒
単位で指定します。デフォルトは "3600"秒 (1時間)
です。

local.ldap.cache.stat.enable LDAPデータキャッシュへのアクセスをログに記録し、
ログファイルに統計情報を出力するかどうかを指定しま
す。デフォルトは noです。

注 –このパラメータはデバッグモードだけに適用されま
す。

local.ldap.cache.stat.interval 統計情報レポートをログファイルに書き込む間隔を秒単
位で指定します。デフォルトは "1800"秒 (30分)で
す。

local.ldap.cache.cleanup.interval データベースクリーンアップの間隔を秒単位で指定しま
す。デフォルトは "1800"秒 (30分)です。

5. ファイルを ics.confとして保存します。
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6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

LDAPデータキャッシュの調整方法については、327ページの「LDAPデータ
キャッシュのパフォーマンスの向上」を参照してください。

注意 – Calendar Server、または Calendar Serverが動作しているサーバーが正しく
シャットダウンされない場合は、データベースの破損と、それに伴ってその後の再起
動時に発生する可能性のある問題を避けるために、ldap_cacheディレクトリ内のす
べてのファイルを手動で削除してください。

� LDAP SDKキャッシュを有効にして設定するには
LDAP SDKキャッシュは、デフォルトで無効になっています。

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すパラメータを 1つ以上編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

service.ldapmemcache "yes"に設定すると、LDAP SDKキャッシュが有効にな
ります。デフォルトは “no”です。

service.ldapmemcachettl service.ldapmemcacheに "yes"を指定した場合、
このパラメータは項目をキャッシュしておける最大秒数
の設定に使用されます。“0”を指定した場合、項目を
キャッシュしておける時間に制限が適用されなくなりま
す。デフォルトは “30”です。

service.ldapmemcachesize service.ldapmemcacheに "yes"を指定した場合、
このパラメータを使用して、キャッシュに使用できるメ
モリーの最大容量をバイト単位で設定します。“0”を
指定した場合、キャッシュ容量の制限は適用されなくな
ります。デフォルトは “131072”です。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

参照
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� 空き/予定あり検索の期間を設定するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すパラメータを 1つ以上編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

service.wcap.freebusybegin get_freebusyの範囲指定の開始時刻に適用される、
現在時刻からのオフセットを指定します。デフォルトは
“30”です。

service.wcap.freebusyend get_freebusyの範囲指定の終了時刻に適用される、
現在時刻からのオフセットを指定します (日単位)。デ
フォルトは “30”です。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

� カレンダプロパティーのワイルドカード LDAP検
索を有効にするには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すようにパラメータを編集します。

手順

手順
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パラメータ 説明とデフォルト値

service.calendarsearch.ldap.

primaryownersearchfilter

検索文字列との完全一致を見つけるために
search_calprops検索に使用されるデフォルトの
検索フィルタ。検索文字列がプロパティー値に含ま
れていれば一致と見なされるワイルドカード検索を
有効にするには、このパラメータのコメントを解除
します。これにより、システムは次の検索フィルタ
を使用できるようになります。

"(&(|(uid=*%s*)(cn=*%s*))
(objectclass=icsCalendarUser))"

この検索フィルタを有効にすると、パフォーマンス
が低下する可能性があります。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

� LDAPのルートサフィックスを設定するには
LDAP組織ツリー (Schema 2)またはドメインコンポーネントツリー (Schema 1)の
ルートサフィックスをリセットすることは可能ですが、この作業は十分に注意して行
う必要があります。これを行う場合は、設定プログラムを再実行することをお勧めし
ます。

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すパラメータのうちの 1つを編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

service.dcroot ディレクトリ内の DCツリーのルートサフィックス。
Schema 1によるホストされた (仮想)ドメインモードの
サポートに必要です。デフォルトは "o=internet"で
す。

218ページの「ホストされたドメイン環境の設定」も参
照してください。
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パラメータ 説明とデフォルト値

service.schema2root Schema 2用の DIT (組織ツリー)のルートサフィック
ス。デフォルト値はありません。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal
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第 6章

複数のマシンへのカレンダデータベー
スの分散の設定

この章では、カレンダデータベースを複数のバックエンドサーバーに分散させること
を可能にするカレンダ検索データベース (CLD)プラグインの使用方法について説明し
ます。CLDプラグインの有効化と設定の両方を行う必要があります。

注意 –フロントエンドとバックエンドのマシン間で機能を分けている Calendar Server
のインストールでは、それぞれのハードウェアプラットフォームを同じにする必要が
あります。

つまり、ビッグエンディアンとスモールエンディアンとの間に互換性がないため、フ
ロントエンドとバックエンドのマシンを含む同じ Calendar Serverで、x86プラット
フォームマシンと SPARCプラットフォームマシンの両方を使用することはできませ
ん。

この章で説明する内容は次のとおりです。

� 162ページの「基礎的な情報」
� 167ページの「CLDおよび DWP用の Calendar Serverの設定」
� 173ページの「フロントエンドサーバーとバックエンドサーバーの間のセキュリ
ティーの管理」

ヒント – CLDプラグインのパフォーマンスを向上させる方法については、第 21章を
参照してください。
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基礎的な情報
この節では、CLDプラグインを実際に有効化および設定する前に理解しておく必要が
ある、概要および基礎的な情報を提供します。ここで説明する内容は次のとおりで
す。

� 162ページの「CLDプラグインの概要」
� 162ページの「CLDプラグインのしくみ」
� 163ページの「CLDプラグインでサポートされる構成」
� 166ページの「簡単なサイジング式」

CLDプラグインの概要
カレンダ検索データベース (CLD)プラグインは単一カレンダインスタンス用の多数の
バックエンドサーバーにユーザーカレンダとリソースカレンダを分散することに
よって、カレンダデータベースの水平方向のスケーラビリティーを提供します。複数
のバックエンドサーバーにカレンダデータベースを配布している場合、Calendar
Serverは CLDプラグインを使用してカレンダが実際に格納されているサーバーを特
定します。

Calendar Serverは、DWP (データベースワイヤプロトコル)を使用してバックエンド
サーバー上のカレンダデータにアクセスします。DWPは csdwpdサービスとして実
行される内部プロトコルで、カレンダデータベースのネットワーク機能を提供しま
す。

CLDプラグインのしくみ
Calendar Serverは、バックエンドサーバー上のカレンダデータに次のようにアクセス
します。

1. エンドユーザーが Communications Expressを使用してカレンダにアクセスする
と、CLDプラグインはカレンダの calidから useridを取り出し、LDAPディレ
クトリデータベースまたは CLDデータキャッシュ (有効な場合)でカレンダの所有
者を検索します。フロントエンドのマシンを設定する方法については、167ページ
の「CLD用にフロントエンドサーバーを設定するには」を参照してください。

2. カレンダの所有者が特定されると、プラグインはその icsDWPHost LDAP属性の
値を使用してカレンダが存在するバックエンドサーバーのホスト名を決定します。
このホスト名は、DNS (ドメイン名サービス)によって有効な IPアドレスに解決す
る必要があります。

3. Calendar Serverは、ホスト名を使用して、DWP (データベースワイヤプロトコル)
でバックエンドサーバー上のカレンダデータにアクセスします。

4. Calendar Serverは、ユーザーがログインしているサーバーに DWPでカレンダ
データを送信するため、そのデータをユーザーインタフェースで表示できます。
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ヒント –サイトで CLDプラグインを使用している場合、同じユーザー用に作成された
すべてのカレンダが、LDAPユーザーエントリの icsDWPHost LDAP属性によって
指定されているのと同じバックエンドサーバーに格納される必要があります。別の
バックエンドサーバーにカレンダを作成しようとすると、Calendar Serverはエラーを
返します。

CLDプラグインでサポートされる構成
CLDプラグインは、次の Calendar Server構成をサポートしています。

� 163ページの「複数のフロントエンドサーバーと複数のバックエンドサーバー」
� 164ページの「フロントエンドサーバーとバックエンドサーバーの両方の機能を持
つ複数のマシン」

ヒント –すべての設定において、フロントエンドとバックエンドの各サーバーは、次
の条件を満たす必要があります。

� 同じハードウェアプラットフォーム上にある

� 同じオペレーティングシステムを稼動している

� パッチを含め、同じリリースの Calendar Serverを稼動している

� DWPポートに同じポート番号を使用している (service.dwp.portパラメー
タ)。デフォルトのポート番号は 59779です。

複数のフロントエンドサーバーと複数のバックエンドサー
バー
図 6–1は、1つの Calendar Serverインスタンスが稼動する 2つのフロントエンド
サーバーと 2つのバックエンドサーバーを示しています。必要に応じて 3つ以上のフ
ロントエンドまたはバックエンドサーバーを導入することもできます。

この構成では、サーバーをファイアウォールで保護し、LDAPデータベースとカレン
ダデータベースへのアクセスを制限することができます。カレンダデータベースは 2
つのバックエンドサーバーに分散されます。

フロントエンドサーバーは CPUを多用します。ほとんどの CPU時間は、エンドユー
ザーへのカレンダデータの表示に使用されます。バックエンドサーバーはディスクを
多用します。ほとんどの CPU時間は、カレンダデータベースへのアクセスに使用さ
れます。

構成の詳細については、167ページの「CLDおよび DWP用の Calendar Serverの設
定」を参照してください。
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図 6–1複数のフロントエンドサーバーと複数のバックエンドサーバー

フロントエンドサーバーとバックエンドサーバーの両方の
機能を持つ複数のマシン
図 6–2は、フロントエンドサーバーとバックエンドサーバーの両方の機能を持つ 3つ
のマシンを示しています。各マシンは、1台のカレンダデータベースに接続されてい
ます。この構成では、カレンダを物理的に分散することができます。カレンダの所有
者 (エンドユーザー)は、所有しているカレンダが格納されているマシンにログインし
ます。構成の詳細については、171ページの「フロントエンドサーバーとバックエン
ドサーバーを同じマシンに設定するには」を参照してください。
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図 6–2フロントエンドサーバーとバックエンドサーバーの両方の機能を持つ複数のマシン
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簡単なサイジング式
次に、メディア使用状況プロファイルに基づいて、必要なバックエンドサーバー数と
フロントエンドサーバー数、およびストレージの容量を算出するための簡単な数式を
示します。

� 166ページの「メディア使用状況プロファイルの定義」
� 166ページの「フロントエンド CPUの数」
� 166ページの「バックエンド CPUの数」
� 166ページの「必要なストレージの容量」

メディア使用状況プロファイルの定義
ここでは大まかに、次のような状況を想定します。

� すべてのクライアントはWebクライアントである。

したがって、入力として使用されるのは、ユーザー総数と同時並行の割合のみで
す。

� 平均的なサイズのカレンダの予定のサイズは 2Kである。

� 各ユーザーが、1週間につき 5つの予定または仕事を作成する。

� CPU利用率は 80%。

� 900 MHzの CPU

� 各 CPUに 1Gバイトの RAMを搭載

� 2年分のカレンダデータがシステムに保存されている。

フロントエンド CPUの数
数式は次のとおりです。

CPU数 =並行ユーザー数 / 4800

バックエンド CPUの数
数式は次のとおりです。

CPU数 =設定済みの 500,000ユーザーにつき 4 CPU

必要なストレージの容量
数式は次のとおりです。

ストレージの容量 =電子メール 5件 /週 × 52週 /年 × 2K /メール (5*52*2K)

= 520Kバイト /ユーザー /年

166 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



カレンダデータ約 2年分で、1 Mバイト /ユーザー

CLDおよび DWP用の Calendar Server
の設定
ここでは、サーバーの設定方法について説明します。ここで説明する内容は次のとお
りです。

� 167ページの「CLD用にフロントエンドサーバーを設定するには」
� 169ページの「CLDおよび DWP用にバックエンドサーバーを設定するには」
� 171ページの「フロントエンドサーバーとバックエンドサーバーを同じマシンに設
定するには」

� CLD用にフロントエンドサーバーを設定するには

1. すべてのフロントエンドサーバーで、設定を変更する権限を持つ管理者としてログ
インします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すように、ics.confパラメータを編集します。

パラメータ 説明

csapi.plugin.loadall cs_で始まるすべてのプラグインを
cal_svr_base/SUNWics5/cal/bin/pluginsディレクトリに
ロードする場合は、すべてのフロントエンドサーバーでこの値
を “y”に設定します。

csapi.plugin.calendarlookup.nameに名前が含まれる
特定のプラグインのみをロードする場合は、“n”に設定しま
す。

csapi.plugin.calendarlookup このパラメータを "yes"に設定します。

csapi.plugin.calendarlookup.name プラグインの名前 "calendarlookup"に設定します。すべて
のプラグインをロードする場合は、"*"に設定します。

手順
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caldb.cld.type カレンダを複数のバックエンドに分散させるか (“directory”
に設定)、またはカレンダを Calendar Serverのインストール先
と同じサーバーに格納するか (デフォルト値 “local”に設定)
を指定します。

service.dwp.enable フロントエンドマシンがバックエンドとしても機能しない場
合、DWPサービスを無効にします。次に例を示します。
service.dwp.enable="no"

service.dwp.port デフォルトのポートは “59979”です。すべてのフロントエン
ドサーバーとバックエンドサーバーに同じポート番号を指定す
る必要があります。

service.store.enable csstoredは、カレンダデータベースをバックアップするとい
う設定なので、フロントエンドマシンには不要です。ただし、
このプロセスを無効にする必要はありません。

このパラメータを "no"に設定すると、フロントエンドマシン
で csstoredプロセスを無効にするように選択できます。これ
により、設定されていない日単位のレポート出力のプロセスが
停止します。

caldb.dwp.server.backend-server-n .ip これは多値パラメータです。Calendar Server配備内のバック
エンドサーバーごとに 1つの ics.confパラメータを作成し
ます。このパラメータの値は、バックエンドサーバーのホスト
名です。サーバー名は完全修飾名で指定します。この名前は、
DNS (ドメイン名サービス)によって有効な IPアドレスに解決
する必要があります。サーバー名は、パラメータの名前と値の
両方で同一であり、完全修飾名である必要があります。

次に例を示します。

caldb.dwp.server.calendar1.sesta.com=
"calendar1.sesta.com"

caldb.dwp.server.calendar2.sesta.com=
"calendar2.sesta.com"

caldb.dwp.server.default ユーザーまたはリソースの LDAPエントリが icsDWPHost属
性を持たない場合、システムが使用するデフォルトの DWP
サーバー名を設定します。サーバー名は完全修飾名であり、
DNSによって解決可能でなければなりません。

次に例を示します。

caldb.dwp.sever.default=
"calendar1.sesta.com"

local.authldaphost Directory Serverがインストールされているホストの名前。デ
フォルトは "localhost"です。

local.ugldaphost LDAPユーザー設定が格納されているホストの名前。ユーザー
設定を別の LDAPホストに格納しない場合は、このパラメータ
を local.authldaphostと同じ値に設定してください。
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service.ens.enable このパラメータを "no"に設定して、このフロントエンドサー
バーの ENS (予定通知サービス) (enpd)を無効にします。

ENSは、バックエンドサーバーでのみ有効にしてください。

caldb.serveralarms "0"に設定して、フロントエンドのサーバーアラームを無効に
します。

サーバーアラームは、バックエンドサーバーでのみ有効 ("1")
にしてください。

caldb.serveralarms.dispatch このパラメータを "no"に設定して、アラームディス
パッチャーを無効にします。

アラームディスパッチャーは、バックエンドサーバーでのみ有
効 ("yes")にしてください。

service.notify.enable このパラメータを "no"に設定して、通知サービスを無効にし
ます。

通知サービスは、バックエンドサーバーでのみ有効 ("yes")に
してください。

caldb.berkeleydb.archive.enable このパラメータを "no"に設定して、自動アーカイブバック
アップサービスを無効にします。フロントエンドマシンでアー
カイブを設定する必要はありません。

caldb.berkeleydb.hotbackup.enable 自動ホットバックアップサービスは無効に ( "no" に設定) して
ください。フロントエンドマシンでホットバックアップを行う
必要はありません。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

� CLDおよび DWP用にバックエンドサーバーを設
定するには

1. すべてのバックエンドサーバーで、設定を変更する権限を持つ管理者としてログイ
ンします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すように、ics.confパラメータを編集します。

手順
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パラメータ 説明

service.http.enable このパラメータを "no"に設定します。

バックエンドサーバーでは HTTPは必要ありません。

service.admin.enable このパラメータをデフォルト値の "yes"に設定して、
管理サービス (csadmind)を有効にします。

caldb.cld.type カレンダを複数のバックエンドに分散させるか
(“directory”に設定)、またはカレンダを Calendar
Serverのインストール先と同じサーバーに格納するか
(デフォルト値 “local”に設定)を指定します。

CLDおよび DWPの場合、すべてのフロントエンドお
よびバックエンドサーバーでこの値を "directory"
に設定する必要があります。

csapi.plugin.calendarlookup このパラメータを "no"に設定します。

バックエンドサーバーではプラグインは必要ありませ
ん。

service.dwp.enable "yes"に設定すると、DWPを有効にします。

service.dwp.port デフォルトのポートは “59979”です。すべてのフロン
トエンドサーバーとバックエンドサーバーに同じポート
番号を指定する必要があります。

caldb.dwp.server.backend-server-n .ip これは多値パラメータです。Calendar Server配備内の
バックエンドサーバーごとに 1つの ics.confパラ
メータを作成します。このパラメータの値は、バックエ
ンドサーバーのホスト名です。サーバー名は完全修飾名
で指定します。この名前は、DNS (ドメイン名サービ
ス)によって有効な IPアドレスに解決する必要がありま
す。サーバー名は、パラメータの名前と値の両方で同一
であり、完全修飾名である必要があります。

次に例を示します。

caldb.dwp.server.calendar1.sesta.com=
"calendar1.sesta.com"

caldb.dwp.server.calendar2.sesta.com=
"calendar2.sesta.com"

caldb.dwp.server.default ユーザーまたはリソースの LDAPエントリが
icsDWPHost属性を持たない場合、システムが使用す
るデフォルトの DWPサーバー名を設定します。サー
バー名は完全修飾名であり、DNSによって解決可能で
なければなりません。

次に例を示します。

caldb.dwp.sever.default=
"calendar1.sesta.com"
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local.authldaphost Directory Serverがインストールされているホストの名
前。デフォルトは "localhost"です。

local.ugldaphost LDAPユーザー設定が格納されているホストの名前。
ユーザー設定を別の LDAPホストに格納しない場合
は、このパラメータを local.authldaphostと同じ
値に設定してください。

service.ens.enable このパラメータを "yes"に設定して、バックエンド
サーバーの ENS (予定通知サービス) (enpd)を有効にし
ます。

caldb.serveralarms サーバーアラームは、バックエンドサーバーでは有効に
("1")してください。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

� フロントエンドサーバーとバックエンドサーバー
を同じマシンに設定するには

1. すべてのサーバーで、設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すように、ics.confパラメータを編集します。

パラメータ 説明

csapi.plugin.loadall cs_で始まるすべてのプラグインを
cal_svr_base/SUNWics5/cal/bin/pluginsディレク
トリにロードする場合は、すべてのフロントエンドサー
バーでこの値を “y”に設定します。

csapi.plugin.calendarlookup.nameに名前が含
まれる CLDプラグインのみをロードする場合は、“n”
に設定します。

csapi.plugin.calendarlookup このパラメータを "yes"に設定します。

手順
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csapi.plugin.calendarlookup.name すべてのプラグインをロードする場合は、"*"に設定
します。

CLDプラグインのみをロードする場合は、プラグイン
の名前 "calendarlookup"に設定します。

caldb.cld.type カレンダを複数のバックエンドに分散させるか
(“directory”に設定)、またはカレンダを Calendar
Serverのインストール先と同じサーバーに格納するか
(デフォルト値 “local”に設定)を指定します。

service.dwp.enable "yes"に設定すると、DWPを有効にします。

service.dwp.port デフォルトのポートは “59979”です。すべてのフロン
トエンドサーバーとバックエンドサーバーに同じポート
番号を指定する必要があります。

caldb.dwp.server.backend-server-n .ip これは多値パラメータです。Calendar Server配備内の
バックエンドサーバーごとに 1つの ics.confパラ
メータを作成します。このパラメータの値は、バックエ
ンドサーバーのホスト名です。サーバー名は完全修飾名
で指定します。この名前は、DNS (ドメイン名サービ
ス)によって有効な IPアドレスに解決する必要がありま
す。サーバー名は、パラメータの名前と値の両方で同一
であり、完全修飾名である必要があります。

次に例を示します。

caldb.dwp.server.calendar1.sesta.com=
"calendar1.sesta.com"

caldb.dwp.server.calendar2.sesta.com=
"calendar2.sesta.com"

caldb.dwp.server.default ユーザーまたはリソースの LDAPエントリが
icsDWPHost属性を持たない場合、システムが使用する
デフォルトの DWPサーバー名を設定します。サーバー
名は完全修飾名であり、DNSによって解決可能でなけ
ればなりません。

次に例を示します。

aldb.dwp.sever.default=
"calendar1.sesta.com"

local.authldaphost Directory Serverがインストールされているホストの名
前。デフォルトは “localhost”です (フロントエンド
と同じサーバーで)。

local.ugldaphost LDAPユーザー設定が格納されているホストの名前。
ユーザー設定を別の LDAPホストに格納しない場合
は、このパラメータを local.authldaphostと同じ
値に設定してください。

service.ens.enable "yes"に設定して、ENSを有効にします。
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caldb.serveralarms サーバーアラームは、バックエンドサーバーでは有効に
("1")してください。

caldb.serveralarms.dispatch アラームディスパッチャーは、バックエンドサーバーで
は有効に ("yes")してください。

service.notify.enable 通知サービスは、バックエンドサーバーでは有効に
("yes")してください。

caldb.berkeleydb.archive.enable 自動アーカイブバックアップサービスは、バックエンド
システムでは有効に ("yes"に設定)してください。

caldb.berkeleydb.hotbackup.enable 自動ホットバックアップサービスは、バックエンドシス
テムでは有効に ("yes"に設定)してください。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

フロントエンドサーバーとバックエンド
サーバーの間のセキュリティーの管理
フロントエンドサーバーとバックエンドサーバーの間でパスワード認証を設定できま
す。ここでは、両サーバー間のセキュリティー保護された通信の設定方法と、それが
どのように機能するかについて説明します。説明する内容は次のとおりです。

� 173ページの「認証の行われ方」
� 174ページの「フロントエンドサーバーの DWP接続の認証を設定するには」
� 175ページの「バックエンドサーバーの DWP接続の認証を設定するには」

認証の行われ方
フロントエンドサーバーは DWP (データベースワイヤプロトコル)を使用してバック
エンドサーバーと通信します。DWPは転送メカニズムとして HTTPを使用するた
め、Calendar Serverは設定パラメータを使用して、フロントエンドサーバーとバック
エンドサーバーの間の DWP接続を認証します。

フロントエンドサーバーは、バックエンドサーバーへの最初の接続時に、ics.conf
ファイルに指定されたユーザー IDとパスワードを送信します。バックエンドサー
バーは、ics.confファイルのパラメータをチェックし、一致すると、認証は成功し
ます。バックエンドサーバーは、次にセッション IDをフロントエンドサーバーに返
します。フロントエンドサーバーは、バックエンドサーバーへの以後の DWPコマン
ドの送信時にこのセッション IDを使用します。
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同じフロントエンドサーバーからの以後の接続では認証は必要ありません。ただし、
バックエンドサーバーを再起動したり、2つのサーバー間でアクティビティーがない
ためにセッションがタイムアウトしたりした場合には認証が必要となります。

フロントエンドサーバーとバックエンドサーバーが複数ある場合は、それぞれで同じ
ユーザー IDとパスワードを使用できます。

バックエンドサーバーがパスワードを指定しない場合、認証は行われません。

� フロントエンドサーバーの DWP接続の認証を設
定するには

注意 –次のパラメータは、ics.confファイルのインストール済みバージョンには含
まれません。DWP接続の認証を行う場合は、各フロントエンドサーバーの
ics.confファイルに必要なパラメータを追加する必要があります。

1. すべてのフロントエンドサーバーで、設定を変更する権限を持つ管理者としてログ
インします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. ics.confパラメータを、次の表に示すように追加します。

パラメータ 説明

caldb.dwp.server.back-end-server.admin フロントエンドサーバーで、バックエンドサーバーとの DWP
接続の認証に使用される管理者のユーザー IDを指定します。
back-end-serverはサーバー名です。

caldb.dwp.server.back-end-server.cred フロントエンドサーバーで、バックエンドサーバーとの DWP
接続の認証に使用されるパスワードを指定します。
back-end-serverはサーバー名です。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

始める前に

手順
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� バックエンドサーバーの DWP接続の認証を設定
するには

注意 –次のパラメータは、ics.confファイルのインストール済みバージョンには含
まれません。DWP接続の認証を行う場合は、各バックエンドサーバーの ics.conf
ファイルに必要なパラメータを追加する必要があります。

1. すべてのバックエンドサーバーで、設定を変更する権限を持つ管理者としてログイ
ンします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. ics.confパラメータを、次の表に示すように追加します。

パラメータ 説明

service.dwp.admin.userid バックエンドサーバーで、DWP接続の認証に使用するユーザー
IDを指定します。バックエンドサーバーがユーザー IDを指定し
ない場合、認証は行われません。

service.dwp.admin.cred バックエンドサーバーで、DWP接続の認証に使用するパスワード
を指定します。バックエンドサーバーがパスワードを指定しない
場合、認証は行われません。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

始める前に

手順
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第 7章

高可用性 (フェイルオーバーサービス)
の設定

Calendar Serverの高可用性 (HA)設定により、ソフトウェアとハードウェアの障害を
監視し、回復処理を行うことができます。Calendar Serverの高可用性機能は、フェイ
ルオーバーサービスとして実装されます。この章では、Sun Clusterソフトウェアによ
る Calendar Server HAの設定について説明します。

この章では、Calendar Server HAサービスのインストールと設定の方法について、次
の項目で説明します。

� 177ページの「HA設定の要件」
� 179ページの「インストールと設定」
� 188ページの「Calendar Serverの HAサービスの起動と停止」
� 188ページの「関連マニュアル」

付録 C には、Calendar Serverの高可用性設定の計画に役立つワークシートが用意さ
れています。

HA設定の要件
Calendar Serverの HA設定には、次の表に示すソフトウェアが必要です。

ソフトウェアとバージョン 注意とパッチ

Solaris 9 OS

SPARCプラットフォームのみ

Solaris 9 OSのすべてのバージョンがサポートされます。

Solaris 9 OSは Sun Cluster 3.0 U3以降を必要とします。

Solaris 9 OSには Solaris LVM (Logical Volume Manager)が含まれ
ます。
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ソフトウェアとバージョン 注意とパッチ

Solaris 8 OS

SPARCプラットフォームのみ

Solaris 8 MU7 (Maintenance Update 7) OS以降、および必要
パッチの追加

Sun Cluster 3.0 U3または 3.1 クラスタのすべてのノードに Sun Clusterソフトウェアがインス
トールされ、設定が完了している必要があります。

Sun Cluster 3.1をインストールするには、『Sun Java Enterprise
System 2005Q4 Installation Guide for UNIX』に記載されているイ
ンストール手順に従って Java Enterprise Systemインストーラを使
用します。

Sun Clusterソフトウェアのインストールが完了したら、クラスタ
を設定する必要があります。詳細は、Sun Cluster System
Administration Guide for Solaris OSを参照してください。関連す
るマニュアルについては、188ページの「関連マニュアル」を参照
してください。

Sun Clusterのパッチ

Solaris 9 OSについては、Sun Cluster InfoDoc 49704を参照してく
ださい。

Solaris 8 OSについては、Sun Cluster InfoDoc 49705を参照してく
ださい。

Solstice DiskSuite 4 Solstice DiskSuiteは Solaris 8 OSだけで利用できます。

Solaris 9 OSには LVM (Logical Volume Manager)が含まれるの
で、Solstice DiskSuiteは必要ありません。

VxVM (Veritas Volume Manager) 3.x Solaris 8 OSはバージョン 3.2以降および必須パッチを必要としま
す。

Solaris 9 OSはバージョン 3.5以降および必須パッチを必要としま
す。

VxFS (Veritas File System) 3.x Solaris 8 OSはバージョン 3.4以降および必須パッチを必要としま
す。

Solaris 9 OSはバージョン 3.5以降および必須パッチを必要としま
す。

HAStoragePlusは 110435-08以降のパッチを必要とします。

178 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



インストールと設定
ここで紹介する Calendar Serverの HA設定の例では、次の名前を使用します。

例で使用する名前 説明

/global/cal/ グローバルファイルシステムのマウントポイント

cal-logical-host 論理ホスト名

cal-logical-host-ip 論理ホストの IP数値アドレス

cs-admin@cal-logical-host Calendar Server管理者の電子メールアドレス

cal-node-1 ノード 1

cal-node-2 ノード 2

cal-resource-group カレンダリソースグループ

cal-resource-group-store Calendar Serverのストレージリソース

cal-resource Calendar Serverリソース

� Calendar Serverの HA設定をインストールおよび
設定するには
これは Calendar Server HA設定のインストールおよび設定に必要な手順の詳細なリス
トです。

1. 180ページの「スーパーユーザーとしてログインする」

2. 180ページの「クラスタ内の各ノードを準備する」

3. 180ページの「Sun Java Enterprise Systemの製品とパッケージをインストールす
る」

4. 182ページの「論理ホストを設定する」

5. 182ページの「ストレージリソースを有効化する」

6. 183ページの「インストール後の設定プログラムを実行する」

7. 184ページの「自動バックアップディレクトリを共有ストレージに配置する」

8. 184ページの「Calendar Serverの configディレクトリを変更する」

9. 186ページの「Calendar Serverの ics.confファイルを編集する」

手順
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10. 187ページの「HA Calendar Serverを起動する」

11. 187ページの「HA設定を検証する」

スーパーユーザーとしてログインする
Calendar Serverの HA設定をインストールおよび設定するには、スーパーユーザー
(root)としてログインするか、スーパーユーザーになり、/dev/consoleに送信され
るメッセージを表示するコンソールまたはウィンドウを指定します。

クラスタ内の各ノードを準備する
クラスタ内の各ノードで次の手順を実行します。

1. 次の方法で、Calendar Serverを実行する Calendar Serverランタイムユーザーお
よびグループを作成します。

a. /etc/groupファイルに icsgroup (または選択した値)を追加します。
b. /etc/passwdファイルに icsuser (または選択した値)を追加します。

ヒント –デフォルト名は icsuserと icsgroupです。別の名前を使用することも
できますが、UIDと GIDの番号は、クラスタ内のすべてのノードで同一である必
要があります。ユーザー名を rootとすることはできません。

ユーザー名とグループ名は、183ページの「インストール後の設定プログラムを実
行する」の手順を実行するときに指定する必要があります。

2. /etc/vfstabファイルの次のフィールドを追加または設定します。

� mount pointを /global/cal (または 181ページの「Calendar Serverのイ
ンストールディレクトリの選択」で選択したファイルシステムのマウントポイ
ント)に設定します。

� mount at bootオプションを noに設定します。

� mount optionsを、FFSの場合は logging、GFSの場合は
global,loggingに設定します。

Sun Java Enterprise Systemの製品とパッケージを
インストールする
Sun Java Enterprise System製品 (Calendar Serverなど)のインストールは、従来の
Sun製品 (Sun ONE、iPlanetなど)から大幅に変更されています。Sun Java Enterprise
System製品をインストールするには、Sun Java Enterprise Systemインストーラを使
用する必要があります。
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このインストーラについては、『Sun Java Enterprise System 2005Q4 Installation
Guide for UNIX』を参照してください。

次の表は、Calendar Serverの HA設定に必要な Sunの製品とパッケージを示してい
ます。

製品またはパッケージ ノード 1 ノード 2

Sun Clusterソフトウェア 必要 必要

Calendar Server (6.0以降) 必要 不要

Calendar Server用の Sun Clusterエージェント (SUNWscicsパッケージ) 必要 必要

共有コンポーネント (SUNWicu、SUNWldk、SUNWpr、SUNWsasl、
SUNWtlsの各パッケージ)

必要 必要

ノード 1
ノード 1には、選択されているすべての製品とパッケージを Java Enterprise System
インストーラを使用してインストールします。Calendar Serverをインストールすると
きは、デフォルトディレクトリ以外のディレクトリを指定する必要があります。181
ページの「Calendar Serverのインストールディレクトリの選択」を参照してくださ
い。

ノード 2
ノード 2では、次の手順を実行します。

1. Java Enterprise Systemインストーラを使用して、Sun Clusterと Calendar Server
用の Sun Clusterエージェント (SUNWscicsパッケージ)をインストールします。

2. 注: Calendar Server用の Sun Clusterエージェントだけをインストールすることは
できません。Sun Cluster用の Sun Java Enterprise Systemエージェントを選択す
ると、Java Enterprise Systemインストーラはすべてのエージェントをインストー
ルします。

3. pkgaddコマンドを使用して、共有コンポーネント (SUNWicu、SUNWldk、
SUNWpr、SUNWsasl、SUNWtlsの各パッケージ)をインストールします。182
ページの「共有コンポーネントのインストール」を参照してください。

Calendar Serverのインストールディレクトリの選択
Calendar Serverのインストールでは、Java Enterprise Systemインストーラはデ
フォルトインストールディレクトリ /optを使用します。

しかし、HA設定では、グローバルインストールディレクトリを指定する必要があり
ます。例: /global/cal/opt/
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共有コンポーネントのインストール
ノート 2で必要な共有コンポーネントを利用できるようにするには、次のパッケージ
をインストールする必要があります。

� SUNWicu – International Components for Unicode User Files
� SUNWldk – LDAP C SDK
� SUNWpr – Netscape Portable Runtime Interface
� SUNWsasl – Simple Authentication and Security Layer (SASL)
� SUNWtls – Network Security Services

これらのパッケージは、次のディレクトリに格納されています。

.../Solaris_sparc/Product/shared_components/Packages/SUNWldk
.../Solaris_sparc/Product/shared_components/Solaris_8/Packages
.../Solaris_sparc/Product/shared_components/Solaris_9/Packages

これらのパッケージをインストールするには、上のいずれかのディレクトリに移動
し、pkgaddコマンドを実行します。次に例を示します。

# pkgadd -d . SUNWicu SUNWpr SUNWsasl SUNWtls

論理ホストを設定する
論理ホストを設定するには、次の手順を実行します。

1. cal-resource-groupという Calendar Serverフェイルオーバーリソースグループを作
成します。

# scrgadm -a -g cal-resource-group -h cal-node-2,cal-node-1

2. リソースグループに cal-logical-hostという論理ホスト名を追加します。Calendar
Serverはこのホスト名を待機します。

# scrgadm -a -L -g cal-resource-group -l cal-logical-host

3. リソースグループをオンライン状態にします。

# scswitch -Z -g cal-resource-group

ストレージリソースを有効化する
ストレージリソースを有効化するには、次の手順を実行します。

1. ServicePathsプロパティーにマウントポイントを指定して、ストレージリソー
スを登録します。

# scrgadm -a
-j cal-resource-group-store
-g cal-resource-group
-t SUNW.HAStorage
-x ServicePaths=/global/cal
-x AffinityOn=True
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2. ストレージリソースを有効化します。

# scswitch -e -j cal-resource-group-store

SUNW.HAStoragePlusがグローバルファイルシステム (GFS)の設定も選択して
いる場合は、ServicePathsプロパティーではなく、
FileSystemMountPointsプロパティーの設定が必要です。

インストール後の設定プログラムを実行する
Calendar Serverのインストールが完了したら、第 2章で説明している手順に従って
Directory Serverセットアップスクリプト (comm_dssetup.pl)と Calendar Server設
定プログラム (csconfigurator.sh)を実行します。

次の表は、HA設定用に指定が必要な設定情報を示しています。

表 7–1 HA設定用の Calendar Server設定オプション

設定パネル 説明

ランタイム設定 「ランタイムユーザー ID」と「ランタイムグループ ID」
� 「ランタイムユーザー ID」は、Calendar Serverを実行するユーザーの名前です。こ
の名前に rootを指定することはできません。デフォルトは icsuserです。

� 「ランタイムグループ ID」は、Calendar Serverを実行するグループの名前です。デ
フォルトは icsgroupです。
これらの名前は設定プログラムによって自動的に作成されますが、この章の最初に
説明した各ノードの準備の一環として、設定プログラムを実行するに作成しておい
てください。
これらの名前は次のファイルに設定されている必要があります。

� クラスタ内のすべてのノードの /etc/passwdに格納されている icsuser (または選
択した名前)

� クラスタ内のすべてのノードの /etc/etc/groupに格納されている icsgroup (また
は選択した名前)
Calendar Serverの起動
次のオプションはどちらも選択しないでください。

� インストールが成功したら起動する
� システムの起動時に起動する

ディレクトリの選択 データベース、一時ファイル、ログファイルの場所として、グローバルパーティション
を選択します。次に例を示します。
� データベースの場合: /global /cal/var/csdb
� 一時ファイルの場合: /global /cal/var/tmp
� ログの場合: /global /cal/var/logs
� バックアップの場合: /global /cal/var/hotbackupdb、および /global

/cal/var/archivedb
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自動バックアップディレクトリを共有ストレージ
に配置する
HA用の自動バックアップを設定するときは、クラスタの個々のノードで不完全なコ
ピーが作成されないように、バックアップディレクトリを共有ストレージパー
ティションに配置する必要があります。バックアップディレクトリは容量が大きいた
め、パーティションのサイズに特に注意してください。

シンボリックリンクに対しては、ディスク容量の計算がうまく行われません。このた
め、自動バックアップディレクトリにはシンボリックリンクを使用しないでくださ
い。

Calendar Serverの configディレクトリを変更する
Calendar Serverは、設定ファイルを configディレクトリに格納します。以前のリ
リースの場合は、configディレクトリの場所が変更されています。新しい場所は次
のとおりです。

/etc/opt/SUNWics5/config/

古い configディレクトリへのシンボリックリンクは次のディレクトリに格納されま
す。

� /opt/SUNWics5/cal
� /opt/SUNWics5/cal/lib
� /opt/SUNWics5/cal/sbin

Calendar Server設定プログラム csconfigurator.shの実行後、後続の手順で説明
するように、古い各ディレクトリのシンボリックリンクを削除して新しいディレクト
リへのリンクに置き換えます。これらの手順では、/etc/opt/SUNWics5/config
にある元の設定ファイルの設定が維持されることに注意してください。

開始する前に、configディレクトリの内容の所有者が icsuserと icsgroup (また
はランタイムユーザー IDとランタイムグループ IDに指定した名前)であることを確
認します。

# ls -ld config
... icsuser icsgroup ... config/

/opt/SUNWics5/calで見つかったシンボリックリンクを
変更する方法
1. /global/cal/opt/SUNWics5/cal ディレクトリに移動します。次に例を示し
ます。

# cd /global/cal/opt/SUNWics5/cal/

この /global/calはファイルシステムのマウントポイントです。
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2. configが新しい configディレクトリへのシンボリックリンクであることを確認
します。次に例を示します。

# ls -l config
... config -\> /etc/opt/SUNWics5/config/

3. /opt/SUNWics5/cal/ディレクトリでシンボリックリンク configを削除しま
す。

# cd /opt/SUNWics5/cal
# rm config

4. 所有者と権限を維持したまま、/etc/opt/SUNWics5/configの内容を新しい
HAディレクトリにコピーします。

# cd /global/cal/opt/SUNWics5/cal
# cp -pr /etc/opt/SUNWics5/config .

/opt/SUNWics5/libで見つかったシンボリックリンクを
変更する方法
1. /global/cal/opt/SUNWics5/cal/libディレクトリで、configが

/etc/opt/SUNWics5/configへのシンボリックリンクであることを確認しま
す。

# cd /global/cal/opt/SUNWics5/cal/lib
# ls -l config
... config -\> /etc/opt/SUNWics5/config/

2. configシンボリックリンクを削除します。

# rm config

3. 新しい configの場所へのシンボリックリンクを作成します。

# ln -s ../config config

4. 新しいリンクを検証します。

# ls -l config
... config -\> ../config/

/opt/SUNWics5/sbinで見つかったシンボリックリンク
を変更する方法
1. /global/cal/opt/SUNWics5/cal/libディレクトリで、configが

/etc/opt/SUNWics5/configへのシンボリックリンクであることを確認しま
す。

# cd /global/cal/opt/SUNWics5/cal/sbin
# ls -l config
... config -\> /etc/opt/SUNWics5/config/

2. configシンボリックリンクを削除します。

第 7章 •高可用性 (フェイルオーバーサービス)の設定 185



# rm config

3. 新しい configの場所へのシンボリックリンクを作成します。

# ln -s ../config config

4. 新しいリンクを検証します。

# ls -l config
... config -\> ../config/

注 – Calendar Serverをアンインストールするときは、Java Enterprise Systemアン
インストーラを使用します。このアンインストーラは、SUNWics5および
SUNWica5パッケージを削除します。

ただし、Calendar Serverの HA設定では、アンインストーラを実行する前に、ま
ず、場所を変更した configディレクトリとその内容を削除する必要がありま
す。次に例を示します。

# cd /global/cal/opt/SUNWics5/cal/
# rm -rf config

configディレクトリを削除しないと、SUNWics5パッケージのアンインストール処
理は失敗します。

Calendar Serverの ics.confファイルを編集する
/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリで、ics.conf設定ファイルを次のよ
うに編集します。

1. 次のパラメータを追加します。

local.server.ha.enabled="yes"
local.server.ha.agent="SUNWscics"

2. service.listenaddrパラメータの名前を service.http.listenaddrに変
更し、このパラメータに論理ホストの IPアドレスを設定します。次に例を示しま
す。

service.http.listenaddr = "cal-logical-host-ip"

この “cal-logical-host-ip”は、論理ホストの数値 IPアドレスです。例:
123.321.12.2

3. ローカルホスト名を参照するすべてのパラメータが、論理ホスト名を参照するよう
に変更します。次に例を示します。

local.hostname="cal-logical-host"
local.servername="cal-logical-host"
service.ens.host="cal-logical-host"
service.http.calendarhostname="cal-logical-host.sesta.com"
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HA Calendar Serverを起動する
HA Calendar Serverを起動する前に、次のようにカレンダリソースのタイプを
SUNWscicsとして登録し、カレンダリソースを作成します。

1. カレンダリソースのタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.scics

2. カレンダリソースを作成します。

# scrgadm -a
-j cal-resource
-g cal-resource-group
-t SUNW.scics
-x Confdir_list=/global/cal/cal-resource-group
-y Resource_dependencies=cal-resource-group-store
-y Port_list=80/tcp

3. リソースを有効化し、Calendar Serverを起動します。

# scswitch -e -j cal-resource

HA設定を検証する
Calendar Serverを起動したら、すべての必要プロセスまたはデーモン (csadmind、
enpd、csnotifyd、cshttpd)が稼動していることを確認します。

また、バックアップノードへのサービスの切り替えを行い、高可用性が確保されてい
ることを確認します。たとえば、サービスが cal-node-1で稼動している場合、次のコ
マンドを実行してサービスを cal-node-2に切り替えます。

# scswitch -z -g cal-resource-group
-h cal-node-2

次に、cal-node-2ですべてのプロセスが開始されることを確認します。

トラブルシューティング用に、エラーメッセージがコンソールと
/var/adm/messagesに出力されます。

ログレベルは /var/cluster/rgm/rt/SUNW.scics/loglevelファイルに設定さ
れています。詳細度を最大にするときは、“9”に設定します。

ログ機能の使用方法については、188ページの「関連マニュアル」を参照してくださ
い。
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Calendar Serverの HAサービスの起動
と停止
Calendar Serverの HAサービスを起動、停止するときは、Sun Clusterの scswitch
コマンドを使用します。Calendar Serverの start-cal、csstart、stop-cal、ま
たは csstopユーティリティーを使用しないでください。次に例を示します。

Calendar Serverの HAサービスを起動するには

# scswitch -e -j cal-resource

Calendar Serverの HAサービスを停止するには

# scswitch -n -j cal-resource

Calendar Serverの HAサービスを再起動するには

# scswitch -R -j cal-resource

Sun Clusterの scswitchコマンドについては、『Sun Cluster Reference Manual for
Solaris OS』を参照してください。

関連マニュアル
� 『Sun Cluster Concepts Guide for Solaris OS』は、Sun Clusterソフトウェアと
データサービスに関する一般的な背景情報を提供し、リソースタイプ、リソース、
リソースグループの用語について解説します。

� 『Sun Cluster Data Services Planning and Administration Guide for Solaris
OS』は、データサービスの計画と管理に関する一般的な情報を提供します。

� 『Sun Cluster System Administration Guide for Solaris OS』は、Sun Clusterの設
定をソフトウェアで管理する手順について解説します。

� 『Sun Cluster Reference Manual for Solaris OS』は、SUNWscmanおよび
SUNWcconパッケージだけで利用できるコマンドも含め、Sun Clusterソフト
ウェアで利用できるコマンドとユーティリティーについて解説します。
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第 8章

SSLの設定

Calendar Serverは、カレンダクライアントのエンドユーザーと Calendar Serverとの
間でデータを暗号化するために、SSL (Secure Sockets Layer)プロトコルをサポートし
ています。SSLをサポートするために、Calendar Serverは Sun Java System
Messaging Serverでも使用されている NSS (Netscape Security Services)の SSLライブ
ラリを使用します。

ics.confファイルを使用して、Calendar Serverのログインとパスワードだけ、また
はカレンダセッション全体を暗号化するように Calendar Serverを設定できます。

この章では、SSLの設定に必要な次の 3つの作業とトラブルシューティングについて
説明します。

� 190ページの「Calendar Serverの SSL設定」

� 190ページの「証明書データベースを作成するには」
� 192ページの「ルート CA (証明書発行局)に証明書を要求し、証明書をイン
ポートするには」

� 194ページの「ics.confファイルの SSLパラメータを設定するには」

� 195ページの「SSLのトラブルシューティング」

注 – Calendar Serverはクライアントベースの SSL認証をサポートしません。
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Calendar Serverの SSL設定

� 証明書データベースを作成するには
Calendar Serverに SSLを実装するには、証明書データベースが必要です。証明書
データベースには、CA (証明書発行局)と Calendar Serverの証明書を定義する必要が
あります。ここでは、概念的な情報と、作業に関する情報を提供します。

証明書データベースを作成する前に、次のことを把握しておいてください。

� Mozillaツール—このリリースには次のMozillaツールが用意されています。

� 証明書データベースツール (certutil):証明書データベースを作成、管理しま
す。詳細は、次のWebサイトを参照してください。

http://mozilla.org/projects/security/pki/
nss/tools/certutil.html

ヒント –証明書データベースの生成を試みる前に、ツールの構文に慣れておい
てください。

� セキュリティーモジュールデータベースツール (modutil):使用できるセ
キュリティーモジュールに関する情報を表示します。詳細は、次のWebサイト
を参照してください。

http://mozilla.org/projects/security/pki/
nss/tools/modutil.html

これらのユーティリティーは、次のディレクトリに格納されています。

/opt/SUNWics5/cal/lib

または、最新バージョンをWebサイトからダウンロードしてください。
� ライブラリパス変数— Mozillaツールを使用するには、事前に

LD_LIBRARY_PATH変数を適切に設定する必要があります。次に例を示します。

setenv LD_LIBRARY_PATH /opt/SUNWics5/cal/lib

� 例で使用するファイルとディレクトリ—この章で紹介する例は、次のファイルと
ディレクトリを使用します。

� aliasは、証明書データベースを格納したディレクトリです。次のディレクト
リの中に aliasディレクトリを作成します。

/var/opt/SUNWics5

また、aliasディレクトリは定期的にバックアップしてください。

始める前に
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� sslPasswordFileは、証明書データベースのパスワードを記録したテキスト
ファイルです。これは certutilユーティリティーが使用するファイルで、
Calendar Serverは使用しません。次のディレクトリに sslPasswordFileを
作成します。

/etc/opt/SUNWics5/config

� /etc/passwdには、乱数生成用のエントロピーが用意されています。つま
り、このディレクトリは、乱数生成機能が真にランダムな結果を確実に生成す
るのに役立つ、有効で一意なシードを生成するために使用されます。

1. スーパーユーザー (root)としてログインするか、スーパーユーザーになります。

2. /etc/opt/SUNWics5/config/sslPasswordFileに certutilの証明書デー
タベースパスワードを指定します。次に例を示します。

# echo "password"
/etc/opt/SUNWics5/config/sslPasswordFile

passwordには実際のパスワードを指定します。

3. 証明書データベースの aliasディレクトリを作成します。次に例を示します。

# cd /var/opt/SUNWics5
# mkdir alias

4. binディレクトリに移動し、証明書データベース (cert8.db)と鍵データベース
(key3.db)を生成します。次に例を示します。

# cd /opt/SUNWics5/cal/bin
# ./certutil -N -d /var/opt/SUNWics5/alias

-f /etc/opt/SUNWics5/config/sslPasswordFile

注 – certutilユーティリティーを実行する必要がある場合は、例に従って実行す
るか、または certutilのヘルプページを参照して構文を理解してください。

たとえばこの場合、-d /ファイル情報を指定せずに -N オプションを付けてユー
ティリティーを実行することは避けてください。

5. デフォルトの自己署名ルート CA (証明書発行局)証明書を生成します。次に例を示
します。

# ./certutil -S -n SampleRootCA -x -t "CTu,CTu,CTu"
-s "CN=My Sample Root CA, O=sesta.com" -m 25000
-o /var/opt/SUNWics5/alias/SampleRootCA.crt
-d /var/opt/SUNWics5/alias
-f /etc/opt/SUNWics5/config/sslPasswordFile -z
/etc/passwd

6. ホスト用の証明書を生成します。次に例を示します。

# ./certutil -S -n SampleSSLServerCert -c SampleRootCA
-t "u,u,u"

手順
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-s "CN=hostname.sesta.com, O=sesta.com" -m 25001
-o /var/opt/SUNWics5/alias/SampleSSLServer.crt
-d /var/opt/SUNWics5/alias
-f /etc/opt/SUNWics5/config/sslPasswordFile
-z /etc/passwd

hostname.sesta.comはサーバーホスト名です。

7. 証明書を検証します。次に例を示します。

# ./certutil -V -u V -n SampleRootCA
-d /var/opt/SUNWics5/alias

# ./certutil -V -u V -n SampleSSLServerCert
-d /var/opt/SUNWics5/alias

8. 証明書をリスト表示します。次に例を示します。

# ./certutil -L -d /var/opt/SUNWics5/alias
# ./certutil -L -n SampleSSLServerCert
-d /var/opt/SUNWics5/alias

9. modutilを使用して、使用できるセキュリティーモジュール (secmod.db)をリ
スト表示します。次に例を示します。

# ./modutil -list -dbdir /var/opt/SUNWics5/alias

10. aliasファイルの所有者を icsuserと icsgroup (または Calendar Serverを実行
するそれ以外のユーザーとグループの ID)に変更します。次に例を示します。

# find /var/opt/SUNWics5/alias -exec chown icsuser {};
# find /var/opt/SUNWics5/alias -exec chgrp icsgroup {};

� ルート CA (証明書発行局)に証明書を要求し、証
明書をインポートするには
次の手順で、証明書要求の生成、PKI (Public Key Infrastructure)のWebサイトへの
要求の送信、証明書のインポートを行う方法について説明します。

1. スーパーユーザー (root)としてログインするか、スーパーユーザーになります。

2. binディレクトリに移動します。

# cd /opt/SUNWics5/cal/bin

3. certutilを使用して、証明書発行局または PKI (Public Key Infrastructure)の
Webサイトに適した証明書要求を作成します。次に例を示します。

# ./certutil -R -s "CN=hostname.sesta.com,
OU=hostname/ SSL Web Server, O=Sesta,
C=US" -p "408-555-1234" -o hostnameCert.req
-g 1024 -d /var/opt/SUNWics5/alias
-f /etc/opt/SUNWics5/config/sslPasswordFile -z /etc/passwd -a

手順
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ここで、“hostname.sesta.com”はサーバーホスト名です。

4. SSL Webサーバー用のテスト証明書を CA (証明書発行局)または PKI (Public Key
Infrastructure)のWebサイトに要求します。hostnameCert.reqファイルの内容
をコピーして証明書要求に貼り付けます。

証明書への署名が完了し、準備が整った時点で通知が送信されてきます。

5. 証明書発行局証明書チェーンと SSLサーバー証明書をテキストファイルにコピー
します。

6. 証明書認証局証明書チェーンを証明書データベースにインポートし、認証チェーン
を確立します。次に例を示します。

# ./certutil -A -n "GTE CyberTrust Root"
-t "TCu,TCu,TCuw"
-d /var/opt/SUNWics5/alias
-a
-i /export/wspace/Certificates/CA_Certificate_1.txt
-f /etc/opt/SUNWics5/config/sslPasswordFile

# ./certutil -A -n "Sesta TEST Root CA"
-t "TCu,TCu,TCuw"
-d /var/opt/SUNWics5/alias
-a
-i /export/wspace/Certificates/CA_Certificate_2.txt
-f /etc/opt/SUNWics5/config/sslPasswordFile

7. 署名された SSLサーバー証明書をインポートします。

# ./certutil -A -n "hostname SSL Server Test Cert"
-t "u,u,u" -d /var/opt/SUNWics5/alias
-a
-i /export/wspace/Certificates/SSL_Server_Certificate.txt
-f /etc/opt/SUNWics5/config/sslPasswordFile

8. 証明書データベース内の証明書をリスト表示します。

# ./certutil -L -d /var/opt/SUNWics5/alias

9. ics.confファイルで、署名された SSLサーバー証明書の SSLサーバーニック
ネームを設定します。例: “hostname SSL Server Test Cert”

注: ics.confファイルの service.http.calendarhostnameパラメータと
service.http.ssl.sourceurlパラメータのホスト名は、SSL証明書のホスト
名と一致する必要があります (システムに複数のエイリアスがある場合)。例:
calendar.sesta.com
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� ics.confファイルの SSLパラメータを設定するには
Calendar Serverに SSLを実装するには、ics.confファイルの特定のパラメータを
設定する必要があります。次の表に示されているパラメータのいずれかが ics.conf
ファイルにない場合、指定した値とともにファイルに追加します。システムの起動時
(start-calの実行時)は ics.confが読み取り専用であるため、新しい値は
Calendar Serverが再起動されるまで反映されません。これらの SSLパラメータにつ
いては、451ページの「SSLの設定」を参照してください。

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すパラメータを 1つ以上編集します。

パラメータ 値

encryption.rsa.nssslactivation “on”

encryption.rsa.nssslpersonalityssl “SampleSSLServerCert”

encryption.rsa.nsssltoken “internal”

service.http.tmpdir “/var/opt/SUNWics5/tmp”

service.http.uidir.path “html”

service.http.ssl.cachedir “.”

service.http.ssl.cachesize “10000”

service.http.ssl.certdb.password " " (適切なパスワードを入力)

service.http.ssl.certdb.path “/var/opt/SUNWics5/alias”

service.http.ssl.port.enable “yes”

service.http.ssl.port "443" (デフォルトの SSLポート)

注 – HTTPのデフォルトポートであるポート "80"で
はありません。

service.http.securesession "yes" (セッション全体を暗号化する)

service.http.ssl.sourceurl “https”//localhost:port” (ローカルホスト
名、および service.http.ssl.portの値を入力)

service.http.ssl.ssl2.ciphers ““

service.http.ssl.ssl2.sessiontimeout “0”

手順
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パラメータ 値

service.http.ssl.ssl3.ciphers "rsa_red_40_md5,

rsa_rc2_40_md5,

rsa_des_sha,

rsa_rc4_128_md5,

rsa_3des_sha"

service.http.ssl.ssl3.sessiontimeout “0”

service.http.sslusessl “yes”

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. 変更を適用するために Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin/start-cal

SSLのトラブルシューティング
まず、復元不可能な問題の発生に備え、証明書データベースを必ず定期的にバック
アップしてください。SSLに問題があるときは、次の項目を調べます。

� 195ページの「cshttpdプロセスのチェック」
� 195ページの「証明書の検証」
� 196ページの「Calendar Serverログファイルの確認」
� 196ページの「SSLポートへの接続」
� 196ページの「cshttpdの標準 HTTPポートでの待機を停止する方法」

cshttpdプロセスのチェック
SSLが機能するには、Calendar Serverの cshttpdプロセスが稼動している必要があ
ります。cshttpdが稼動しているかどうかを確認するには、次のコマンドを実行しま
す。

# ps -ef | grep cshttpd

証明書の検証
証明書データベースに格納されている証明書の一覧を表示し、その有効期限を確認す
るには、次のコマンドを実行します。

# ./certutil -L -d /var/opt/SUNWics5/alias
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Calendar Serverログファイルの確認
SSLエラーについて、Calendar Serverログファイルを確認します。詳細は、236ペー
ジの「Calendar Serverログファイルの使用」を参照してください。

SSLポートへの接続
ブラウザに次の URLを指定し、SSLポートに接続します。

https://server-name:ssl-port-number

それぞれの意味は次のとおりです。

server-nameは Calendar Serverが稼動しているサーバーの名前です。

ssl-port-numberは、ics.confファイルの service.http.ssl.portパラメータに
指定されている SSLポート番号です。デフォルトは 443です。

cshttpdの標準 HTTPポートでの待機を停止する方
法
HTTPと HTTPSは別々のポート (SSLは 443、HTTPは 80)で待機するため、両方が
同じポートで待機することはありません。現在、標準の HTTPポートでの待機を停止
するよう cshttpdに通知するための手段はありません。ただし、管理者が
service.http.portを非公開の番号に変更することはできます。

注意 – cshttpdが HTTPで待機しないようにするために service.http.enable
="no"を設定することは避けてください。その設定を行うと、HTTPSも失敗する可
能性があります。SSLを適切に設定するには、service.http.enableと
service.http.ssl.port.enableの両方を "yes"に設定する必要があります。
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第 9章

シングルサインオンの設定

この章では、シングルサインオン (SSO)の設定方法について説明します。

シングルサインオン (SSO)を利用することで、ユーザーは認証を一度受けるだけで、
信頼できる複数のアプリケーションを追加認証なしで使用できます。Calendar Server
とMessaging Serverを含め、Sun Java Systemコミュニケーションサーバーは次の方
法で SSOを実装できます。

� 197ページの「Access Managerによる SSOの設定」
� 199ページの「Communicationsサーバーの信頼できるサークルテクノロジを利用
した SSOの設定」

Access Managerによる SSOの設定
Calendar ServerおよびMessaging Serverを含む Sun Java Enterprise Systemサー
バーは、Sun Java System Access Manager (リリース 6 2003Q4以降)を使用して SSO
を実装できます。

Access Managerは、Sun Java Enterprise Systemサーバーの SSOゲートウェイとして
機能します。ユーザーはAccess Managerにログインすると、その他の Sun Java
Enterprise Systemサーバーで SSOが適切に設定されていれば、それらのサーバーに
もアクセスできます。

� Calendar Serverで SSOを使用するには

1. Access Managerと Directory Serverがインストールされ、設定されていることを
確認します。これらの製品のインストールと設定については、『Sun Java
Enterprise System 2005Q4 Installation Guide for UNIX』を参照してください。

手順
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2. 197ページの「Access Managerによる SSOの設定」に示すパラメータを設定して
Calendar Server用に SSOを設定し、Calendar Serverを再起動して値を有効にし
ます。パラメータを設定するときは、必要に応じてコメント記号 (!)を外します。

注 – local.calendar.sso.amnamingurlパラメータを設定するときは、
Access Managerの完全修飾名を指定する必要があります。

3. Messaging Serverで SSOを利用するための設定については、『Sun Java System
Messaging Server 6 2005Q4 Administration Guide』を参照してください。

4. ユーザーは、Directory Serverの LDAPユーザー名とパスワードを使用して
Access Managerにログインします。Calendar ServerやMessaging Serverなど、
これ以外のサーバーにログインしたユーザーは SSOを利用できず、ほかの Sun
Java Enterprise Systemサーバーにアクセスできません。

5. ログインが完了すると、ユーザーは適切な URLを指定して Communications
Express経由で Calendar Serverにアクセスできます。サーバーに SSOが適切に
設定されていれば、Messaging Serverなど、その他の Sun Java Enterprise
Systemサーバーにもアクセスできます。

パラメータ 説明

local.calendar.sso.amnamingurl Access Managerの SSOネーミングサービスの URLを指定しま
す。

デフォルトは、

"http://AccessManager:port/amserver/namingservice" です。

ここで、AccessManagerはAccess Managerの完全修飾名、port
はAccess Managerのポート番号です。

local.calendar.sso.amcookiename Access Managerの SSO cookie名を指定します。

デフォルトは "iPlanetDirectoryPro"です。

local.calendar.sso.amloglevel Access Manager SSOのログレベルを指定します。範囲は、1 (非
出力)から 5 (詳細)です。デフォルトは “3“です。

local.calendar.sso.logname Access Managerの SSO APIログファイル名を指定します。

デフォルトは “am_sso.log”です。
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パラメータ 説明

local.calendar.sso.singlesignoff Calendar ServerからAccess Managerへのシングルサインオフ
を有効 (“yes“)または無効 (“no“)にします。

有効にした場合、ユーザーが Calendar Serverからログアウトす
ると、そのユーザーはAccess Managerからもログアウトされま
す。また、そのユーザーがAccess Manager経由で開始したすべ
てのセッション (Messaging ServerのWebmailセッションなど)
も切断されます。

Access Managerは認証ゲートウェイであるため、Access
Managerから Calendar Serverへのシングルサインオフは、常
に有効になっています。

デフォルトは “yes“です。

Access Managerを利用した SSOに関する注意事項
� カレンダセッションが有効なのは、Access Managerのセッションが有効である期
間に限られます。ユーザーがAccess Managerからログアウトすると、そのユー
ザーのカレンダセッションは自動的に閉じます (シングルサインオフ)。

� SSOアプリケーションは、同じドメインに存在する必要があります。

� SSOアプリケーションは、Access Managerの検証 URL (ネーミングサービス)に
アクセスできる必要があります。

� ブラウザは、Cookieをサポートしている必要があります。

� Sun Java System Portal Serverゲートウェイを使用している場合は、次の Calendar
Serverパラメータを設定します。

� service.http.ipsecurity="no"
� render.xslonclient.enable="no"

Communicationsサーバーの信頼できるサークル
テクノロジを利用した SSOの設定
Communicationsサーバーの信頼できるサークルテクノロジを利用して (つまり
Access Managerを使用せずに) SSOを設定する場合は、次の点に注意してください。

� 信頼できるアプリケーションのそれぞれで SSOを設定する必要があります。

� ブラウザのキャッシュに default.htmlページが含まれている場合、SSOは正し
く機能しません。SSOを使用する前に、ブラウザで default.htmlページを再度
読み込んでください。たとえば、Netscape Navigatorであれば、Shiftキーを押し
ながら更新ボタンをクリックします。

� SSOは、「修飾されていない」URLでのみ機能します。たとえば、
http://servernameであれば SSOは機能します。
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次の表は、Communicationsサーバーの信頼できるサークルテクノロジによって SSO
を設定する場合の Calendar Server設定パラメータを示しています。

表 9–1 Communicationsサーバーの信頼できるサークルテクノロジを利用して SSOを設定する場合の
Calendar Server設定パラメータ

パラメータ 説明

sso.enable SSOを有効にするには、このパラメータを 1 (デフォルト)に設定する必要
があります。"0"に設定すると SSOは無効になります。

sso.appid このパラメータには、Calendar Serverの特定のインストールを指定する一
意のアプリケーション IDを指定します。信頼できるそれぞれのアプリケー
ションは、一意のアプリケーション IDを持ちます。デフォルトは
"ics50"です。

sso.appprefix このパラメータには、SSO cookieのフォーマットに使用される接頭辞の値
を指定します。Calendar Serverは、この接頭辞を持つ SSO cookieだけを
認識するため、信頼できるすべてのアプリケーションがこれと同じ値を使
用する必要があります。デフォルトは "ssogrp1"です。

sso.cookiedomain このパラメータにより、ブラウザは指定ドメイン内のサーバーだけに
cookieを送信します。この値は、ピリオド (.)から開始する必要がありま
す。

sso.singlesignoff “true” (デフォルト)に設定すると、sso.apprefixで設定された値と一致す
る接頭辞値を持つクライアント側のすべての SSO cookieがクライアントの
ログアウト時にクリアされます。

sso.userdomain このパラメータには、ユーザーの SSO認証の一部として使用されるドメイ
ンを設定します。

sso.appid.url = "verifyurl" このパラメータには、Calendar Server設定のピア SSOホストの確認 URL
値を設定します。信頼できるピア SSOホストごとに 1つのパラメータが必
要となります。パラメータには次の要素が含まれます。
� アプリケーション ID (appid)。対象となる各 SSO cookieのそれぞれのピ
ア SSOホストを識別する

� 確認 URL (verifyurl)。ホスト URL、ホストポート番号、および
VerifySSO? (最後の ?を含む)から構成される
この例では、Calendar Serverのアプリケーション IDは ics50、ホス
ト URLは sesta.com、ポートは 8883です。
Messenger Expressのアプリケーション IDは msg50、ホスト URLは
sesta.com、ポートは 8882です。

次に例を示します。

sso.ics50.url=
"http://sesta.com:8883
/VerifySSO?"

sso.msg50.url=
"http://sesta.com:8882
/VerifySSO?"
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次の表は、Communicationsサーバーの信頼できるサークルテクノロジによって SSO
を設定する場合のMessaging Server設定パラメータを示しています。

表 9–2 Communicationsサーバーの信頼できるサークルテクノロジを利用して SSOを設定する場合の
Messaging Server設定パラメータ

パラメータ 説明

local.webmail.sso.enable SSOを有効にするには、パラメータにゼロ以外の値を設定する必
要があります。

local.webmail.sso.prefix このパラメータには、HTTPサーバーが設定する SSO cookieの
フォーマットに使用される接頭辞を指定します。次に例を示しま
す。ssogrp1

local.webmail.sso.id このパラメータには、Messaging Serverの一意のアプリケー
ション ID (たとえば、msg50)を指定します。

信頼できるそれぞれのアプリケーションは、一意のアプリケー
ション IDを持ちます。

local.webmail.sso.cookiedomain このパラメータには、HTTPサーバーが設定するすべての SSO
cookieの cookieドメイン値を指定します。

local.webmail.sso.singlesignoff ゼロ以外の値に設定すると、local.webmail.sso.prefixで
設定された値と一致する接頭辞値を持つクライアント側のすべて
の SSO cookieがクライアントのログアウト時にクリアされま
す。

local.sso.appid.url= verifyurl このパラメータには、Messaging Server設定のピア SSOホスト
の確認 URL値を設定します。信頼できるピア SSOホストごとに
1つのパラメータが必要となります。パラメータには次の要素が
含まれます。
� アプリケーション ID (appid)。対象となる各 SSO cookieのそ
れぞれのピア SSOホストを識別する

� 確認 URL (verifyurl)。ホスト URL、ホストポート番号、およ
び VerifySSO? (最後の ?を含む)から構成される
次に例を示します。
local.sso.ics50.verifyurl=

http://sesta.com:8883/VerifySSO?

この例では、Calendar Serverのアプリケーション IDは
ics50、ホスト URLは sesta.com、ポートは 8883です。
local.sso.msg50.verifyurl=

http://sesta.com:8882/VerifySSO?

この例では、Messaging Serverのアプリケーション IDは
msg50、ホスト URLは sesta.com、ポートは 8882です。

Messaging Serverで SSOを設定する方法については、『Sun Java System Messaging
Server 6 2005Q4 Administration Guide』を参照してください。
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第 10章

自動バックアップ (csstored)の設定

設定時に、自動バックアップを有効にすることができます。ただし、自動バック
アップは設定後にいつでも有効または無効にすることができます。データを保護し、
運用停止時間を最小限に抑えるためには、すぐれたバックアップシステムの導入が不
可欠です。

この章では、自動バックアップが実行されるように Calendar Serverサービス
csstoredを設定する方法について説明します。この章で説明する内容は次のとおり
です。

� 204ページの「自動バックアップの概要」
� 205ページの「トランザクションログファイルの設定」
� 207ページの「管理者の電子メールアドレスの指定」
� 208ページの「ホットバックアップの有効化」
� 209ページの「アーカイブバックアップの有効化」
� 210ページの「警告メッセージの無効化」

注 –ここで説明する自動バックアッププロセスを使用しない場合は、独自のバック
アップ計画を導入してデータを保護する必要があります。データを保護するためのほ
かの Calendar Serverツールの使用方法については、第 17章を参照してください。

csstoredの概要については、次のWebサイトで入手できる『Sun Java System
Communications Services 6 2005Q4 Deployment Planning Guide』を参照してくださ
い。
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自動バックアップの概要
ここで説明する内容は次のとおりです。

� 204ページの「自動バックアップの機能」
� 204ページの「csstoredの機能」
� 205ページの「循環バックアップの機能」
� 205ページの「自動バックアップを有効にするための高レベルの手順」

自動バックアップの機能
Calendar Serverシステムでは、カレンダデータベースの各トランザクション (カレン
ダやそのプロパティーへの追加、変更、または削除)をトランザクションログファイ
ルに記録します。あらかじめ決められた間隔で、このログファイルは書き込みのため
に閉じて、別のログファイルが作成されます。次に、システムでは、時間があるとき
に、もっとも古い閉じたトランザクションログのトランザクションを実際のカレンダ
データベースに適用します。ログに含まれているすべてのトランザクションがデータ
ベースに適用されると、そのログには「適用済み」というマークが付けられます。

ホットバックアップが設定されている場合、実際のデータベースのスナップショット
が 24時間ごとに取得されます。適用済みのログは、その後、データベースのホット
バックアップのコピーに適用されます。ホットバックアップデータベースは、まだ適
用されていないトランザクションを除いては最新の状態です。

csstoredの機能
起動時に開始される Calendar Serverサービスの 1つに csstoredがあります。この
サービスを設定すると、カレンダデータベースの自動バックアップ (ホットバック
アップかアーカイブバックアップのどちらか、またはその両方)が実行されます。

csstoredの自動バックアップ用の設定は、設定プログラム csconfigurator.sh
を実行するときに行うことができます。その時点で自動バックアップのどちらかまた
は両方を選択した場合は、これ以上の設定手順は必要ありません。

設定プログラムで自動バックアップを選択しなかった場合は、自動バックアップが無
効になっていますが、csstoredプロセスは実行されます。ただし、自動バック
アップが有効になるまで、csstoredによって実行される機能は、csstoredが設定
されていない (自動バックアップが有効になっていない)ことを知らせる管理者の情報
メッセージを 24時間ごとに生成することのみです。
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注 – 自動バックアップが無効になっているときは、循環ログの ics.conf パラメータ
である caldb.berkeley.circularloggingを “yes”に設定することをお勧めし
ます。これにより、古いデータベーストランザクションログが破棄されるため、
ディスク容量を節約できます。

循環バックアップの機能
自動バックアップが有効になっている場合、csstoredは、循環バックアップシステ
ムを使用してバックアップデータベースファイルで保持されるバックアップコピーの
数を自動的に管理します。

csstoredは、バックアップコピーがその最大数まで蓄積されるか、許容される最大
ディスク容量に達するまで、バックアップをバックアップデータベースディレクトリ
に格納します。どちらかの上限に達すると、保持されるコピー数が最小数になり、
ディスク容量がしきい値を下回るまで、バックアップコピーは古いものから先に破棄
されます。

循環バックアップの制御には、1組の ics.confパラメータが使用されます。これら
のパラメータにはデフォルト値が用意されているため、特にカスタマイズは必要あり
ません。システム内でのバックアップの動作方法を調整する場合は、329ページ
の「自動バックアップの調整」を参照してください。

自動バックアップを有効にするための高レベルの
手順
自動バックアップを有効にするための一連の作業の概略は次のとおりです。

� 205ページの「トランザクションログファイルの設定」
� 207ページの「管理者の電子メールアドレスの指定」
� 208ページの「ホットバックアップの有効化」
� 209ページの「アーカイブバックアップの有効化」

トランザクションログファイルの設定
ここで説明する内容は次のとおりです。

� 206ページの「トランザクションログファイルについて」
� 206ページの「トランザクションログファイルを設定するには」
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トランザクションログファイルについて
トランザクションログファイルは、Calendar Serverで最後のスナップショット以降に
カレンダデータベースに対して行われた追加、変更、および削除をすべて取り込むた
めに使用されます。トランザクションは実際には、ログファイルが書き込みのために
閉じるまで、ライブデータベースに適用されることはありません。間隔を表すパラ
メータは、古いログファイルを閉じて、新しいログファイルを作成する頻度を指定し
ます。

ログファイル名は、設定可能な名前の末尾に一意の番号を付けて表します。

ログファイルが閉じると、ライブデータベースにいつでも適用できます。ライブデー
タベースへの適用は非同期的に行われます。つまり、ログファイルの作成とその
ファイルへのトランザクションの書き込みが「リアルタイム」で行われる一方で、ト
ランザクションをデータベースに適用するプログラムが、ログファイルへのトランザ
クションの書き込みに関係なく単独で実行されます。システムがビジー状態の場合
は、データベースへの適用を待機するログファイルの数が増加する可能性がありま
す。システムに余力があるときは、トランザクションを適用するプログラムが遅れ
を「取り戻し」、実際にはアイドル状態で次のトランザクションログを待機している
こともあります。

トランザクションは、ライブデータベースに適用されたあと、ホットバックアップの
スナップショット (有効な場合)に適用されます。また、ログファイルはスナップ
ショットが格納されているディレクトリと同じアーカイブディレクトリに書き込まれ
ます。

� トランザクションログファイルを設定するには

1. コマンド行で、ics.confが格納されているディレクトリに移動します。

cd/etc/opt/SUNWics5/config

2. トランザクションログ名を指定します。

logfile.store.logname= storename.log

3. トランザクションログディレクトリのディレクトリパスを指定します。

デフォルト値は次のとおりです。logfile.logdir="logs"

4. ics.confファイルの編集が終わったら、Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

ics.confファイルを編集するときにカレンダサービスを停止する必要はありま
せんが、変更を適用するためにサービスを再起動する必要があります。

手順
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管理者の電子メールアドレスの指定
ここで説明する内容は次のとおりです。

� 207ページの「管理者に送信される電子メールメッセージ」
� 207ページの「管理者の電子メールアドレスを設定するには」

管理者に送信される電子メールメッセージ
なんらかのイベントまたはエラーが発生すると、電子メールによって管理者に通知し
ます。電子メールメッセージが生成されるイベントは次のとおりです。

� 自動バックアップが有効になっていないか、正しく設定されていない。

スナップショットが取得されるときに自動バックアップが有効になっていないと、
自動バックアップが正しく設定されていないことが csstoredプロセスによって
24時間ごとに通知されます。

� ディスク容量のしきい値を超えている。

このメッセージは、その状態が解消されるまで定期的に送信されます。

� サービスが停止しているか、再起動できない。

電子メール通知には、サービスを起動できるようにするために必要な対処法が記載
されています。

� 管理者の電子メールアドレスを設定するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の ics.confパラメータを編集して、管理者の電子メールアドレスを指定しま
す。

alarm.msgalarmnoticercpt=” admin@email_address”

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

ics.confファイルを編集するときにカレンダサービスを停止する必要はありま
せんが、変更を適用するためにサービスを再起動する必要があります。

手順
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ホットバックアップの有効化
ここで説明する内容は次のとおりです。

� 208ページの「ホットバックアップとは」
� 208ページの「ホットバックアップを有効にするには」

ホットバックアップとは
ホットバックアップは、現在書き込み中のトランザクションログを除くすべてのトラ
ンザクションログが適用されている最新のスナップショットで構成されていることが
理想的です。しかし、システムのビジー状態によっては、トランザクションログの適
用が遅れることがあります。このため、データベースにもホットバックアップにも適
用されていないログファイルがいくつか存在する可能性があります。

このようにライブデータベースと「ほぼ同じ内容」にするのは、なんらかの大惨事が
発生した場合やデータベースの破損が見つかった場合に停止時間とデータの損失を最
小限に抑えるためです。

新しいホットバックアップは、24時間ごとに新しいスナップショットが取得されると
きに開始されます。古いホットバックアップは検証され、破棄されるまで保存されま
す。詳細は、205ページの「循環バックアップの機能」を参照してください。

� ホットバックアップを有効にするには

1. コマンド行で、ics.confが格納されているディレクトリに移動します。

cd /etc/opt/SUNWics5/config

2. 次の ics.conf パラメータを “yes” に設定して、ホットバックアップを有効にしま
す。

caldb.berkeleydb.hotbackup.enable=”yes”

3. ホットバックアップディレクトリのディレクトリパスを指定します。

caldb.berkeleydb.hotbackup.path=
/var/opt/SUNWics5/hotbackup_directory

一次ディスクドライブにハードウェア障害が発生した場合に備えて、ホットバック
アップを別のディスクまたはディスクサブシステムで行うこともできます。こうす
ることにより、一次ドライブまたはサブシステム上で発生する I/Oの競合も減少
する場合があります。

高可用性 (HA)の設定を行っている場合は、このパスを共有ストレージ (/global
/cal/)のサブディレクトリとして指定します。第 7章も参照してください。

手順
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4. ics.confファイルの編集が終わったら、Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

ics.confファイルを編集するときにカレンダサービスを停止する必要はありま
せんが、変更を適用するためにサービスを再起動する必要があります。

アーカイブバックアップの有効化
ここで説明する内容は次のとおりです。

� 209ページの「アーカイブバックアップとは」
� 209ページの「アーカイブバックアップを有効にするには」

アーカイブバックアップとは
アーカイブバックアップは、スナップショットと、そのために作成されたログファイ
ルから構成されます。ログファイルは、スナップショットには適用されません。アー
カイブデータベースは、破棄されるまでディスクに残ります。205ページの「循環
バックアップの機能」を参照してください。

� アーカイブバックアップを有効にするには

1. コマンド行で、ics.confが格納されているディレクトリに移動します。

cd /etc/opt/SUNWics5/config

2. 次の ics.confパラメータを “yes”に設定して、アーカイブバックアップを有効に
します。

caldb.berkeleydb.archive.enable=”yes”

3. アーカイブディレクトリのディレクトリパスを指定します。

caldb.berkeleydb.archive.path=
/var/opt/SUNWics5/archive_backup_directory

一次ディスクドライブにハードウェア障害が発生した場合に備えて、アーカイブ
バックアップを別のディスクまたはディスクサブシステムで行うこともできます。
こうすることにより、一次ドライブまたはサブシステム上で発生する I/Oの競合
も減少する場合があります。

高可用性 (HA)の設定を行っている場合は、このパスを共有ストレージ (
/global/cal/)のサブディレクトリとして指定します。第 7章も参照してくださ
い。

手順
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4. ics.confファイルの編集が終わったら、Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin/start-cal

ics.conf ファイルを編集するときにカレンダサービスを停止する必要はありま
せんが、変更を適用するためにサービスを再起動する必要があります。

警告メッセージの無効化
ここでは、設定されていない csstoredプロセスによる日常的な警告メッセージにつ
いて、およびその停止方法について説明します。ここで説明する内容は次のとおりで
す。

� 210ページの「メッセージが発行される理由」
� 210ページの「csstoredの実行を無効にする方法」

メッセージが発行される理由
start-calプログラムはデフォルトで csstoredプロセスを起動します。バックエ
ンドマシンで、バックアップ用に csstoredを設定していない場合、またはフロント
エンドマシンにバックアップする必要があるデータベースを格納していない場合、設
定されていないすべてのマシンから、24時間ごとに情報メッセージが送信されます。
csstoredによるこのようなメッセージが必要ない場合は、csstoredの実行を無効
にする必要があります。

� csstoredの実行を無効にする方法

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次のパラメータを ics.confファイルに追加して、csstoredの実行を無効にし
ます。

service.store.enable="no"

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin/start-cal

手順
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ics.confファイルを編集するときにカレンダサービスを停止する必要はありま
せんが、変更を適用するためにサービスを再起動する必要があります。

注 –自動バックアップ用に csstoredを設定したマシンでは、csstoredを無効
にしないでください。

第 10章 •自動バックアップ (csstored)の設定 211



212 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



第 11章

ホストされたドメインの設定

Calendar Serverはホストされた (または仮想)ドメインをサポートしています。ホス
トされたドメインのインストールでは、各ドメインが Calendar Serverの同じインス
タンスを共有するため、1つのサーバーに複数のドメインが存在できます。各ドメイ
ンはネームスペースを定義し、1つのネームスペースではすべてのユーザー、グルー
プ、リソースが一意です。各ドメインには、変更可能な属性とユーザー設定もありま
す。

この章で説明する内容は次のとおりです。

� 214ページの「ホストされたドメインの概要」

� 214ページの「LDAPディレクトリの構造」
� 216ページの「Calendar Serverへのログイン」
� 217ページの「ドメイン間の検索」
� 218ページの「ホストされていないドメイン環境のサポート」

218ページの「ホストされたドメイン環境の設定」

� 222ページの「Messaging Serverを利用して作成したドメインの使用」

注 –『Sun Java System Communications Services 6 2005Q4 Deployment Planning
Guide』では、ホストされたドメインを使用するためのインストール準備に必要なす
べての手順を説明しています。

注意 –現在のサイトに複数の Calendar Serverインスタンスが設定されていたり、限定
的な仮想ドメインモードが設定されている場合は、移行要件の評価について購入先の
顧客サービスの担当者に問い合わせてください。
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ホストされたドメインの概要
ここでは、ホストされたドメインの概要について、次の項目を説明します。

� 214ページの「LDAPディレクトリの構造」
� 216ページの「Calendar Serverへのログイン」
� 217ページの「ドメイン間の検索」
� 218ページの「ホストされていないドメイン環境のサポート」

LDAPディレクトリの構造
ホストされたドメインのインストールでは、LDAPディレクトリは完全に区別され、
部分的な交差もありません。それぞれの LDAPディレクトリが DNS (ドメイン名シ
ステム)内のドメインを表します。ユーザー、グループおよびリソースの uidは各ド
メイン内で一意です。たとえば、uidが jdoeのユーザーは各ドメインで 1人だけで
す。識別名 (DN)は、各ドメインのルートを表します。

Calendar Serverは、ホストされたドメインで次の両方の LDAPディレクトリスキー
マバージョンをサポートしています。

� 214ページの「Sun LDAP Schema 2」 (互換モードまたはネイティブモード)
� 215ページの「Sun LDAP Schema 1」

Directory Serverセットアップスクリプト (comm_dssetup.pl)を実行するときに、
LDAP Schema 1または LDAP Schema 2のいずれかを選択できます。次の点に注意し
てください。

� 新規インストール: Calendar Serverを新規インストールとしてサイトにインストー
ルする場合は、LDAP Schema 2を使用します。

� アップグレード: Calendar Serverバージョン 5からのアップグレードでは、スキー
マバージョンを次のように選択します。

� シングルサインオン (SSO)などのAccess Manager機能を使用する場合、また
は Delegated Administratorを使用する場合は、LDAP Schema 2を選択しま
す。

� ホストされたドメインがない、Access Manager機能を使用しない、または
Delegated Administratorによるユーザーのプロビジョニングを行わない場合
は、どちらのスキーマバージョンも使用できます。ただし、可能であれば
LDAP Schema 2を使用します。

Sun LDAP Schema 2
次の図は、Sun LDAP Schema 2を使用する、ホストされたドメインのインストールで
の LDAPディレクトリ構造を示しています。
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図 11–1 LDAP Schema 2を使用する場合の LDAPディレクトリの構造

LDAP Schema 2ではフラットな LDAPディレクトリ構造を使用します。つまり、ド
メインはすべて同じレベルにあり、入れ子にはされません。ホストされたドメインの
インストールでは、最初のレベルのエントリ (この図では varriusDomain、
sestaDomain、および siroeDomain)がディレクトリ構造内で並列である必要があ
ります。これらのエントリを入れ子にすることはできません。

シングルサインオン (SSO)などのAccess Manager機能を使用する場合、または
Delegated Administratorを使用してユーザーをプロビジョニングする場合は、
Schema 2が必要です。ただし、複合型の形態として、DCツリーと組織ツリーの両方
を使用する 2ツリースキーマも存在します。これは Schema 1に似ていますが、
Schema 2のオブジェクトクラスと属性を使用します。これは、設定プログラム
(csconfigurator.sh)では Schema 1.5と呼ばれる Schema 2互換モードです。

Sun LDAP Schema 1
次の図は、Sun LDAP Schema 1を使用するホストされたドメインのインストールに対
する LDAPディレクトリ構造の例を示しています。

この構造には、ドメイン管理のための 2つのツリーが含まれます。DCツリーと組織
ツリー (OSI)です。

� DCツリー
� 組織 (OSI)ツリー
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図 11–2 LDAP Schema 1を使用する場合の LDAPディレクトリの構造

DCツリー (ノード)は、指定したドメイン名からドメインエントリを決定する DNS
に似ています。LDAP属性 inetdomainbasednは、ベース DNをポイントします。
ベース DNは、組織ツリー (ノード)内のドメインのユーザー、リソース、およびグ
ループのルートです。各ドメインでは、Calendar Serverのユーザー、リソース、グ
ループの IDは一意である必要があります。

注 –以前の LDAP設定に DCツリーが含まれていなかった場合、Schema 1モードま
たは Schema 2互換モードを使用するためには、218ページの「ホストされたドメイン
環境の設定」の説明に従ってユーザー自身が DCツリーノードを作成する必要があり
ます。

LDAP Schema 1を使用する、ホストされたドメインのインストールでは、ディレクト
リ検索でエントリを特定するために次の 2つの手順が必要です。

1. DCツリーで検索を行い、組織ツリー内のドメインのベース DN
(inetDomainBaseDN属性)をポイントする DN値を持つドメインエントリを特定
します。

2. 組織ツリーで検索を行ってドメインエントリを特定し、そのエントリのベース DN
に基づいてドメイン内のユーザー、リソース、またはグループを特定します。

Calendar Serverへのログイン
ホストされたドメインのインストールでは、各ユーザーはそのドメイン内で一意の
ユーザー ID (uid)を持つ必要があります。Calendar Serverへのログインは、次の形
式で行います。
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userid[@domain-name]

domain-nameを省略すると、ics.confファイルの service.defaultdomainパラ
メータに設定されているデフォルトドメイン名が適用されます。このため、ユーザー
は useridを指定するだけでデフォルトドメインにログインできます。

ホストされていないドメイン環境でのインストールでは、domain-nameは不要です。
ドメイン名を指定しても無視されます。

自動プロビジョニングが有効になっている場合、ユーザーが最初にログインしたとき
に Calendar Serverはそのユーザーのデフォルトカレンダを作成します。カレンダ作
成については、第 15章を参照してください。

ログインの許可は、icsStatus属性または icsAllowedServiceAccess属性に基
づいています。詳細は、399ページの「LDAP属性とプロパティー名」を参照してく
ださい。

ドメイン間の検索
デフォルトでは、ユーザーが検索し、予定への出席を依頼できるユーザーやグループ
は、各自のドメイン内のユーザーとグループに限定されています。ドメイン間の検索
機能を利用することで、あるドメインのユーザーがほかのドメインのユーザーやグ
ループを検索することができます。ただし、次の要件を満たしている必要がありま
す。

� 各ドメインは、ほかのドメインからのドメイン間検索を許可または拒否するアクセ
ス制御リスト (ACL)を icsExtendedDomainPrefs属性の domainAccessプロ
パティーに指定することができる。このためドメインは、そのドメイン内の検索を
特定のドメイン、またはすべてのドメインを対象に許可または拒否することができ
る。

domainAccessについては、399ページの「LDAP属性とプロパティー名」を参
照してください。ACLの一般的な説明については、49ページの「アクセス制御リ
スト (ACL)」を参照してください。

� 各ドメインは、そのドメインのユーザーが検索できる外部ドメインを指定できる。
ユーザーやグループを探すためにユーザーが検索する外部ドメインは、LDAP属性
icsDomainNamesによって決定される (外部ドメインのACLが検索を許可してい
る場合)。

たとえば、various.orgドメインの icsDomainNamesに sesta.comと
siroe.comが含まれる場合、various.orgのユーザーは sesta.comと
siroe.comに対するドメイン間検索を実行できます。icsDomainNamesについ
ては、399ページの「LDAP属性とプロパティー名」を参照してください。

ドメイン間検索を有効にする方法については、245ページの「ドメイン間の検索の有
効化」を参照してください。
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ホストされていないドメイン環境のサポート
Calendar Serverはホストされていないドメイン (つまり、シングルドメインを持つ)
環境での操作も引き続きサポートしています。たとえば、Calendar Serverバージョン
5以前の旧バージョンがインストールされている場合、ics.confのパラメータ
service.virtualdomain.supportを "no"に設定すれば、シングルドメイン環
境でも操作できます。248ページの「ホストされたドメインの有効化」も参照してく
ださい。

ただし、旧バージョンのコンポーネントデータベースを現在のバージョンに移行する
必要があります。移行の詳細については、第 4章を参照してください。

ホストされたドメイン環境の設定
ここでは、ホストされたドメインエントリを LDAPに新しく作成する前に実行しなけ
ればならない基本作業について説明します。

1. データベース移行ユーティリティーを実行します。

Calendar Serverバージョン 5から移行する場合、ホストされたドメインを設定す
る前に、cs5migrate、csmig、および csvdmigを実行済みであることを確認し
てください。Sunのテクニカルサポートから最新バージョンの cs5migrateを入
手できます。これらの移行ユーティリティーについては、第 4章を参照してくださ
い。

2. 実行していない場合は、comm_dsseetup.plを実行します。

これにより、ホストされたドメインのサポートに必要なパラメータで、ics.conf
ファイルが更新されます。

3. ics.confファイルを編集して、ホストされたドメインを有効にします。

次の表に、ホストされたドメインのサポートに使用される ics.confファイルの
設定パラメータの一覧とその説明を示します。この表に示すパラメータのいずれか
が ics.confファイルに含まれていない場合は、パラメータとそのパラメータに
関連する値をファイルに追加し、変更を適用するために Calendar Serverを再起動
します。

パラメータ 説明

service.virtualdomain.support ホストされた (仮想)ドメインモードのサ
ポートを有効化 ("yes")または無効化
("no")します。デフォルトは "no"です。
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パラメータ 説明

local.schemaversion LDAPスキーマのバージョンを指定しま
す。
� "1" = 215ページの「Sun LDAP Schema

1」。service.dcrootも参照してくだ
さい。

� "2" = 214ページの「Sun LDAP Schema
2」。service.schema2rootも参照し
てください。
デフォルトは "1"です。

service.dcroot local.schemaversion = 1 の場合に、
LDAPディレクトリの DCツリーのルート
サフィックスを指定します。

例: "o=internet"

ホストされた (仮想)ドメインモードでは、
Calendar Serverは service.dcrootパラ
メータを使用し、local.ugldapbasedn
および local.authldapbasednパラメー
タは使用されません。

反対に、ホストされていない (仮想)ドメイ
ンモードでは、Calendar Serverは
local.ugldapbasednおよび
local.authldapbasednパラメータを使用し、
service.dcrootパラメータは使用されま
せん。

service.schema2root local.schemaversion = 2 の場合に、下
にすべてのドメインが属するルートサ
フィックスを指定します。

例: "o=sesta.com"

service.defaultdomain Calendar Serverのこのインスタンスのデ
フォルトドメインを指定します。ログイン時
にドメイン名が指定されない場合は、このド
メイン名が適用されます。

例: "red.sesta.com"

service.loginseparator Calendar Serverが "userid[login-separator
]domain"をパースするときに
login-separatorで使用される区切り文字を指
定します。Calendar Serverは各区切り文字
を順に使用します。

デフォルトは "@+"です。
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パラメータ 説明

service.siteadmin.userid ドメイン管理者のユーザー IDを指定しま
す。

例: DomainAdmin@sesta.com

service.virtualdomain.scope ドメイン間検索を制御します。
� "primary":ユーザーがログインしてい
るドメイン内だけの検索

� "select":検索が許可されている任意の
ドメインでの検索
デフォルトは "select"です。

local.domain.language ドメインの言語を指定します。デフォルトは
"en" (英語)です。

4. デフォルトドメインエントリを作成します。

Schema 2では、デフォルトドメインは Delegated Administrator設定プログラム
(config-commda)によって作成されます。

Schema 1では、DCツリーの構造に応じて、デフォルトドメイン (ホストされたド
メインのいずれか 1つ)を DCツリーのルートサフィックスより 1つ以上下のレベ
ルに作成します。たとえば、ルートサフィックスが o=internetである場合、
215ページの「Sun LDAP Schema 1」に示すように、1つ下のレベルのノードは
comになります。ただし、デフォルトドメインは sesta.comなど、さらに 1ノー
ド下になります。DCツリーノードを作成する場合は、次の例に示すように、
csdomainを実行します。

csdomain -n o=com,dc=com,o=internet create comcsdomain
-n o=sesta.com,dc=sesta,dc=com,o=internet create sesta.com

5. デフォルトドメインエントリに対するカレンダサービスを有効にします。

Schema 1の場合: csattributeを使用して、LDAPの o=sesta.comドメインエ
ントリに、icsCalendarDomainオブジェクトクラスを追加します。

Schema 2の場合: Delegated Administratorの設定後、カレンダサービス (および
メールサービス)を追加するように、Delegated Administrator設定プログラムで作
成されたデフォルトドメインを変更します。次の例では、カレンダサービスとメー
ルサービスがホストされたドメインに追加されます。

commadmin domain modify -D admin -w passwd -d defaultdomain -S
cal,mail

6. ホストされたドメインをシステムに必要なだけ作成します。

Schema 2モードでホストされたドメインを追加する方法については、244ページ
の「新規のホストされたドメインの作成」を参照してください。

Schema 1のホストされたドメインを作成するには、次の例に示すように、
csdomain create を使用します。

csdomain -n o=red.sesta.com,dc=red,dc=sesta,dc=com
create red.sesta.com
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7. 218ページの「ホストされたドメイン環境の設定」の説明に従って、ホストされた
新規ドメインに対するカレンダサービスを有効にします。

8. calmasterサイト管理者ユーザーが存在しない場合、作成します。

Schema 2 では、次の例に示すように commadmin user create コマンドを使用
して calmasterユーザーを作成します。

commadmin user create -D admin -w passwd -F Calendar
-L Administrator -l calmaster -W calmasterpasswd -d sesta.com -S cal

注 – Delegated Administratorコンソールの「新規ユーザー」ウィザードを使用し
て calmasterを作成する方法については、Delegated Administratorオンライン
ヘルプを参照してください。

Schema 1では、次の例に示すように、csuserを使用して calmasterユーザー
を組織ツリー上に作成します。

csuser o=sesta.com,o=rootsuffix -d sesta.com
-g Calendar -s Administrator -ycalmasterpasswordcreate calmaster

9. 以前のホストされていないドメイン環境 (Schema 1)に calmasterサイト管理者
ユーザーがすでにある場合は、次の手順を実行して、その管理者ユーザーをデ
フォルトドメインに移動します。

a. 既存の calmaster LDAPエントリの LDAPダンプを実行して、
/tmp/calmaster.ldifなどの一時ファイルに保存します。

b. 次のように、ldapdeleteを使用して、組織ツリーのルートサフィックス上の
既存の calmaster LDAPエントリを削除します。

#ldapdelete -D "cn=Directory Manager" -w password
uid=calmaster,ou=People,o=rootsuffix

c. 次の LDIFの例に示すように、カレンダ管理者のグループエントリを変更
(uniqueMember属性を更新)して変更内容を反映させます。

dn:cn=Calendar Administrators,ou=Groups,o=rootsuffix
changetype:modifyreplace:uniqueMember
uniqueMember:uid=calmaster,ou=People,o=sesta.com,o=rootsuffix

グループエントリをホストされたドメインに移動する必要はありません。

10. WCAPコマンドの calidが完全修飾名で指定されるように、管理スクリプトを更
新します。つまり、各 calidにドメイン名を含める必要があります。例:
jsmith@sesta.com
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Messaging Serverを利用して作成したド
メインの使用
Messaging Serverが、ホストされたドメインをすでに作成している場合は、Schema 1
または Schema 2のいずれかに対してカレンダを有効にすることができます。ここで
説明する内容は次のとおりです。

� 222ページの「Schema 1メッセージングドメインでのカレンダ管理を有効にす
る」

� 222ページの「Schema 2メッセージングドメインでのカレンダ管理を有効にす
る」

Schema 1メッセージングドメインでのカレンダ管
理を有効にする
ドメインでカレンダ管理を有効にするには、カレンダを有効にする各ドメインに対し
て、次のオブジェクトクラスと 2つの属性を LDAPドメインエントリに追加します。

� オブジェクトクラス: icsCalendarDomain。

� 属性: icsStatus。値を “active”に設定します。

� 属性: icsExtendedDomainPrefs。属性オプション domainAccessの値を、ア
クセス制御に使用するACLに設定します。

これは 2 つの方法で行うことができます。csattribute add コマンドを使用する
か、次の例に示すように ldapmodifyを使用します。

dn:dc=sesta,dc=com,o=internet
changetype:modify
add:objectclass
objectClass:icsCalendarDomain
add:icsStatus
icsStatus:active
add:icsExtendedDomainPrefs
icsExtendedDomainPrefs:domainAccess=@@d^a^slfrwd^g;anonymous^a^r^g;@^a^s^g

Schema 2メッセージングドメインでのカレンダ管
理を有効にする
commdirmigを使用して既存のMessaging Server LDAPエントリを Schema 2にすで
に移行しているか、Messaging Server LDAPエントリを Schema 2モードで独自に作
成した場合は、次の 2つの手順でカレンダ管理を有効にします。
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1. Delegated Administrator ユーティリティーの commadmin domain modify コマ
ンドに -Sオプションを指定して実行し、カレンダサービスを各ドメインに追加し
ます。

または、Delegated Administratorコンソールを使用して、カレンダサービスを含
むサービスパッケージを、影響を受けるドメインに割り当てます。これを行うに
は、「組織」一覧ページの「サービスパッケージを割り当て」ボタンを使用しま
す。

2. Delegated Administrator ユーティリティーの commadmin user modify コマン
ドに -Sオプションを指定して実行し、カレンダを有効にした各ドメインの各ユー
ザーにカレンダサービスを追加します。

または、Delegated Administratorコンソールを使用して、カレンダサービスを含
むサービスパッケージを、影響を受けるドメインの各ユーザーに割り当てます。こ
れを行うには、影響を受ける各組織で、「ユーザー」一覧ページの「サービス
パッケージを割り当て」ボタンを使用します。

commadminコマンドについては、『Sun Java System Communications
Services 6 2005Q4 Delegated Administrator Guide』を参照してください。

Delegated Administratorコンソールについては、コンソールのオンラインヘルプを参
照してください。

commdirmigについては、『Sun Java System Communications Services 6 2005Q4
Schema Migration Guide』を参照してください。
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第 12章

Calendar Serverの管理

この章と222ページの「Messaging Serverを利用して作成したドメインの使用」以降
の章では、Calendar Serverの管理方法について説明します。ここで説明する内容は次
のとおりです。

� 228ページの「Calendar Serverの起動と停止」
� 229ページの「自動バックアップの有効化または無効化」
� 232ページの「グループスケジューリングエンジンキューの管理」
� 233ページの「Calendar Serverの監視」
� 237ページの「CLDキャッシュのクリア」
� 238ページの「サーバー名の変更」
� 238ページの「匿名アクセスの設定」
� 240ページの「プロキシ管理者のログインの有効化」
� 242ページの「Calendar Server設定の再読み込み」

Calendar Serverを管理するには、Delegated Administratorユーティリティー (従来の
ユーザー管理ユーティリティー)または Calendar Serverのコマンド行ユーティリ
ティーを実行するか、ics.conf設定ファイルを編集します。

コマンド行ユーティリティーを実行するには、Calendar Serverが稼動しているシステ
ムの管理権限を持つユーザーとしてログインする必要があります。

詳細は、付録 Dを参照してください。
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注 –管理に関するその他の内容については、別の章で説明します。説明する内容は次
のとおりです。

� 第 13章
� 第 14章
� 第 15章
� 第 16章
� 第 17章
� 第 18章
� 第 19章
� 第 20章
� 第 21章
� 第 22章

Calendar Serverの起動と停止
ここでは、start-calと stop-calの使用方法について説明します。ここで説明す
る内容は次のとおりです。

� 228ページの「start-calと stop-calについて」
� 229ページの「start-calを使用して Calendar Serverを起動するには」
� 229ページの「stop-calを使用して Calendar Serverを停止するには」

start-calと stop-calについて
Calendar Serverの起動と停止には、start-calコマンドと stop-calコマンドを使
用します。start-calと stop-calの各ユーティリティーは、
cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin ディレクトリに格納されています。これらのユー
ティリティーを、Calendar Serverがインストールされているローカルマシンで実行す
る必要があります。

注 – Calendar Serverに用意されている csstartと csstopの各ユーティリティー
は、従来リリースとの互換性維持だけを目的としています。可能であれば、Calendar
Serverの起動と停止には、start-calと stop-calユーティリティーを使用しま
す。

start-calユーティリティーは次の順序で Calendar Serverサービスを開始します。

1. enpd:予定通知サービス (ENS)
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2. csnotifyd:通知サービス

3. csadmind:管理サービス

4. csdwpd: DWP (データベースワイヤプロトコル)サービス。リモート Calendar
Serverデータベース設定がある場合にのみ起動される分散データベースサービス

5. cshttpd: HTTPサービス

6. csstored:自動バックアップサービス

これらのサービスについては、55ページの「Calendar Serverサービス」を参照して
ください。

� start-calを使用して Calendar Serverを起動するに
は

1. システムの管理権限を持つユーザーとしてログインします。

2. cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbinディレクトリに移動します。

3. Calendar Serverを起動します。

./start-cal

� stop-calを使用して Calendar Serverを停止するに
は

1. Calendar Serverが稼動しているシステムの管理権限を持つユーザーとしてログイ
ンします。

2. cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbinディレクトリに移動します。

3. Calendar Serverを停止します。

./stop-cal

自動バックアップの有効化または無効化
自動バックアップは、start-calの実行時に自動的に起動される csstoredプロセ
スによって管理されます。ただし、自動バックアップは任意に有効または無効にする
ことができます。デフォルトでは、自動バックアップは無効になっています。
csstoredプロセスは、自動バックアップが有効になっていない場合でも実行されま
す。

手順

手順
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自動バックアップには 2種類あります。ホットバックアップとアーカイブバック
アップです。各バックアップは個別に有効または無効にすることができます。

csstoredプロセスは、start-calを実行する前に設定しておく必要があります。
そうしないと、csstoredが設定されていないことを知らせるエラーメッセージが送
信されます。そのあとも、設定が行われるまで 24時間ごとに同じメッセージが送信
されます。

自動バックアップと csstoredの設定方法については、第 10章を参照してくださ
い。

次に示すのは、自動バックアップを有効化および無効化するための作業の一覧です。

� 230ページの「ホットバックアップを有効にするには」
� 230ページの「アーカイブバックアップを有効にするには」
� 231ページの「ホットバックアップを無効にするには」
� 231ページの「アーカイブバックアップを無効にするには」

� ホットバックアップを有効にするには

1. コマンド行で、ics.confが格納されているディレクトリに移動します。

cd /etc/opt/SUNWics5/config

2. 次の ics.confパラメータを “yes”に設定して、ホットバックアップを有効にし
ます。

caldb.berkeleydb.hotbackup.enable="yes"

3. ホットバックアップディレクトリのディレクトリパスを指定します。

caldb.berkeleydb.hotbackup.path=
/var/opt/SUNWics5/hotbackup_directory

デフォルトは現在のディレクトリです。

4. ics.confファイルの編集が終わったら、Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin/start-cal

ics.confファイルを編集するときにカレンダサービスを停止する必要はありま
せんが、変更を適用するためにサービスを再起動する必要があります。

� アーカイブバックアップを有効にするには

1. コマンド行で、ics.confが格納されているディレクトリに移動します。

cd /etc/opt/SUNWics5/config

手順

手順
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2. 次の ics.confパラメータを “yes”に設定して、アーカイブバックアップを有効に
します。

caldb.berkeleydb.archive.enable=”yes”

3. アーカイブディレクトリのディレクトリパスを指定します。

caldb.berkeleydb.archive.path=
/var/opt/SUNWics5/hotbackup_directory

デフォルトは現在のディレクトリです。

4. ics.confファイルの編集が終わったら、Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin/start-cal

ics.confファイルを編集するときにカレンダサービスを停止する必要はありま
せんが、変更を適用するためにサービスを再起動する必要があります。

� ホットバックアップを無効にするには
バックアップはデフォルトで無効になっています。以前に有効にしたバックアップを
無効にする場合は、次の手順を実行します。

1. コマンド行で、ics.confが格納されているディレクトリに移動します。

cd /etc/opt/SUNWics5/config

2. 次の ics.confパラメータを "no"に設定して、ホットバックアップを無効にしま
す。

caldb.berkeleydb.hotbackup.enable="no"

3. ics.confファイルの編集が終わったら、Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin/start-cal

ics.confファイルを編集するときにカレンダサービスを停止する必要はありま
せんが、変更を適用するためにサービスを再起動する必要があります。

� アーカイブバックアップを無効にするには
バックアップはデフォルトで無効になっています。以前に有効にしたバックアップを
無効にする場合は、次の手順を実行します。

1. コマンド行で、ics.confが格納されているディレクトリに移動します。

cd /etc/opt/SUNWics5/config

2. 次の ics.confパラメータを "no"に設定して、アーカイブバックアップを無効にし
ます。

caldb.berkeleydb.archive.enable="no"

手順

手順
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3. ics.confファイルの編集が終わったら、Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin/start-cal

ics.confファイルを編集するときにカレンダサービスを停止する必要はありま
せんが、変更を適用するためにサービスを再起動する必要があります。

グループスケジューリングエンジン
キューの管理
GSE (グループスケジューリングエンジン)は、コンポーネントデータベースを更新す
るために使用される予定のキューを保存します。管理者は Calendar Serverがキュー
を走査する間隔を調整するためのタイムアウト値を変更できます。また、必要に応じ
て、キュー内の予定を一覧表示したり、特定の予定を削除したりできます。

ここで説明する内容は次のとおりです。

� 232ページの「GSEについて」
� 232ページの「GSEキューについて」
� 233ページの「GSEキュー内のエントリのリスト表示」
� 233ページの「GSEキュー内のエントリの削除」

GSEについて
GSEにより、Calendar Serverユーザーは予定を作成したり、ほかのユーザーに出席
を依頼したりできます。出席者が同じ Calendar Serverに存在する場合は、予定は出
席者のカレンダにスケジューリングされます。出席者が異なる Calendar Serverに存
在する場合は、電子メールで出席依頼が送信されます。出席者は出席依頼に応じるか
拒否するかを決めることができ、GSEではその返信内容によって予定が更新されま
す。

GSEキューについて
GSEキューは実質的には GSEによって管理される独立したデータベースです。
Calendar Serverは、コンポーネントデータベースに対して実行する必要がある更新の
キューを走査します。

この走査の頻度を調節することで、Calendar Serverを調整できます。これは、
ics.confファイルの gse.belowthresholdtimeoutタイムアウト値を変更する
ことによって行われます。第 21章を参照してください。

GSEキューエントリは、csscheduleを使用して管理 (一覧表示や削除)できます。
csscheduleは、Calendar Serverがインストールされているローカルマシンで実行
する必要があります。
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GSEキュー内のエントリのリスト表示
GSEキュー内のエントリをリスト表示するには、csscheduleユーティリティーの
listコマンドを使用します。

たとえば、GSEキュー内のすべてのエントリを表示するには、次のように実行しま
す。

csschedule list

GSEキューに格納されている最初の 10エントリをリスト表示するには、次のように
実行します。

csschedule -c 10 list

calidが Holiday_Scheduleのカレンダの GSEキューに含まれるすべてのエント
リをリスト表示するには、次のように実行します。

csschedule -v list Holiday_Schedule

GSEキュー内のエントリの削除
GSEキュー内のエントリを削除するには、csscheduleユーティリティーの delete
コマンドを使用します。

たとえば、GSEキュー内のすべてのエントリを削除するには、次のように実行しま
す。

csschedule -v delete

calAというカレンダで、最初のスケジュール時刻が 2001年 11月 30日の 13時 30分
45秒、オフセット数が 1、一意の IDが 1111、定期予定 IDが 0、シーケンス番号が 0
のエントリを GSEキューから削除するには、次のように実行します。

csschedule -v -t 20011130T133045Z -o 1 -u 1111 -r 0 -n 0 delete calA

Calendar Serverの監視
システムの状態監視は、毎日の作業の一部として行うことをお勧めします。Calendar
Serverの状態監視には複数のユーティリティーツールを使用できます。csmonitor、
csstats、cstoolの各ユーティリティーを使用できます。また、システムの使用状
況の監視に役立つ多数のログファイルを設定することもできます。

ここで説明する内容は次のとおりです。

� 234ページの「csmonitorについて」
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� 234ページの「csmonitorを設定するには」
� 236ページの「カウンタ統計情報のリスト表示」
� 236ページの「cstoolによる監視」
� 236ページの「Calendar Serverログファイルの使用」

csmonitorについて
この Calendar Serverユーティリティーは、bashを必要とするシェルスクリプトで
す。このユーティリティーを呼び出すと、次の機能が実行されます。

� ics.confファイルで指定したログレベルに従って、次の各プロセスを監視およ
び記録する。csadmind、csnotifyd、cshttpd、enpd。

� cshttpdがコマンドを受け入れているかどうかを確認する。

� システムに LDAP接続が含まれているかどうかを確認する。

� 循環ログが有効になっている場合は、複数のトランザクションファイルが存在する
かどうかを確認し、存在する場合は電子メールで警告を送信する。

� カレンダデータベースの空きディスク容量をチェックして、適切な操作を行うのに
必要な容量があるかどうかを確認する。

� エラーが発生すると、このユーティリティーはエラーを記録し、ics.confパラ
メータ service.monitor.emailaddress.toで指定された管理者に電子メー
ルを送信する。

デバッグの目的で、モニターを非常に短い間隔の連続したループになるように設定で
きますが、システムリソースが余分に必要となるため、通常の運用ではそのモードに
しておかないことをお勧めします。

通常の環境で csmonitorを使用するには、選択した間隔で実行されるように設定し
ます。

csmonitorユーティリティーについては、付録 Dを参照してください。

� csmonitorを設定するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示す 1つ以上の ics.confパラメータを編集します。

手順
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パラメータ 説明とデフォルト値

service.monitor.continuous csmonitorを連続してループするかどうかを
指定します。"0":連続的にループしません
(デフォルト)。"1":連続的にループします。

このパラメータを “1”に設定すると、
csmonitorを自動的に実行できます。

service.monitor.loopsdelay 2つの監視ループの間の遅延時間を秒単位で
指定します。デフォルトは “60”秒です。

デバッグの目的ではこの間隔を短くし、本稼
働ではこの間隔を長くします。

service.monitor.emailaddress.from csmonitorが送信するメッセージの送信元
となる電子メールアドレスを指定します。デ
フォルトはなしです。

service.monitor.emailaddress.to csmonitorが送信するメッセージの送信先
となる電子メールアドレスを指定します。デ
フォルトはなしです。

service.monitor.csdb.logthreshold カレンダデータベース (csdb)を監視しま
す。最大ディスク消費量のしきい値を、
ディスク容量全体のパーセント値で指定しま
す。csdbディレクトリのディスク消費量が
この値を超えると、電子メールで警告
メッセージが送信されます。デフォルトは
“90”です。

logfile.monitor.logname csmonitorのログファイル名を指定しま
す。デフォルトは “csmonitor.log”で
す。

logfile.monitor.maxlogfilesize ログファイルの最大サイズを指定します。ロ
グファイルがこのサイズを超えると、
csmonitorはログを
csmonitor.log.timestampという名前で保
存し、現在のログをリセットします。デ
フォルトは “2097152”です。

service.monitor.dbglevel デバッグレベルを指定します。設定できる値
は 0～ 5です。この値が大きいほど、
csmonitorは詳細なメッセージを送信しま
す。デフォルトは “0”で、ログは指定され
ません。このパラメータを “5”に設定する
と、デバッグのログが指定されます。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal
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カウンタ統計情報のリスト表示
426ページの「csstats」ユーティリティーは、カレンダ設定 (counter.conf)ファイ
ルに定義されているカウンタオブジェクトからの統計情報を表示します。
httpstat、authstat、wcapstat、dbstatなどのカウンタオブジェクトは、
Calendar Serverに関する次のような情報を表示します。

� 並行接続の最大数と合計接続数
� ログインと接続の成功数と失敗数
� データベースの読み取り、書き込み、削除の回数

Calendar Serverのカウンタ統計情報については、付録 Eを参照してください。

cstoolによる監視
Calendar Serverがインストールされているマシンだけでなく、次のサービスに対して
も pingを実行できます。

� cshttpd
� csadmind
� enpd

cstoolの使用方法については、付録 Dを参照してください。

Calendar Serverログファイルの使用
Calendar Serverの各サービスは、状態に関する情報をそれぞれのログファイルに書き
込みます。次の表に示すように、各ログファイルにはサービス名に関連する名前が付
けられます。

サービス名 ログファイル名

管理サービス (csadmind) admin.log

分散データベースサービス (csdwpd) dwp.log

HTTPサービス (cshttpd) http.log

通知サービス (csnotifyd) notify.log

シングルサインオンのログ am_sso.log

起動コマンドのログ start.log

終了コマンドのログ stop.log

格納コマンドのログ store.log

Calendar Serverログファイルは、次のデフォルトディレクトリに格納されます。
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/var/opt/SUNWics5/logs

各ログファイルは、一意の番号によって識別される新しいログファイルにロールオー
バーされます。次に例を示します。

admin.log.8.1083013284 http.log.8.1083013284

次の表に示すように、Calendar Serverのログファイルに記録する予定の重要度は、6
段階に分かれています。Calendar Serverがログファイルに記録する予定の重要度は、
ics.confパラメータ logfile.loglevelの設定を変更して指定できます。

重要度 意味

CRITICAL 危険な状態にあります。

ERROR エラー状態にあります。

WARNING 警告状態にあります。

NOTICE 正常だが、特筆すべき状態にあります。これ
は、各カレンダサービスのデフォルトのレ
ポートレベルです。

INFORMATION 情報提供用。

DEBUG デバッグレベルのメッセージ。

ログ予定はタイムスタンプ、サーバーホスト名、重要度、プロセス名 (プロセス ID)、
予定の種類、優先度、説明から構成される 1行で表されます。

ics.confのログの設定については、付録 Eを参照してください。

CLDキャッシュのクリア
CLDキャッシュを有効にしている場合は、ときどきキャッシュをクリアする必要があ
ります。ここで説明する内容は次のとおりです。

� 237ページの「CLDキャッシュをクリアする理由」
� 238ページの「CLDキャッシュをクリアするには」

CLDキャッシュをクリアする理由
CLDキャッシュは、さまざまな理由でシステム設定との同期が取れなくなることがあ
ります。たとえば、次のような場合がこれに該当します。

� サーバーの追加、削除、または名前の変更を行った場合
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� サーバーを設定内のある機能から別の機能に移動した場合
� 1つ以上のカレンダを別のバックエンドサーバーに移動した場合

上記のいずれかを行った場合は、CLDキャッシュを更新するために、それをクリアす
る必要があります。

� CLDキャッシュをクリアするには

1. Calendar Serverを停止します。

2. /var/opt/SUNWics5/csdb/cld_cacheディレクトリ内のすべてのファイルを
消去します。ただし、cld_cacheディレクトリ自体は消去しません。

3. Calendar Serverを再起動します。

サーバー名の変更
設定内のサーバー名を追加、削除、または変更した場合は、エラーの発生を防ぐため
に「後処理」の手順をいくつか実行する必要があります。

� CLDキャッシュのクリア

� 古いサーバーを取り除く場合は、そのサーバーが指定されている ics.confパラ
メータからそれを削除します。

匿名アクセスの設定
匿名アクセスとは、認証を必要としない特殊なログインのことです。匿名ログインが
有効になっていると、公開カレンダへの読み書きアクセスがデフォルトで有効になり
ます。公開カレンダへの書き込みアクセスを拒否することも可能です。ここで説明す
る内容は次のとおりです。

� 239ページの「匿名アクセスを有効にするには」
� 240ページの「匿名ユーザーによる公開カレンダへの書き込みを無効にするには」

手順
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注 – Communication Expressでは、読み取りだけでなく、書き込みについても匿名ロ
グインが許可されている必要があります。120ページの「Communications Expressの
設定」を参照してください。

� 匿名アクセスを有効にするには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. ics.confに含まれる次のパラメータを編集して、匿名アクセスを有効にしま
す。

パラメータ 説明とデフォルト値

service.http.allowanonymouslogin 必要に応じて、このパラメータを “yes”に
設定し、匿名アクセス (ログイン)を有効に
します。デフォルト値は “yes”です。

service.calendarsearch.ldap 匿名ログインが有効になっているときには、
セキュリティー上の理由から、カレンダ検索
を行う際に最初に LDAPを検索できないよ
うにしたい場合があります。その場合に
は、このパラメータを “no”に設定します
(デフォルト)。

注 – Communications Expressでは、service.calendarsearch.ldapパラメー
タの値を “no”に設定する必要があります。この設定は、DWP環境で最良のパ
フォーマンスを得るためのシステム調整の指示とは矛盾しています。DWP環境と
は、データベースが複数のバックエンドに分散されている環境のことです。324
ページの「DWP環境でのカレンダ検索のパフォーマンス向上」を参照してくださ
い。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

手順
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� 匿名ユーザーによる公開カレンダへの書き込みを
無効にするには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すように ics.confのパラメータを編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

service.wcap.anonymous.

allowpubliccalendarwrite

匿名アクセスのユーザーによる公開カレンダへの書き込みを有効
または無効にします。アクセスを有効にするには、この値を
“yes”に設定します (デフォルト)。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

プロキシ管理者のログインの有効化
Communications Express用にプロキシ管理者のログイン (プロキシ認証)を有効にす
る必要があります。Communications Express用にプロキシ認証を設定する方法につ
いては、120ページの「Communications Expressの設定」を参照してください。

ただし、Communications Expressを使用しない場合でもプロキシ認証を有効にする
ことができます。この節では、Communications Expressを使用しない場合にプロキ
シ認証を有効にする手順について説明します。

� 241ページの「Communications Expressを使用しない場合にプロキシ認証を有効
にするには」

� 241ページの「プロキシ認証が機能していることを検証するには」

手順
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� Communications Expressを使用しない場合にプロ
キシ認証を有効にするには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. ics.confファイルを編集して次のパラメータを設定します。

service.http.allowadminproxy = "yes"

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. 新しい値を適用するために Calendar Serverを再起動します。

� プロキシ認証が機能していることを検証するには

� 次のWCAPコマンドを使用して、管理者プロキシログインが正しく機能すること
を確認します。

http://server[:port]
/login.wcap?user=admin-user&password=admin-password
&proxyauth=calendar-user

それぞれの意味は次のとおりです。

� server: Calendar Serverが稼動しているサーバーの名前。

� port: Calendar Serverのポート番号。デフォルトのポートは 80。

� admin-user: Calendar Serverの管理者。例: calmaster

� admin-password: admin-userのパスワード。

� calendar-user: Calendar Serverユーザーの calid。

コマンドの実行が成功すると、Calendar Serverは calendar-userのカレンダ
を表示します。問題が発生した場合は、「Unauthorized」というメッセー
ジが出力されます。次のような原因が考えられます。

� admin-userが Calendar Serverの管理者権限を持っていない。

� admin-passwordが正しくない。

� calendar-userが有効な Calendar Serverユーザーではない。

手順

手順
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Calendar Server設定の再読み込み
現在のリリースでは、設定の再読み込みに cstool refreshコマンドを使用しない
でください。その代わりに、stop-calコマンドと start-calコマンドを使用しま
す。詳細は、228ページの「Calendar Serverの起動と停止」を参照してください。
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第 13章

ホストされたドメインの管理

ここでは、ホストされたドメインの管理について、次の項目を説明します。

� 243ページの「適切なユーザー管理ツールの選択」
� 244ページの「新規のホストされたドメインの作成」
� 245ページの「ドメイン間の検索の有効化」
� 248ページの「ホストされたドメインの有効化」

適切なユーザー管理ツールの選択
インストールしたカレンダをホストされたドメイン用に設定し、第 11章で説明してい
る準備作業を行うと、新しいホストされたドメインを追加できるようになります。

各ドメインには、設定可能な属性とユーザー設定があります。これらの属性は、
icsCalendarDomainオブジェクトクラスに属しています。属性には、アクセス権、
アクセス制御リスト (ACL)、ドメイン検索、ドメイン検索のアクセス権、ユーザーの
状態、プロキシログインなどのユーザー設定が含まれます。

Calendar Serverのホストされた (または仮想)ドメインを管理するには、次の 2つの
ツールのセットのいずれかを使用します。

� Schema 2環境の場合は、Delegated Administratorコンソールまたはユーティリ
ティー。

Delegated Administratorは、Java Enterprise Systemインストーラで個別にインス
トール可能なコンポーネントです。このユーティリティーについては、『Sun Java
System Communications Services 6 2005Q4 Delegated Administrator Guide』を参
照してください。コンソールについては、Delegated Administratorコンソールの
オンラインヘルプを参照してください。

� Schema 1環境の場合は、Calendar Serverユーティリティーの csdomainおよび
csattribute。

243



Calendar Serverにインストールされています。csdomainで属性を追加または削
除できますが、modifyコマンドはありません。既存の属性の値を変更するには、
csattributeを使用します。また、csdomainで作成したドメインのオブジェク
トクラスに追加や削除を行う必要がある場合には、ldapmodifyを使用します。

csdomainおよび csattributeについては、付録 D を参照してください。

特定のオブジェクトクラスおよび属性については、『Sun Java System
Communications Services 6 2005Q4 Schema Reference』を参照してください。

ホストされたドメインの概要や、その他の入門的な内容については、第 11章を参照し
てください。

注意 – Calendar Serverは、Access Managerコンソールを使用してのドメイン管理は
サポートしていません。

新規のホストされたドメインの作成
次を参照して、Schema 2または Schema 1用のホストされたドメインを作成します。

� 244ページの「ホストされたドメインを追加するには (Schema 2)」
� 245ページの「ホストされたドメインを追加するには (Schema 1)」

ホストされたドメインを追加するには (Schema 2)
Delegated Administratorコンソールまたはユーティリティーのいずれかを使用できま
す。

� コンソール:「組織」一覧ページの「新しい組織を作成」ウィザードを使用しま
す。

詳細は、Delegated Administratorコンソールのオンラインヘルプを参照してくだ
さい。

� ユーティリティー: commadmin domain create コマンドを使用します。

たとえば、ドメイン sesta.comを作成するには、次のコマンドを実行します。

commadmin domain create -D calmaster
-d sesta.com -w calmasterpassword -S cal
-B backend.sesta.com

Delegated Administratorユーティリティーについては、『Sun Java System
Communications Services 6 2005Q4 Delegated Administrator Guide』を参照して
ください。
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ホストされたドメインを追加するには (Schema 1)
csdomainを実行するには、ホストされたドメインモードである必要があります。ホ
ストされたドメインを有効にする方法については、第 11章を参照してください。

Schema 1 でホストされたドメインを作成するには、csdomain create を使用しま
す。たとえば、west.sesta.comを作成するには、次のコマンドを使用します。

csdomain create west.sesta.com

ドメイン間の検索の有効化
ここでは、ドメイン間の検索を有効にするために必要な 2つの作業について説明しま
す。

� このドメインの検索を許可する各ドメインの LDAPエントリに 245ページの「こ
のドメインの検索を許可するドメインの名前を追加する」。

� このドメイン内のユーザーが予定への出席依頼を送信する場合の 247ページの「こ
のドメインによって検索されるドメインの名前を追加する」。

これを実行するには、次のいずれかのツールを使用できます。ldapmodify (Schema
1および 2)、または Delegated Administratorコンソールまたはユーティリティー
(Schema 2の場合)

このドメインの検索を許可するドメインの名前を
追加する
各ドメインの LDAPエントリは、icsExtendedDomainPrefs属性の
domainAccessパラメータで定義されているACEのアクセス権を指定します。外部
ドメインにこのドメインの検索を許可する方法には、次の 2種類があります。

� 245ページの「特定のドメインにこのドメインの検索を許可するには」
� 246ページの「すべての外部ドメインにこのドメインの検索を許可するには」

ACIの構成については、48ページの「カレンダのアクセス制御」で詳細に説明してい
ます。

特定のドメインにこのドメインの検索を許可するには
これを実行する方法には次の 3つがあります。

� ldapmodifyを使用して、icsExtendedDomainPrefsの domainAccess設定
に次のACE文字列を作成します。
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@domain_being_allowed ^a^lsfr^g

このドメインの検索を許可するドメインを指定し、そのあとに検索を許可するため
の十分な権限を指定してACEを構成します。

� Delegated Administrator ユーティリティーのコマンド commadmin domain
modifyを使用して、icsExtendedDomainPrefs属性の domainAccess設定
を指定するACE文字列を追加します。

たとえば、Schema 2環境では、次のようにして sesta.comにより siroe.com
からの検索が許可されます。

commadmin domain modify -D admin
-w adminpassword -X hostmachine_1 -d sesta.com
-A +icsextendeddomainprefs:"domainAccess=@@d^a^slfrwd^g;

@siroe.com^a^lsfrwd^g;anonymous^a^r^g;@^a^s^g"

� Delegated Administratorコンソールを使用すると、組織のプロパティーを作成ま
たは編集するときに、ドメインに「次の組織内のユーザーからの招待を許可する」
リストを追加できます。

これにより、icsExtendedDomainPrefs属性の domainAccess設定が更新さ
れます。

注 –上に挙げた最初の 2つの方法ではドメインに与える正確なアクセス権を指定でき
ますが、最後の Delegated Administratorコンソールを使用する方法の場合は、管理
者に同様の権限が許可されません。アクセス権の一覧が事前に設定されています。許
可されているアクセス権は、空き/予定ありアクセスと、予定スケジュールアクセス
です。カレンダの所有者がすべてのユーザーに対して読み取りアクセス権を設定しな
いかぎり、ユーザーは予定の詳細を参照できません。

すべての外部ドメインにこのドメインの検索を許可するに
は
すべての外部ドメインにこのドメインの検索を許可するには、次の 3つの方法があり
ます。

� ldapmodifyを使用して、icsExtendedDomainPrefsの domainAccess設定
に次のACE文字列を作成します。

@^a^slfr^g

すべてのドメインが検索を実行するのに十分なアクセス権を持つように指定して、
ACEを構成します。

� Delegated Administrator ユーティリティーのコマンド commadmin domain
modifyを使用して、icsExtendedDomainPrefs属性の domainAccess設定
を指定するACE文字列を追加します。

たとえば、Schema 2環境では、次のようにして sesta.comによりすべてのドメ
インからの検索が許可されます。

commadmin domain modify -D admin
-w adminpassword -X hostmachine_1 -d sesta.com
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-A +icsextendeddomainprefs:"domainAccess=@@d^a^slfrwd^g;
anonymous^a^r^g;@^a^slfr^g"

注 –文字 @@dは、一次所有者のドメインを表します。

� Delegated Administratorコンソールを使用すると、組織のプロパティーを作成ま
たは編集するときに、ドメインに「次の組織内のユーザーからの招待を許可する」
リストを追加できます。

これにより、icsExtendedDomainPrefs属性の domainAccess設定が更新さ
れます。

注 –上に挙げた最初の 2つの方法ではドメインに与える正確なアクセス権を指定でき
ますが、最後の Delegated Administratorコンソールを使用する方法の場合は、管理
者に同様の制御が許可されません。アクセス権の一覧は事前に設定されています。許
可されているアクセス権は、空き/予定ありアクセスと、予定スケジュールアクセス
です。カレンダの所有者がすべてのユーザーに対して読み取りアクセス権を設定しな
いかぎり、ユーザーは予定の詳細を参照できません。

このドメインによって検索されるドメインの名前
を追加する
このドメインによって検索される外部ドメインを追加するには、次の 3つの方法があ
ります。

� ldapmodifyを使用して、このドメイン内のユーザーが検索することのできる外
部ドメインごとに 1つの icsDomainNamesインスタンスを追加します。

たとえば、ドメイン間の検索を行う場合、sesta.comは siroe.comと
example.comの両方を検索します。ldapmodify (Schema 1または Schema 2用)
を使用して、次の LDIFを作成します。

dn: dc=sesta, dc=com, o=internet
changetype: modify
add: icsDomainNames
icsDomainNames:siroe.com
icsDomainNames:example.com

� Delegated Administrator ユーティリティーのコマンド commadmin domain
modifyを使用して、検索対象ドメインの名前を追加するためのオプション -Aを
指定します。

次に例を示します。

commadmin domain modify -D admin
-w adminpassword -X hostmachine_1 -d sesta.com
-A +icsDomainNames:siroe.com
-A +icsDomainNames:example.com
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� Delegated Administratorコンソールを使用すると、組織のプロパティーを作成ま
たは編集するときに、ドメインに「カレンダーを招待する組織」リストを追加で
きます。

これにより、ドメインの LDAPエントリに icsDomainNames属性が追加されま
す。このドメイン内のユーザーが予定への出席依頼を送信する場合は、検索対象の
外部ドメインごとに 1つの属性を追加します。

詳細は、Delegated Administratorコンソールのオンラインヘルプを参照してくだ
さい。

ホストされたドメインの有効化
デフォルトでは、Calendar Serverはホストされていないドメインになっています。
Java Enterprise Systemで Calendar ServerおよびMessaging Serverを使用する場合
は、ホストされたドメインを使用することをお勧めします。

インストールされている Calendar Serverのホストされたドメインを有効または無効
にするには、ics.confファイルを編集します。

� ホストされたドメインを有効にするには

1. ics.confファイルを次のように編集します。

service.virtualdomain.support="yes" (デフォルトは "no")

2. カレンダサービスを再起動します。

ホストされたドメインを実装するために必要なすべての ics.confパラメータの
一覧については、218ページの「ホストされたドメイン環境の設定」を参照してく
ださい。

� ホストされたドメインを無効にするには

1. ics.confファイルを次のように編集します。

service.virtualdomain.support="no"

2. カレンダサービスを再起動します。

手順

手順
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第 14章

ユーザーとリソースの管理

この章では、ユーザーとリソースの管理のための Calendar Serverユーティリティー
の使用方法について説明します。この章で説明する内容は次のとおりです。

� 249ページの「ユーザー管理ツール」
� 250ページの「ユーザーとリソースの作成」
� 253ページの「ユーザーの管理」
� 260ページの「リソースの管理」
� 263ページの「ユーザーおよびリソース LDAP属性の管理」

ユーザー管理ツール
次のいずれかのユーザー管理ツールを使用して、カレンダのユーザーとリソースを管
理できます。

� Delegated Administratorコンソール

この GUIを使用して、Calendar Server用の LDAPにユーザーとリソースをプロ
ビジョニングします。GUIの使用方法については、Delegated Administratorコン
ソールのオンラインヘルプを参照してください。

� Delegated Administratorユーティリティー (commadmin)

これらのツールを使用して、Calendar Server用の LDAPにユーザーとリソースを
プロビジョニングします。詳細な手順については、『Sun Java System
Communications Services 6 2005Q4 Delegated Administrator Guide』を参照して
ください。

注 – Delegated Administratorはカレンダを管理しません。ユーザーとリソースのカレ
ンダを作成するには、Calendar Serverユーティリティーを使用します。

� Calendar Serverユーティリティー (csuserおよび csresource)
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これらのユーティリティーを使用して、カレンダを管理します。さらに、設定で次
の基準をすべて満たしている場合は、ユーザーとリソースの管理にも使用できま
す。

� Access Managerを使用していない。
� Sun LDAP Schema 1を使用して、以前のバージョンの Calendar Serverまたは

Messaging Serverがインストールされている。
� Schema 1を使用し続ける予定である。

このマニュアルに含まれているコマンド行ユーティリティーの参考資料、付録 D
も参照してください。

注 – Schema 2および Delegated Administratorを使用している場合でも、Calendar
Serverコマンド行ユーティリティーを使用して特別な機能を実行する必要がある場合
もあります。このような場合には、どのユーティリティーを使用すればよいか、作業
指向のこのマニュアルの記述を参照してください。

ユーザーとリソースの作成
ここでは、Calendar Serverの新規ユーザーとリソースの管理に関する次の情報につい
て説明します。

� 250ページの「Schema 2の新規ユーザーを作成するには」
� 251ページの「Schema 1の新規ユーザーを作成するには」
� 251ページの「Schema 2の新規リソースを作成するには」
� 251ページの「Schema 1の新規リソースを作成するには」
� 252ページの「必須の mail属性を追加するには」

Schema 2の新規ユーザーを作成するには
Delegated Administratorコンソールまたはユーティリティーのいずれかを使用できま
す。

� Delegated Administratorコンソール

Delegated Administratorコンソールで、「新規ユーザー」ウィザードを使用しま
す。ユーザーを配置する組織の「ユーザー」一覧ページで「新規」をクリックしま
す。詳細は、Delegated Administratorコンソールのオンラインヘルプを参照して
ください。

� Delegated Administratorユーティリティー

commadmin ユーティリティーの user create コマンドを使用します。たとえ
ば、ユーザー jdoeを sesta.comドメインに追加するには、次のように実行しま
す。
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commadmin user create -D calmaster -F John -n sesta.com
-k hosted -l jdoe -w calmasterpassword -W jdoepassword -L Doe -S cal
-B red.sesta.com -E jdoe@sesta.com

commadminユーティリティーで使用可能なすべてのオプションの詳細について
は、『Sun Java System Communications Services 6 2005Q4 Delegated
Administrator Guide』を参照してください。

Schema 1の新規ユーザーを作成するには
csuserユーティリティーを使用します。たとえば、ユーザー jdoeを sesta.com
ドメインに追加するには、次のように実行します。

csuser -m jdoe@sesta.com -d sesta.com create jdoe

Schema 2の新規リソースを作成するには
Delegated Administratorコンソールまたはユーティリティーのどちらも使用できま
す。

� Delegated Administratorコンソール

Delegated Administratorコンソールで、「新規カレンダーリソースを作成」
ウィザードを使用します。リソースを配置する組織の「カレンダーリソース」タブ
で「新規」をクリックします。詳細は、Delegated Administratorコンソールのオ
ンラインヘルプを参照してください。

� Delegated Administratorユーティリティー

commadminユーティリティーの rescource createコマンドを使用して、
LDAPエントリを作成します。たとえば、会議室 Conference_Room_100を追加
するには、次のコマンドを使用します。

commadmin resource create -D calmaster
-w calmasterpassword -n sesta.com -c room100
-N Conference_Room_100

次に、csresourceを使用して、実際のリソースカレンダを作成する必要があり
ます。リソースカレンダの作成方法については、272ページの「カレンダの作成」
を参照してください。

commadminユーティリティーで使用可能なすべてのオプションの詳細について
は、『Sun Java System Communications Services 6 2005Q4 Delegated
Administrator Guide』を参照してください。

Schema 1の新規リソースを作成するには
csresourceユーティリティーを使用して、LDAPエントリとリソースカレンダの両
方を作成します。たとえば、プロジェクタ P101を追加するには、次のコマンドを使
用します。
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csresource -m p101@siroe.com -c p101 create Projector_101

csresourceについては、417ページの「csresource」を参照してください。

必須の mail属性を追加するには
Calendar Serverでは、ユーザーおよびリソースに、ユーザーまたはリソースの電子
メールアドレスを含む mail属性が指定されていることが必要です。この属性を指定
することにより、電子メールアドレスまたは calidを使用してカレンダやリソース
の検索を実行できます。Delegated Administratorを使用して新規ユーザーを作成する
と、mail属性が自動的に追加されます。この処理は、そのユーザーにメールサービ
スが割り当てられていない場合でも実行されます。

注 – Calendar Serverでは、リソースカレンダの電子メール通知をサポートしていませ
ん。

mail属性を追加しても、ユーザーカレンダの電子メール通知は有効になりません。

ユーザーカレンダの電子メール通知を有効にするには、ユーザーの LDAPエントリに
次の 2つの属性を追加します。

icsExtendedUserPrefs:ceNotifyEnable=1
icsExtendedUserPrefs:ceNotifyEmail=jdoe@sesta.com

以前のバージョンの Calendar Server (mail属性が必要ではなかったバージョン)で
ユーザーおよびリソースを追加している場合、既存のユーザーおよびリソース LDAP
エントリへの mail属性の追加が必要になる場合があります。

ここで説明する内容は次のとおりです。

� 252ページの「mail属性が設定されているかどうかをチェックするには」
� 253ページの「mail属性を既存のユーザーおよびリソースに追加するには」

mail属性が設定されているかどうかをチェックするには
属性が設定されているかどうかをチェックするには、-v (verbose、詳細出力)オプ
ションを指定して csattribute listコマンドを実行します。

csattribute -v list Room100

出力により mail属性が設定されているかどうかがわかります。

cn=Room 100,ou=conferenceRooms,dc=sesta,dc=com
has mail: Room100@sesta.com
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mail属性を既存のユーザーおよびリソースに追加するに
は
既存のユーザーおよびリソースに mail属性を追加するには、次のいずれかの方法を
使用します。

� Calendar Serverの 381ページの「csattribute」ユーティリティーを使用する。

次の例では、Room100という既存の会議室の LDAP mail属性を sesta.com
サーバーに追加します。

csattribute -a mail=Room100@sesta.com add Room100

� ldapmodifyを使用して、属性を LDAPエントリに直接追加する。

ユーザーの管理
ユーザーの作成が完了すると、csuserユーティリティーを使用して次の管理作業を
実行できます。

� 253ページの「ユーザー情報を表示するには」
� 254ページの「ユーザーを無効にするには」
� 255ページの「ユーザーを有効にするには」
� 256ページの「電子メールのエイリアスを設定するには」
� 256ページの「ユーザーのカレンダ機能の有効性を確認するには」
� 257ページの「LDAPからユーザーを削除するには」
� 259ページの「ユーザーの属性をリセットするには」
� 259ページの「ユーザー名を変更するには」
� 260ページの「ユーザーが書き込み可能な公開カレンダを所有するのを禁止するに
は」

ユーザー情報を表示するには
すべてのカレンダユーザーを一覧表示したり、特定ユーザーのカレンダ属性を表示し
たりするときは、csuserユーティリティーの listコマンドを使用します。

たとえば、カレンダ機能が有効なすべてのユーザーを表示するには、次のように実行
します。

csuser list

jsmithという単一ユーザーのすべてのカレンダ属性を表示するには、次のように実行
します。

csuser -v list jsmith
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ユーザーを無効にするには
ユーザーを無効にする目的は、ユーザーが Calendar Serverにログインできないよう
にすることです。この処理方法は、どのユーザー管理ツールを使用してユーザーを作
成したかによって異なります。Delegated Administratorコンソールで作成したユー
ザーは、その管理にもこのツールを使用するようにしてください。同様に、Delegated
Administratorユーティリティーを使用してユーザーにカレンダサービスを割り当て
た場合は、サービスを削除する場合もこのツールを使用します。最後に、ホストされ
ていないドメイン環境にあるユーザーは、Calendar Serverユーティリティーだけを使
用して管理するようにしてください。各ツールにより、少し処理が異なります。

ここで説明する内容は次のとおりです。

� 254ページの「Delegated Administratorコンソール」
� 254ページの「Delegated Administratorユーティリティー (commadmin user

delete)」
� 255ページの「Calendar Serverユーティリティー (csuser disable)」(Calendar

Serverユーティリティー)

Delegated Administratorコンソール
Delegated Administratorコンソールで、「ユーザー」一覧ページからユーザーを選択
します。このユーザーのプロパティーで、カレンダサービスを含むサービスパッケー
ジを削除します。これにより、このユーザーがカレンダに対して無効になり、ユー
ザーの icsStatusが inactiveに設定されます。

注 –パッケージにその他のサービスも含まれている場合は、カレンダが含まれていな
い別のパッケージを使用して、これらのサービスを再度割り当てる必要があります。

Delegated Administratorユーティリティー (commadmin
user delete)
ユーザーがカレンダサービスにアクセスできないようにするには、次の例に示すよう
に、ユーザーの LDAPエントリからサービスを削除します。

commadmin user delete jsmith -S cal

これにより、LDAPエントリを完全に削除することなく、このユーザーがカレンダに
対して無効になります。さらに、このコマンドによって、ユーザーの icsStatusも
inactiveに変更されます。
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Calendar Serverユーティリティー (csuser disable)
disableコマンドにより、ユーザーはカレンダデータにアクセスできなくなります
が、そのユーザーの情報は LDAPエントリや Calendar Serverデータベースから削除
されません。このコマンドによって、icsStatus属性が activeから inactiveに
変更されます。ホストされていないドメインモードには、カレンダサービスのような
ものは存在しません。

たとえば、jsmithによる Calendar Serverへのアクセスを無効にするには、次のよ
うに実行します。

csuser disable jsmith

ただし、jsmithが現在 Calendar Serverにログインしている場合は、ログオフする
まで jsmithはカレンダデータへのアクセスを維持できます。

ユーザーを有効にするには
ユーザーを有効にするには、次のいずれかのユーティリティーを使用します。

� 255ページの「Delegated Administratorコンソール」
� 255ページの「Delegated Administrator (commadmin user create)」(Schema 2の
場合)

� 256ページの「Calendar Serverユーティリティー (csuser enable)」(Schema 1の場
合)

Delegated Administratorコンソール
新規ユーザーと既存のユーザーの両方を有効にすることができます。

� 新規ユーザー:ユーザーを作成するときに、「新規ユーザー」ウィザードを使用し
て、カレンダサービスを含むサービスパッケージをユーザーに割り当てます。ユー
ザーは自動的に有効になります。

� 既存のユーザー:「ユーザー」一覧ページからユーザーを選択し、「サービス
パッケージを割り当て」ウィザードを使用して、カレンダサービスを含むサービス
パッケージを選択します。ユーザーは自動的に有効になります。

Delegated Administrator (commadmin user create)
ユーザーを作成する場合は、次の例に示すように、カレンダサービスに対してその
ユーザーを有効にします。

commadmin user create jsmith -S cal

ユーザーの作成時に、カレンダサービスに対してユーザーを有効にしていない場合
は、次の例に示すように、modifyコマンドを使用して、あとでカレンダサービスを
ユーザーに追加できます。

第 14章 •ユーザーとリソースの管理 255



commadmin user modify jsmith -S cal

Calendar Serverユーティリティー (csuser enable)
ユーザーエントリの作成時に csuser create を使用した場合、ユーザーは自動的に
有効になります。

ユーザーが、カレンダ機能が有効でない別のユーザー (つまり、デフォルトカレンダ
を持たないユーザー)に要求を送信すると、Calendar Serverはカレンダが見つからな
いことを示すエラーを送信元ユーザーに返します。

電子メールのエイリアスを設定するには
カレンダユーザー用の電子メールのエイリアスを設定する必要がある場合は、その
ユーザーの LDAPエントリに mailalternateaddress属性を追加します。mail属
性は主要メールアドレスを提供し、mailalternateaddress属性は電子メールのエ
イリアスに使用されます。どちらの属性も、メールアドレスをユーザーのカレンダ ID
(calid)にマッピングします。

この属性を追加するには、Calendar Serverユーティリティーの csattributeを使
用するか、または ldapmodifyで直接 LDAPを更新します。次の例では、
csattributeを使用しています。

注 –これらの変更を有効にするには、エイリアスのテーブルまたは設定の再構築が必
要となる場合があります。Messaging Server (または使用するその他の電子メール製
品)のマニュアル、およびメールサービスの変更に関するサイト固有のドキュメント
および手順を参照してください。Messaging Serverのマニュアルは、次のWebサイ
トで入手できます。http://docs.sun.com/coll/1312.1

例 14–1 csattributeを使用した電子メールのエイリアスの追加

たとえば、JohnSmithという名前のユーザーに対して、以下の値を持つ
mailalternateaddress属性を追加するには次のようにします。

� ユーザー ID (uid)および calid: johnsmith
� password: John Smithのパスワード
� 電子メールアドレス: john.smith@sesta.com
� 電子メールのエイリアス: johns@sesta.comおよび jsmith@sesta.com

csattribute -a mailalternateaddress=johns@sesta.com add johnsmith
csattribute -a mailalternateaddress=jsmith@sesta.com add johnsmith

ユーザーのカレンダ機能の有効性を確認するには
ディレクトリサーバーに特定のユーザーが存在し、そのユーザーが Calendar Server
のデータにアクセスできるかどうかを調べるには、csuserユーティリティーの
checkコマンドを使用します。
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たとえば、jsmithのカレンダ機能が有効であるかどうかを調べるには、次のように
実行します。

csuser check jsmith

checkコマンドによって、ユーザーが LDAPディレクトリサーバーに存在しないこ
とが検出された場合は、そのユーザーのディレクトリサーバーエントリを作成する必
要があります。

LDAPからユーザーを削除するには
ユーザーをホストドメインまたはホストされていないドメインのどちらから削除する
かに応じて異なるツールを使用します。

� 257ページの「Delegated Administratorを使用した Schema 2でのユーザーの削
除」

� 258ページの「Schema 1環境でのユーザーの削除」
� 259ページの「ホストされていないドメインの場合のみ:削除のマークは付いてい
るが破棄されていないユーザーの削除取消し」

注意 – undeleteコマンドはありません。

Delegated Administratorを使用してホストドメイン内のユーザーを削除したら、これ
らのユーザーは破棄して、最初から再度追加する必要があります。破棄されるまで、
ユーザー名は再利用できません。

ホストされていないドメインについては、259ページの「ホストされていないドメイ
ンの場合のみ:削除のマークは付いているが破棄されていないユーザーの削除取消し」
を参照してください。

� Delegated Administratorを使用した Schema 2でのユー
ザーの削除
Delegated Administratorのどちらのインタフェースでも、ユーザーに削除のマークを
付けることができます。ただし、Delegated Administratorコンソールでは LDAPか
らユーザーを破棄できません。破棄するためには Delegated Administratorユー
ティリティーを使用する必要があります。次の作業一覧は、LDAPからユーザーを削
除するための手順を示しています。ユーザーは、最後の手順を完了するまで LDAPか
ら実際には削除されません。

1. ユーザーエントリに削除のマークを付けます。

Delegated Administratorコンソールの場合:「ユーザー」一覧ページで、削除する
ユーザーを選択し、「削除」をクリックします。

手順
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Delegated Administratorユーティリティーの場合: commadmin user deleteコマン
ドを使用します。次に例を示します。

commadmin user delete -D chris -n siroe.com
-w bolton -l jsmith

どちらの場合も、ユーザー LDAPエントリ内の icsStatus属性が activeから
deletedに変更されます。

2. 次の例に示すように、Calendar Serverユーティリティーの cscleanを使用し
て、特定のドメインまたはすべてのドメインの削除したすべてのユーザーに属する
すべてのカレンダを削除します。

csclean clean “*”

または、あるドメインの削除したすべてのユーザーに属するカレンダを削除するに
は、次の例に示すように実際のドメインを指定します。csclean clean
sesta.com

ヒント –ユーザーのカレンダを削除する前に LDAPからユーザーを誤って破棄した
場合は、276ページの「ユーザーカレンダの管理」で説明されている cscalユー
ティリティーを使用して、あとでカレンダを削除することができます。

3. Delegated Administrator ユーティリティーのコマンド commadmin domain
purgeを使用して、削除のマークが付けられているすべてのユーザーのドメイン
を破棄します。

次に例を示します。

commadmin domain purge -D chris -d sesta.com -n siroe.com -w bolton

この例では、sesta.comの削除のマークが付けられているすべてのユーザーが永
久に削除されます。

ヒント –ときどき、このユーティリティーを手動で実行し、LDAPディレクトリを
クリーンアップします。このコマンドについては、『Sun Java System
Communications Services 6 2005Q4 Delegated Administrator Guide』を参照して
ください。

Schema 1環境でのユーザーの削除
指定されたユーザーの LDAPエントリとそのユーザーのデフォルトカレンダを削除す
るには、Calendar Serverユーティリティーの csuser deleteコマンドを使用しま
す。

たとえば、ユーザー jsmithの LDAPエントリおよびデフォルトカレンダを削除する
には、次のコマンドを使用します。
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csuser delete jsmith

このユーザーに属するその他のカレンダを削除する場合は、276ページの「ユーザー
カレンダの管理」の説明に従って cscalを使用する必要があります。

ホストされていないドメインの場合のみ:削除のマークは
付いているが破棄されていないユーザーの削除取消し
ホストされていないドメインの場合は、削除のマークは付いているがまだ破棄されて
いないユーザーの削除を取り消すために、そのユーザーの icsStatus属性を
activeにリセットすることが必要です。これを実行するには、ldapmodifyを使用
して直接 LDAPエントリを変更するか、または Calendar Serverユーティリティーの
csattributeを使用します。

ただし、ホストされていないドメインでユーザーを破棄した後は、LDAPサーバー情
報をバックアップから復元することしかできません。

ユーザーの属性をリセットするには
特定のユーザーのすべてのカレンダ LDAP属性をデフォルトの設定に戻すには、
csuserユーティリティーの resetコマンドを使用します。

たとえば、jsmithのすべてのカレンダ属性をデフォルトの設定に戻すには、次のよ
うに実行します。

csuser reset jsmith

注 –カレンダユーザーをリセットすると、icsCalendarUser (オブジェクトクラ
ス)、icsSubscribed、icsCalendarOwned、icsCalendar、icsDWPHost
(LDAP CLDが設定されている場合)を含むすべてのカレンダ属性がユーザーの LDAP
エントリから消去されます。Calendar Server管理者がユーザーに代わってカレンダを
作成することはできません。

次の場合に、ユーザーの LDAPエントリにこれらの属性が復元されます。

� ユーザーが Calendar Serverにログインし直した場合、または

� Calendar Server 管理者がそのユーザーに対して csuser enable コマンドを実行
した場合 (この場合でも、icsDWPHost属性は復元されない)。

ユーザー名を変更するには
1つ以上のユーザー IDを変更する必要がある場合は、csrenameユーティリティーを
実行します。このユーティリティーは、次の手順で実行します。
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� Calendar Server LDAP属性のユーザー ID (icsという接頭辞が付いている)を変
換します。LDAPディレクトリが同じ場所で更新されます。

� Calendar Serverデータベースファイルの予定や作業のユーザー名を変更します。
これによって、新しいデータベースが出力先ディレクトリに書き込まれます。既存
のデータベースファイルは変更されません。

注 – 1つのユーザー IDだけを変更する場合でも、データベース全体が書き換えられる
ことに注意してください。そのため、これは実行するには「労力の多い」ユーティリ
ティーです。

csrenameユーティリティーの実行方法については、付録 D を参照してください。

� ユーザーが書き込み可能な公開カレンダを所有す
るのを禁止するには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すように、ics.confパラメータを編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

service.wcap.

allowpublicwritablecalendars

ユーザーが書き込み可能な公開カレンダを所有できるように
します。これは、デフォルトで有効になっています (“yes”
に設定されている)。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

リソースの管理
リソースを追加したら、csresourceを使用して次のように管理できます。

� 261ページの「リソースをリスト表示するには」
� 261ページの「リソースを有効にするには」

手順
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� 261ページの「リソースを無効にするには」
� 261ページの「リソースを削除するには」
� 262ページの「リソース電子メール用の Bitbucketチャネルを設定するには」

� リソースをリスト表示するには

1. sbinディレクトリに移動します。

2. 1つまたはすべてのリソースをリスト表示するには、csresource listコマンド
を使用します。

たとえば、すべてのリソースについてすべての情報をリスト表示するには、次のよ
うに実行します。

./csresource -v list

� リソースを有効にするには

1. sbinディレクトリに移動します。

2. 1 つまたはすべてのリソースを有効にするには、csresource enable コマンド
を使用します。

たとえば、ConfRm12というリソースを有効にするには、次のように実行しま
す。

./csresource -v enable ConfRm12

� リソースを無効にするには

1. sbinディレクトリに移動します。

2. 1 つ以上のリソースを無効にするには、csresource disable コマンドを使用し
ます。たとえば、ConfRm12というリソースを無効にするには、次のように実行
します。

./csresource -v disable ConfRm12

� リソースを削除するには

1. sbinディレクトリに移動します。

手順

手順

手順
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2. 1 つ以上のリソースを削除するには、csresource delete コマンドを使用しま
す。たとえば、ConfRm12というリソースを削除するには、次のように実行しま
す。

./csresource -v delete ConfRm12

リソース電子メール用の Bitbucketチャネルを設定
するには
ここでは、Messaging Serverおよび Sendmail用の bitbucketチャネルの設定方法につ
いて説明します。bitbucketチャネルは、リソースカレンダ用に生成された電子メール
を破棄する方法の 1つです。次の例では、sesta.comサーバー上の Room100という
リソースを使用しています。bitbucketチャネル (または同等機能)を設定しない場合
は、リソースカレンダに送信される電子メールメッセージを定期的に削除する必要が
あります。

ここで説明する手順は次のとおりです。

� 262ページの「Messaging Serverの Bitbucketチャネルを設定するには」
� 262ページの「Sendmail Bitbucketチャネルを設定するには」

� Messaging Serverの Bitbucketチャネルを設定するには

1. imta.cnfファイルに bitbucketチャネルが定義されていることを確認します。

2. メッセージの送信先を bitbucketチャネルに設定するには、csattributeユー
ティリティーを使用してリソースの電子メールアドレスを作成します。

csattribute -a mail=Room100@bitbucket.sesta.com add Room100

� Sendmail Bitbucketチャネルを設定するには

1. 適切なホストの /etc/aliasesファイルに次のようなエントリを追加します。

Resource/Conference room aliases
Room100: /dev/null

2. csattributeユーティリティーを使用して、リソースの電子メールアドレスを
LDAPディレクトリに追加します。

csattribute -a mail=Room100@sesta.com add Room100

手順

手順
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ユーザーおよびリソース LDAP属性の管
理
Calendar Serverが使用する LDAP属性の管理には、381ページの「csattribute」ユー
ティリティー、または ldapmodifyを使用します。csattributeを使用すると、属
性をリスト表示、追加、または削除できます。属性を変更するには、ldapmodifyを
使用します。ここで説明する内容は次のとおりです。

� 263ページの「LDAPエントリの属性をリスト表示するには」
� 263ページの「LDAPエントリの属性を追加するには」
� 264ページの「LDAPエントリの属性を削除するには」
� 264ページの「LDAPエントリの属性を変更するには」

� LDAPエントリの属性をリスト表示するには

1. インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインします。

2. sbinディレクトリに移動します。

3. ユーザーまたはリソースの属性をリスト表示するには、csattribute listコマ
ンドを使用します。たとえば、ドメイン tchang@sesta.comの属性をリスト表
示するには、次のコマンドを実行します。

./csattribute -t user -d sesta.com list tchang

� LDAPエントリの属性を追加するには

1. インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインします。

2. この属性の変更をすぐに認識されるようにする場合は、Calendar Serverを停止し
ます。そうでない場合は、Calendar Serverを停止する必要はありません。

3. sbinディレクトリに移動します。

4. ユーザーまたはリソースに属性を追加するには、csattribute add コマンドを
使用します。たとえば、Conference_Scheduleという値を持つ LDAP属性
icsCalendarを tchangというユーザーに追加するには、次のように実行しま
す。

./csattribute -a icsCalendar=Conference_Schedule add
tchang@sesta.com

手順
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� LDAPエントリの属性を削除するには

1. インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインします。

2. この属性の変更をすぐに認識されるようにする場合は、Calendar Serverを停止し
ます。そうでない場合は、Calendar Serverを停止する必要はありません。

3. sbinディレクトリに移動します。

4. ユーザーまたはリソースから属性を削除するには、csattribute delete コマン
ドを使用します。たとえば、Conference_Scheduleという値を持つ LDAP属性
icsCalendarを tchangというユーザーから削除するには、次のように実行しま
す。

./csattribute -a icsCalendar=Conference_Schedule -t user
-d sesta.com delete tchang

LDAPエントリの属性を変更するには
LDAPエントリの属性を変更するには、ldapmodifyを使用します。たとえば、
uid=tchangという値を持つユーザーの状態を変更するには、次に示すように
ldapmodifyを使用します。

dn:uid=tchang,ou=people,o=sesta.com
changetype: modify
add: objectclass
objectClass: icsCalendarUser
add: icsStatus
icsStatus: active

注 –サイトで LDAP CLDプラグインを使用している場合は、csattributeを使用し
て icsDWPHostの値を変更することにより、あるバックエンドホストから別の
バックエンドホストにユーザーのカレンダを移動しようとすることは避けてくださ
い。icsDWPHostを変更しても、カレンダは新しいバックエンドホストに移動されま
せん。バックエンドサーバー間でカレンダを移動する方法については、276ページ
の「ユーザーカレンダの管理」を参照してください。

手順
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第 15章

カレンダの管理

この章で説明する内容は次のとおりです。カレンダの作成や管理を行うための
Calendar Serverコマンド行ユーティリティーの使用方法について説明します。

� 265ページの「カレンダ管理の概要」
� 266ページの「カレンダ固有の識別子 (calid)の作成」
� 268ページの「ユーザーカレンダの自動作成」
� 270ページの「カレンダのアクセス制御」
� 272ページの「カレンダの作成」
� 276ページの「ユーザーカレンダの管理」
� 282ページの「リソースカレンダの管理」
� 285ページの「カレンダへのリンク設定」
� 286ページの「カレンダデータのインポートとエクスポート」

カレンダ管理の概要
Delegated Administratorでは、カレンダの作成または管理は行えません。付録 D で
説明している Calendar Serverユーティリティーを使用してください。

カレンダを作成する前に、次の情報を確認しておく必要があります。

� カレンダには、ユーザーカレンダとリソースカレンダの 2つのタイプがあります。

ユーザーカレンダは、作業や活動のスケジュールリングを目的としています。リ
ソースカレンダは、会議室やビデオ機器などの施設設備を使用するためのスケ
ジューリングを目的としています。

� 両方のタイプのカレンダが、一意のカレンダ識別子 (calid)によって識別されま
す。

� cscalを使用してユーザーカレンダを作成します。または、ログイン時に自動プ
ロビジョニングを有効にします。268ページの「ユーザーカレンダの自動作成」を
参照してください。
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� csresourceを使用してリソースカレンダを作成します。リソースカレンダの自
動プロビジョニング機能はありません。

cscalまたは csresourceを実行するには、Calendar Serverが稼動しているシステ
ムの管理権限を持つユーザーとしてログインする必要があります。これらのコマンド
は、必ず /opt/SUNWics5/cal/sbinディレクトリから実行してください。つま
り、sbinディレクトリに移動する必要があります。パスを指定して別のディレクト
リから実行することはできません。

カレンダ固有の識別子 (calid)の作成
Calendar Serverデータベース内の各カレンダは、一意のカレンダ識別子 (ID)または
calidによって識別されます。カレンダを作成するとき、calidを指定する必要が
あります。

ここで説明する内容は次のとおりです。

� 266ページの「Calid構文」
� 267ページの「カレンダ IDの作成規則」
� 267ページの「ホストしていない Calidからホストされたドメイン形式の Calidへ
の変換」

Calid構文
データベース内の各カレンダは、一意のカレンダ ID (calid)によって識別されま
す。次の calid構文には、指定する項目が 3つあります。

userid[@domain][:calendar-name]

指定する 3つの項目は次のとおりです。

userid Calendar Serverインスタンスのドメインで一意のユーザー ID。

domain ユーザーのドメイン名。

ホストされたドメインがない場合、ユーザーが属しているドメイン
には曖昧さがないため、ドメインの部分は省略可能です。

ホストされたドメインがあり、ドメインの部分が指定されていない
場合、Calendar Serverでは ics.confの
service.defaultdomainで指定された値をドメインに使用しま
す。ユーザーがデフォルトのドメインに属していない場合は、ドメ
イン部分を指定する必要があります。

ホストされたドメイン (仮想ドメインとも言う)については、
第 11章および第 13章を参照してください。
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calendar-name 特定のユーザーにとって一意となるカレンダの名前で、省略可能で
す。所有者のデフォルトカレンダは 1つだけですが、さまざまな目
的のほかのカレンダを所有することが可能です。このようなデ
フォルト以外の各カレンダは、カレンダ名によって識別されます。
たとえば、ユーザー John Doeの uidが jdoeである場合、そのデ
フォルトカレンダは jdoe@sesta.comになります。たとえば、リ
トルリーグチームのコーチが試合の記録を取るために使用する補
助カレンダは、次の calidとして識別されることもあります。
jdoe@sesta.com:baseball

カレンダ IDの作成規則
calidを作成する場合、次の規則を念頭に置いてください。

� カレンダ IDの大文字と小文字は区別されます。たとえば、JSMITHと jsmithは
別の IDとして認識されます。この方法は、メールアドレスの場合とは異なりま
す。メールアドレスは大文字と小文字が区別されません。たとえば、
jsmith@sesta.comと JSMITH@SESTA.COMでは、同じアドレスを指します。

� カレンダ IDに空白文字を含めることはできません。使用できる文字は次の文字に
限定されています。

� アルファベット (a-z、A-Z)と数字 (0-9) (つまり、ASCII以外の文字は使用でき
ない)

� Special characters:ピリオド (.)、下線 (_)、ハイフンまたはダッシュ (-)、アット
マーク (@)、アポストロフィー (’)、パーセント記号 (%)、スラッシュ (/)、感嘆
符 (!)の特殊文字

ユーザー IDは calidの一部であるため、ユーザー IDに空白文字を含める (た
とえば j smith) ことはできません。空白文字が含まれるユーザー ID を持つ
ユーザーは Calendar Serverにログインすることはできますが、空白文字に
よってログイン後に問題が生じる可能性があります。

次に適切なカレンダ IDの例を示します。

jsmithjsmith:private_calendar
jsmith@calendar.sesta.com:new-cal

ホストしていない Calidからホストされたドメイ
ン形式の Calidへの変換
ホストされたドメインを持つ前に作成された calidがあり、ホストされていないド
メインの calidからホストされたドメインの calidへ変換する場合、既存の calid
にドメイン部分を追加するために使用できる csvdmigというユーティリティーがあ
ります。このユーティリティーの使用方法については、111ページの「csvdmig」を
参照してください。
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ユーザーカレンダの自動作成
ここで説明する内容は次のとおりです。

� 268ページの「カレンダ自動作成機能」
� 268ページの「自動プロビジョニングを有効にするには」
� 269ページの「自動プロビジョニングを無効にするには」

カレンダ自動作成機能
Calendar Serverは、ユーザーが最初にログインしたときにデフォルトのカレンダを自
動的に作成します。この機能を自動プロビジョニングといいます。自動プロビジョニ
ングはデフォルトで有効にされています。ただし、自動プロビジョニングはユーザー
カレンダにのみ使用可能です。リソースカレンダは明示的に作成する必要がありま
す。

Calendar Serverは、その名前のカレンダが存在しないかぎり、ユーザー IDからこの
新しいデフォルトカレンダのカレンダ ID (calid)を作成します。

たとえば、ユーザー IDが jsmithの John Smithが初めて Calendar Serverにログイ
ンするときに、Calendar Serverは calidとして jsmithが設定されたデフォルトカ
レンダを自動的に作成します。それ以降に John Smithが作成する各カレンダの
calidは、カレンダ名の先頭に jsmith:が追加されます。たとえば、John Smithが
あとで meetingsという名前の新しいカレンダを作成する場合、ホストしていない環
境内の新しいカレンダの calidは jsmith:meetingsです。

注 –デフォルトカレンダを持たないユーザーが参加予定者として指定される場合、
Calendar Server はカレンダが見つからないことを示すエラーを返します。

� 自動プロビジョニングを有効にするには
自動プロビジョニングはデフォルトで有効にされています。しかし、自動プロビ
ジョニングを無効にしたあとに再び有効にする必要がある場合は、次の手順を実行し
ます。

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

手順
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4. 次の表に示す、Calendar Server設定ファイル ics.confに含まれる 1つ以上のパ
ラメータを編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

local.autoprovision “yes”に設定すると、ユーザーが最初にログインしたと
きにデフォルトのカレンダが自動的に作成されます。自
動プロビジョニングはデフォルトで有効にされていま
す。

この機能を無効にするには、値を “no”に設定します。

5. ユーザーの LDAPエントリがカレンダに対して有効になっていることを検証しま
す。

このエントリには、icsCalendarUserオブジェクトクラスが含まれている必要
があります。ユーザーの LDAPエントリにクラスがない場合は、追加します。

6. サイトでホストされたドメインを使用している場合、カレンダの自動プロビジョニ
ングを有効にする前に、ユーザーのドメインでカレンダが有効にされている必要が
あります。ドメインエントリに icsCalendarDomainオブジェクトクラスが含ま
れている必要があります。

7. ファイルを保存します。

8. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

� 自動プロビジョニングを無効にするには

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示す、Calendar Server設定ファイル ics.confに含まれる 1つ以上のパ
ラメータを編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

local.autoprovision パラメータを noに設定すると、ユーザーカ
レンダの自動プロビジョニングが無効になり
ます。

5. ファイルを保存します。

手順
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6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

注 –自動プロビジョニングが無効の場合、正常にログインするためには、そのユー
ザーに対して明示的にカレンダが作成されている必要があります。

カレンダのアクセス制御
Calendar Serverは、ACL (アクセス制御リスト)を使用して、カレンダ、カレンダプ
ロパティー、予定や仕事 (作業)などのカレンダコンポーネントへのアクセスを制御し
ます。

ここで説明する内容は次のとおりです。

� 270ページの「アクセス制御の設定パラメータ」
� 271ページの「公開、非公開の予定と仕事、およびフィルタ」
� 271ページの「アクセス制御のためのコマンド行ユーティリティー」

アクセス制御の設定パラメータ
次の表は、Calendar Serverがアクセス制御に使用する、ics.confファイル内の設定
パラメータを示しています。

表 15–1アクセス制御の設定パラメータ

パラメータ 説明

calstore.calendar.default.acl ユーザーがカレンダを作成したときに使用されるデフォルトのア
クセス制御設定を指定します。デフォルトは次のとおりです。

"@@o^a^r^g;@@o^c^wdeic^g;

@^a^fs^g;@^c^^g;@^p^r^g"

calstore.calendar.owner.acl カレンダ所有者のデフォルトのアクセス制御設定を指定します。
デフォルトは次のとおりです。

"@@o^a^rsf^g;@@o^c^wdeic^g"
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表 15–1アクセス制御の設定パラメータ (続き)
パラメータ 説明

resource.default.acl リソースカレンダを作成したときに使用されるデフォルトのアク
セス制御設定を指定します。デフォルトは次のとおりです。

"@@o^a^r^g;@@o^c^wdeic^g;

@^a^rsf^g"

公開、非公開の予定と仕事、およびフィルタ
新しい予定または仕事を作成するときに、ユーザーは予定または仕事に公開、非公
開、または時刻と日付のみの公開 (極秘)を指定できます。

公開 ユーザーのカレンダに対する読み取りアクセス権を持つ誰
もが予定または仕事を表示できます。

非公開 カレンダの所有者だけが予定または仕事を表示できます。

時刻と日付のみの公開 これらは極秘の予定および仕事です。カレンダの所有者は
予定または仕事を表示できます。カレンダに対する読み取
りアクセス権を持つユーザーがカレンダにアクセスする
と、「タイトルなしの予定」とカレンダに表示されます。

Calendar Serverフィルタが非公開の、および時刻と日付のみが公開される極秘の予定
と仕事を認識できるかどうかは、calstore.filterprivateeventsによって決定
されます。このパラメータはデフォルトで "yes"に設定されます。
calstore.filterprivateeventsを "no"に設定すると、Calendar Serverは、非
公開の、および時刻と日付のみが公開される予定と仕事を、公開されているものと同
様に扱います。

アクセス制御のためのコマンド行ユーティリ
ティー
次の表は、アクセス制御用のACLを設定または変更するための Calendar Serverコマ
ンド行ユーティリティーを示しています。

表 15–2アクセス制御のためのコマンド行ユーティリティー

ユーティリティー 説明

cscal 特定のユーザーまたはリソースのカレンダのACLを設定するときは、-aオ
プションを指定して createコマンドまたは modifyコマンドを実行しま
す。
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表 15–2アクセス制御のためのコマンド行ユーティリティー (続き)
ユーティリティー 説明

csresource Schema 1モードで csresourceを使用してリソースカレンダを作成してい
る場合、リソースカレンダにACLを設定するには、csresourceユー
ティリティーに -aオプションを指定して実行します。

commadmin ユーザー

csuser

Schema 2の commadminユーティリティーを使用して、ユーザーがカレンダ
を作成するときに使用するデフォルトACLを変更します。

ユーザーがカレンダを作成するときに使用するデフォルトACLを変更するに
は、Schema 1の csuserユーティリティーに -aオプションを指定して実行
します。

注 – Delegated Administratorコンソールでアクセス権限を設定する場合は、「組織の
プロパティー」ページ (または「新しい組織を作成」ウィザード)で「拡張権限を設
定」ボタンをクリックすると、コンソールから管理できるアクセス権限のリストが表
示されます。

カレンダの作成
ここで説明する内容は次のとおりです。

� 272ページの「cscalを使用したユーザーカレンダの作成」
� 273ページの「リソースカレンダの作成準備」
� 275ページの「新しいリソースカレンダの作成」

cscalを使用したユーザーカレンダの作成
新しいカレンダを作成するには、cscalユーティリティーの createコマンドを使用
します。ユーザーまたはリソースのエントリは、LDAPディレクトリ内にすでに存在
している必要があります。LDAPディレクトリへのユーザーやリソースの追加につい
ては、第 14章を参照してください。

サイトで LDAPカレンダ検索データベース (CLD)プラグインを使用している場合、
ユーザーまたはリソースのエントリの icsDWPHost LDAP属性で指定されているの
と同じバックエンドサーバー上で特定のユーザーまたはリソースのすべてのカレンダ
を作成する必要があります。別のバックエンドサーバーにカレンダを作成しようとす
ると、cscalユーティリティーはエラーを返します。LDAP CLDプラグインについ
ては、第 6章を参照してください。

たとえば、jsmithというカレンダ ID (calid)を持つカレンダを新規作成するには、
次のように実行します。
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cscal -o jsmith -n JohnSmithCalendar create jsmith

それぞれの意味は次のとおりです。

� -o jsmith は、新しいカレンダの一次所有者を指定します。

� -n JohnSmithCalendar は、新しいカレンダに表示される名前を指定します。

� デフォルトのアクセス制御設定は、ics.confファイルの
calstore.calendar.default.aclによって定義されます。

John Smithが所有する Hobbiesという表示名のカレンダを作成し、グループスケ
ジュール機能のアクセス制御設定を適用するには、次のように実行します。

cscal -n Hobbies -o jsmith create Personal

それぞれの意味は次のとおりです。

� -n Hobbies は、カレンダに表示される名前を指定します。

� -o jsmith は、一次所有者のユーザー ID を指定します。
� Personalは、カレンダ ID (calid)の 2番目の部分として使用されます。次に例
を示します。jsmith:Personal

次の例は、前の例に似たカレンダを新規作成しますが、カレンダを sportsというカ
テゴリに関連付け、複数のユーザーからの予約を有効にして Ron Jones というもう
一人の所有者を指定します。

cscal -n Hobbies -o jsmith -g sports -k yes -y rjones create Personal

それぞれの意味は次のとおりです。

� -g sports は、カレンダを sports というカテゴリに関連付けます。

� -y rjones は、カレンダのもう一人の所有者を指定します。

� -k yes は、複数のユーザーからの予約を有効にします。(-k no は、複数のユー
ザーからの予約を無効にする)

次の例は、前の例と似たカレンダを作成しますが、グループスケジュール機能のアク
セス制御設定が適用されます。

cscal -n Hobbies -o jsmith -a "@@o^a^sfr^g" create Personal

ここで、-a "@@o^a^sfr^g" は、このカレンダのコンポーネントとカレンダの両方
のプロパティーに対するグループスケジュール機能のスケジュール権限、空き/予定
ありの設定権限、読み取りアクセス権限を、ほかの所有者に与えます。

リソースカレンダの作成準備
リソースカレンダは、スケジューリングが可能な会議室、ノートパソコン、OHP、そ
の他の機器などに関連付けられます。リソースカレンダにはアクセス制御リストが必
要です。

表 15–3に示すように、ics.confファイルの 2つの設定用パラメータがリソースカ
レンダに適用されます。
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� resource.default.acl –デフォルトのアクセス制御リスト

� resource.allow.doublebook–複数のユーザーからの予約を許可または禁止す
るパラメータ

ユーザーのカレンダ側では複数のユーザーが予約を希望しても、リソース側では複
数のユーザーの予約はおそらく好ましくないものです。したがって、デフォルト値
は "no"です。ただし、必要に応じて "yes"に変更できます。

表 15–3に示すように、これらのパラメータのデフォルト値を変更するには、
ics.confファイルを編集します。デフォルト値の変更は、新しいリソースカレンダ
だけに適用されます。既存のリソースの値は変更されません。

Schema 1の場合は、Calendar Serverユーティリティー cscalを使用して、既存のリ
ソースカレンダの値を変更します。csresourceユーティリティーには modifyコマ
ンドはありません。

Schema 2の場合は、Delegated Administratorユーティリティーコマンド commadmin
resource modify を使用します。Delegated Administrator コンソールでは、カレン
ダリソースについてのこれらの値を変更することはできません。

注 – Calendar Serverの通知ソフトウェアは、リソースに通知を送信するようにプログ
ラミングされていません。通知を受け取るのはユーザーだけです。

表 15–3 ics.confファイルに指定できるリソースカレンダの設定パラメータ

パラメータ 説明とデフォルト値

resource.default.acl このパラメータには、リソースカレンダの作成時にデフォルトで適用され
るアクセス制御設定を特定します。デフォルトのアクセス許可は、次の
ACL (アクセス制御リスト)によって指定されます。

"@@o^a^r^g;@@o^c^wdeic^g;@^a^rsf^g"

このACLは、コンポーネントとプロパティーの両方に対する読み取り、ス
ケジュール、空き/予定ありの設定アクセス権をすべてのカレンダユーザー
に付与します。

リソースに対するアクセス権を変更するには、csresourceユーティリ
ティーの createコマンドを使用してカレンダを作成するときに -aオプ
ションを指定します。

resource.allow.doublebook このパラメータには、リソースカレンダが複数のユーザーからの予約を許
可するかどうかを指定します。複数のユーザーからの予約が許可される場
合、リソースカレンダでは同時に複数の予定をスケジュールできます。

デフォルトは "no"—で、複数のユーザーからの予約は許可されません。

リソースカレンダの複数のユーザーからの予約を許可するには、
csresourceユーティリティーの createコマンドを使用してカレンダを作
成するときに -kオプションを指定します。
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新しいリソースカレンダの作成
Calendar Serverでは、リソースカレンダの自動プロビジョニングはサポートしていま
せん。サイトに必要なリソースごとに、次の方法を使用する必要があります。

� Schema 1の場合、Calendar Server Utilityコマンド csresource createを使用
します。

このユーティリティーは、リソースの LDAPエントリとデフォルトカレンダの両
方を作成します。

たとえば、カレンダ IDが aud100、表示名が Auditorium (LDAP cn属性)、お
よびデフォルトの設定を持つリソース LDAPエントリを作成するには、次のコマ
ンドを実行します。

csresource -m aud100@siroe.com -c aud100 create Auditorium

� Schema 2の場合、Delegated Administrator Utilityコマンド commadmin
resource create の組み合わせを使用して、LDAP エントリを作成します。次
に Calendar Server Utilityコマンド csresource createを使用してデフォルト
カレンダを作成します。

� Schema 2の場合、Delegated Administration Consoleを使用してリソース LDAP
エントリを作成します。次に、Calendar Server Utilityコマンド csresource
createを使用してデフォルトカレンダを作成します。

Delegated Administration Consoleで LDAPリソースを作成するには、組織リスト
からこのリソースを配置する組織を選択します。該当する組織の「カレンダーリ
ソース」ページで、「新規」をクリックして「新規カレンダーリソースを作成」
ウィザードを起動します。

注 –リソースの LDAPエントリがすでに存在する場合、csresourceではカレンダの
みが作成されます。LDAPエントリは重複して作成されません。

Delegated Administrator Utilityについては、『Sun Java System Communications
Services 6 2005Q4 Delegated Administrator Guide』を参照してください。

Delegated Administrator Consoleについては、オンラインヘルプを参照してくださ
い。

csresourceについては、付録 D を参照してください。

リソースカレンダでの複数のユーザーからの予約
の許可
デフォルトでは、Calendar Serverはリソースカレンダでの複数のユーザーからの予約
(resource.allow.doublebookパラメータ)を許可しません。このデフォルト設定
は、部屋や装置などのリソースで予定の競合が生じることを防ぎます。ただし、リ
ソースカレンダでの複数のユーザーからの予約を可能にするには、カレンダの作成時
に csresource -k オプションを “yes” に設定します。
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次のコマンドは、リソースの LDAPエントリとカレンダを作成しますが、-kオプ
ションによってカレンダでの複数のユーザーからの予約が許可され、-oオプションに
よってカレンダの所有者が bkamdarに設定されます。また、-yオプションによって
もう一人の所有者が jsmithに設定されます。

csresource -m aud100@siroe.com -c aud100 -k yes
-o bkamdar -y jsmith create Auditorium

リソースカレンダに対するアクセスの制限
特定のリソースの予定を指定できるユーザーを制御するには、リソースカレンダに対
して書き込みアクセス権を持つユーザーを制限してください。たとえば、会議室の予
定設定や機器の使用予約を特定のユーザーに限定することができます。

リソースカレンダの所有者を指定しない場合、ics.confファイルの
service.admin.calmaster.useridパラメータの値が適用されます。

ユーザーカレンダの管理
ユーザーカレンダの作成が完了すると、386ページの「cscal」ユーティリティーを使
用して次の管理作業を実行できます。

� 276ページの「カレンダを表示するには」
� 277ページの「カレンダを削除するには」
� 277ページの「削除されたユーザーのカレンダを消去するには」
� 278ページの「csuserを使用して削除されたユーザーのすべてのカレンダを消去す
るには」

� 279ページの「Delegated Administratorを使用して削除されたユーザーのすべて
のカレンダを消去するには」

� 279ページの「カレンダを有効にするには」
� 279ページの「カレンダを無効にするには」
� 280ページの「カレンダプロパティーを変更するには」
� 280ページの「カレンダからプロパティーを消去するには」
� 280ページの「「失われた」デフォルトカレンダを復元するには」
� 281ページの「ユーザーカレンダを別のバックエンドサーバーへ移動するには」

カレンダを表示するには
すべてのカレンダ、あるユーザーが所有するすべてのカレンダ、または特定のカレン
ダのプロパティーを表示するには、cscalユーティリティーの listコマンドを使用
します。
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たとえば、カレンダデータベース内のすべてのカレンダを表示するには、次のように
実行します。

cscal list

jsmithが所有するすべてのカレンダを表示するには、次のように実行します。

cscal -o jsmith list

カレンダ IDが jsmith:meetingsのカレンダのすべてのプロパティーを表示するに
は、次のように実行します。

cscal -v list jsmith:meetings

カレンダを削除するには
Calendar Serverから 1つ以上のカレンダを削除するには、cscalユーティリティー
の deleteコマンドを使用します。このユーティリティーはカレンダを削除します
が、ディレクトリサーバーからユーザーを削除することはありません。

注意 – deleteコマンドはすべてのカレンダ情報をカレンダデータベースから削除し
ます。実行した処理を取り消すことはできません。カレンダを削除すると、それを復
元できるのはカレンダデータがバックアップされている場合だけです。詳細は、
第 17章を参照してください。

cscalユーティリティーを使用して、1つのカレンダまたは複数のカレンダを削除で
きます。

たとえば、jsmith:meetingsというカレンダ IDを持つカレンダを削除するには、
次のように実行します。

cscal delete jsmith:meetings

一次所有者が jsmithのすべてのカレンダを削除するには、次のように実行します。

cscal -o jsmith delete

削除されたユーザーのカレンダを消去するには
Calendar Server Utility コマンド csuser delete、あるいは Delegated
Administrator Consoleまたは Utilityを使用して 1つ以上のユーザーを削除した場
合、そのユーザーが所有していたカレンダがまだデータベース内に存在している可能
性があります。

ユーザーのカレンダを消去するには、次の 2つの方法があります。使用する方法は、
ユーザーを削除するのに使用したツールにより異なります。

csuser csuserユーティリティーは、LDAPディレクトリから
ユーザーを消去して、ユーザーのデフォルトのカレンダ
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を消去しますが、ユーザーが所有していたその他のカレ
ンダは消去しません。cscalを使用してこれらのカレン
ダを消去する方法については、278ページの「csuserを
使用して削除されたユーザーのすべてのカレンダを消去
するには」を参照してください。

Delegated Administrator Delegated Administratorはカレンダを消去しません。
Delegated Administratorを使用して削除するユーザーを
マークし、Calendar Server Utilityの cscleanを使用し
てマークしたユーザーのカレンダを消去します。

cscleanを使用して削除されたユーザーのカレンダを消
去する方法については、279ページの「Delegated
Administratorを使用して削除されたユーザーのすべて
のカレンダを消去するには」を参照してください。

Delegated Administrator Utilityの使用方法については、『Sun Java System
Communications Services 6 2005Q4 Delegated Administrator Guide』を参照してくだ
さい。

Delegated Administrator Consoleの使用方法については、オンラインヘルプを参照し
てください。

� csuserを使用して削除されたユーザーのすべての
カレンダを消去するには

1. 削除された所有者の uid のすべてのカレンダを検索するには、cscal list を実
行します。

cscal -o owner list

2. 所有者のすべてのカレンダを消去するには、cscalを使用します。

cscal -o owner delete

3. csuser list を再実行して、すべてのカレンダが消去されていることを確認しま
す。

注 – commadminを使用してユーザーを「削除」としてマークし、ユーザーの
LDAPエントリが削除されている場合は、この手順を使用します。

手順
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� Delegated Administratorを使用して削除された
ユーザーのすべてのカレンダを消去するには
Delegated Administratorはカレンダを消去しません。Delegated Administratorに
よって「削除」とマークされたユーザーのすべてのカレンダを消去するには、
cscleanユーティリティーを使用します。

1. cscleanを使用して、「削除」とマークされているがまだ削除されていないユー
ザーのすべてのカレンダを消去します。

たとえば、過去 10日間で sesta.comドメイン内の「削除」とマークされたユー
ザーのすべてのカレンダを消去するには、次のコマンドを実行します。

csclean -g 10 clean sesta.com

2. ユーザーが LDAPから削除されている場合は、cscalを使用してください。

手順については、278ページの「csuserを使用して削除されたユーザーのすべての
カレンダを消去するには」を参照してください。

カレンダを有効にするには
カレンダを有効化してユーザーがカレンダにアクセスできるようにするときは、
cscalユーティリティーの enableコマンドを使用します。

たとえば、デフォルト設定を適用した jsmith:meetingsカレンダを有効化するに
は、次のように実行します。

cscal enable jsmith:meetings

jsmith:meetingsカレンダを有効化し、複数のユーザーからの予約を禁止するに
は、次のように実行します。

cscal -k no enable jsmith:meetings

カレンダを無効にするには
ユーザーがカレンダにアクセスできないようにするには、cscalユーティリティーの
disableコマンドを使用します。disableコマンドはユーザーによるカレンダへの
アクセスを禁止しますが、カレンダデータベースから情報を削除するわけではありま
せん。

たとえば、ユーザーが jsmith:meetingsにアクセスできないようにするには、次
のように実行します。

cscal disable jsmith:meetings

手順
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カレンダプロパティーを変更するには
カレンダのプロパティーを変更するには、cscalユーティリティーの modifyコマン
ドを使用します。

たとえば、AllAdminsのグループスケジュール機能のアクセス制御設定を変更し、
もう一人の所有者として RJonesを指定するには、次のように実行します。

cscal -a "@@o^c^wd^g" -y RJones modify AllAdmins

それぞれの意味は次のとおりです。

� -a "@@o^c^wd^g" は、AllAdmins のコンポーネント (予定および作業) に対する
書き込みと削除のアクセス権を所有者に付与します。

� -y RJones は、このユーザー ID をもう一人の所有者に指定します。

カレンダからプロパティーを消去するには
カレンダからプロパティー値を消去するには、cscalユーティリティーの modifyコ
マンドを使用し、オプションの値を 2つの二重引用符 ("")で指定することで対象とな
るオプションを指定します。

たとえば、jsmith:meetingsから説明を消去するには、次のように実行します。

cscal -d "" modify jsmith:meetings

jsmith:meetingsからすべてのカテゴリを消去するには、次のように実行します。

cscal -g "" modify jsmith:meetings

jsmith:meetingsからその他の所有者を消去するには、次のように実行します。

cscal -y "" modify jsmith:meetings

「失われた」デフォルトカレンダを復元するには
ユーザーのデフォルトカレンダが Communications Expressの「現在のカレンダ」ド
ロップダウンリストには表示されないが、データベースには存在する場合、ユーザー
の LDAPエントリの次の属性を更新することで、カレンダを復元できます。

� icsCalendar:default_calid
� icsSubscribed:default_calid

ここで、default_calidはユーザーのデフォルトカレンダの ID (calid)です。

Schema 2の場合は、次のいずれかの方法を使用して属性を更新します。

� ldapmodify Directory Serverユーティリティーを使用します。
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� Calendar Server Utility の csuser reset コマンドを使用します。

� Delegated Administrator Utility の commadmin user modify コマンドを使用し
ます。

� Delegated Administrator Consoleを使用して、「ユーザーのプロパティー」ペー
ジを編集してデフォルトのカレンダ名を追加します。

Schema 1 の場合は、csattribute add コマンドを使用して属性を更新できます。

� ユーザーカレンダを別のバックエンドサーバーへ
移動するには
あるバックエンドサーバーから別のバックエンドサーバーにユーザーカレンダを移動
するには、次の手順を実行します。

1. 元のサーバーで、430ページの「csuser」ユーティリティーを実行してカレンダ
ユーザーを無効にします。たとえば、ユーザー IDと calidが bkamdarのユー
ザーを無効にするには、次のように実行します。

csuser disable bkamdar

2. 元のサーバーで、407ページの「csexport」ユーティリティーを実行してカレンダ
データベースからファイルにユーザーの各カレンダをエクスポートします。次に例
を示します。

csexport -c bkamdar calendar bkamdar.ics

3. エクスポートしたカレンダファイル (*.ics)を元のサーバーから新しいサーバー
にコピーします。

4. 新しいサーバーで、エクスポートされた各カレンダに対して、408ページ
の「csimport」ユーティリティーを実行してファイルからカレンダデータベース
にカレンダをインポートします。次に例を示します。

csimport -c bkamdar calendar bkamdar.ics

5. LDAPディレクトリサーバーで 381ページの「csattribute」ユーティリティーを
実行し、カレンダ所有者の icsDWPHost LDAP属性が新しいバックエンドサー
バーをポイントするように変更します。属性を変更するには、まず属性を削除し、
新しい値を持つ属性を追加します。たとえば、新しいサーバー名を sesta.comに
設定するには、次のように実行します。

csattribute -a icsDWPHost delete bkamdar
csattribute -a icsDWPHost=sesta.com add bkamdar

6. 新しいサーバーで、430ページの「csuser」ユーティリティーを使用してユーザー
カレンダのカレンダユーザーを有効にします。次に例を示します。

csuser enable bkamdar

手順
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7. 新しいサーバーで、次のコマンドを実行して属性が正しく、各カレンダが正常に移
動されていることを確認します。次に例を示します。

cscal -v -o bkamdar list bkamdar
...
csattribute -v list bkamdar

8. 元のサーバーで、移動した各カレンダを削除します。次に例を示します。

cscal -o bkamdar delete bkamdar

-oオプションを指定することで、一次所有者が bkamdarであるすべてのカレン
ダが削除されます。

注 – CLDキャッシュオプションを使用している場合、カレンダを別のバックエン
ドサーバーに移動した後に、CLDキャッシュをクリアしてサーバー名を消去して
ください。CLDキャッシュに古いエントリが残されていると、フロントエンド
サーバーが移動後のカレンダを見つけられなくなります。CLDキャッシュをクリ
アするには、次の手順を実行します。

� Calendar Serverを停止します。

� /var/opt/SUNWics5/csdb/cld_cache ディレクトリ内のすべてのファイ
ルを消去します。ただし、cld_cacheディレクトリ自体は消去しません。

� Calendar Serverを再起動します。

リソースカレンダの管理
リソースカレンダの作成後は、csresourceユーティリティーを使用して管理しま
す。リソースカレンダを管理する手順は次のとおりです。

� 282ページの「リソースカレンダおよび属性を表示するには」
� 283ページの「リソースカレンダを変更するには」
� 283ページの「リソースカレンダを無効または有効にするには」
� 283ページの「リソースカレンダを削除するには」
� 284ページの「リソースカレンダを別のバックエンドサーバーへ移動するには」

リソースカレンダおよび属性を表示するには
リソースカレンダを表示するには、csresourceユーティリティーの listコマンド
を使用します。
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たとえば、Calendar Serverのすべてのリソースカレンダと、それに対応する LDAP
属性を表示するには、次のように実行します。

csresource list

Auditoriumという特定のリソースカレンダのすべての LDAP属性を表示するに
は、次のように実行します。

csresource -v list Auditorium

リソースカレンダを変更するには
リソースカレンダを変更するには、386ページの「cscal」ユーティリティーの
modifyコマンドを使用します。csresourceには modifyコマンドはありません。

たとえば、Auditoriumというリソースカレンダに所有者として tchangを設定し、
もう一人の所有者として mwongを設定するには、次のように実行します。

cscal -o tchang -y mwong modify aud100

この例では、cscalユーティリティーはカレンダ名 (Auditorium)ではなく、calid
(aud100)を必要とします。

リソースカレンダを無効または有効にするには
ユーザーが予定をスケジュール設定できないようにするには、リソースカレンダを無
効化する必要があります。たとえば、改修中で会議室を利用できない場合や、OHPが
修理中の場合などがこれに該当します。

リソースカレンダの無効化と有効化には、csresourceユーティリティーの enable
コマンドまたは disableコマンドを使用します。

たとえば、Auditoriumというリソースカレンダを無効化するには、次のように実行
します。

csresource disable Auditorium

あとからリソースカレンダを有効な状態に戻すには、次のように実行します。

csresource enable Auditorium

リソースカレンダを削除するには
リソースカレンダを削除するには、csresourceユーティリティーの deleteコマン
ドを使用します。
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たとえば、Auditoriumというリソースカレンダを削除するには、次のように実行し
ます。

csresource delete Auditorium

Calendar Serverは次のメッセージを表示します。

Do you really want to delete this resource (y/n)?

カレンダを削除するときは「y」を入力し、処理をキャンセルするときは「n」を入力
します。

「y」を入力すると、Calendar Serverはカレンダを削除し、削除が完了したことを示
すメッセージを表示します。

� リソースカレンダを別のバックエンドサーバーへ
移動するには
あるバックエンドサーバーから別のバックエンドサーバーにユーザーカレンダまたは
リソースカレンダを移動するには、次の手順を実行します。

1. 元のサーバーで、417ページの「csresource」ユーティリティーを実行してカレン
ダリソースを無効にします。たとえば、Auditoriumという共通名を持つリソー
スを無効化するには、次のように実行します。

csresource disable Auditorium

2. 元のサーバーで、407ページの「csexport」ユーティリティーを実行してカレンダ
データベースからファイルに各リソースカレンダをエクスポートします。次に例を
示します。

csexport -c aud100 calendar aud100.ics

3. エクスポートしたカレンダファイル (*.ics)を元のサーバーから新しいサーバー
にコピーします。

4. 新しいサーバーで、エクスポートされた各カレンダに対して、408ページ
の「csimport」ユーティリティーを実行してファイルからカレンダデータベース
にカレンダをインポートします。次に例を示します。

csimport -c bkamdar calendar bkamdar.ics

5. LDAPディレクトリサーバーで 381ページの「csattribute」ユーティリティーを
実行し、カレンダ所有者の icsDWPHost LDAP属性が新しいバックエンドサー
バーをポイントするように変更します。属性を変更するには、まず属性を削除し、

手順
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新しい値を持つ属性を追加します。たとえば、新しいサーバー名を sesta.comに
設定するには、次のように実行します。

csattribute -a icsDWPHost delete bkamdar
csattribute -a icsDWPHost=sesta.com add bkamdar

6. 新しいサーバーで、417ページの「csresource」ユーティリティーを実行してカレ
ンダリソースを有効にします。次に例を示します。

csresource enable bkamdar

7. 新しいサーバーで、次のコマンドを実行して属性が正しく、各カレンダが正常に移
動されていることを確認します。次に例を示します。

cscal -v -o bkamdar list bkamdar
csattribute -v list bkamdar

8. 元のサーバーで、移動した各カレンダを削除します。次に例を示します。

cscal -o bkamdar delete bkamdar

-oオプションを指定することで、一次所有者が bkamdarであるすべてのカレン
ダが削除されます。

注 – CLDキャッシュオプションを使用していて、カレンダを別のバックエンド
サーバーに移動した場合は、CLDキャッシュをクリアしてサーバー名を消去する
とよいでしょう。CLDキャッシュに古いエントリが残されていると、フロントエ
ンドサーバーが移動後のカレンダを見つけられなくなります。CLDキャッシュを
クリアするには、次の手順を実行します。

� Calendar Serverを停止します。

� /var/opt/SUNWics5/csdb/cld_cacheディレクトリ内のすべてのファイル
を消去します。ただし、cld_cacheディレクトリ自体は消去しません。

� Calendar Serverを再起動します。

カレンダへのリンク設定
各カレンダに対する読み取りアクセスが許可されている場合は、1つ以上のユーザー
カレンダまたはリソースカレンダへのリンクを作成することができます。たとえば、
カレンダへのリンクをWebページや電子メールメッセージに埋め込むことができま
す。その他のユーザーは、Calendar Serverにアクセスすることなく匿名でカレンダを
表示できます。

1つ以上のユーザーカレンダへのリンクを作成するには、次の構文を使用します。
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http://CommunicationsExpresshostname:
CommunicationsExpressport/uwc/

?calid=calid-1[; ... ;calid-n]

複数のカレンダ ID (calid)を区切るときは、セミコロン (;)を使用します。

たとえば、jsmith@sesta.comおよび jdoe@siroe.comのデフォルトカレンダへ
のリンクは、次のようになります。

http://calendar.sesta.com:8080/?calid=jsmith@sesta;jdoe@siroe.com

calidが overhead_projector10の OHPのリソースカレンダへのリンクは、次
のようになります。

http://calendar.sesta.com:8080/uwc/?calid=overhead_projector10

カレンダデータのインポートとエクス
ポート
� 286ページの「カレンダデータのインポート」
� 287ページの「カレンダデータのエクスポート」

カレンダデータをファイルにエクスポートしたり、ファイルからインポートしたりす
るには、csexportユーティリティーと csimportユーティリティーを使用します。
サポートされているカレンダデータの形式は、iCalendar (.ics)と XML (.xml)で
す。

csexportと csimportは、Calendar Serverがインストールされているマシンで
ローカルに実行する必要があります。Calendar Serverは稼動中でも停止していてもか
まいません。

カレンダデータのインポート
csexportユーティリティーを使用して作成したファイルからカレンダデータをイン
ポートするときは、csimportを使用します。保存されているインポートファイルの
形式は、そのファイルの拡張子 (.icsまたは .xml)で示されます。

たとえば、カレンダ ID (calid)が jsmithcalのカレンダに iCalendar形式
(text/calendar MIME)で保存された jsmith.icsというファイルからデータをイン
ポートするには、次のように実行します。

csimport -c jsmithcal calendar jsmith.ics
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この jsmithcalカレンダに XML形式 (text/xml MIME)で保存された jsmith.xml
というファイルからデータをインポートするには、次のように実行します。

csimport -c jsmithcal calendar jsmith.xml

カレンダデータのエクスポート
カレンダデータをファイルにエクスポートするときは、csexportを使用します。
ファイルの形式は、出力ファイルに指定する拡張子 (.icsまたは .xml)によって決
定されます。

たとえば、カレンダ ID (calid)が jsmithcalのカレンダを iCalendar形式
(text/calendar MIME)の jsmith.icsというファイルにエクスポートするには、次
のように実行します。

csexport -c jsmithcal calendar jsmith.ics

この jsmithcalカレンダを XML形式 (text/xml MIME)の jsmith.xmlという
ファイルにエクスポートするには、次のように実行します。

csexport -c jsmithcal calendar jsmith.xml
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第 16章

csdbを使用した Calendar Serverデー
タベースの管理

Calendar Serverでは、複数のディレクトリに多くのデータベースファイルを保存しま
す。第 10章で説明している自動バックアッププロセスを実装するか、または独自の
バックアップシステムを実装して、データベースファイルを保護する必要がありま
す。csdbユーティリティーを使用すると、データベースファイルを管理できます。

この章では、csdbを使用した Calendar Serverデータベースの管理方法について、次
の項目を説明します。

� 289ページの「csdbを使用したカレンダデータベースの管理」
� 291ページの「csdbの管理作業」

csdbを使用したカレンダデータベースの
管理
データベースファイルを管理するには、Calendar Serverユーティリティーの csdbを
使用します。ここで説明する内容は次のとおりです。

� 289ページの「csdbがデータベースファイルをグループ化する方法」
� 291ページの「特定のデータベースにターゲットを指定できる csdb」

csdbがデータベースファイルをグループ化する方
法
カレンダデータベースのユーティリティー、csdbでは、データベースファイルを 3
つの論理データベースとして扱います。

� 290ページの「カレンダデータベース (caldb)」
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� 290ページの「セッションデータベース (sessdb)」
� 290ページの「統計情報データベース (statdb)」

カレンダデータベース (caldb)
caldbは、データベースディレクトリにあるすべての .dbファイルと _db.*ファイ
ルで構成されます。カレンダデータベースファイルのデフォルトの場所は、次のとお
りです (cld_cacheおよび ldap_cacheサブディレクトリも同様)。

/var/opt/SUNWics5/csdb

Calendar Serverの設定プログラム (csconfigurator.sh)を実行するときに、別の
ディレクトリを指定することもできます。設定プログラムについては、第 3章を参照
してください。

次の表は、カレンダデータベース (caldb)ファイルについての説明です。

表 16–1 Calendar Serverデータベースファイル

ファイル 説明

ics50calprops.db すべてのカレンダのカレンダプロパティー。カレンダ ID (calid)、カ
レンダ名、ACL (アクセス制御リスト)、所有者が記録されています。

ics50events.db すべてのカレンダの予定。

ics50todos.db すべてのカレンダの仕事 (作業)。

ics50alarms.db すべての予定と仕事 (作業)のアラーム。

ics50gse.db GSE (グループスケジューリングエンジン)のスケジューリング要求の
キュー。

ics50journals.db カレンダのジャーナル。現在のリリースにはジャーナルは実装されて
いません。

ics50caldb.conf データベースのバージョン識別子。

ics50recurring.db 定期的な予定。

ics50deletelog.db 削除された予定と仕事 (作業)。第 18章も参照してください。

セッションデータベース (sessdb)
セッションデータベースは、次のディレクトリにあるすべてのファイルで構成されま
す。/opt/SUNWics5/cal/lib/admin/session/および
/opt/SUNWics5/cal/lib/http/session/

統計情報データベース (statdb)
統計情報データベースは、counterディレクトリにあるすべてのファイルで構成され
ます。
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/opt/SUNWics5/cal/lib/counter/

特定のデータベースにターゲットを指定できる
csdb
csdbユーティリティーの -tオプションを使用すると、ターゲットデータベースを指
定できます。

� -t caldb: カレンダデータベース
� -t sessdb: セッションデータベース
� -t statdb: 統計情報データベース

-tオプションを指定しない場合、csdbは 3種類すべてのデータベースを対象に動作
します。ただし、checkと rebuildの対象はカレンダデータベースだけです。

csdbの管理作業
ここでは、393ページの「csdb」ユーティリティーを使用して次の管理作業を行う方
法について説明します。

� 291ページの「データベースグループの状態をリスト表示するには」
� 293ページの「カレンダデータベースの破損をチェックするには」
� 294ページの「カレンダデータベース (caldb)を再構築するには ? GSEがない場
合」

� 295ページの「カレンダデータベースを再構築するには ? GSEデータベースを含め
る場合」

� 298ページの「データベースグループを削除するには」

注 – csdbユーティリティーを実行するには、Calendar Serverが稼動しているシステ
ムの管理権限を持つユーザーとしてログインする必要があります。詳細は、付録 Dを
参照してください。

� データベースグループの状態をリスト表示するに
は
データベースグループ (caldb、sessdb、statdb)の状態を確認するには、csdb
ユーティリティーの listコマンドを使用します。

データベースの状態をリスト表示するには
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1. Calendar Serverがインストールされているシステムの管理権限を持つユーザーと
してログインします。

2. Calendar Serverは稼動中でも停止していてもかまいませんが、可能であれば停止
してください。

3. /sbinディレクトリに移動します。たとえば、Solarisオペレーティングシステム
では次のように入力します。

cd /opt/SUNWics5/cal/sbin

4. データベースグループの 1つまたはすべてに対して listコマンドを実行します。
たとえば、3種類すべてのデータベースグループの状態と統計情報をリスト表示す
るときは、次のように実行します。

./csdb list

次のコードは出力のサンプルを示しています。

Sleepycat Software: Berkeley DB 4.1.25: (December 19, 2002)

Calendar database version: 3.0.0 [BerkeleyDB]
Total database size in bytes: 57344

Session database version: 1.0.0 [BerkeleyDB]
Total database size in bytes: 0

Counter database version: 1.0.0 [Memory Mapped Files]
Total database size in bytes: 118792

または、冗長モードが使用できます。次に例を示します。

./csdb -v list

次のサンプルコードは詳細出力を示しています。

Sleepycat Software: Berkeley DB 4.1.25: (December 19, 2002)

Calendar database version: 3.0.0 [BerkeleyDB]
Total database size in bytes: 57344
Total number of calendars: 2
Total number of events: 0
Total number of tasks: 0
Total number of alarms: 0
Total number of gse entries: 0
Total number of master component entries: 0
Total number of deletelog entries: 0
Total logfile size in bytes: 5779919

Session database version: 1.0.0 [BerkeleyDB]
Total database size in bytes: 0
Total logfile size in bytes: 0

手順
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Counter database version: 1.0.0 [Memory Mapped Files]
Total database size in bytes: 118792

1つのターゲットデータベースのグループ (caldb、sessdb、または statdb)の
指定には、-tオプションを使用します。たとえば、カレンダデータベースのみの
データベースの状態と統計情報を表示するときは、次のように実行します。

csdb -t caldb list

� カレンダデータベースの破損をチェックするには
カレンダプロパティー (calprops)、予定、および仕事 (作業)を含め、カレンダデータ
ベースを走査して破損がないかどうか調べるには、checkコマンドを使用します。
checkコマンドにより回復不能な不整合が検出された場合、その状況がレポートとし
て出力されます。

checkコマンドは、アラームまたは GSE (グループスケジューリングエンジン)デー
タベースの破損をチェックしません。

データベースの破損をチェックするには、次のように実行します。

1. Calendar Serverがインストールされているシステムの管理権限を持つユーザーと
してログインします。

2. Calendar Serverは稼動中でも停止していてもかまいませんが、可能であれば停止
してください。

3. カレンダデータベースのコピーをまだ作成していない場合は、コピーを作成しま
す。データベース (.db)ファイルだけをコピーします。共有ファイル (__db.*)や
ログファイル (log.*)をコピーする必要はありません。

4. cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbinディレクトリに移動します。たとえば、Solaris
オペレーティングシステムでは次のように入力します。

cd /opt/SUNWics5/cal/sbin

5. カレンダデータベースのコピーに対して checkコマンドを実行します。

./csdb check dbdir \> /tmp/check.out 2\>&1

dbdirを指定しない場合、現在のディレクトリに格納されているデータベースに対
して checkが実行されます。

checkコマンドは大量の情報を生成する可能性があるので、この例で示すように
stdoutや stderrを含むすべての出力をファイルとして書き出すことをお勧めし
ます。

手順
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6. checkの実行が完了したら、出力ファイルを確認します。

データベースが破損している場合、ホットバックアップのコピーに置き換えること
ができます。または、rebuildコマンドを実行して、破損したデータベースを再
構築することもできます。

� カレンダデータベース (caldb)を再構築するには ?
GSEがない場合
破損してしまったカレンダデータベース (caldb)を復元するときは、csdbユー
ティリティーの rebuildコマンドを使用します。rebuildコマンドで、すべてのカ
レンダデータベースを走査して破損の発生を調べます。不整合が検出されると、
rebuildコマンドは再構築したカレンダデータベース (.dbファイル)を
cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin/rebuild_dbディレクトリに生成します。

rebuildは大量の情報を生成する可能性があるので、stdoutや stderrを含むすべ
ての出力をファイルとして書き出すことをお勧めします。

次に示す手順では、rebuildコマンドは GSE (グループスケジューリングエンジン)
データベースを再構築しません。

GSEデータベースなしにカレンダデータベースを再構築するには、次のように実行し
ます。

1. Calendar Serverがインストールされているシステムの管理権限を持つユーザーと
してログインします。

2. Calendar Serverを停止します。

3. カレンダデータベースのコピーをまだ作成していない場合は、コピーを作成しま
す。データベース (.db)ファイルとログ (log.*)ファイルをコピーします。共有
ファイル (__db.*)をコピーする必要はありません。

4. cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbinディレクトリに移動します。たとえば、Solaris
オペレーティングシステムでは次のように入力します。

cd /opt/SUNWics5/cal/sbin

sbinディレクトリのディスク容量が問題となる場合は、別のディレクトリで
rebuildコマンドを実行します。

5. カレンダデータベースのコピーに対して rebuildコマンドを実行します。

./csdb rebuild /tmp/db /tmp/

データベースディレクトリを指定しない場合、現在のディレクトリに格納されてい
るデータベースに対して rebuildが実行されます。上記の例では、/tmp/パラ
メータは、再構築したデータベースの出力先ディレクトリを指定しています。
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注 –カレンダデータベースを再構築するときは、常に最新のバックアップコピーを
使用してください。

ただし、膨大なデータが失われ、データベースの定期バックアップで複数のコピー
を利用できるときは、最新のコピーから最も古いコピーの順に再構築を行います。
この方法の唯一の欠点は、すでに削除されているカレンダコンポーネントが再構築
されたデータベースに再表示されることです。

たとえば、3つのバックアップカレンダデータベースファイルが db_0601、
db_0615、および db_0629というディレクトリに格納されている場合は、次の順
序で rebuildコマンドを実行します。

a. ./csdb rebuild db_0629

Then check for corruption. If this backup copy is also
corrupt, then run rebuild on the next backup copy.

b. ./csdb rebuild db_0615

Then check for corruption. If this backup copy is also
corrupt, then run rebuild on the next backup copy.

c. ./csdb rebuild db_0601

... etc.

rebuildコマンドは再構築したデータベースを
cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin/rebuild_dbディレクトリに書き込みま
す。

6. rebuildの実行が完了したら、rebuild.outファイルを確認します。再構築が
正常に完了した場合、rebuild.outファイルの最後の行は次のようになります。

Calendar database has been rebuilt

7. rebuildの成功を確認したら、再構築したデータベース (.db)ファイルを
rebuild_dbディレクトリから運用データベースにコピーします。

8. 破損したデータベースのディレクトリに共有ファイル (__db.*)が含まれていた場
合は、それも運用ディレクトリに移動します。

9. Calendar Serverを再起動します。

� カレンダデータベースを再構築するには ? GSE
データベースを含める場合
サイトにグループスケジューリングを実装している場合は、再構築に GSEを含めるこ
とをお勧めします。
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カレンダデータベースと GSEデータベースの両方を再構築するには、次のように実行
します。

1. GSEデータベースにエントリが含まれているかどうかを調べるには、
csschedule -v list コマンドを実行して GSE がすべてのエントリの処理を完
了するようにします。

2. Calendar Serverがインストールされているシステムの管理権限を持つユーザーと
してログインします。

3. Calendar Serverを停止します。

4. カレンダデータベースのコピーをまだ作成していない場合は、コピーを作成しま
す。

データベース (.db)ファイルとログ (log.*)ファイルをコピーします。共有
ファイル (__db.*)をコピーする必要はありません。

5. cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbinディレクトリに移動します。

たとえば、Solarisオペレーティングシステムでは次のように入力します。

cd /opt/SUNWics5/cal/sbin

sbinディレクトリのディスク容量が問題となる場合は、別のディレクトリで
rebuildコマンドを実行します。

6. カレンダデータベースのコピーに対して rebuildコマンドを実行します。

./csdb -g rebuild /tmp/db /tmp/

データベースディレクトリを指定しない場合、現在のディレクトリに格納されてい
るデータベースに対して rebuildが実行されます。上記の例では、/tmp/パラ
メータは、再構築したデータベースの出力先ディレクトリを指定しています。
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注 –カレンダデータベースを再構築するときは、常に最新のバックアップコピーを
使用してください。

ただし、膨大なデータが失われ、データベースの定期バックアップで複数のコピー
を利用できるときは、最新のコピーから最も古いコピーの順に再構築を行います。
この方法の唯一の欠点は、すでに削除されているカレンダコンポーネントが再構築
されたデータベースに再表示されることです。

たとえば、3つのバックアップカレンダデータベースファイルが db_0601、
db_0615、および db_0629というディレクトリに格納されている場合は、次の順
序で rebuildコマンドを実行します。

./csdb rebuild db_0629 ./csdb rebuild db_0615 ./csdb rebuild db_0601

rebuildコマンドは再構築したデータベースを
cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin/rebuild_dbディレクトリに書き込みます。

7. rebuildの実行が完了したら、rebuild.outファイルを確認します。

再構築が正常に完了した場合、rebuild.outファイルの最後の行は次のようにな
ります。

Calendar database has been rebuilt

8. rebuildの成功を確認したら、再構築したデータベース (.db)ファイルを
rebuild_dbディレクトリから運用データベースにコピーします。

9. 破損したデータベースのディレクトリに共有ファイル (__db.*)が含まれていた場
合は、それも運用ディレクトリに移動します。

10. Calendar Serverを再起動します。

再構築出力のサンプル

出力サンプルでは、予定と仕事のデータベースがそれぞれ 2回走査されたことを示し
ています。これはエラーではありません。最初の走査では calpropsデータベースの
情報を確認し、次に再走査して calpropsが確実にカレンダデータベースからアクセ
スできることを確認します。

次の例は、コマンドと、そのコマンドにより生成された出力を示しています。

# ./csdb -g rebuild
Building calprops based on component information.
Please be patient, this may take a while...
Scanning events database...
512 events scanned
Scanning todos database...
34 todos scanned
Scanning events database...
512 events scanned

例 16–1
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Scanning todos database...
34 todos scanned
Scanning deletelog database...
15 deletelog entries scanned
Scanning gse database...
21 gse entries scanned
Scanning recurring database...
12 recurring entries scanned
Successful components db scan
Calendar database has been rebuilt
Building components based on calprops information.
Please be patient, this may take a while...
Scanning calprops database to uncover events...
25 calendars scanned
Scanning calprops database to uncover todos...
25 calendars scanned
Successful calprops db scan
Calendar database has been rebuilt

データベースグループを削除するには
カレンダデータベースを削除するには、csdbユーティリティーの deleteコマンド
を使用します。Calendar Serverは停止している必要があります。

ターゲットデータベース (caldb、sessdb、statdb)を指定するときは、-tオプ
ションを指定します。指定しない場合、csdbは 3種類すべてのデータベースを削除
します。

たとえば、カレンダデータベースを削除するときは、次のように実行します。

csdb -t caldb delete

データベースを削除する前に、csdbユーティリティーは警告を出力します。
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第 17章

Calendar Serverデータのバック
アップと復元

Calendar Serverにより提供される自動バックアップ機能の使用を選択していない場合
は、csstoredを使用して、バックアップ手順を実装し、データを保護する必要があ
ります。この章では、手動バックアップを実行して、カレンダデータベースファイル
を復元するための Calendar Serverおよびほかの Sunツールの使用方法を説明しま
す。

/var/opt/SUNWics5/csdbディレクトリに格納されている Calendar Serverデータ
のバックアップと復元には、次のコマンド行ユーティリティーを使用します。

� csbackupは、カレンダデータベース、指定したカレンダ、ユーザーのデフォル
トのカレンダをバックアップします。バックアップ対象のディレクトリは、ランタ
イムユーザー (icsuser)が所有する必要があります。そうでない場合、データの
復元を試みるとエラーメッセージが出力されます。

� csrestoreは、csbackupで生成したカレンダデータベース、個々のカレンダ、
ユーザーのデフォルトカレンダを復元します。

注 – Berkeleyデータベースのツール (db_recoverなど)を使用する既存のカスタムス
クリプトがある場合、Calendar Server 6以降にアップグレードすると、ツールが機能
しない場合があります。Calendar Server 2004Q4以前は、ツールはスタティックライ
ブラリでコンパイルされていました。Calendar Server 6以降、ツールはダイナミック
ライブラリでコンパイルされるようになりました。

この変更に対応するには、カスタムスクリプトを次のように変更してダイナミックリ
ンクライブラリを使用可能にする必要があります。大域変数 LD_LIBRARY_PATHを
ダイナミックライブラリの名前 (libdb-4.2.so)に変更します。

この章で説明する内容は次のとおりです。

� 300ページの「Calendar Serverデータのバックアップ」
� 302ページの「Calendar Serverデータの復元」
� 304ページの「Sun StorEdge Enterprise Backupまたは Legato Networkerの使
用」
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注意 – Calendar Server 2のデータには最新製品との互換性がありません。データを喪
失する可能性があるので、Calendar Server 2の backupユーティリティーでバック
アップしたカレンダデータを復元しないでください。

最新バージョンに移行する必要のある Calendar Server 2のカレンダデータがある場合
は、テクニカルサポートに問い合わせて適切な移行ユーティリティーを入手してくだ
さい。

Calendar Serverデータのバックアップ
csbackupユーティリティーを使用して、カレンダデータベース、指定したカレン
ダ、ユーザーのデフォルトカレンダをバックアップできます。ここで説明する内容は
次のとおりです。

� 300ページの「カレンダデータベースのディレクトリへのバックアップ」
� 301ページの「指定したカレンダのファイルへのバックアップ」
� 301ページの「ユーザーデフォルトカレンダのファイルへのバックアップ」

� カレンダデータベースのディレクトリへのバック
アップ

1. データベースファイルの所有者 (icsuserなど)としてログインします。

2. csbackupユーティリティーの databaseコマンドを使用します。

たとえば、カレンダデータベースを backupdirというディレクトリにバック
アップするときは、次のように実行します。

csbackup -f database backupdir

3. バックアップディレクトリ内のバージョンファイル ics50caldb.confを調べ
て、正しいバージョンのデータベースがバックアップされたかどうか確認します。

手順
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注 –ターゲットバックアップディレクトリがすでに存在し、-fオプションを指定
しない場合は、csbackupユーティリティーの実行は失敗します。たとえば、
backupdirディレクトリがすでに存在する場合は、そのディレクトリが空で
あっても次のコマンドの実行は失敗します。

csbackup database backupdir

このため、既存のターゲットバックアップディレクトリを指定するときは、-fオ
プションを指定して csbackupを実行する必要があります。

存在しないターゲットバックアップディレクトリを指定し、csbackupにディレ
クトリを新規作成させることもできます。

� 指定したカレンダのファイルへのバックアップ

1. データベースの所有者 (icsuser)としてログインします。

2. カレンダを iCalendar形式または XML形式のファイルにバックアップするとき
は、csbackupユーティリティーの calendarコマンドを使用します。

バックアップファイルの形式は、ファイル名拡張子 (.icsまたは .xml)によって
示されます。

たとえば、jsmithcalというカレンダを iCalendar形式 (text/calendar MIME)の
jsmith.icsというファイルとして backupdirディレクトリ内にバックアップ
するには、次のように実行します。

csbackup -c jsmithcal calendar backupdir/jsmith.ics

また、jsmithcalというカレンダを XML形式 (text/XML MIME)の
jsmith.xmlというファイルとして backupdirディレクトリ内にバックアップ
するには、次のように実行します。

csbackup -c jsmithcal calendar backupdir/jsmith.xml

� ユーザーデフォルトカレンダのファイルへの
バックアップ

1. データベースの所有者 (icsuser)としてログインします。
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2. ユーザーのデフォルトカレンダを iCalendar形式または XML形式のテキスト
ファイルにバックアップするには、csbackup ユーティリティーの def cal コマ
ンドを使用します。ファイルの形式は、出力ファイルに指定する拡張子 (.icsま
たは .xml)によって決定されます。

たとえば、jsmithというユーザーのデフォルトカレンダを jsmith.icsという
iCalendar形式 (text/calendar MIME)のファイルにバックアップするには、次
のように実行します。

csbackup -a jsmith defcal backupdir/jsmith.ics

また、jsmithのデフォルトカレンダを jsmith.xmlという XML形式 (text/xml
MIME)のファイルにバックアップするには、次のように実行します。

csbackup -a jsmith defcal backupdir/jsmith.xml

Calendar Serverデータの復元
csrestoreは、csbackupで生成したカレンダデータベース、個々のカレンダ、
ユーザーのデフォルトカレンダを復元します。csrestoreユーティリティーを
Calendar Serverがインストールされているローカルマシンで実行し、最初に
Calendar Serverを停止する必要があります。データベースのバックアップ時は
Calendar Serverは稼動していてもかまいません。

ここで説明する内容は次のとおりです。

� 302ページの「カレンダデータベースの復元」
� 303ページの「バックアップディレクトリからのカレンダの復元」
� 303ページの「バックアップファイルからのカレンダの復元」
� 303ページの「ユーザーのデフォルトカレンダの復元」

� カレンダデータベースの復元

1. データベースの所有者 (icsuser)としてログインします。

2. csbackupユーティリティーで作成したバックアップディレクトリからカレンダ
データベースを復元するときは、csrestoreユーティリティーの databaseコマ
ンドを使用します。

たとえば、backupdirというバックアップディレクトリに保存されているカレン
ダデータベースを復元するには、次のように実行します。

csrestore database backupdir

手順
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� バックアップディレクトリからのカレンダの復元

1. データベースの所有者 (icsuser)としてログインします。

2. csbackupユーティリティーで作成したバックアップディレクトリに保存されて
いるデータベースから特定のカレンダを復元するときは、-cオプションを指定し
て csrestoreユーティリティーの databaseコマンドを実行します。

たとえば、backupdirというバックアップデータベースディレクトリから
jsmithcalというカレンダを復元するときは、次のように実行します。

csrestore -c jsmithcal calendar backupdir

� バックアップファイルからのカレンダの復元

1. データベースの所有者 (icsuser)としてログインします。

2. csbackupユーティリティーで作成したバックアップファイルから特定のカレン
ダを復元するときは、-cオプションを指定して csrestoreユーティリティーの
calendarコマンドを実行します。

保存されているカレンダファイルの形式は、そのファイルの拡張子 (.icsまたは
.xml)で示されます。

たとえば、iCalendar形式 (text/calendar MIME)の jsmith.icsというファイル
として backupdirディレクトリに保存されている jsmithcalというカレンダを
復元するには、次のように実行します。

csrestore -c jsmithcal calendar backupdir/jsmith.ics

また、XML形式 (text/calendar MIME)の jsmith.xmlというファイルとして
bcakupdirディレクトリに保存されている jsmithcalというカレンダを復元す
るには、次のように実行します。

csrestore -c jsmithcal calendar backupdir/jsmith.xml

� ユーザーのデフォルトカレンダの復元

1. データベースの所有者 (icsuser)としてログインします。

2. csbackupユーティリティーでバックアップファイルに保存したユーザーのデ
フォルトカレンダを復元するには、csrestoreユーティリティーの defcalコマ
ンドを使用します。

保存されているカレンダファイルの形式は、そのファイルの拡張子 (.icsまたは
.xml)で示されます。
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たとえば、iCalendar形式 (text/calendar MIME)の jsmith.icsという
ファイルとして backupdirディレクトリに保存されている、jsmithというユー
ザーのデフォルトカレンダを復元するには、次のように実行します。

csrestore -a jsmith defcal backupdir/jsmith.ics

また、XML形式 (text/xml MIME)の jsmith.xmlというファイルとして
backupdirディレクトリに保存されている、jsmithというユーザーのデフォルト
カレンダを復元するには、次のように実行します。

csrestore -a jsmith defcal backupdir/jsmith.xml

Sun StorEdge Enterprise Backup™また
は Legato Networker®の使用
Sun StorEdge Enterprise Backupソフトウェア (従来の Solstice Backup)または Legato
Networkerを使用して Calendar Serverデータのバックアップと復元を行うこともで
きます。Sun StorEdge Enterprise Backupソフトウェアと Legato Networkerは似てい
るので、ここで紹介する手順はどちらの製品にも適用できます。

ただし、Calendar Serverのバックアップを行う前に、Sun StorEdge Enterprise
Backupまたは Legato Networkerのマニュアルを参照してください。

Sun StorEdge Enterprise Backupソフトウェアのマニュアル
は、http://docs.sun.comで入手できます。

ここで説明する内容は次のとおりです。

� 304ページの「StorEdgeツールまたは Legatoツール」
� 305ページの「Sun StorEdge Enterprise Backupソフトウェアまたは Legato

Networkerを使用して Calendar Serverデータをバックアップするには」
� 306ページの「Sun StorEdge Enterprise Backupソフトウェアまたは Legato

Networkerを使用して Calendar Serverデータを復元するには」

StorEdgeツールまたは Legatoツール
/opt/SUNWics5/cal/sbinディレクトリには、Sun StorEdgeまたは Legatoバック
アップソフトウェアを使用する上で必要となる次のファイルが格納されています。

icsasm Calendar Server ASM (Application Specific Module)。ASMは、
Sun StorEdgeまたは Legatoバックアップソフトウェアがデー
タをバックアップまたは復元するときに呼び出されるプログラ
ムです。

legbackup.sh csbackupユーティリティーを呼び出すスクリプト。
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legrestore.sh csrestoreユーティリティーを呼び出すスクリプト。

� Sun StorEdge Enterprise Backupソフトウェアまた
は Legato Networkerを使用して Calendar Server
データをバックアップするには
Sun StorEdgeまたは Legatoバックアップソフトウェアを使用してカレンダデータ
ベースをバックアップするには、次の手順を実行します。

1. Sun StorEdgeまたは Legatoの nsrfileバイナリファイルを /usr/lib/nsr
ディレクトリにコピーします。

2. /usr/lib/nsrディレクトリに次のシンボリックリンクを作成します。

icsasm -\> /opt/SUNWics5/cal/sbin/icsasm nsrfile -\> /usr/lib/nsr/nsrfile

3. /opt/SUNWics5/cal/sbinディレクトリに移動し、-lオプションを指定して
csbackupユーティリティーを実行します。次に例を示します。

cd /opt/SUNWics5/cal/sbin ./csbackup -l

-lオプションによって、現在のディレクトリの下にバックアップディレクトリイ
メージが作成されます。このディレクトリ内のファイルは空で、カレンダがバック
アップ媒体にどのように格納されるかをバックアッププログラムに伝えるためだけ
に使用されます。バックアップディレクトリがすでに存在する場合、現在のディレ
クトリ構造がそのディレクトリに反映されます。

4. saveコマンドを実行してカレンダデータをバックアップします。次に例を示しま
す。次に例を示します。

/usr/bin/nsr/save -s /opt/SUNWics5/cal/sbin/budir

Sun StorEdgeまたは Legatoのバックアップ GUIでクライアント保存セットを設
定してバックアップをスケジューリングし、データベースを定期的にバックアップ
することもできます。

注: .nsrファイルを変更しないでください。これらのファイルには、バック
アップ時に saveコマンドと icsasmコマンドが解釈する指令が記録されていま
す。

Calendar Serverは増分バックアップ機能をサポートしていません。バックアップ
ディレクトリはフォルダ構造のイメージに過ぎず、実際のデータを含まないので、
この機能を使用しないでください。

ASCII以外の文字またはスラッシュ記号 (/)を含む名前を付けてカレンダをバック
アップすることはできません。

手順
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5. バックアップ手順を自動化します。

これまでは手動で行うバックアップ手順について説明してきました。バックアップ
プログラムの backupコマンドを設定し、バックアッププログラムの saveコマ
ンドによって自動的なバックアッププロセスが開始される前に、Calendar Server
の csbackupコマンド行ユーティリティーが実行されるようにします。

� Sun StorEdge Enterprise Backupソフトウェアまた
は Legato Networkerを使用して Calendar Server
データを復元するには
Calendar Serverデータを復元するには、次の手順を実行します。

1. Sun StorEdge Enterprise Backupソフトウェアの nwrestore機能または
recoverコマンドを使用して、バックアップされているカレンダ情報を復元しま
す。

nwrestoreを使用した場合は次のメッセージが出力されます。

"File already exists. Do you want to overwrite, skip, backup, or rename?"

2. overwriteを選択します。

このメッセージは、バックアップツリーが単なるディレクトリ階層であるために表
示されます。つまり、このツリーは空のファイルだけを含み、この状態は変化しま
せん。

手順
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第 18章

削除ログデータベースの管理

Calendar Serverには、削除された予定や仕事 (作業)を格納するための削除ログデー
タベース (ics50deletelog.db)が用意されています。

初期のリリースでは、Calendar Serverは削除された予定や作業をデータベースに維持
していませんでした。どのコンポーネントが削除されたのかを特定するには、ユー
ザーは予定または仕事 (作業)の一意の識別子 (uid)または定期予定 ID (rid)を必ず
保存しなければなりません。この制限は、WCAPコマンドを使用してクライアント
ユーザーインタフェース (UI)を作成するインストールに直接影響しました。この制限
を解決するため、削除ログデータベースが作成されました。

この章で説明する内容は次のとおりです。

� 307ページの「削除ログデータベースの作成」
� 308ページの「削除ログデータベースの照会」
� 309ページの「削除ログデータベースの破棄」
� 310ページの「削除ログデータベース用の Calendar Serverユーティリティーの使
用」

削除ログデータベースの作成
Calendar Serverは、その他の Calendar Serverデータベースファイルと同様に削除ロ
グデータベース (ics50deletelog.db)を csdbディレクトリ内に自動的に作成しま
す。Calendar Serverは、予定と仕事を次のように削除ログデータベースに書き込みま
す。

� 繰り返されない予定と仕事

繰り返されない予定または仕事を削除すると、Calendar Serverはそれを予定デー
タベース (ics50events.db)または仕事データベース (ics50todos.db)から消
去し、削除ログデータベース (ics50deletelog.db)に書き込みます。

� 定期的な予定と仕事
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定期的な予定または仕事の個々のインスタンスが削除された場合、Calendar
Serverは削除された予定または仕事のインスタンスを削除ログデータベース
(ics50deletelog.db)に書き込みます。

定期的な予定または仕事のすべてのインスタンスを削除すると、Calendar Server
は予定データベースまたは仕事データベースからマスターコンポーネントを削除
し、それを削除ログデータベースに書き込みます。削除ログデータベース内のマス
ターコンポーネントには、繰り返しパラメータ rrules、rdates、exrules、
exdatesが含まれます。

削除ログデータベースの照会
削除ログデータベースからエントリを返すには、展開モードまたは圧縮モードの
fetch_deletedcomponents WCAP コマンドを使用します。

� 展開モード (recurring = 0)

recurringパラメータが 0の場合、fetch_deletedcomponentsは、条件と一
致する定期的な予定のすべてのインスタンスを返しますが、定期的な予定のマス
ターコンポーネントは返しません。

� 圧縮モード (recurring = 1)

recurringパラメータが 1の場合、fetch_deletedcomponentsは、繰り返さ
れない予定、および定期的な予定のマスターコンポーネントを返しますが、個々の
定期的な予定は返しません。

繰り返しチェーンのすべてのインスタンスを削除すると、マスターコンポーネント
は dtstart、dtend、rrules、rdates、exrules、exdates、および uidパ
ラメータを返します。

また fetch_deletedcomponentsは、削除された繰り返しインスタンスに関連
付けられているアクティブな状態のマスターコンポーネントを返しません。アク
ティブな状態のマスターコンポーネントを返すには、
fetchcomponents_by_lasmod WCAPコマンドを使用します。
fetch_deletedcomponentsコマンドは、fetchcomponents_by_lasmodコ
マンドと組み合わせて使用する必要があります。

WCAPコマンドについては、『Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4
Developer’s Guide』を参照してください。
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削除ログデータベースの破棄
Calendar Serverは、309ページの「削除ログデータベースの自動破棄」と 309ページ
の「削除ログデータベースの手動破棄」の両方をサポートしています。

削除ログデータベースの自動破棄
削除ログデータベースのエントリを Calendar Serverに自動破棄させることができま
す。

次の表は、自動破棄を制御する ics.confファイルのパラメータを示しています。

表 18–1削除ログデータベースの自動破棄に適用される設定パラメータ

パラメータ 説明

service.admin.purge.deletelog 削除ログデータベース (ics50deletelog.db)エントリの
自動破棄を有効化 (yes)または無効化 (no)します。

デフォルトは "no"です。

caldb.berkeleydb.purge.deletelog.interval 削除ログデータベース (ics50deletelog.db)のエントリ
を自動的に破棄する間隔を秒単位で指定します。

デフォルトは 60秒です。

caldb.berkeleydb.purge.deletelog.beforetime 削除ログデータベース (ics50deletelog.db)から自動的
に破棄するエントリの存続時間を秒単位で指定します。

デフォルトは 86400秒 (1日)です。

たとえば、5分 (600秒)おきに、2日 (172800秒)を経過した削除ログデータベースの
エントリを Calendar Serverに自動破棄させるには、309ページの「削除ログデータ
ベースの自動破棄」のパラメータを次のように設定します。

service.admin.purge.deletelog="yes"
caldb.berkeleydb.purge.deletelog.interval=600
caldb.berkeleydb.purge.deletelog.beforetime=172800

パラメータの設定が完了したら、新しい値が適用されるように Calendar Serverを再
起動します。

削除ログデータベースの手動破棄
削除ログデータベース (ics50deletelog.db)のエントリを手動で破棄するには、
cspurgeユーティリティーを使用します。

cspurge -e endtime -s starttime
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endtimeと starttimeは、対象範囲の開始と終了を世界標準時形式 (GMTまたは UTCと
も呼ばれる)で指定します。

cspurgeを実行するには、Calendar Serverを稼動しているユーザーとグループ (デ
フォルトでは icsuserと icsgroup)、またはスーパーユーザー (root)としてログ
インする必要があります。

たとえば、2003年 7月 1日から 2003年 7月 31日までのエントリを破棄するには、次
のように実行します。

cspurge -e 20030731T235959Z -s 20030701T120000Z

詳細は、414ページの「cspurge」を参照してください。

削除ログデータベース用の Calendar
Serverユーティリティーの使用
次の表は、削除ログデータベース (ics50deletelog.db)をサポートする Calendar
Serverユーティリティーを示しています。

表 18–2削除ログデータベースをサポートするユーティリティー

ユーティリティー 説明

cspurge 削除ログデータベースのエントリを手動で破棄します。

csbackupと csrestore 削除ログデータベースのバックアップと復元をサポートします。

csstats 削除ログデータベースの統計情報をレポートします。

csdb 削除ログデータベースのチェック、復元、再構築をサポートしま
す。

cscomponents 削除ログデータベースのエントリの数をリスト表示します (読み
取り専用情報)。

これらのユーティリティーの構文など、詳細は付録 D を参照してください。
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第 19章

Calendar Serverのタイムゾーンの管
理

この付録では、Calendar Serverがタイムゾーンを定義、処理する方法について、次の
項目を説明します。

� 311ページの「Calendar Serverタイムゾーンの概要」
� 313ページの「Calendar Serverタイムゾーンの管理」

タイムゾーンのプロパティーとパラメータについては、次のWebサイトで『RFC
2445, Internet Calendaring and Scheduling Core Object Specification (iCalendar)』を
参照してください。

http://www.ietf.org/rfc/rfc2445.txt

Calendar Serverタイムゾーンの概要
timezones.icsファイルには、Calendar Serverがサポートするタイムゾーン表記が
定義されています。このファイルは、次のディレクトリに格納されています。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/data

起動時に Calendar Serverは timezones.icsファイルを読み取ってタイムゾーン
データを生成し、そのデータをメモリーに格納します。このため、Calendar Serverの
稼動中はタイムゾーンデータはメモリー内に維持されます。したがって、新しいタイ
ムゾーンを追加したり、既存のタイムゾーンを変更した場合は、変更が適用されるよ
うに Calendar Serverを停止して再起動する必要があります。

timezones.icsファイル内のタイムゾーンは TZIDパラメータで識別されます。た
とえば、Calendar Serverは、例 19–1に示すように、America/Los_Angeles TZID
を使用して太平洋標準時 (PST/PDT)を識別します。TZNAMEプロパティーはタイム
ゾーンの略式表記で、たとえば America/Los_Angelesであれば、PST (Pacific
Standard Time、太平洋標準時)となります。
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America/Los_Angelesのように夏時間 (DST)が適用されるタイムゾーンには、次
の 2つのサブコンポーネントが含まれます。標準時間用の STANDARDと夏時間用の
DAYLIGHT。X-NSCP-TZCROSSリストには、そのタイムゾーンで夏時間 (DAYLIGHT)
と標準時間 (STANDARD)が切り替わる日付が含まれます。

RRULEプロパティーは、STANDARDと DAYLIGHTの規則のパターンを定義します。
TZOFFSETFROMプロパティーと TZOFFSETTOプロパティーは、夏時間と標準時間が
切り替わる前後の GMTからの時間差を定義します。Communications Expressのユー
ザーインタフェースでは、X-NSCP-TZCROSSに指定されている日付を使用して、タ
イムゾーンの変更をいつ表示するかが決定されます。

タイムゾーンの ID (tzid)パラメータを含むWCAPコマンドは、timezones.ics
ファイルに定義されている有効なタイムゾーンを参照する必要があります。Calendar
Serverは、そのタイムゾーンを使用して日付を返します。WCAPコマンドに不明なタ
イムゾーンが指定されている場合、デフォルトでは Calendar Serverは GMTタイム
ゾーンの日付を返します。WCAPについては、『Sun Java System Calendar
Server 6 2005Q4 Developer’s Guide』を参照してください。

例 19–1 timezones.icsファイル内のAmerica/Los_Angelesタイムゾーンの表記

次の例は、timezones.icsファイル内のAmerica/Los_Angelesタイムゾーンの表
記を示しています。

BEGIN:VTIMEZONE
TZID:America/Los_Angeles
BEGIN:STANDARD
DTSTART:19671025T020000
RRULE:FREQ=YEARLY;BYDAY=-1SU;BYMONTH=10
TZOFFSETFROM:-0700
TZOFFSETTO:-0800
TZNAME:PST
END:STANDARD
BEGIN:DAYLIGHT
DTSTART:19870405T020000
RRULE:FREQ=YEARLY;BYDAY=1SU;BYMONTH=4
TZOFFSETFROM:-0800
TZOFFSETTO:-0700
TZNAME:PDT
END:DAYLIGHT
X-NSCP-TZCROSS:
19880403T100000Z;19881030T090000Z;19890402T100000Z;19891029T090000Z;
19900401T100000Z;19901028T090000Z;19910407T100000Z;19911027T090000Z;
19920405T100000Z;19921025T090000Z;19930404T100000Z;19931031T090000Z;
19940403T100000Z;19941030T090000Z;19950402T100000Z;19951029T090000Z;
19960407T100000Z;19961027T090000Z;19970406T100000Z;19971026T090000Z;
19980405T100000Z;19981025T090000Z;19990404T100000Z;19991031T090000Z;
20000402T100000Z;20001029T090000Z;20010401T100000Z;20011028T090000Z;
20020407T100000Z;20021027T090000Z;20030406T100000Z;20031026T090000Z;
20040404T100000Z;20041031T090000Z;20050403T100000Z;20051030T090000Z;
20060402T100000Z;20061029T090000Z;20070401T100000Z;20071028T090000Z;
20080406T100000Z;20081026T090000Z;20090405T100000Z;20091025T090000Z;
20100404T100000Z;20101031T090000Z;20110403T100000Z;20111030T090000Z;
20120401T100000Z;20121028T090000Z;20130407T100000Z;20131027T090000Z;
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例 19–1 timezones.icsファイル内のAmerica/Los_Angelesタイムゾーンの表記 (続き)

20140406T100000Z;20141026T090000Z;20150405T100000Z;20151025T090000Z;
20160403T100000Z;20161030T090000Z;20170402T100000Z;20171029T090000Z;
20180401T100000Z;20181028T090000Z;20190407T100000Z;20191027T090000Z;
20200405T100000Z;20201025T090000Z;20210404T100000Z;20211031T090000Z;
20220403T100000Z;20221030T090000Z;20230402T100000Z;20231029T090000Z;
20240407T100000Z;20241027T090000Z;20250406T100000Z;20251026T090000Z;
20260405T100000Z;20261025T090000Z;20270404T100000Z;20271031T090000Z;
20280402T100000Z;20281029T090000Z;20290401T100000Z;20291028T090000Z;
20300407T100000Z;20301027T090000Z;20310406T100000Z;20311026T090000Z;
20320404T100000Z;20321031T090000Z;20330403T100000Z;20331030T090000Z;
20340402T100000Z;20341029T090000Z;20350401T100000Z;20351028T090000Z;
20360406T100000Z;20361026T090000Z;20370405T100000Z;20371025T090000Z;
20360406T120000Z;20361026T110000Z;20370405T120000Z;20371025T110000Z

END:VTIMEZONE

Calendar Serverタイムゾーンの管理
ここで説明する内容は次のとおりです。

� 313ページの「新しいタイムゾーンの追加」
� 315ページの「既存のタイムゾーンの変更」

新しいタイムゾーンの追加
ここでは、Communications Expressユーザーインタフェースで使用できるように
Calendar Serverに新しいタイムゾーンを追加する方法について説明します。たとえ
ば、America/Miami用のタイムゾーンの追加が必要になる場合があります。

ヒント –新しいタイムゾーンを追加するもっとも簡単な方法は、次の手順で説明する
各ファイルで、追加するタイムゾーンに似たタイムゾーンエントリをコピーし、それ
を編集する方法です。たとえば、America/Miami用のタイムゾーンを追加するので
あれば、各ファイルでAmerica/New_Yorkのタイムゾーンエントリをコピーして編
集します。

� 新しいタイムゾーンを追加するには

1. 次のファイルに新しいタイムゾーン用のタイムゾーンブロックを追加します。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/data/timezones.ics

手順
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この場合も、新しいタイムゾーンブロックを追加するもっとも簡単な方法は、追加
するタイムゾーンと夏時間 (DST)の時間差などが似ている既存のブロックをコ
ピーする方法です。次に、追加するタイムゾーンに合わせて新しいタイムゾーンブ
ロックに変更を加えます。追加するタイムゾーンに夏時間 (DST)が適用される場
合は、それに似たブロックを探します。

2. 次のファイルで getDisplayNameofTZIDテンプレートを修正します。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/html/language/i18n.xsl file

この languageには、サイトで使用する言語のディレクトリを指定します。たとえ
ば、英語であれば en、フランス語であれば frを指定します。

i18n.xslファイルに、次のような新しいエントリを追加します。

<xsl:when test="$tzid=’TimeZoneArea/
TimeZoneName’"TimeZoneArea/
TimeZoneName</xsl:when\>

それぞれの意味は次のとおりです。

TimeZoneAreaには地理的な領域を指定します (Africa、America、Asia、Atlantic、
Australia、Europe、または Pacific)。

TimeZoneNameには新しいタイムゾーンの名前を指定します。

次に例を示します。

<xsl:when test="$tzid=’America/Miami’"\>America/Miami</xsl:when\>

3. 次の XMLファイルを修正します。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/html/change_timezone.xml
cal_svr_base/SUNWics5/cal/html/new_cal.xml
cal_svr_base/SUNWics5/cal/html/new_group.xml

それぞれのファイルに次の行を追加します。

<timezone type="TimeZoneType"
tzid="TimeZoneArea/TimeZoneName" offset="offset">

それぞれの意味は次のとおりです。

TimeZoneTypeには、"americas"、"europeAfrica"、または "asiaPacific"
を指定します。

TimeZoneAreaと TimeZoneNameは、313ページの「新しいタイムゾーンの追加」で
定義しています。

offsetには、新しいタイムゾーンが GMTと比較して何時間進んでいるか (+)、また
は遅れているか (-)を指定します。たとえば、新しいタイムゾーンが GMTから4
時間遅れている場合は、時間差として "-04:00"を指定します。
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次に例を示します。

<timezone type="americas" tzid="America/Miami"
offset="-05:00" daylightOffset="-04:00">

4. 新しいタイムゾーンをユーザー設定のデフォルトタイムゾーンにするときは、次の
ファイルの timezoneエントリを変更します。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/html/default_user_prefs.xml

5. 新しいタイムゾーンが適用されるように、Calendar Serverを停止し (稼動してい
た場合)、再起動します。

既存のタイムゾーンの変更
ここでは、既存のタイムゾーンを変更する方法について説明します。たとえば、
「America/Phoenix」というタイムゾーン名から「US/Arizona」への変更が必要にな
る場合があります。

� 既存のタイムゾーンを変更するには

1. 次のファイルで、変更するタイムゾーンのタイムゾーンブロックを変更します。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/data/timezones.ics

タイムゾーン名を変更するときは、TZIDエントリの名前を変更します。

2. 次のファイルで getDisplayNameofTZIDテンプレートを修正します。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/html/language/i18n.xsl file

それぞれの意味は次のとおりです。languageには、サイトで使用する言語のディレ
クトリを指定します。たとえば、英語であれば en、フランス語であれば frを指
定します。

タイムゾーン名を変更するときは、既存の名前を変更します。

3. タイムゾーンの変更に合わせて次の XMLファイルを変更します。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/html/change_timezone.xml
cal_svr_base/SUNWics5/cal/html/new_cal.xml
cal_svr_base/SUNWics5/cal/html/new_group.xml

これらのファイルのエントリについては、313ページの「新しいタイムゾーンの追
加」を参照してください。

4. 変更がユーザー設定のデフォルトタイムゾーンに影響するときは、次のファイルの
“icsTimeZone”エントリを修正します。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/html/default_user_prefs.xml

手順
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5. タイムゾーンの変更が適用されるように、Calendar Serverを停止し (稼動してい
た場合)、再起動します。
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第 20章

Instant Messagingのポップアップア
ラームの使用

Calendar Serverは、Sun Java System Instant Messaging 6.0 (以降)と統合され、カレ
ンダの予定と作業に関するポップアップアラームを自動的に表示します。

この章で説明する内容は次のとおりです。

� 317ページの「ポップアップアラームの概要」
� 318ページの「ポップアップアラームの設定」

ポップアップアラームの概要
ここで説明する内容は次のとおりです。

� 317ページの「ポップアップアラームの動作」
� 318ページの「ポップアップアラームのアーキテクチャーフロー」

ポップアップアラームの動作
ユーザーは、カレンダの今後公開される予定や作業の Instant Messengerポップ
アップアラームを受信します。これらのポップアップアラームを有効にするには、次
の 2つを行う必要があります。

� 管理者は、Calendar Serverおよび Instant Messagingサーバーを設定して、
ポップアップ通知を許可する必要があります。

� エンドユーザーは、予定通知システムでアラームを設定する Communications
Expressの「オプション」タブで電子メールアラームを指定する必要があります。

� エンドユーザーは、Instant Messengerでカレンダリマインダを有効にする必要が
あります。
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ポップアップを有効にすると、差し迫った予定や作業が近づくと、予定通知システム
で設定されたアラームにより Calendar Serverは電子メール通知を送信し、Instant
Messagingはポップアップアラームを表示します。

Calendar Server管理者は、エンドユーザーの電子メール通知またはポップアラームの
いずれか一方、または両方を設定できます。たとえば、電子メールアラームを無効に
するときは、ics.confファイルのパラメータを次のように設定します。

caldb.serveralarms.binary.enable= "no"

ポップアップアラームのアーキテクチャーフロー
Instant Messagingポップアップアラームを有効に設定すると、次のアーキテクチャー
フローで処理されます。

1. Instant Messaging JMSサブスクライバが Calendar Serverの予定と通知を ENS (予
定通知サービス)に登録します。

2. Calendar Serverが text/xml形式または text/calendar形式で予定または通
知を ENSに送信します。

3. Instant Messaging JMSサブスクライバがカレンダの予定または通知を受け取り、
text/calendar形式のメッセージを生成します。

4. エンドユーザーがオンライン状態であれば、Instant Messagingサーバーはカレン
ダの所有者にメッセージを送信します。

5. 受信者がいれば、Instant Messengerは HTMLポップアップアラームを生成し、
メッセージに基づいてエンドユーザーのデスクトップに表示します。

ポップアップアラームの設定
ここでは、次の設定手順について説明します。

� 318ページの「Instant Messagingサーバーを設定するには」
� 321ページの「Calendar Serverを設定するには」
� 321ページの「Instant Messengerを設定するには」

� Instant Messagingサーバーを設定するには
次の Instant Messagingのポップアップを設定するために必要な作業の概要は、便宜
上紹介しています。Instant Messagingを設定するには、次のWebサイトで入手可能
な Instant Messagingのマニュアルを参照してください。

http://docs.sun.com/coll/1309.2
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1. 新しいパッケージ SUNWiimagをインストールします。

Instant Messagingのポップアップを使用するには、Java Enterprise Systemインス
トーラを使用して Instant Messagingパッケージをインストールする必要がありま
す。

2. Instant Messagingをインストールしたマシンで、次のディレクトリに移動しま
す。

cd /etc/opt/SUNWiim/default/config

3. iim.confファイルの次の表に示すパラメータを 1つ以上編集します。

次に示すパラメータ値により、予定と作業の両方のポップアップアラームの設定が
わかります。iim.confファイルにこれらのパラメータが存在しない場合は、追
加します。

パラメータ 説明および使用する適切な値

JMS Consumersセクション

jms.consumers アラーム名。値を cal_reminderに設定します。

jms.consumer.cal_reminder.destination アラームの出力先。値を enp:///ics/customalarmに設
定します。

jms.consumer.cal_reminder.provider プロバイダ名。ensに設定します。この値は、必ず
JMS Providersセクションの jms.providersの名前と
同じにしてください。

jms.consumer.cal_reminder.type 設定するアラームの種類。値を topicに設定します。

jms.consumer.cal_reminder.param アラームパラメータ。値を
"eventtype=calendar.alarm" (引用符を含む) に
設定します。

jms.consumer.cal_reminder.factory C++ファクトリ名。値を次のように設定します。

com.iplanet.im.server.
JMSCalendarMessageListener

JMS Providersセクション

jms.providers プロバイダ名。値を ensに設定します。この値は、必
ず JMS Consumersセクションの
jms.consumer.cal_reminder.providerでリスト
表示された名前と同じにしてください。

jms.provider.ens.broker=cal.example.com ENSが待機するポート番号。ics.confファイルのパ
ラメータ service.ens.portで指定したポートに設
定します。デフォルトは 57997です。

jms.provider.ens.factory 使用する C++ファクトリ。
com.iplanet.ens.jms.EnsTopicConnFactoryに
設定します。

手順
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パラメータ 説明および使用する適切な値

Calendar Serverの一般的なパラメータ

iim_agent.enable Calendarエージェントを有効にします。引用符も含め
て、値を次のように設定します。

iim_agent.enable="true"

iim_agent.agent-calendar.enable Calendarエージェントを有効にするコンポーネントを
読み込みます。引用符も含めて、値を次のように設定し
ます。

iim_agent.agent-calendar.enable="true"

agent-calendar.jid Calendarエージェントの JID。この値を次のように設定
します。

agent-calendar.jid=calimbot.server .domain

agent-calendar.password Calendarエージェントのパスワード。この値を次のよ
うに設定します。

agent-calendar.password=password

iim_server.components この値を次のように設定します。

iim_server.components=agent-calendar

4. imadminコマンド行ユーティリティーが格納されているディレクトリに移動しま
す。

cd /opt/SUNWiim/sbin

5. imadminを使用して Calendarエージェントを起動します。

imadmin start agent-calendar

Calendarエージェントは、Calendar Serverユーザーにポップアップ機能を提供す
る Instant Messagingコンポーネントです。Instant Messagingに用意されている
ツールを使用すると、Calendarエージェントの起動、停止、再起動、または状態
の確認、さらにはログファイルによるアクティビティーの監視を行うことができま
す。

注 – stop、start、および refreshコマンドが含まれたスクリプトがある場合
は、そこに Calendarエージェントを追加してください。

imadminトおよび Calendarエージェントについては、『Sun Java System Instant
Messaging 7 2005Q1管理ガイド』を参照してください。
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� Calendar Serverを設定するには
次の表に示す ics.confパラメータに、示された値が設定されているかどうかを確認
します。設定されていない場合や、パラメータをカスタマイズする場合は、次の手順
を実行します。

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

4. 次の表に示すように ics.confパラメータを編集します。

パラメータ 説明とデフォルト値

caldb.serveralarms キューに入れるカレンダアラームを有効にします。デフォル
トは “yes” (有効)です。

caldb.serveralarms.contenttype アラーム内容の出力形式。デフォルトは "text/xml"で
す。

caldb.serveralarms.dispatch 送信するカレンダアラームを有効にします。デフォルトは
“yes”です。

caldb.serveralarms.dispatchtype 送信するサーバーアラームの種類。デフォルトは "ens"で
す。

caldb.serveralarms.url アラーム内容を取得するアラームの URL。デフォルトは
"enp:///ics/customalarm"です。

5. ファイルを ics.confとして保存します。

6. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

� Instant Messengerを設定するには
Calendar Serverの予定と作業のポップアップアラームを受信するには、エンドユー
ザーは各自の Instant Messengerを次のように設定する必要があります。

1. メインウインドウで「ツール」メニューから「設定」を選択します。

2. 「設定」ウィンドウで、「アラート」タブをクリックします。

3. 「カレンダリマインダを表示」オプションにチェックマークを付けます。

4. 「了解」をクリックします。

始める前に

手順

手順
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第 21章

Calendar Serverのパフォーマンスの
調整

Calendar Serverのパフォーマンスを向上させるには、次のオプション設定を検討しま
す。

� 323ページの「LDAPディレクトリサーバーのインデックス設定」
� 324ページの「DWP環境でのカレンダ検索のパフォーマンス向上」
� 326ページの「ワイルドカード検索の無効化によるカレンダ検索のパフォーマンス
の向上」

� 326ページの「CLDプラグインのパフォーマンスの向上」
� 327ページの「LDAPデータキャッシュのパフォーマンスの向上」
� 329ページの「LDAP SDKキャッシュの調整」
� 329ページの「自動バックアップの調整」
� 330ページの「複数 CPU間でのロードバランスの使用」
� 331ページの「タイムアウト値の使用」

LDAPディレクトリサーバーのイン
デックス設定
Calendar Serverが LDAPディレクトリサーバーにアクセスするときのパフォーマン
スを向上させるには、LDAP設定ファイルの次の属性にインデックスを追加します。

icsCalendar この属性は、カレンダユーザーまたはリソース
のデフォルトカレンダの検索に使用されます。
実在 (pres)、等価 (eq)、部分文字列 (sub)の
いずれかのインデックスタイプを指定します。

icsCalendarOwned この属性は、ユーザーが所有しているほかのカ
レンダの検索に使用されます。実在 (pres)、
等価 (eq)、部分文字列 (sub)のいずれかのイン
デックスタイプを指定します。324ページ
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の「DWP環境でのカレンダ検索のパフォーマ
ンス向上」も参照してください。

mail、mailAlternateAddress これらの属性は、ユーザーの一次電子メールア
ドレスと代替電子メールアドレスを指定しま
す。250ページの「ユーザーとリソースの作
成」および 256ページの「Calendar Server
ユーティリティー (csuser enable)」も参照して
ください。

ディレクトリサーバーインデックスの追加方法については、次のWebサイトにある
Directory Serverのマニュアルを参照してください。

http://docs.sun.com/coll/1316.1

DWP環境でのカレンダ検索のパフォー
マンス向上
DWP環境にある場合、つまり、複数のバックエンドサーバーにカレンダベースが分
散している場合、カレンダデータベース内のカレンダの検索に非常に時間がかかる場
合があります。最初に LDAPエントリを探し、カレンダが存在している DWPホスト
で直接検索すると、時間を短縮できます。

ここで説明する内容は次のとおりです。

� 324ページの「LDAPを対象とするカレンダ検索を有効にするには」
� 325ページの「インデックスを作成して検索のパフォーマンスを向上させるには」

� LDAPを対象とするカレンダ検索を有効にするに
は
最初に LDAPディレクトリ、次にカレンダデータベースを対象とするカレンダ検索を
有効にするには、次の手順を実行します。

1. ics.confファイルの service.calendarsearch.ldapパラメータを編集し、そのパ
ラメータを次のようにデフォルトの “yes”に設定します。

service.calendarsearch.ldap="yes"

2. 次のようにカレンダサービスを再起動します。

start-cal

手順

324 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月

http://docs.sun.com/coll/1316.1


注 –公開カレンダへの匿名アクセスを許可している場合は、LDAPを対象とするカ
レンダ検索を無効にすることもできます。実際に、Communications Expressで
は、パラメータ値を “no”に設定することをお勧めします。

� インデックスを作成して検索のパフォーマンスを
向上させるには

1. インデックスを作成することにより、カレンダ検索のパフォーマンスを向上させる
ことができるかどうかを調べるには、次の LDAPコマンドを実行します。

ldapsearch -b "base" "(&(icscalendarowned=*user*)
(objectclass=icsCalendarUser))"

ここで、baseは、Calendar Serverのユーザーとリソースのデータが格納されてい
るディレクトリサーバーの LDAPベース DNであり、userは、エンドユーザーが
検索ダイアログで入力できる値です。

60,000のエントリを使ったテストでは、icsCalendarOwnedのインデックスを設
定しない場合、前述した検索に要した時間は 50～ 55秒でした。インデックスの
設定後に検索に要した時間は、約 1～ 2秒でした。

2. comm_dssetup.plを実行して、適切な LDAP属性に、または少なくとも
icsCalendarOwnedにインデックスを設定します。

comm_dssetup.plは、この属性やその他の多くの属性にインデックスを設定し
て、さまざまな方法でパフォーマンスを向上させます。comm_dssetup.plを実
行していない場合、または実行したがインデックス設定を行わなかった場合、ユー
ティリティーを再実行してインデックス設定を行うか、または Directory Server
ツールを使用してインデックスを設定できます。

comm_dssetup.plによるインデックス設定については、68ページの「属性のイ
ンデックス」を参照してください。

ディレクトリサーバーインデックスの追加方法については、次のWebサイトにあ
る Directory Serverのマニュアルを参照してください。

http://docs.sun.com/coll/1316.1

手順
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ワイルドカード検索の無効化によるカレ
ンダ検索のパフォーマンスの向上
デフォルトでは、Calendar Serverでのワイルドカード検索は無効になっています。つ
まり、グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)を使用してカレンダを検索すると
き、または、カスタムインタフェースで search_calprops.wcapを実行するとき
は、WCAPコマンドを使用して渡される検索文字列との完全一致を検索します。

ics.confファイルで次の行のコメントを外して (行頭の感嘆符 (“!”)を削除して)ワ
イルドカード検索を有効にしている場合は、パフォーマンスにマイナスの影響を与え
る可能性があります。

!service.calendarsearch.ldap.primaryownersearchfilter =
"(&(|(uid=*%s*)(cn=*%s*))(objectclass=icsCalendarUser))"

パフォーマンスに与えるワイルドカードの影響を調べるには、行の先頭に感嘆符 (“!”)
を挿入して行をもう一度コメントアウトします。

CLDプラグインのパフォーマンスの向
上
カレンダデータベースからカレンダにアクセスする前に、ユーザーのカレンダをどの
バックエンドマシンに格納するかを決める必要があります。適切なバックエンドマシ
ンを見つけるために、システムではユーザーエントリの LDAPディレクトリを検索
し、icsDWPHost属性を取り出します。この検索は非常に時間がかかり、カレンダ
データにアクセスするたびに実行する必要があります。すべてのユーザーセッション
では、データベースのアクセスが多数発生し、LDAPの検索も多くなります。時間を
節約してパフォーマンスを向上させるには、次のように ics.confファイルを編集し
て CLDキャッシュを有効にします。

caldb.cld.cache.enable="yes"
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LDAPデータキャッシュは、ユーザー IDおよびそれに関連する icsDWPHost属性を
格納します。LDAPでユーザーのエントリを検索する前に、システムは、
キャッシュにそのユーザーの IDがないかどうかチェックします。キャッシュにユー
ザー IDがあれば、そこに格納されている icsDWPHost属性からバックエンドのホス
ト名を取り出します。キャッシュにユーザー IDがない場合、システムは LDAP検索
を実行して、ユーザー IDと属性を CLDキャッシュにコピーします。このあとは、
キャッシュでユーザー IDが見つかるため、ユーザーのカレンダデータへのアクセス
が速くなります。

LDAPデータキャッシュのパフォーマン
スの向上
LDAPデータキャッシュが有効になっている場合は、ics.confパラメータを使用し
てキャッシュを調整できます。それには、次の表に示すパラメータを 1つ以上調整し
ます。

注 –デフォルトでは、LDAPデータキャッシュが有効になっています。LDAPデータ
キャッシュを無効にするには、次のように設定します。
local.ldap.cache.enable="no"

表 21–1 LDAPデータキャッシュのカスタマイズに使用される ics.confパラメータ

パラメータ 説明と値

local.ldap.cache

.checkpointinterval

チェックポイント間でチェックポイントスレッドがスリープするまでの秒数。
デフォルトは “60”です。

高アクティビティーの LDAPでは、キャッシュをできるだけ最新のものにして
おくため、間隔を短くすることをお勧めします。同時に、キャッシュの更新が
頻繁になるほど、システムのオーバーヘッドが高くなることにも留意してくだ
さい。

local.ldap.cache.

circularlogging

処理が完了したあとに LDAPデータキャッシュのデータベースログファイルを
削除するかどうかを指定します。デフォルトは “yes”です。

古いログファイルを削除するカスタムのクリーンアップルーチンがある場合を
除いて、このパラメータは変更しないでください。
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表 21–1 LDAPデータキャッシュのカスタマイズに使用される ics.confパラメータ (続き)
パラメータ 説明と値

local.ldap.cache.

logfilesizemb

チェックポイントファイルの最大サイズをMバイト単位で指定します。デ
フォルトは "10”Mバイトです。

高アクティビティーの LDAPの場合、チェックポイント間隔が終わる前にこの
ファイルがいっぱいになる可能性があります。経験に基づいて、できるだけロ
グの実サイズに近い値を設定します。

local.ldap.cache.

maxthreads

LDAPデータキャッシュデータベースの最大スレッド数を指定します。デ
フォルトは “1000”です。

高アクティビテーの LDAPでは、スレッド数を増やすことをお勧めします。そ
うすることにより CPUの使用率が高くなります。LDAPアクティビティーが最
小の場合にのみ、スレッド数を減らします。

local.ldap.cache.

mempoolsizemb

共有メモリーのサイズをMバイト単位で指定します。デフォルトは “4”Mバイ
トです。

local.ldap.cache.

entryttl

LDAPデータキャッシュエントリの存続時間 (TTL)を秒単位で指定します。デ
フォルトは “3600”秒 (1時間)です。

キャッシュがあまりにも早くいっぱいになる場合は (高アクティビティー)、TTL
時間を減らします。ただし、これにより全体の LDAPデータベースのアクセス
数が増加し、全体的にシステムを低下させる可能性があります。

local.ldap.cache.

cleanup.interval

キャッシュデータベースのクリーンアップの間隔を秒単位で指定します。デ
フォルトは “1800”秒 (30分)です。

システムにより有効期限が切れたエントリが削除されます。時間間隔は、エン
トリの TTL時間と同一である必要はありません。ただし、同期させるとより効
率的になります。

local.ldap.cache.

stat.enable

LDAPデータキャッシュへのアクセスをログに記録し、ログファイルに統計情
報を出力するかどうかを指定します。デフォルトは “no”です。

パフォーマンス向上のために、このパラメータはデバッグモードでのみ使用し
てください。

local.ldap.cache.

stat.interval

統計情報レポートをログファイルに書き込む間隔を秒単位で指定します。デ
フォルトは “1800”秒 (30分)です。

これは、local.ldap.cache.stat.enableが有効になっている場合にのみアクティブ
になります。間隔を短くすると、問題を特定するのに役立ちます。間隔を長く
すると、システムロードが減少します。

注 – Communications Expressでは、データキャッシュを無効にすることをお勧めしま
す。
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LDAP SDKキャッシュの調整
項目をキャッシュしておく時間、およびキャッシュのサイズを制御するいくつかのパ
ラメータがあります。

キャッシュを調整するには、次の表に示すパラメータを 1つ以上編集します。

表 21–2 LDAP SDKキャッシュを設定するための ics.confパラメータ

パラメータ 説明とデフォルト値

service.ldapmemcachettl このパラメータは現在実装されていません。ldap_cacheディレク
トリの内容を手動で削除してから、Calendar Serverを再起動する
必要があります。

service.ldapmemcacheに "yes"を指定した場合、このパラ
メータは項目をキャッシュしておける最大秒数の設定に使用されま
す。“0”を指定した場合、項目をキャッシュしておける時間に制限
が適用されなくなります。デフォルトは “30”です。

service.ldapmemcachesize service.ldapmemcacheに "yes"を指定した場合、このパラ
メータを使用して、キャッシュに使用できるメモリーの最大容量を
バイト単位で設定します。“0”を指定した場合、キャッシュ容量の
制限は適用されなくなります。デフォルトは “131072”です。

自動バックアップの調整
ディスクに保存するバックアップ数と必要性とのバランスを取って、使用可能な
ディスク容量を越えないようにする必要があります。アーカイブとホットバック
アップに必要なディスク容量を管理するために、さまざまな ics.confパラメータの
設定を変更できます。これらのパラメータにより、一度に保存するバックアップのコ
ピー数、および古いコピーのクリーンアップを行うディスク容量のしきい値が決定さ
れます。

アーカイブ、およびホットバックアップのそれぞれバックアップタイプ用に調整でき
る次の 3種類のパラメータがあります。

� mindays:ディスク上に保持する最小日数分のバックアップ。
� maxdays:ディスク上に保持する最大日数分のバックアップ。
� threshold:使用されるディスク容量の割合 (パーセント)。これはトリガーポイン
トとして使用されます。

Calendar Serverでは、ディスク容量のしきい値を超えずに可能な最大日数の間、
バックアップを保持します。そのため、現在のバックアップでディスク使用率がしき
い値を超える場合、システムは古いバックアップコピーを破棄し、ディスク容量の使
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用率がしきい値より低くなるかどうかを確認します。システムは、別のバックアップ
コピーを削除することにより、ディスク上のバックアップ数が最小バックアップコ
ピー数を下回るか、ディスク容量の使用率がしきい値を下回るまで、古いバック
アップコピーを破棄し続けます。

その結果、しきい値のパラメータによりディスク容量のバックアップ使用を管理でき
ます。また反対に、許容されるディスク容量やコピーを調整することにより、ディス
クで保持するバックアップ量を管理できます。

次の表は、ディスク容量とディスクに保持されるバックアップ数を制御する
ics.confパラメータを一覧表示しています。

表 21–3ディスク上に保持するバックアップ数の設定に使用される ics.confパラメータ

ics.confパラメータ
デフォルトの設
定 説明

caldb.berkeleydb.hotbackup.mindays 3 ディスク上に保持するホットバックアップの最小
日数です。

caldb.berkeleydb.hotbackup.maxdays 6 ディスク上に保持するホットバックアップの最大
日数です。

caldb.berkeleydb.hotbackup.threshold70 ホットバックアップに使用されるディスク容量の
割合 (パーセント)です。しきい値を超えた古いコ
ピーの廃棄をトリガーします。

caldb.berkeleydb.archive.mindays 3 ディスク上に保持するアーカイブバックアップの
最小日数です。

caldb.berkeleydb.archive.maxdays 6 ディスク上に保持するアーカイブバックアップの
最大日数です。

caldb.berkeleydb.archive.threshold 70 アーカイブバックアップに使用されるディスク容
量の割合 (パーセント)です。しきい値を超えた古
いコピーの廃棄をトリガーします。

複数 CPU間でのロードバランスの使用
サーバーに複数の CPUが実装されている場合、デフォルトでは、Calendar Serverは
HTTPサービス (cshttpdプロセス)と分散データベースサービス (csdwpdプロセス)
を複数の CPUに分散します。

各サービスを実際に実行するプロセッサの数は、service.http.numprocessesお
よび service.dwp.numprocessesパラメータによって決定されます。デフォルト
では、これらのパラメータはインストール時にサーバーの CPU数に設定されます
が、この値を設定し直すことができます。たとえば、サーバーに 8つの CPUがある
場合に、cshttpdおよび csdwpdプロセスを 4つの CPUだけで実行するときは、こ
れらのパラメータを次のように設定します。
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service.http.numprocesses="4"
service.dwp.numprocesses="4"

ロードバランスを無効にするには、ics.confファイルに
service.loadbalancingパラメータを追加し、その値を “no”に指定します。次
に、Calendar Serverを再起動して変更を適用します。

タイムアウト値の使用
Calendar Serverのパフォーマンスは、さまざまな ics.confパラメータのタイムア
ウト値を使用して調整できます。

次のタイプのタイムアウトが存在します。

� 331ページの「csadmindのタイムアウト値」
� 332ページの「エンドユーザーの HTTPタイムアウト値」
� 332ページの「GSEキューのタイムアウト値」

ics.confパラメータの編集については、437ページの「ics.conf設定ファイルの編
集」を参照してください。

csadmindのタイムアウト値
次の表は、管理サービス (csadmind)が使用する、ics.confファイル内の Calendar
Serverタイムアウトパラメータを示しています。

表 21–4管理サービス (csadmind)のHTTPタイムアウト値

パラメータ 説明

service.admin.idletimeout csadmindサービスがアイドル状態の HTTP接続をタイムアウト
にするまでの秒数を指定します。

デフォルトは 120秒 (2分)です。

service.admin.resourcetimeout csadmindサービスがリソースカレンダの HTTPセッションをタ
イムアウトにするまでの秒数を指定します。

デフォルトは 900秒 (15分)です。

service.admin.sessiontimeout csadmindサービスが HTTPセッションをタイムアウトにするま
での秒数を指定します。

デフォルトは 1800秒 (30分)です。
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エンドユーザーの HTTPタイムアウト値
次の表は、エンドユーザーに適用される、ics.confファイル内の Calendar Server
HTTPタイムアウトパラメータを示しています。

表 21–5 ics.confに設定され、エンドユーザーに適用される HTTPタイムアウト値 (cshttpdサービス)

パラメータ 説明

service.http.idletimeout cshttpdサービスがアイドル状態の HTTP接続をタイムアウ
トにするまでの秒数を指定します。

デフォルトは "120"秒 (2分)です。

service.http.resourcetimeout cshttpdサービスがリソースカレンダの HTTPセッションを
タイムアウトにするまでの秒数を指定します。

デフォルトは "900"秒 (15分)です。

service.http.sessiontimeout cshttpdサービスが HTTPセッションをタイムアウトにする
までの秒数を指定します。

デフォルトは "1800"秒 (30分)です。

GSEキューのタイムアウト値
ics.confファイルの次のパラメータは、要求されたジョブを Calendar Serverが
GSE (グループスケジューリングエンジン)キューで走査するまでの時間を秒単位で指
定します。

gse.belowthresholdtimeout="3"

キューに含まれるジョブが許容最大しきい値より多い場合、最後のスレッドが常に
キューをもう一度走査します。このため、この設定はジョブの数が最大しきい値より
少ない場合にだけ適用されます。

デフォルトは "3"です。この値を大きくすると、サーバーがキューを走査する回数が
減り、全体的なパフォーマンスを向上できます。ただし、予定のボリュームが増大し
たためにキューが大きくなりすぎた場合、キューの処理速度を上げるための時間が短
くなる可能性があります。これによって全体のパフォーマンスは低下しますが、予定
はすぐに更新されます。
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第 22章

トラブルシューティング

この章では、システムに問題があるかどうか、またその原因を調べるためのトラブル
シューティングの方法について説明します。この章で説明する内容は次のとおりで
す。

� 334ページの「デバッグ情報の有効化」

� 336ページの「LDAPの問題のトラブルシューティング」

� 335ページの「LDAPキャッシュのクリア」

� 336ページの「移行ユーティリティーのトラブルシューティング」

� 337ページの「Calendar Serverのトラブルシューティング」

� 338ページの「カレンダサービスに対する pingの実行」
� 338ページの「カレンダサービスに対する pingの実行」
� 339ページの「stop-calの問題の解決」
� 339ページの「stop-calの問題の解決」
� 339ページの「stop-calの問題の解決」
� 339ページの「stop-calの問題の解決」
� 342ページの「正しく完了しない検索のトラブルシューティング」
� 343ページの「csstoredのわずらわしい日常的なメッセージを無効にする」

� 344ページの「データベース問題の処理」

� 344ページの「Berkeleyデータベースのツールの検索」
� 346ページの「データベースの破損の検出」
� 348ページの「データベース破損時のサービス停止の防止 (読み取り専用モー
ド)」

� 349ページの「一般的なデータベース障害の処理」
� 352ページの「破損したカレンダデータベースの再構築」
� 354ページの「ダンプとロードによるカレンダデータベースの復元」
� 356ページの「自動バックアップコピーの復元」
� 360ページの「カスタムのバックアップスクリプトの修復」
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デバッグ情報の有効化
システム全体を「デバッグモード」にする ics.confパラメータはありませんが、こ
こでは有用なデバッグ情報を取得する方法について説明します。

� 334ページの「ログレベルを上げる」
� 334ページの「LDAPキャッシュへのアクセスログの有効化」
� 335ページの「Calendar Serverユーティリティーによるシステムの監視」

注 –パフォーマンスにマイナスの影響を与えるため、必要でない場合は、必ず、過度
なログ記録および監視は無効にしてください。

ログレベルを上げる
次の表に示すパラメータを使用して、ログの詳細度を上げます。

パラメータ 説明とデフォルト値

logfile.loglevel DEBUGに設定して、CRITICAL、ALERT、ERROR、WARNING、
NOTICE、および INFORMATIONを含む、すべてのレベルがログ記録
されるようにします。この設定はすべてのログに適用されます。

使用可能な別のログについては、236ページの「Calendar Serverログファイルの使
用」を参照してください。

LDAPキャッシュへのアクセスログの有効化
LDAPデータキャッシュのすべてのアクセスをログに記録し、そのログ (レポート)を
出力するには、次の表に示す ics.confパラメータを設定します。

パラメータ 説明とデフォルト値

local.ldap.cache.stat.enable LDAPデータキャッシュへのアクセスをログに記録し、ログ
ファイルに統計情報を出力するかどうかを指定します。デ
フォルトは “no”です (統計情報はログ記録されない)。統計
情報のログを有効にするには、“yes”に設定します。

パフォーマンス向上のために、このパラメータはデバッグ
モードでのみ使用してください。
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パラメータ 説明とデフォルト値

local.ldap.cache.stat.interval 統計情報レポートをログファイルに書き込む間隔を秒単位で
指定します。デフォルトは “1800”秒 (30分)です。

これは、ログが有効になっている場合にのみアクティブにな
ります。間隔を短くすると、問題を特定するのに役立ちま
す。間隔を長くすると、システムロードが減少します。

LDAPキャッシュのクリア
現在、Calendar Serverには LDAPキャッシュデータを失効させるためのロジックは
存在しません。ldap_cacheディレクトリの内容を手動で削除し、Calendar Server
を再起動する必要があります。

� LDAPキャッシュをクリアするには

1. Calendar Serverを停止します。

2. /var/opt/SUNWics5/csdb/ldap_cacheディレクトリ内のファイルをすべて
削除します。ただし、ldap_cacheディレクトリ自体は削除しないでください。

3. Calendar Serverを再起動します。

Calendar Serverユーティリティーによるシステム
の監視
システムを監視するには、次の Calendar Serverユーティリティーを使用します。

� csmonitor:必要なデバッグレベルを指定します。数字が大きいほど、メッセージ
がより詳細になります。

� csstats: counter.confファイルに定義されているカウンタオブジェクトから
の統計情報を表示するには、listコマンドを使用します。

� cstool: cshttpd、csadmind、enpdの各サービスに対して pingを実行するに
は、このユーティリティーを使用します。

Calendar Serverのユーティリティーについては、付録 D を参照してください。

手順
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LDAPの問題のトラブルシューティング
ホストされた環境を最初に作成するときに、ドメイン、コンテナ、ユーザー、リソー
スの適切なエントリを追加して、LDAPに DCツリーを作成する必要があります。
cscalなどの Calendar Serverのユーティリティーを使用するときに DCツリーが存
在しないと、次のようなエラーメッセージが表示される可能性があります。
"Initialization failed .... exiting"

DCツリーには、DCツリーのルートに少なくとも 1つの (デフォルト)ドメインが含
まれていることを確認します。244ページの「新規のホストされたドメインの作成」
に記載されている方法を使用して DCツリー構造を作成します。

移行ユーティリティーのトラブルシュー
ティング
Calendar Serverには、カレンダデータベースおよび LDAPディレクトリを移行する
ためのいくつかのユーティリティーが用意されています。ここで説明する内容は次の
とおりです。

� 336ページの「テクニカルサポートに問い合わせる前に必要なこと」
� 336ページの「移行ユーティリティーの入手先」

テクニカルサポートに問い合わせる前に必要なこ
と
一般に、移行ユーティリティーを使用して問題が生じた場合、次の情報を収集してか
ら、テクニカルサポートにお問い合わせください。

� 問題のデータベースのバックアップコピー。
� すべての関連ログのコピー。
� コアを含むすべてのエラー出力メッセージ。

移行ユーティリティーの入手先
さまざまな移行ユーティリティーおよびそのマニュアルは、次の一覧に示す場所にあ
ります。

スキーマ移行ユーティリティー (commdirmig)
このユーティリティーは、個別にインストール可能なコンポーネントである
Delegated Administratorにバンドルされています。このユーティリティーは
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LDAPディレクトリを Schema 1から Schema 2に移行します。このユーティリ
ティーについては、『Sun Java System Communications Services 6 2005Q4 Schema
Migration Guide』を参照してください。

Calendar Server 5から Calendar Server 6への移行ユーティリティー ( cs5migrate)
テクニカルサポートサイトにはユーティリティーとそのマニュアルを含む移行バン
ドルが用意されています。

Calendar Server移行ユーティリティー (csmig)
このユーティリティーは Calendar Serverにインストールされています。マニュア
ルは第 4章に記載されており、トラブルシューティングの節が含まれています。
ホストされたドメインおよび LDAPカレンダ検索データベース (CLD)プラグイン
を使用している場合は、このユーティリティーを実行する必要があります。

Calendar Server仮想ドメイン移行ユーティリティー (csvdmig)
このユーティリティーは Calendar Serverにインストールされています。マニュア
ルは、第 4章に記載されています。ホストされたドメイン用のカレンダデータベー
スおよび LDAPディレクトリのエントリを準備するには、このユーティリティー
を使用します。

Calendar Server 2から Calendar Server 6への移行ユーティリティー (
ics2migrate)
このユーティリティーは Calendar Serverにインストールされています。マニュア
ルは、第 4章に記載されています。Calendar Server 2データベースを移行して
Calendar Server 5との互換性を持たせるには、このユーティリティーを使用しま
す。

Netscape Calendar Server 4から Calendar Server 5への移行ユーティリティー
(ncs4migrate)
このユーティリティーは、テクニカルサポートサイトからのみ入手できます。ユー
ティリティーパッケージにはマニュアルが含まれています。このユーティリティー
は、Netscape Calendar Server 4を Calendar Server 5に移行します。移行元のデー
タベースが整合していないため、これらの移行には特に注意を要します。手動によ
る多くの作業が必要になることも珍しくありません。このユーティリティーは、テ
クニカルサポートサイトからのみ入手できます。ユーティリティーパッケージには
マニュアルが含まれています。このユーティリティーは、Netscape Calendar
Server 4を Calendar Server 5に移行します。これらの移行には特に注意を要しま
す。ユーティリティーを実行できるようになるまでに、移行元のファイルに対して
多くの作業が必要になることも珍しくありません。移行の計画をサポートする
Professional Servicesを利用されることをお勧めします。

Calendar Serverのトラブルシュー
ティング
ここでは、データベース以外の問題のさまざまなトラブルシューティングについて説
明します。ここで説明する内容は次のとおりです。
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� 338ページの「カレンダサービスに対する pingの実行」
� 339ページの「start-calの問題の解決」
� 339ページの「stop-calの問題の解決」
� 341ページの「バックエンドサーバーに接続できない」
� 341ページの「カレンダが見つからない」
� 342ページの「プロキシ認証を使用してログインしようとすると「承認されていな
い」が表示される」

� 342ページの「正しく完了しない検索のトラブルシューティング」
� 343ページの「csstoredのわずらわしい日常的なメッセージを無効にする」

ヒント –さらに、次の SSLの章にも、SSLに関するトラブルシューティングの節があ
ります。

195ページの「SSLのトラブルシューティング」

カレンダサービスに対する pingの実行
サービスが特定のポート番号で待機していることを確認するには、428ページ
の「cstool」ユーティリティーの pingコマンドを実行します。サービスに対して
pingを実行しても、サービスが実際に稼動しているかどうかは検証されません。ソ
ケット接続が受け付けられるかどうかが検証されます。

cstoolのサービスオプション
Calendar Serverサービスには次のオプションがあります。

http HTTPサービス (cshttpd)

admin 管理サービス (csadmind)

ens ENS (予定通知サービス) (enpd)

注 – DWPサービス (csdwpd)や通知サービス (csnotifyd)に対して pingを実行する
ことはできません。

cstoolの例
たとえば、calserverというホスト名のマシンに対して pingを実行し、cshttpd
サービスがポート 80で待機しているかどうかを確認するには、次のように実行しま
す。

cstool -p 80 -h calserver ping http

デフォルトでは、cstoolは 120秒間応答を待ちますが、-t timeoutオプションを使
用してこの値を変更することができます。
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ユーティリティーの詳細な参考資料については、付録 D を参照してください。

注 – cstoolを実行するには、Calendar Serverが稼動している必要があります。

� start-calの問題の解決
start-calを実行したときに起動しないカレンダサービスがある場合は、再起動す
る前に起動したサービスを終了する必要があります。たとえば、enpd、
csnotifyd、および csadmindが起動しても cshttpdが起動しなかった場合は、
enpd、csnotifyd、および csadmindを終了する必要があります。

カレンダサービスを起動するには、次のように実行します。

1. Calendar Serverが稼動しているシステムの管理権限を持つユーザーとしてログイ
ンします。

2. サービスを終了して、再起動するには、start-calを使用します。次に例を示し
ます。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin/start-cal

start-calは、さまざまなカレンダサービスを起動する前に、まず stop-calコ
マンドを実行します。

3. stop-calが終了に失敗した場合は、いくつかの子プロセスが終了に失敗した可
能性があります。この場合の処理については、339ページの「stop-calの問題の解
決」を参照してください。

stop-calの問題の解決
Calendar Serverのシャットダウン時には、考慮する必要がある 2つの別個の問題があ
ります。

� 339ページの「子プロセスを停止するには」
� 340ページの「不正シャットダウンしたあとで回復するには」

� 子プロセスを停止するには
stop-calを実行したあと、いくつかの子プロセスが停止していない場合がありま
す。たとえば、stop-calによって cshttpd親プロセスは停止しているのに、一部
の cshttpd子プロセスが停止していないことがあります。このような場合は、次の
手順で、残りの Calendar Serverプロセスを個別に停止させる必要があります。

手順
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1. Calendar Serverが稼動しているシステムの管理権限を持つユーザーとしてログイ
ンします。

2. サービスごとに psコマンドを実行し、残っている Calendar Serverプロセスのプ
ロセス ID (PID)を特定します。

ps -elf | grep cs-process

ここで、cs-processは enpd、csnotifyd、csdwpd、csadmind、または
cshttpdです。次に例を示します。

ps -elf | grep cshttpd

3. kill -15 コマンドに終了していない各プロセスの PID を指定して、プロセスを
終了します。例: kill -15 9875

4. それぞれの psコマンドをもう一度実行し、すべての Calendar Serverプロセスが
終了していることを確認します。

Calendar Server プロセスがまだ稼動しているときは、kill -9 コマンドを実行して終了します。例: kill -9 9875

注 – Linuxシステムで Calendar Serverを実行していて、psコマンドを使用してカ
レンダプロセスを検索すると、結果がわかりにくく見えることがあります。Linux
では、psコマンドは、プロセスのリストではなく実行しているスレッドのリスト
を返します。プロセスだけが表示されるようにするための既知の解決策はありませ
ん。

� 不正シャットダウンしたあとで回復するには
Calendar Serverが正しくシャットダウンしなかった場合は、次の手順を実行します。

1. 前の手順 (339ページの「stop-calの問題の解決」)を実行します。

2. LDAPデータキャッシュデータベースのディレクトリ内のすべてのファイルを手
動で削除します。

ファイルが残っていると、データベースが破損する可能性があります。ファイルを
削除するには、次のように実行します。

a. LDAPデータキャッシュのディレクトリに移動します。

デフォルトでは /opt/SUNWics5/csdb/ldap_cacheですが、ics.conf
ファイルの local.ldap.cache.homedir.pathパラメータで指定される
ディレクトリを使用してください。

b. ディレクトリ内のすべてのファイルを削除します。

例: rm *.*

手順

手順
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c. すべてのファイルが削除されたことを確認します。

例: ls

3. Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

LDAPデータキャッシュの設定方法については、145ページの「Calendar Server
の LDAPの設定」を参照してください。LDAPデータキャッシュについては、
『Sun Java System Communications Services 6 2005Q4 Deployment Planning
Guide』を参照してください。

バックエンドサーバーに接続できない
1. 応答しているかどうか調べるには、バックエンドサーバーに対して pingを実行し
ます。

応答している場合は、手順 3に進みます。応答していない場合は、その原因を調
べ、ふたたび動作するようになったら手順 3に進みます。

2. CLDキャッシュをクリアします。237ページの「CLDキャッシュのクリア」を参
照してください。

CLDキャッシュオプションを使用していて、ics.confパラメータのサーバー名
を更新した場合は、CLDキャッシュをクリアしてサーバー名を消去するとよいで
しょう。CLDキャッシュに古いエントリが残されていると、フロントエンドサー
バーが正しいバックエンドサーバーに接続できなくなったり、Calendar Serverが
移動後のカレンダを見つけられなくなります。

3. Calendar Serverを再起動します。

カレンダが見つからない
CLDキャッシュオプションを使用していて、1つ以上のカレンダを別のバックエンド
サーバーに移動した (または、バックエンドサーバーの名前を変更した)場合は、次の
手順を実行します。

1. 次に記載されている手順に従ってカレンダを移動していることを確認します。

276ページの「ユーザーカレンダの管理」を参照してください。

2. CLDキャッシュをクリアします。237ページの「CLDキャッシュのクリア」を参
照してください。

1つ以上のカレンダを別のバックエンドサーバーに移動すると、CLD
キャッシュは無効になります。再読み込みするには、キャッシュをクリアする必要
があります。そうすると、キャッシュが再構築されます。
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プロキシ認証を使用してログインしようとする
と「承認されていない」が表示される
1. service.http.allowadminproxyが “yes”に設定されていることを確認しま
す。

2. admin-userに Calendar Server管理者の権限があることを確認します。

3. admin-passwordが正しいことを確認します。

4. calendar-userが有効な Calendar Serverユーザーであることを確認します。

正しく完了しない検索のトラブルシューティング
LDAPディレクトリサーバー設定の nsslapd-sizelimit属性と
nsLookthroughLimit属性は、検索が正しく終了するように十分なサイズに設定す
る必要があります。nsSizeLimitが十分なサイズでない場合は、一部の結果が欠落
したり、検索結果が表示されなくなることがあります。nsLookthroughLimitが十
分なサイズでない場合は、検索が完了しないことがあります。

ここで説明する内容は次のとおりです。

� 342ページの「制限属性の値が適切かどうかを調べるには」
� 342ページの「制限属性を適切な値に設定するには」

� 制限属性の値が適切かどうかを調べるには

1. これらの属性に適切な値が設定されているかどうかを調べるには、次のコマンドを
実行します。

ldapsearch -b "base "
"(&(icscalendarowned=*user*)(objectclass=icsCalendarUser))"

ここで、baseは、Calendar Serverのユーザーとリソースのデータが格納されてい
るディレクトリサーバーの LDAPベース DNであり、userは、エンドユーザーが
ユーザーインタフェースの検索ダイアログで入力できる値です。

2. LDAPサーバーがエラーを返す場合、nsSizeLimitまたは
nsLookthroughLimitパラメータの値が十分でない可能性があります。

� 制限属性を適切な値に設定するには
これらの属性の DNは次のとおりです。

dn: cn=config,cn=ldbm databases,cn=plug ins,cn=config

手順
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1. nsLookthroughLimitの値を動的に設定するには、ldapmodifyを使用しま
す。

この属性を変更するために Directory Serverを終了して再起動する必要はありませ
ん。

デフォルト値は 5000です。検索結果が表示されない場合、この値を大きくするこ
とができます。ただし、そうすると LDAPサーバーのパフォーマンスが低下しま
す。

制限を -1に設定して、制限の適用を解除することもできます。ただし、システム
がハングすることが想定されるため、慎重に行ってください。

2. nsslapd-sizelimitをより大きい値に設定する場合は、次の手順を実行する必
要があります。

a. Directory Serverを停止します。

b. dse.ldifファイルを編集します。

c. Directory Serverを再起動します。

注 – ldapmodifyの使用方法および dse.ldifファイルの編集方法について
は、次のWebサイトで入手できる Directory Serverのマニュアルを参照してく
ださい。

http://docs.sun.com/coll/1316.1

csstoredのわずらわしい日常的なメッセージを無
効にする
start-calコマンドは、csstoredプロセスが設定されていない場合でも、デ
フォルトで csstoredプロセスを起動します。設定されていない csstoredプロセス
は、csstoredを実行しているすべてのマシンで 24時間ごとに設定されていないこ
とを伝えるメッセージを出力します。

csstoredを未設定の状態で実行しないようにすることによって、メッセージを無効
にできます。csstoredプロセスの実行を無効にするには、メッセージが生成される
すべてのマシンで、次の ics.confパラメータを設定します。

service.store.enable=”no”

自動バックアップ作成のために csstoredを設定しているマシンでは、プロセスを無
効にしないでください。

手順
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データベース問題の処理
ここでは、Calendar Serverデータベースに関するさまざまな問題について説明しま
す。

� 344ページの「Berkeleyデータベースのツールの検索」
� 345ページの「データベースのデッドロックを検出して解決するには」
� 346ページの「データベースの破損の検出」
� 348ページの「データベース破損時のサービス停止の防止 (読み取り専用モード)」
� 349ページの「一般的なデータベース障害の処理」
� 352ページの「破損したカレンダデータベースの再構築」
� 354ページの「ダンプとロードによるカレンダデータベースの復元」
� 356ページの「自動バックアップコピーの復元」
� 360ページの「カスタムのバックアップスクリプトの修復」

Berkeleyデータベースのツールの検索
多くのトラブルシューティングの手順では、Berkeleyデータベースのユーティリ
ティープログラムへのアクセス権が必要です。これらのユーティリティープログラム
は、Calendar Serverバンドルで入手できますが、これらのプログラムはサポートされ
ていません。詳細は、直接 Sleepycat Software (http://www.sleepycat.com)から
入手できます。

ここで説明する内容は次のとおりです。

� 344ページの「Berkeleyデータベースユーティリティーにアクセスするには」
� 345ページの「使用可能なツールの一覧」

Berkeleyデータベースユーティリティーにアクセスするに
は
LD_LIBRARY_PATH環境変数を設定してエクスポートし、次のディレクトリに反映さ
せます。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/tools/unsupported/bin/
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使用可能なツールの一覧
次の表は、よく使用される Berkeleyデータベースのツール (ユーティリティープログ
ラム)の一覧を示しています。

Berkeleyデータベースのツール 説明

db_archive 使用されなくなったログファイルのパス名を、標準出力に 1行に 1つずつ書
き込みます。

db_checkpoint データベースログを監視し、定期的にチェックポイントルーチンを呼び出し
て、チェックポイントを指定するデーモンプロセスです。

db_deadlock データベース環境のロック領域をトラバースして、デッドロックまたはタイ
ムアウトになっているロック要求を検出するたびに、ロック要求を中止しま
す。

db_dump 指定したファイルを、db_loadユーティリティーが理解するフラットテキス
ト形式で標準出力に書き込みます。

db_load 標準出力から読み込み、指定したデータベースファイルにロードします。
ファイルが存在しない場合は、ファイルを作成します。

db_printlog 人間が読める形式でログファイルをダンプするデバッグユーティリティーで
す。

db_recover 予期しないアプリケーション、データベース、またはシステムの障害が発生
したあと、データベースを整合性のある状態に復元します。

db_stat データベース環境の統計情報を表示します。

db_verify 1つ以上のファイルおよびファイル内に含まれるデータベースの構造を検証し
ます。

� データベースのデッドロックを検出して解決する
には
Berkeleyデータベースがデッドロック状態にある場合は、データベースをリセットす
る必要があります。できるだけ早期にこの状態を検出することが重要です。

システムが定期的にデータベースをチェックして、デッドロック状態を検出し、管理
者に通知するようにするには、次のように実行します。

1. 設定を変更する権限を持つ管理者としてログインします。

2. /etc/opt/SUNWics5/cal/configディレクトリに移動します。

3. 古い ics.confファイルをコピーして名前を変更し、保存します。

手順
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4. 必要に応じて、ics.confファイルを編集して次の値を設定します。

local.caldb.deadlock.autodetect=”yes”

注 –このパラメータが “yes”に設定されている場合は、ロック領域を監視する
db_deadlockデーモンが起動されます。

データベースの破損の検出
カレンダデータベースは、システムリソースの競合、ハードウェアの障害、アプリ
ケーションエラー、データベース障害、人為的な原因など、さまざまな原因で破損す
ることがあります。ここでは、カレンダデータベースの破損を検出する方法について
説明します。

� 346ページの「データベース破損の基本的考え方」
� 346ページの「ログファイルの監視」
� 347ページの「csmonitorの使用」
� 347ページの「カレンダデータベースの破損をチェックするには」

データベース破損の基本的考え方
データベースが破損しないとだれにも保証はできません。ですが、データの損失と運
用停止時間を最小限にとどめることができます。破損を早期に検出するには、厳密に
データベースおよびカレンダサービスを監視することが重要です。頻繁に完全な
バックアップを行っておくことが、破損が検出された場合に復元する秘訣です。

カレンダデータベースで起こりうる破損には、2つのレベルがあります。

� アプリケーションレベル: 1つ以上のデータベースファイルのエントリに問題があ
ると、それらを基にしている場合、サーバーが稼動しなくなります。

� データベースレベル: Berkeleyデータベースのページが破損すると、さまざまな問
題が発生します。一般的な症状は、csdb check を実行するとループすることで
す。もう一つの一般的な症状は、次のようなエラーメッセージが表示されることで
す。

“illegal page type or format”,
or “page 97895 doesn’t exist, create flag not set.”

ログファイルの監視
データベース破損の兆候を示すエラーメッセージについて、アラームログを含む
Calendar Serverログファイルを監視します。ログファイルについては、236ページ
の「Calendar Serverログファイルの使用」を参照してください。
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ALERT、CRITICAL、ERROR、および WARNINGレベルのエラーについて、ログ
ファイルを定期的に調べてください。これらのエラーが見つかったときは、Calendar
Serverの動作で考えられる問題について調査します。NOTICEおよび INFORMATION
レベルのログ予定は、Calendar Serverの通常動作中に生成されることがあります。こ
れは、サーバーアクティビティの監視に役立つように提供されています。

データベースディレクトリ内のトランザクションログファイルを削除しないでくださ
い。トランザクションログファイルにはトランザクションの更新 (追加、変更、削除)
が記録されており、これを削除すると復元できない状態にまでカレンダデータベース
が破損してしまうことがあります。

注 – Calendar Serverに関するテクニカルサポートを依頼する場合、問題解決のために
ログファイルの提出が必要となることがあります。

csmonitorの使用
Calendar Serverを監視するには、csmonitorユーティリティーを使用します。この
ユーティリティーは、複数のトランザクションログファイルの発生や、カレンダデー
タベースのディスク容量の不足などの問題が生じた時点で、管理者に電子メールを送
信するようにします。詳細は、410ページの「csmonitor」を参照してください。

� カレンダデータベースの破損をチェックするには
カレンダプロパティー (calprops)、予定、および仕事 (作業)を含め、カレンダデー
タベースを走査して破損がないかどうか調べるには、checkコマンドを使用します。
checkコマンドにより回復不能な不整合が検出された場合、その状況がレポートとし
て出力されます。

checkコマンドは、アラームまたは GSE (グループスケジューリングエンジン)デー
タベースの破損をチェックしません。

1. Calendar Serverがインストールされているシステムの管理権限を持つユーザーと
してログインします。

2. Calendar Serverは稼動中でも停止していてもかまいませんが、可能であれば停止
してください。

3. カレンダデータベースのコピーをまだ作成していない場合は、コピーを作成しま
す。

データベース (.db)ファイルだけをコピーします。共有ファイル (__db.*)やログ
ファイル (log.*)をコピーする必要はありません。

4. cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin ディレクトリに移動します。
たとえば、Solarisオペレーティングシステムでは、デフォルトのディレクトリに
は次のように入力します。

cd /opt/SUNWics5/cal/sbin

手順
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5. カレンダデータベースのコピーに対して checkコマンドを実行します。

./csdb check dbdir /tmp/check.out

dbdirを指定しない場合、現在のディレクトリに格納されているデータベースに対
して checkが実行されます。

checkコマンドは大量の情報を生成する可能性があるため、この例で示すように
stdoutや stderrを含むすべての出力をファイルとして書き出すことをお勧めし
ます。

6. checkの実行が完了したら、出力ファイルを確認します。データベースが破損し
ていた場合は、rebuildコマンドを実行します。

352ページの「破損したカレンダデータベースの再構築」を参照してください。

データベース破損時のサービス停止の防止 (読み取
り専用モード)
ここでは、リカバリモードの間も破損したデータベースにアクセスできる方法につい
て説明します。ここで説明する内容は次のとおりです。

� 348ページの「読み取り専用モードの使用」
� 348ページの「データベースを読み取り専用モードにするには」

読み取り専用モードの使用
データベースの破損が見つかった場合、サービスの停止を防ぐ 1つの方法は、データ
ベースを読み取り専用モードにすることです。このモードでは、エンドユーザーは
データベースのエントリを読むことはできますが、追加、変更、または削除はできま
せん。エンドユーザーがカレンダデータを追加、変更、または削除しようとすると、
システムによりエラーメッセージが表示されます。また、カレンダの予定および仕事
を追加、変更、または削除する管理者ツールも、データベースが読み取り専用モード
の間は機能しません。

注 –データベースを読み取ることができないほど破損している場合は、バックアップ
を復元するまでの間、サービスを停止する必要があります。バックアップを復元する
最短の方法は、有効なホットバックアップを取ることです。357ページの「復元する
前に」を参照してください。

� データベースを読み取り専用モードにするには

1. 必要がなくても、カレンダサービスを一時的に停止して、データベースがさらに破
損するのを防ぐ場合もあります。

カレンダダービスを停止するには、次のようにように実行します。

手順
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cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin/stop-cal

2. コマンド行で、ics.confが格納されているディレクトリに移動します。

cd /etc/opt/SUNWics5/config

3. カレンダデータベースに対して読み取り専用モードを指定します。

caldb.berkeleydb.readonly=”yes”

4. ics.confファイルの編集が終わったら、Calendar Serverを再起動します。

cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/start-cal

ics.confの変更を有効にするには、サービスを再起動する必要があります。

一般的なデータベース障害の処理
ここでは、いくつかの一般的なデータベース障害と、推奨する対応策について説明し
ます。ここで説明する内容は次のとおりです。

� 349ページの「csadmindが起動しない、または起動時にクラッシュする」
� 351ページの「サービスがハングし、エンドユーザーが接続できない:親のない
ロック」

� 351ページの「csdb rebuildが終了しない:データベースのループ」

� csadmindが起動しない、または起動時にクラッシュする
csadmindでは GSE (グループスケジューリングエンジン)とアラームディスパッチエ
ンジンの両方のサービスを処理するため、GSEキュー内、またはアラームキュー内の
エントリに問題があると、これらの問題が発生する可能性があります。

対応策

1. csadmindが稼動していない場合は、すぐに stop-calを実行します。

カレンダサービスを稼動したままにしておくと、トランザクションログが累積し、
それが原因でデータベースがさらに破損して、トランザクションログファイルと
データベースを照合するのに時間がかかる場合があります。

2. csadmindの再起動を試みます (start-calの再実行)。

正常に起動したら、次のようにして 2つのキューが機能していることを確認しま
す。

a. csscheduleを使用して、GSEキューをチェックします。

b. dbrigを使用して、アラームキューをチェックします。

csscheduleおよび dbrigの実行方法については、付録 D を参照してくださ
い。

手順
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3. csadmindがダンプでクラッシュした場合は、pstackを分析します。

トレースに GSEに関連した機能がある場合は (中に GSEの文字がある)、GSE
キューの最初のエントリおよび予定データベースの参照エントリを調べます。ほと
んどの場合、GSEエントリで参照されている予定が、問題を起こしているエント
リです。この問題を解決するには次を実行します。

a. csscheduleを使用して、GSEエントリを削除します。

b. cscomponentsを使用して、問題を起こしている予定をデータベースから削除
します。

csscheduleおよび cscomponentsの実行方法については、付録 D を参照し
てください。

4. エントリが破損していない場合は、カレンダサーバーでは処理できない特殊な例の
可能性があります。

次の手順を実行します。

a. 破損したデータベースのカレンダ環境のスナップショットを取り、カスタマサ
ポートに問い合わせます。

環境のバックアップを作成するには、次のように実行します。

i. 次の場所にある db_checkpointユーティリティーを使用します。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/tools/unsupported/bin/db_checkpoint

ii. db_archive -s を実行します。

-sオプションを使用して、すべてのデータベースファイルを識別し、それ
らを CD、DVD、テープなどのリムーバブルメディアにコピーします。

iii. db_archive -l を実行します。

-lオプションを使用して、すべてのログファイルを識別し、使用されてい
ないファイルをリムーバブルメディアデバイスにコピーします。

b. サービスの停止を避けるには、カレンダデータベースを一時的に読み取り専用
の状態にして、ホットバックアップのコピーに戻ります。

� カレンダデータベースを一時的に読み取り専用の状態にすると、トランザク
ションの追加、変更、または削除はできなくなります。エンドユーザーがカ
レンダデータを追加、変更、または削除しようとすると、エラーメッセージ
が表示されます。カレンダの予定および仕事を追加、変更、または削除する
管理者ツールも、データベースが読み取り専用モードの間は機能しません。

カレンダデータベースを読み取り専用モードにするには、ics.confファイ
ルを編集して、次のパラメータを “yes”に設定します。

caldb.berkeleydb.readonly=”yes”

� 356ページの「自動バックアップコピーの復元」にある手順を使用して、
ホットバックアップコピーに戻ります。
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csstoredを設定して有効にすると、ホットバックアップが使用可能にな
り、数分以内に最新の状態になります。また、常にホットバックアップコ
ピーを検証して、破損していないことを確認するとよいでしょう。その場合
は、db_verifyを実行します。

5. ほかの方法がすべて失敗した場合、ダンプと再ロードの手順を実行して、データ
ベースを修復できるかどうか確認します。

この手順は、354ページの「ダンプとロードによるカレンダデータベースの復元」
で説明しています。

� サービスがハングし、エンドユーザーが接続できない:親
のないロック
この状態は、制御スレッドが原因で発生する場合があります。これは Berkeley DB
データベースのページをロックし、ロックを解除しないで終了します。この問題を確
認するには、cshttpdプロセスおよび csadmind上で pstackを実行します。
pstackは標準 UNIXユーティリティーで、次の場所に格納されています。
/usr/bin/pstack。このユーティリティーにより、ロックを獲得するために待機し
ているスレッドが表示されます。

問題を解決するには、次のようにして Calendar Serverを再起動します。

1. start-calが存在するディレクトリに移動します。

cd cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin

2. start-calコマンドを実行します。

./start-cal

� csdb rebuildが終了しない:データベースのループ
データベースのループは、通常、データベースファイルの破損により起こります。
データベースが破損しているため、回復不能になる可能性があります。次のいくつか
の選択肢があります。

1. ホットバックアップに戻ります。

破損が最近起こったのであれば、いずれかのホットバックアップコピーを使用でき
ます。

2. 壊滅的アーカイブのリカバリプロセスを使用します。

推奨されるプロセスについては、356ページの「自動バックアップコピーの復元」
を参照してください。

3. ダンプと再ロードの手順を使用します。354ページの「ダンプとロードによるカレ
ンダデータベースの復元」を参照してください。

手順
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破損したカレンダデータベースの再構築
ここでは、csdb rebuildコマンドの使用方法について説明します。ここで説明する
内容は次のとおりです。

� 352ページの「rebuildの概要」
� 352ページの「カレンダデータベースを再構築するには」
� 353ページの「再構築出力のサンプル」

rebuildの概要
rebuildコマンドはカレンダデータベースを走査し、カレンダプロパティー
(calprops)の予定と仕事 (作業)をチェックして破損がないかどうかを調べます。不
整合を検出すると、rebuildコマンドは再構築したカレンダデータベース (.db
ファイル)を cal_svr_base /SUNWics5/cal/sbin/rebuild_dbディレクトリに生成
します。

-gオプションを指定せずに rebuildコマンドを実行すると、GSE (グループスケ
ジューリングエンジン)データベース以外のすべてのデータベースが再構築されま
す。GSEデータベースも再構築するときは、-gオプションを指定します。

GSEデータベースにエントリが含まれているかどうかを調べるには、csschedule
-v list コマンドを実行します。GSE がすべてのエントリの処理を完了してから
rebuildコマンドを実行してください。

� カレンダデータベースを再構築するには

1. Calendar Serverがインストールされているシステムの管理権限を持つユーザーと
してログインします。

2. Calendar Serverを停止します。

3. カレンダデータベースのコピーを作成し、/tmp/dbディレクトリに置きます。

データベース (.db)ファイルとログ (log.*)ファイルをコピーします。共有ファイ
ル (__db.*)をコピーする必要はありません。

4. cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbinディレクトリに移動します。

たとえば、Solarisオペレーティングシステムでは、デフォルトのディレクトリに
は次のように入力します。

cd /opt/SUNWics5/cal/sbin

注 – sbinディレクトリのディスク容量が問題となる場合は、別のディレクトリで
rebuildコマンドを実行します。

手順
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5. カレンダデータベースのコピーに対して rebuildコマンドを実行します。

./csdb rebuild /tmp/db /tmp/

データベースパスを指定しない場合は、現在のディレクトリに対して rebuildが
実行されます。/tmp/パラメータは、再構築したデータベースの出力先ディレク
トリを指定します。

GSEデータベースも再構築するときは、-gオプションを指定します。

rebuildは大量の情報を生成する可能性があるため、stdoutや stderrを含む
すべての出力をファイルとして書き出すことをお勧めします。

注 –カレンダデータベースを再構築するときは、常に最新のバックアップコピーを
使用してください。

ただし、膨大なデータが失われ、データベースの定期バックアップで複数のコピー
を利用できるときは、最新のコピーからもっとも古いコピーの順に再構築を行いま
す。この方法の唯一の欠点は、すでに削除されているカレンダコンポーネントが再
構築されたデータベースに再表示されることです。

たとえば、3つのバックアップカレンダデータベースファイルが db_0601、
db_0615、および db_0629というディレクトリに格納されている場合は、次の順
序で rebuildコマンドを実行します。

./csdb rebuild db_0629

./csdb rebuild db_0615

./csdb rebuild db_0601

次に、rebuildコマンドは再構築したデータベースを
cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin/rebuild_dbディレクトリに書き込みます。

6. rebuildの実行が完了したら、rebuild.outファイルを確認します。

再構築が正常に完了した場合、rebuild.outファイルの最後の行は次のようにな
ります。

Calendar database has been rebuilt

7. 前の手順で再構築が正常に完了したことを確認したら、再構築したデータベース
ファイル (.db)を rebuild_dbディレクトリから運用データベースにコピーしま
す。

8. 破損したデータベースのディレクトリに共有ファイル (__db.*)やログファイル
(log.*)が含まれていた場合は、それも運用ディレクトリに移動します。

9. Calendar Serverを再起動します。

再構築出力のサンプル
次の例は、コマンドと、そのコマンドにより生成された出力を示しています。

第 22章 •トラブルシューティング 353



# ./csdb -g rebuild
Building calprops based on component information.
Please be patient, this may take a while...
Scanning events database...
512 events scanned
Scanning todos database...
34 todos scanned
Scanning events database...
512 events scanned
Scanning todos database...
34 todos scanned
Scanning deletelog database...
15 deletelog entries scanned
Scanning gse database...
21 gse entries scanned
Scanning recurring database...
12 recurring entries scanned
Successful components db scan
Calendar database has been rebuilt
Building components based on calprops information.
Please be patient, this may take a while...
Scanning calprops database to uncover events...
25 calendars scanned
Scanning calprops database to uncover todos...
25 calendars scanned
Successful calprops db scan
Calendar database has been rebuilt

注 –上記の出力サンプルでは、予定と仕事のデータベースがそれぞれ 2回走査された
ことを示しています。これはエラーではありません。最初の走査ではカレンダプロパ
ティーデータベース内の情報を確認し、次に再走査して、カレンダプロパティーデー
タベースがアクセス可能であることを確認します。

ダンプとロードによるカレンダデータベースの復
元
ここで説明する内容は次のとおりです。

� 354ページの「ダンプとロードの概要」
� 355ページの「ダンプとロードの手順を実行するには」

ダンプとロードの概要
ダンプとロードの手順を使用して破損したデータベースの復元を試みます。ダンプと
ロードの手順では、Berkeleyデータベースの db_dumpユーティリティーと db_load
ユーティリティーを使用します。Calendar Serverでは、これらのユーティリティーは
次のディレクトリに格納されています。
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cal_svr_base/SUNWics5/cal/tools/unsupported/bin

db_dumpユーティリティーはデータベースファイルを読み取り、エントリを
db_loadユーティリティーと互換性のある形式で出力ファイルに書き込みます。

db_dumpユーティリティーと db_loadユーティリティーのマニュアルについては、
次の Sleepycat SoftwareのWebサイトを参照してください。

http://www.sleepycat.com/docs/utility/index.html

db_dumpと db_loadによるデータベースの復元が成功するかどうかは、データベー
スの破損具合によって決まります。データベースを復元するまでに、db_dumpオプ
ションを何度か実行しなければならないこともあります。ただし、破損が著しいデー
タベースは復元できません。この場合は、データベースの最終ホットバックアップま
たはアーカイブを使用する必要があります。

注 –ダンプとロードの手順を実行するときは、カレンダデータベースが Berkeley DB
バージョン 3.2.9以上である必要があります。それ以前のバージョンを使用している
場合は、最初に cs5migrateユーティリティーを使用してカレンダデータベースを
アップグレードしてください。

最新バージョンの cs5migrateについては、ご購入先のテクニカルサポートに問い
合わせてください。

� ダンプとロードの手順を実行するには

1. Calendar Serverを実行するユーザーやグループ (icsuserと icsgroupなど)、
またはスーパーユーザー (root)としてログインします。

2. Calendar Serverが停止していなければ、停止します。

3. csbackupユーティリティーや Sun StorEdge Enterprise Backup™ソフト
ウェア、Legato Networker®などを使用して、破損しているデータベースの
バックアップを作成します。

詳細は、第 17章を参照してください。

4. db_dumpユーティリティーを使用して、破損しているデータベースの各ファイル
をダンプします。

データベースファイルは、ics50calprops.db、ics50journals.db、
ics50alarms.db、ics50events.db、ics50todos.db、および
ics50gse.dbです。

データベースが復元されるまで (または復元不可能であると判断されるまで)、次の
オプションを順に指定して db_dumpを実行します。

� オプションなし:軽度のデータベース破損。

手順
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� -rオプション:中度のデータベース破損。

� -Rオプション:重度のデータベース破損。-Rオプションを指定した場合、破損
しているデータベースから、部分的なレコードや削除されたレコードなども含
め、-rオプションを指定した場合より多くのデータがダンプされます。

たとえば、-rオプションを指定して db_dumpを実行するときは、次のように
入力します。

db_dump -r ics50events.db \> ics50events.db.txt

5. db_loadユーティリティーを使用して、出力ファイルを新しいデータベース
ファイルにロードします。

次に例を示します。

db_load new.ics50events.db < ics50events.db.txt

db_loadが奇数のキーまたはデータエントリをレポートする場合は、db_dump出
力ファイルを編集して、異常のあるキーまたはデータエントリを削除します。次
に、db_loadを再実行します。

6. 破損しているその他のデータベースファイルに対して、前の 2つの手順を繰り返し
ます。

つまり、破損しているその他のデータベースファイルに対して db_dumpを実行し
ます。

7. 352ページの「破損したカレンダデータベースの再構築」で説明している csdb
rebuildコマンドを使用して、復元したデータベースファイルを再構築します。

rebuildの実行が完了したら、出力ファイルを確認します。再構築が正常に完了
した場合、rebuild.outファイルの最後の行は次のようになります。

Calendar database has been rebuilt

csdb rebuildコマンドが正常に終了しなかった場合は、次レベルの db_dumpオ
プション (-rまたは -R)を使用してデータベースのダンプを行います。

db_dump -Rオプションを実行しても破損しているデータベースを復元できない場
合は、ご購入先のテクニカルサポートまたは販売代理店までご連絡ください。それ
までの間は、データベースの最終バックアップを使用する必要があります。

自動バックアップコピーの復元
第 10章で説明されている自動バックアップ機能を使用している場合、ライブデータ
ベースが破損したときにバックアップコピーを復元できます。

ここでは、2つの異なる自動バックアップの復元方法について説明します。

� 357ページの「復元する前に」
� 357ページの「ホットバックアップを復元するには」
� 358ページの「アーカイブバックアップを復元するには」
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復元する前に
バックアップを復元する前に、必ず次の操作を行っていることを確認してください。

� どのトランザクションがライブデータベースの破損の原因になったか診断を試みて
いること。

� 新規のアーカイブが破損されないように、破損しているトランザクションを削除ま
たは修正していること。

� 破損したデータベースを、別のディレクトリまたはリムーバブルメディアにコピー
して保存していること。このコピーは、テクニカルサポートに問い合わせを行う際
に必要になります。

� ホットバックアップを復元するには
ライブデータベースが破損した場合は、ホットバックアップがバックアップの最初の
選択肢となります。バックアップを復元するには、次の手順を実行します。

1. 破損したライブデータベースのディレクトリで、適用されていない、または書き込
み可能な状態のログファイルを識別します。

2. 書き込み可能なログを閉じます。このログには、最新のトランザクションが含まれ
ています。

3. 新規の (復元)ディレクトリを作成します。

4. 現在のホットバックアップのコピーを、新規の復元データベースのディレクトリに
コピーします。

5. log.*ファイルを、破損したライブデータベースのディレィトリから、新規の復
元データベースのディレクトリにコピーします。

6. データベースのアーカイブコピーを保持している場合は、ライブデータベースに適
用されなかったログをアーカイブディレクトリにコピーします。

7. 新規の復元データベースに対して指定された -c -hオプションを指定して、
db_recoverを実行します。

たとえば、新規の復元ディレクトリの名前が recoverydbの場合、コマンドは次
のようになります。

db_recover -c -h recoverydb

8. log.*ファイルは、新規のディレクトリに残しておきます。

db_recoverプログラムではログファイルを新規の復元データベースに適用しま
したが、バージョン 4.2以降、Berkeley DBではログファイルをそのまま残してお
くことを勧めします。

手順
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9. 新規の復元ディレクトリ内のデータベースファイルに対して、db_verifyを実行
します。

手順については、347ページの「カレンダデータベースの破損をチェックするに
は」を参照してください。

10.新規の復元ディレクトリに対して、csdb -v list を実行します。

11.新規の復元ディレクトリで上記の 3つの手順を実行したら、古い破損したライブ
データベースを新規の復元ディレクトリと置き換えます。

12.新しいスナップショットとして機能させるために、新規のライブデータベースを
ホットバックアップのディレクトリにコピーします。

次の定期的なスナップショットが取得されるまで、すべての新しいログがこのコ
ピーに適用されます。

13. Calendar Serverを起動します。

14.新規の復元ディレクトリでいずれかの手順に失敗した場合は、次のようにして破損
していない古いホットバックアップを特定します。

a. ホットバックアップを新しい順から逆にたどり、各ファイルに対して順番に
db_verify および csdb -v list を実行して、破損していない最新のコピー
を見つけます。

b. パスする最初のホットバックアップコピーが、ライブデータベースのディレク
トリに復元されます。

357ページの「ホットバックアップを復元するには」で説明している手順に従
い、破損したライブデータベースを新規のホットバックアップと置き換えま
す。最初に、必ず 357ページの「復元する前に」をお読みください。

c. ホットバックアップがどれも動作せず、アーカイブバックアップがない場合
は、テクニカルサポートに問い合わせてください。アーカイブバックアップが
ある場合は、358ページの「アーカイブバックアップを復元するには」にある
手順を実行します。357ページの「復元する前に」も参照してください。

� アーカイブバックアップを復元するには
破損したホットバックアップはないが、アーカイブバックアップとトランザクション
ログがある場合は、次の手順を実行して、アーカイブしたデータベースの最新の破損
していないデータベースを復元できます。

1. 破損したライブデータベースのディレクトリで、適用されていない、または書き込
み可能な状態のログファイルを識別します。

2. 書き込み可能なログを閉じます。このログには、最新のトランザクションが含まれ
ています。

3. 新規の (復元)ディレクトリを作成します。

手順

358 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



4. 最新のアーカイブコピーとそのログファイルを、新規の復元データベースのディレ
クトリにコピーします。

5. 適用されていない log.*ファイルを、破損したライブデータベースのディレクト
リから、新規の復元データベースのディレクトリにコピーします。

6. 新規の復元データベースに対して指定された -c -hオプションを指定して、
db_recoverを実行します。

たとえば、新規の復元ディレクトリの名前が recoverydbの場合、コマンドは次
のようになります。

db_recover -c -h recoverydb

7. log.*ファイルは、新規の復元ディレクトリに残しておきます。

db_recoverプログラムではログファイルを新規の復元データベースに適用しま
したが、バージョン 4.2以降、Berkeley DBではログファイルをそのまま残してお
くことを勧めします。

8. 新規の復元ディレクトリ内のデータベースファイルに対して、db_verifyを実行
します。

手順については、347ページの「カレンダデータベースの破損をチェックするに
は」を参照してください。

9. 新規の復元ディレクトリに対して、csdb -v list を実行します。

10.新規の復元ディレクトリで上記の 3つの手順を実行したら、古い破損したライブ
データベースを新規の復元ディレクトリと置き換えます。

11.新しいスナップショットとして機能させるために、新規のライブデータベースを
ホットバックアップのディレクトリにコピーします。

12. Calendar Serverを起動します。

13.新規の復元ディレクトリがいずれかの手順に失敗した場合は、次のようにして破損
していない古いアーカイブバックアップを特定します。

a. アーカイブバックアップのコピーを新しい順から逆に調べて、順に各ファイル
に対して次の 3つのリカバリプログラムを実行して、破損していない最新のコ
ピーを見つけます。db_recover -c-h、db_verify、および csdb -v
list。

b. パスする最初のアーカイブアップコピーが、ライブデータベースのディレクト
リに復元されます。

358ページの「アーカイブバックアップを復元するには」で説明している手順
に従い、破損したライブデータベースを新規のアーカイブバックアップと置き
換えます。

c. アーカイブバックアップがどれも動作しない場合は、テクニカルサポートに問
い合わせてください。
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カスタムのバックアップスクリプトの修復
ここで説明する内容は次のとおりです。

� 360ページの「現在、動的ライブラリでコンパイルされている Berkeleyツール」
� 360ページの「カスタムのバックアップスクリプトを修復するには」

現在、動的ライブラリでコンパイルされている Berkeley
ツール
カスタムバックアップスクリプトが Berkeleyデータベースのツール (db_recoverな
ど)を使用して作成されている場合は、Calendar Serverにアップグレードすると、機
能しなくなる可能性があります。これは、Calendar Serverの以前のバージョンでは、
ツールを静的ライブラリでコンパイルしていたためです。現在では、ツールは動的ラ
イブラリの libdb-4.2.soでコンパイルされています。

カスタムのバックアップスクリプトを修復するには
既存のカスタムスクリプトで新しい動的ライブラリを使用するには、次に示す大域変
数を設定します。

LD_LIBRARY_PATH=libdb-4.2.so

360 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



パートV 付録

ここには、管理ガイドの付録が記載されています。

� 付録A
� 付録 B
� 付録 C
� 付録 D
� 付録 E
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付録 A

ディレクトリ設定のワークシート

このワークシートは、comm_dssetup.plを実行するときに求められる情報の収集に
役立ちます。1列目に、サイレントモードのオプション、そのあとに必要な情報を示
します。2列目には、対話型モードでの同じオプションとデフォルトの回答を示しま
す。

右の列に、回答を記入するための下線があります。この回答は、サイレントモードと
対話型モードの両方に適用されます。サイレントモードでは、回答をオプションのあ
とに付ける値として使用します。対話型モードでは、プロンプトの位置に値を入力し
ます。

comm_dssetup.plの実行例と実行方法の説明については、70ページの「ディレク
トリ準備スクリプトの実行」を参照してください。

表 A–1 Directory Serverセットアップスクリプト (comm_dssetup.pl)のワークシート

サイレントモードのオプション 対話型ダイアログとデフォルト値

-i yes | no 新しい Directory Serverインデックスを追加します (yesま
たは no)。

デフォルト: yes

実際の値:

-R yes | no 再インデックスをすぐに行います (yesまたは no)。

デフォルト: yes

実際の値:

-c Directory Server Root Directory Serverのルートパス名。

デフォルト: /var/mps/serverroot

実際の値:
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表 A–1 Directory Serverセットアップスクリプト (comm_dssetup.pl)のワークシート (続き)
サイレントモードのオプション 対話型ダイアログとデフォルト値

-d Directory Server Instance Directory Serverインスタンスのサブディレクトリ。

デフォルト:なし

実際の値:

-r DC Root Suffix DCツリーのルートサフィックス。

デフォルト: o=internet

実際の値:

-u User and Group Base Suffix ユーザーおよびグループのルートサフィックス。

デフォルト: o=usergroup

実際の値:

-s yes|no スキーマ更新 (yesまたは no)。

デフォルト: yes

実際の値:

-D Directory Manager DN Directory Managerの識別名 (DN)。

デフォルト: "cn=Directory Manager"。

実際の値:

-w Directory Manager DN Password Directory Managerの DNパスワード。

デフォルト:なし

実際の値:

-b yes|no このディレクトリを使用して、設定とユーザーデータの両
方 (yes)または設定データだけ (no)を格納します。

デフォルト: yes

実際の値:

-t 1|1.5|2 スキーマのバージョン。
� オプション 1: Schema v.1
� オプション 1.5: Schema v.2の互換モード
� オプション 2: Schema v.2ネイティブモード
デフォルト: 1
実際の値:

-m yes|no Do you want to modify the directory server?

デフォルト: yes

no- prints out script but does not execute it.
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表 A–1 Directory Serverセットアップスクリプト (comm_dssetup.pl)のワークシート (続き)
サイレントモードのオプション 対話型ダイアログとデフォルト値

-S PathtoSchemaFile スキーマファイルが格納されているディレクトリへのパ
ス。

デフォルト: ./schema

実際の値:
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付録 B

Calendar Server設定ワークシート

この付録では、第 3章で説明している Calendar Server設定プログラムの実行に必要
な情報を記録しておくのに役立つ次のワークシートを示します。

� 367ページの「管理、ユーザー設定、および認証パネルのワークシート」
� 368ページの「電子メールと電子メールアラームのワークシート」
� 369ページの「ランタイム設定のワークシート」
� 370ページの「データベース、ログ、および一時ファイルのディレクトリのワーク
シート」

管理、ユーザー設定、および認証パネル
のワークシート
表 B–1管理、ユーザー設定、および認証パネルのワークシート

オプション 説明

LDAPサーバーのホスト名 ユーザー認証に使用する LDAPディレクトリサーバーのホスト
名。

デフォルト:現在のホスト。

実際の値:

LDAPサーバーのポート LDAPサーバーが待機するポート番号。

デフォルト: 389。

実際の値:
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表 B–1管理、ユーザー設定、および認証パネルのワークシート (続き)
オプション 説明

ベース DN 検索の開始点として使用する LDAPディレクトリ内のエント
リ。

デフォルト: o=host.com。

実際の値:

Directory Manager DN ディレクトリサーバースキーマに変更を加えることができるユー
ザーの名前。

デフォルト: cn=Directory Manager。

実際の値:

Directory Managerのパス
ワード

Directory Manager DNのパスワード。

デフォルト:なし

実際の値:

管理者のユーザー ID Calendar Server管理者のユーザー ID。上記 LDAPディレクト
リサーバーに登録されているユーザーである必要があります。

デフォルト: calmaster。

実際の値:

管理者のパスワード Calendar Server管理者のパスワード。

デフォルト:なし

実際の値:

電子メールと電子メールアラームのワー
クシート
表 B–2電子メールと電子メールアラームのワークシート

オプション 説明

電子メールアラーム サーバーに問題が生じたときに Calendar Serverが Calendar
Server管理者に電子メールのアラームメッセージを送信するか
どうかを指定します。

デフォルト:有効。

実際の値:
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表 B–2電子メールと電子メールアラームのワークシート (続き)
オプション 説明

管理者の電子メールアドレ
ス

電子メールのアラームメッセージを受信する Calendar Server管
理者の電子メールアドレス。

デフォルト:なし。

実際の値:

SMTPホスト名 電子メールアラームメッセージが送信される SMTPサーバーの
ホスト名。

デフォルト:現在のホスト

実際の値:

ランタイム設定のワークシート
表 B–3ランタイム設定のワークシート

オプション 説明

サービスポート Web (HTTP)アクセスができるようにするために Calendar
Serverが待機しているポートの番号。

デフォルト: 80。

実際の値:

最大セッション Calendar Serverセッションの最大数。

デフォルト: 5000。

実際の値:

最大スレッド Calendar Serverスレッドの最大数。

デフォルト: 20。

実際の値:

サーバープロセスの数 Calendar Serverプロセスの最大数。

デフォルト: Calendar Serverをインストールしたサーバーの
CPU数。

実際の値:

ランタイムユーザー ID Calendar Serverを実行する UNIXユーザー名。

デフォルト: icsuser。

実際の値:
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表 B–3ランタイム設定のワークシート (続き)
オプション 説明

ランタイムグループ ID Calendar Serverを実行する UNIXグループ。

デフォルト: icsgroup。

実際の値:

Calendar Serverの起動 インストールが成功したら起動します。

デフォルト:チェックマークあり。

実際の値:

システムの起動時に起動します。

デフォルト:チェックマークあり。

実際の値:

データベース、ログ、および一時ファイ
ルのディレクトリのワークシート
表 B–4データベース、ログ、および一時ファイルのディレクトリのワークシート

オプション 説明

データベースディレクトリ Calendar Serverでカレンダデータベースファイルを作成し、格
納するディレクトリ。

デフォルト: /var/opt/SUNWics5/csdb

実際の値:

ログディレクトリ Calendar Serverがログファイルを書き込むディレクトリ。

デフォルト: /var/opt/SUNWics5/logs

実際の値:

一時ファイルディレクトリ Calendar Serverが一時ファイルを書き込むディレクトリ。

デフォルト: /var/opt/SUNWics5/tmp

実際の値:
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付録 C

高可用性 (HA)設定のワークシート

Calendar Serverの高可用性 (HA)設定を計画するときは、次のワークシートを使用し
ます。

� 371ページの「Calendar Server HA設定ワークシート」
� 372ページの「Calendar Serverのインストール用ワークシート」
� 372ページの「Calendar Server設定ワークシート」

ヒント –このワークシートを HTML形式で表示している場合、そのまま印刷するより
も、PDFバージョンを印刷するほうがきれいに改ページされます。

Calendar Server HA設定ワークシート
表 C–1 Calendar Server HA設定ワークシート

コンポーネント 値とコメント

ファイルシステムのマウントポイ
ント

例: /global/cal

実際の値:

論理ホスト名 例: cal-logical-host

実際の値:

論理ホスト IPアドレス 実際の値:

クラスタノード 例: cal-node-1および cal-node-2

実際の値:
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表 C–1 Calendar Server HA設定ワークシート (続き)
コンポーネント 値とコメント

カレンダリソースグループ名 例: cal-resource-group

実際の値:

カレンダサーバーストレージリ
ソース

例: cal-resource-group-store

実際の値:

カレンダサーバーリソース 例: cal-resource

実際の値:

Calendar Serverのインストール用ワー
クシート
次の表は、Sun Java Enterprise Systemインストーラを使用して Calendar Serverをイ
ンストールするときに設定する値を示しています。

表 C–2 Calendar Serverのインストール用ワークシート

コンポーネント 説明とコメント

カレンダサーバーインストール
ディレクトリ

デフォルト値: opt/

例: /global/cal/opt/r

実際の値:

Calendar Server設定ワークシート
次の表は、Calendar Server設定プログラム (csconfigurator.sh)の実行時に設定
する値を示しています。

表 C–3 Calendar Server設定ワークシート

コンポーネント 説明とコメント

LDAPサーバーのホスト名 例: ldaphost.sesta.com

実際の値:
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表 C–3 Calendar Server設定ワークシート (続き)
コンポーネント 説明とコメント

LDAPサーバーのポート LDAPサーバーが待機するポート番号。

デフォルト: 389。

実際の値:

Directory Manager DN ディレクトリサーバースキーマに変更を加えることができ
るユーザーの名前。

デフォルト: cn=Directory Manager。

実際の値:

Directory Managerのパスワード Directory Manager DNのパスワード。

デフォルト:なし

実際の値:

管理者のユーザー ID Calendar Server管理者のユーザー ID。上記 LDAPディレ
クトリサーバーに登録されているユーザーである必要があ
ります。

デフォルト: calmaster。

実際の値:

管理者のパスワード Calendar Server管理者のパスワード

デフォルト:なし

実際の値:

電子メールアラーム サーバーに問題が生じたときに Calendar Serverが
Calendar Server管理者に電子メールのアラームメッセージ
を送信するかどうかを指定します。

デフォルト:有効。

実際の値:

管理者の電子メールアドレス 電子メールのアラームメッセージを受信する Calendar
Server管理者の電子メールアドレス。

デフォルト:なし。

実際の値:

SMTPホスト名 電子メールアラームメッセージが送信される SMTPサー
バーのホスト名。

デフォルト:現在のホスト。

実際の値:
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表 C–3 Calendar Server設定ワークシート (続き)
コンポーネント 説明とコメント

サービスポート Web (HTTP)アクセスができるようにするために Calendar
Serverが待機しているポートの番号。

デフォルト: 80。

実際の値:

最大セッション Calendar Serverセッションの最大数。

デフォルト: 5000。

実際の値:

最大スレッド Calendar Serverスレッドの最大数。

デフォルト: 20。

実際の値:

サーバープロセスの数 Calendar Serverプロセスの最大数。

デフォルト: Calendar Serverをインストールしたサーバー
の CPU数。

実際の値:

ランタイムユーザー ID デフォルト値: icsuser

HA設定では、クラスタ内のすべてのノードで
/etc/passwdのあとに追加します。

実際の値:

ランタイムグループ ID デフォルト値: icsgroup

HA設定では、クラスタ内のすべてのノードで
/etc/groupのあとに追加します。

実際の値:

Calendar Serverの起動 インストールが成功したら起動します。

デフォルト:チェックマークあり。

実際の値: HA設定では、このオプションにチェックマーク
を付けません。

システムの起動時に起動します。

デフォルト:チェックマークあり。

実際の値: HA設定では、このオプションにチェックマーク
を付けません。
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表 C–3 Calendar Server設定ワークシート (続き)
コンポーネント 説明とコメント

データベースディレクトリ デフォルト: /var/opt/SUNWics5/csdb

例: /global/cal/var/opt/SUNWics5/csdb

実際の値:

ログディレクトリ デフォルト: /var/opt/SUNWics5/logs

例: /global/cal/var/opt/SUNWics5/logs

実際の値:

一時ファイルディレクトリ デフォルト: /var/opt/SUNWics5/tmp

例: /global/cal/var/opt/SUNWics5/tmp

実際の値:
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付録 D

Calendar Serverのコマンド行ユー
ティリティーのリファレンス

381ページ
の「csattribute」
383ページ
の「csbackup」
386ページの「cscal」
390ページの「csclean」
392ページ
の「cscomponents」
393ページの「csdb」
396ページ
の「csdomain」

407ページ
の「csexport」
408ページ
の「csimport」
410ページ
の「csmonitor」
411ページ
の「csplugin」
414ページの「cspurge」
415ページ
の「csrename」

417ページ
の「csresource」
420ページ
の「csrestore」
423ページ
の「csschedule」
426ページの「csstats」
428ページの「cstool」
430ページの「csuser」
435ページの「start-cal」
435ページの「stop-cal」

各ユーティリティーの簡単な説明については、379ページの「コマンド行ユーティリ
ティーの簡単な説明」を参照してください。

Calendar Serverには、Access Managerにバンドルされている Delegated
Administratorに含まれていないコマンド行ユーティリティーが用意されています。

これらの Calendar Serverユーティリティーはバッチ、シェル、および Perlなどのス
クリプトプログラムから実行できます。ユーティリティーの一部 (csuser、
csresource、および csdomain)は Delegated Administratorユーティリティーに
取って代わられましたが、その他は Schema 2環境でも使用されています。Schema 1
の場合は、Delegated Administratorを使用せず、csuser、csresource、および
csdomainの使用を継続する必要があります。

これらのユーティリティーは、必要に応じて ics.conf設定ファイルに記録されてい
るデフォルト値を使用します。

コマンド行ユーティリティーは次のディレクトリに格納されています。
cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin

すべてのユーティリティーは、必ず sbinディレクトリから起動してください。ただ
し、例外として start-calおよび stop-calは、フルパスを指定すればどのディレ
クトリからでも実行できます。
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注 –これらの管理ツールによるエラーメッセージは、csdbディレクトリの
admin.logファイルに書き込まれます。

この章で説明する内容は次のとおりです。

� 378ページの「コマンド行ユーティリティーの実行」

� 378ページの「コマンド行ユーティリティーの構文」
� 379ページの「コマンド行ユーティリティーの使用規則」
� 379ページの「スクリプト内のリターンコード」
� 379ページの「コマンド行ユーティリティーの簡単な説明」

コマンド行ユーティリティーの実行
Calendar Serverの実行ユーザーおよびグループ、または rootとしてログインしてい
る状態でコマンド行ユーティリティーを実行します。これはインストール時に指定
し、デフォルトは icsuserと icsgroupです。

たとえば、Calendar Serverのベースディレクトリが cal_svr_baseの場合、cscalユー
ティリティーの listコマンドを実行するには、ログイン後に次のようにします。

cd cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin
./cscal list

コマンド行ユーティリティーの構文
Calendar Serverのコマンド行ユーティリティーの構文は次のとおりです。

utility [ -option [value]] command [target]

それぞれの意味は次のとおりです。

utilityは、cscalや csuserなど、実行可能なユーティリティーの名前を表しま
す。

optionには、コマンドが実行する処理を指定します。オプションは、-dのように、
ハイフン (-)に続けて小文字で指定します。角カッコ ([])で囲まれているオプション
は省略可能です。そのように明記されている場合は、複数のオプションを同時に指定
できます。
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valueは、optionによって指定される動作をさらに修飾します。たとえば、-dオ
プションで使用する説明などがこれに該当します。角カッコ ([])で囲まれている値は
省略可能です。空白文字を含む値は、引用符 (" ") で囲む必要があります。複数の値
を指定するときは全体を引用符 (" ") で囲み、各値を空白文字で区切ります。 ただ
し、セミコロンで区切ったリストを使用する場合など、特に明記されている場合を除
きます。

commandは、たとえば listや createのように、ユーティリティーが実行する処
理を指定します。縦棒 (|)で区切られているコマンドは、一度に実行できるコマンド
がいずれか (両方ではない)であることを示します。

targetは、コマンドの実行対象となるカレンダ IDやユーザー IDなどのオブジェク
トです。

コマンド行ユーティリティーの使用規則
コマンド行ユーティリティーの使用には、一般に次の規則が適用されます。

� ユーティリティー名だけを指定した場合は、すべてのコマンド、オプション、いく
つかの例が表示されます。

� 必要なパスワードを指定しない場合、ユーティリティーにより要求されます。

� 各ユーティリティーでは、-v (verbose、詳細)オプションと -q (quiet、非出力)オ
プションを利用できます。

� 危険なコマンド (データを喪失する可能性があるコマンド)では、コマンドの実行
前にユーティリティーにより確認を促されます。危険なコマンドには、カレンダを
削除する cscal、ユーザーを削除する csuserなどがあります。ただし、-q
(quiet、非出力)オプションを指定した場合は確認は行われません。

� 各ユーティリティーには versionコマンドが用意されています。

スクリプト内のリターンコード
スクリプトからコマンド行ユーティリティーを実行する場合、ユーティリティーの実
行に成功した場合はリターンコード “0”が返され、失敗した場合は “-1”が返されま
す。

コマンド行ユーティリティーの簡単な説
明
次の表は、Calendar Serverのコマンド行ユーティリティーの簡単な説明を示します。
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表 D–1 Calendar Serverのコマンド行ユーティリティーの概要

ユーティリティー 説明

381ページ
の「csattribute」

カレンダユーザーまたはリソースの LDAP属性を管理します。

383ページ
の「csbackup」

個々のカレンダ、ユーザー、カレンダデータベースをバックアップしま
す。

386ページ
の「cscal」

カレンダとそのプロパティーを管理します。

390ページ
の「csclean」

状態属性 (inetUserStatus)が Delegated Administratorによって「削除」
としてマークされている Calendar Serverユーザーのユーザーカレンダと
リソースカレンダを削除します。

392ページ
の「cscomponents」

カレンダコンポーネントである予定と作業 (仕事)を管理します。

393ページ
の「csdb」

カレンダデータベースを管理します。

396ページ
の「csdomain」

ホストされた (仮想)ドメインの LDAPディレクトリ内の Calendar Server
属性を管理します。

407ページ
の「csexport」

カレンダを iCalendar形式 (.ics)または XML形式 (.xml)のファイルにエ
クスポートします。

408ページ
の「csimport」

iCalendar形式 (.ics)または XML形式 (.xml)のファイルからカレンダをイ
ンポートします。

410ページ
の「csmonitor」

カレンダデータベースの LDAP接続、ログファイル、使用可能ディスク
容量を監視します。

411ページ
の「csplugin」

設定されている Calendar Server API (CSAPI)プラグインを表示、有効
化、無効化します。

414ページ
の「cspurge」

削除ログデータベース (ics50deletelog.db)内のエントリを手動で削除しま
す。

415ページ
の「csrename」

ユーザー IDの名前変更を許可します。これによって、データベース全体
が書き換えられます。

417ページ
の「csresource」

会議室や機器などのカレンダリソースを管理します。

420ページ
の「csrestore」

個々のカレンダ、ユーザー、カレンダデータベースを復元します。

423ページ
の「csschedule」

GSE (グループスケジューリングエンジン)キュー内のスケジューリングエ
ントリを管理します。

426ページ
の「csstats」

Calendar Serverにカウンタを表示します。
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表 D–1 Calendar Serverのコマンド行ユーティリティーの概要 (続き)
ユーティリティー 説明

428ページ
の「cstool」

稼動中の Calendar Serverインスタンスに対して pingを実行します。

430ページ
の「csuser」

カレンダユーザーを管理します。

435ページ
の「start-cal」

すべての Calendar Serverプロセスを開始します。

435ページ
の「stop-cal」

すべての Calendar Serverプロセスを停止します。

csattribute
csattributeユーティリティーは、Calendar Serverユーザーまたはリソースの
LDAPエントリ属性を管理します。次のコマンドがあります。

� add:指定したターゲット (ユーザーまたはリソースオブジェクト)に LDAP属性と
値を追加する。

� list:ターゲットオブジェクトの属性をリスト表示する。

� delete:ターゲットから属性を削除する。

注 – LDAP CLDプラグインを利用しているサイトでは、icsDWPHost属性の値を新し
いバックエンドホストサーバーに変更するときに csattributeを使用しないでくだ
さい。icsDWPHostを変更しても、新しいカレンダは新しいバックエンドホストに作
成されません。詳細は、第 6章を参照してください。

要件
� Calendar Serverは稼動中でも停止していてもかまいません。

� インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインする必要があります。

構文
csattribute [-q|-v]

-a attribute=value
[-t resource | user]
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[-d domain]
add target

csattribute [-q|-v]
-a attribute[=value]
[-t resource | user]
[-d domain]
delete target

csattribute [-q | -v]
[-t resource | user]
[-d domain]
list target

次の表は、csattributeユーティリティーで使用できるコマンドを示しています。

表 D–2 csattributeユーティリティーのコマンド

コマンド 説明

add target 指定したターゲット (ユーザーまたはリソースオブジェクト)に LDAP属性と
値を追加します。

list target ターゲットオブジェクトの属性をリスト表示します。

delete target ターゲットから属性を削除します。

version ユーティリティーのバージョンを表示します。

次の表は、csattributeユーティリティーのコマンドオプションを示しています。

表 D–3 csattributeユーティリティーのコマンドオプション

オプション 説明

-v 冗長モードで実行します。実行コマンドに関するすべての情報が表示されま
す。デフォルトはオフです。

-q 非出力モードで実行します。
� エラーが検出された場合にだけ情報を表示し、正常に処理が完了した場合
は情報を表示しません。

� 危険なコマンドの実行確認は行われません。
デフォルトはオフです。

-a attribute = value

または

-a attribute [= value ]

LDAP属性と値。
� -aオプションを使用する場合は attributeの指定は必須です。
� addコマンドで -aオプションを使用する場合は valueの指定は必須です。
ただし、deleteコマンドと listコマンドで -aオプションを使用する場合は
省略可能です。

-t user | resource ターゲットの種類 (ユーザーまたはリソースオブジェクト)。デフォルトはユー
ザーです。

382 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



表 D–3 csattributeユーティリティーのコマンドオプション (続き)
オプション 説明

[-d domain] ホストされた (仮想)ドメインの名前を指定します。デフォルトは ics.conf
ファイルの service.defaultdomainパラメータの設定から取得されます。

例
� tchangという値を持つ LDAP属性 icsCalendarを tchangというユーザー ID
に追加します。

csattribute -a icsCalendar=tchang add tchang

� tchangから LDAP属性 icsCalendarを削除します。

csattribute -a icsCalendar delete tchang

� tchangの属性を表示します。

csattribute list tchang

csbackup
csbackupユーティリティーは、カレンダデータベース、指定したカレンダ、または
ユーザーのデフォルトカレンダをバックアップします。次のコマンドがあります。

� database:カレンダデータベースをバックアップする。
� calendar:指定されたカレンダをバックアップする。
� defcal:ユーザーのデフォルトカレンダをバックアップする。
� version:現在インストールされているユーティリティーのバージョン番号を表示
する。

バックアップしたカレンダデータベースのバージョン番号は、指定したバックアップ
ディレクトリ内のバージョンファイル caldb.confに記録されます。

csrestoreについては、420ページの「csrestore」を参照してください。

要件
� Calendar Serverは稼動中でも停止していてもかまいません。

� このユーティリティーは、Calendar Serverがインストールされているマシンで
ローカルに実行する必要があります。

� インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、またはrootとしてログインする必要があります。
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構文
csbackup [-q|-v]

-f database target

csbackup [-q|-v]
-c calid
calendar target

csbackup [-q|-v]
-a userid
[-b basedn]
defcal target

次の表は、csbackupユーティリティーで使用できるコマンドを示しています。

表 D–4 csbackupユーティリティーのコマンド

コマンド 説明

database target カレンダデータベースを指定のターゲットデータベースディレクトリにバック
アップします。デフォルトのターゲットデータベースディレクトリは次のとお
りです。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin /target-directory

ターゲットデータベースディレクトリだけを指定するときは、ディレクトリ名
の前にスラッシュ (/)を含めません。次に例を示します。

csbackup database backupdir

注:ターゲットバックアップディレクトリがすでに存在し、-fオプションを指
定しない場合は、csbackupユーティリティーの実行は失敗します。たとえ
ば、backupdirディレクトリがすでに存在する場合は、そのディレクトリが
空であっても次のコマンドの実行は失敗します。

csbackup database backupdir

このため、既存のターゲットバックアップディレクトリを指定するときは、
-fオプションを指定して csbackupを実行する必要があります。

存在しないターゲットバックアップディレクトリを指定し、csbackupにディレ
クトリを新規作成させることもできます。

calendar calid target 指定した IDのカレンダを、指定したターゲット出力ファイルにバックアップ
します。データの形式はファイル拡張子によって示されます。.icsは
text/calendar、.xmlは text/xmlです。

defcal userid target 指定したユーザー IDのデフォルトカレンダを、指定したターゲットファイル
にバックアップします。データの形式はファイル拡張子によって示されます。
.icsは text/calendar、.xmlは text/xmlです。

version ユーティリティーのバージョンを表示します。

次の表は、csbackupユーティリティーのコマンドオプションを示しています。
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表 D–5 csbackupユーティリティーのコマンドオプション

オプション 説明

-v 冗長モードで実行します。実行コマンドに関するすべての情報が表示されます。デフォル
トはオフです。

-q 非出力モードで実行します。
� エラーが検出された場合にだけ情報を表示し、正常に処理が完了した場合は情報を表
示しません。

� 危険なコマンドの実行確認は行われません。
デフォルトはオフです。

-a userid バックアップするカレンダのユーザー ID。デフォルトオプションでは、このオプション
の指定は必須です。デフォルト値はありません。

-b basedn このユーザーに使用されるベース DN。デフォルトは、ics.confファイルの
local.ugldapbasednの設定から取得されます。

ベース DN (識別名)は、検索の開始点として使用される LDAPディレクトリのエントリ
です。

たとえば、ベース DN として ou=people, o=sesta.com を指定すると、Calendar
Serverが行う LDAP検索では常に o=sesta.comディレクトリツリー内の ou=people
サブツリーだけが対象となります。

-c calid バックアップするカレンダの ID。calendarコマンドを使用する場合は、このオプ
ションの指定は必須です。デフォルト値はありません。

詳細は、266ページの「カレンダ固有の識別子 (calid)の作成」を参照してください。

-f 既存のバックアップファイルの削除を強制します。

現在のリリースでは、バックアップターゲットディレクトリがすでに存在する場合は、そ
れが空の場合でも -fオプションを指定する必要があります。

-l Solstice™ Backup™または Legato Networker™バックアッププログラムで使用する
バックアップファイルを準備します。詳細は、第 17章を参照してください。

例
� カレンダデータベースを backupdirというディレクトリにバックアップします。

csbackup database backupdir

� カレンダ IDが tchangのカレンダを、text/calendar形式の tchang.ics
ファイルにバックアップします。

csbackup -c tchang calendar tchang.ics

� tchangのデフォルトカレンダを、text/xml形式の tchang.xmlファイルに
バックアップします。

csbackup -a tchang defcal tchang.xml
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cscal
cscalユーティリティーは、カレンダとそのプロパティーを管理します。次のコマン
ドがあります。

� create:カレンダを作成する

� delete:カレンダを削除する

� disable:カレンダを無効にする

� enable:カレンダを有効にする

� list:カレンダをリスト表示する

� modify:カレンダのプロパティーとグループスケジューリングのアクセス制御を
変更する

� reset:カレンダのプロパティーをデフォルトの設定にリセットする

� version:現在インストールされているユーティリティーのバージョン番号を表示
する

要件
� このユーティリティーは、Calendar Serverがインストールされているマシンで
ローカルに実行する必要があります。

� Calendar Serverは稼動中でも停止していてもかまいません。

� インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインする必要があります。

構文
cscal [-q|-v]

[-a aces]
[-c charset]
[-d description]
[-g categories]
[-k yes|no]
[-l langcode]
[-m email]
[-n name]
[-o owner’s uid]
[-y otherowners]
create|modify calid

cscal [-q|-v]
[-o owner’s uid]

386 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



[-O]
delete|reset calid

cscal [-q|-v]
[-o owner’s uid]
[-O]
disable|list [calid]

cscal [-q|-v]
[-k yes|no]
[-o owner’s uid]
[-O]
enable [calid]

注 – cscalは、-o (所有者の uid)を入力するときに大文字と小文字をチェックしま
せんが、検索では大文字と小文字が区別されます。

次の表は、cscalユーティリティーで使用できるコマンドを示しています。

表 D–6 cscalユーティリティーのコマンド

コマンド 説明

create calid 指定した calidのカレンダを作成します。

注:サイトで LDAP CLDプラグインを使用している場合、特定ユーザー用のすべ
てのカレンダが、ユーザーの icsDWPHost LDAP属性によって指定されている同
じバックエンドサーバーに格納されている必要があります。別のバックエンド
サーバーにユーザーのカレンダを作成しようとすると、Calendar Serverはエラー
を返します。

delete calid 指定した calidのカレンダを削除します。

-o ownerオプションを指定した場合は、指定した uidが一次所有者であるすべて
のカレンダが削除されます。

enable [calid ] 指定した calidのカレンダを有効にします。calidを指定しない場合は、すべてのカ
レンダが有効になります。

-o ownerオプションを指定した場合は、指定した uidが一次所有者であるすべて
のカレンダが有効になります。

disable [calid ] 指定した calidのカレンダを無効にします。calidを指定しない場合は、すべてのカ
レンダが無効になります。

-o ownerオプションを指定した場合は、指定した uidが一次所有者であるすべて
のカレンダが無効になります。
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表 D–6 cscalユーティリティーのコマンド (続き)
コマンド 説明

list [calid ] 指定した calidのカレンダのプロパティーをリスト表示します。calidを指定しない
場合は、すべてのカレンダのプロパティーがリスト表示されます。

-o owner’s uidオプションを指定した場合は、指定した所有者の uidが一次所有者
であるすべてのカレンダがリスト表示されます。

modify calid 指定した calidのカレンダのプロパティーを変更します。

reset calid 指定した calidのカレンダのプロパティーをデフォルト設定にリセットします。

version ユーティリティーのバージョンを表示します。

次の表は、cscalユーティリティーのコマンドオプションを示しています。

表 D–7 cscalユーティリティーのコマンドオプション

オプション 説明

-v 冗長モードで実行します。実行コマンドに関するすべての情報が表示されます。デ
フォルトはオフです。

-q 非出力モードで実行します。
� エラーが検出された場合にだけ情報を表示し、正常に処理が完了した場合は情報
を表示しません。

� 危険なコマンドの実行確認は行われません。
デフォルトはオフです。

-a [aces] 指定したカレンダのACE (アクセス制御エントリ)です。ACEは、グループスケ
ジュールのためにカレンダにアクセスできるユーザー、およびこれらのユーザーが持
つアクセス権の種類 (作成、削除、読み取り、書き込みなど)を決定します。ACE文
字列またはACL (アクセス制御リスト)は、引用符 ("")で囲む必要があります。

デフォルトは、ics.confファイルの calstore.calendar.default.aclパラメー
タの設定です。

ACEの形式については、48ページの「カレンダのアクセス制御」を参照してくださ
い。

-c charset 文字セット。デフォルトは文字セットなしです。

-d description 説明 (カレンダの目的として表示されるコメント)。デフォルトは説明なしです。

-g category カテゴリ。複数のカテゴリを指定する場合は引用符 ("")で囲み、空白文字で区切りま
す。デフォルトはカテゴリなしです。
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表 D–7 cscalユーティリティーのコマンドオプション (続き)
オプション 説明

-k yes|no ユーザーカレンダで複数のユーザーからの予約を許可するかどうかを指定します。た
とえば、yesを指定した場合は、カレンダの同じ時間帯に複数の予定をスケジューリ
ングできます。

-kオプションを省略した場合のデフォルトは、ics.confファイルの
user.allow.doublebookパラメータの設定から取得されます。ただし、
user.allow.doublebookパラメータはカレンダの作成時にだけ使用されます。

カレンダの作成後は、Calendar Serverはカレンダのプロパティーデータベース
(ics50calprops.db)を参照して複数のユーザーからの予約の可否を決定します。
カレンダのカレンダプロパティーを変更して複数のユーザーからの予約の可否を変更
する場合は、-kオプションを指定した cscalコマンドを再実行します。

-l langcode 言語コードです。デフォルトは言語コードなしです。

-m email 電子メールアドレス。デフォルトは電子メールアドレスなしです。

-n name 名前。デフォルトは名前なしです。

-o owner 一次所有者。一次所有者デフォルトの設定はカレンダ ID (calid)です。カレンダ ID
は通常はユーザー IDと同じです。

-O 一次所有者のすべてのカレンダを指定します。デフォルトは名前を指定したカレンダ
のみです。

-y otherowners その他のカレンダ所有者。複数の所有者を指定する場合は引用符 ("")で囲み、空白文
字で区切ります。デフォルトはその他の所有者なしです。

例
� tchangというカレンダ IDのカレンダを作成します。一次所有者は tchangで、
表示名は Public_Calendarです。また、デフォルトのアクセス制御設定
(ics.confファイルの calstore.calendar.default.aclパラメータの設定)
を使用します。

cscal -o tchang -n Public_Calendar create tchang

� tchangカレンダを変更します。すべてのユーザーに読み取りと書き込みのアク
セスを許可し、sportsカテゴリに関連付け、その他の所有者として
jsmith@sesta.comを設定します。

cscal -a "@^a^rw^g" -g sports -y jsmith@sesta.com modify tchang

� tchangというカレンダ IDのカレンダを無効にします (ユーザーによる読み取
り、書き込み、ユーザーインタフェースでの特定が禁止される)。

cscal disable tchang

� tchangというカレンダ IDのカレンダを有効にします (ユーザーによる読み取
り、書き込み、ユーザーインタフェースでの特定が可能になる)。ただし、複数の
ユーザーからの予約は禁止します。

cscal -k no enable tchang
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� tchangのプロパティーを表示します。

cscal list tchang

� tchangのすべてのプロパティーを表示します。

cscal -v list tchang

� データベース内のすべてのカレンダを表示します。

cscal list

� tchangというカレンダ IDのカレンダをデフォルト設定にリセットします。

cscal reset tchang

� tchangというカレンダ IDのカレンダから説明を削除します。

cscal -d "" modify tchang

� tchangというカレンダ IDのカレンダからすべてのカテゴリを削除します。

cscal -g "" modify tchang

� tchangというカレンダ IDのカレンダからその他の所有者を削除します。

cscal -y "" modify tchang

� カレンダデータベースから tchangを削除します。

cscal delete tchang

� 一次所有者が tchangであるすべてのカレンダをカレンダデータベースから削除
します。

cscal -o tchang delete

csclean
cscleanユーティリティーは、Schema 2でホストされたドメインモードでのみ動作
します。状態属性 (icsStatus)が Delegated Administratorによって「削除」として
マークされているユーザーのユーザーカレンダとリソースカレンダを削除します。

Schema 1でホストされていないドメインモードの場合、削除されたユーザーのカレン
ダをすべて削除するには、csuserと cscalを使用します。

要件
� Schema 2でホストされたドメインを使用する必要があります。

� Calendar Serverは稼動中でも停止していてもかまいません。

� cscleanは、Calendar Serverがインストールされているマシンでローカルに実行
する必要があります。
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� インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、またはrootとしてログインする必要があります。

構文
csclean [-q | -v]

[-g graceperiod]
clean domain

次の表は、cscleanユーティリティーのコマンドオプションを示しています。

表 D–8 cscleanユーティリティーのコマンドオプション

オプション 説明

-q 非出力モードで実行します。
� エラーが検出された場合にだけ情報を表示し、正常に処理が完了した場合
は情報を表示しません。

� 危険なコマンドの実行確認は行われません。
デフォルトはオフです。

-v 冗長モードで実行します。実行コマンドに関するすべての情報が表示されま
す。デフォルトはオフです。

-g graceperiod そのユーザーのカレンダサービスが削除されてから経過した日数を指定しま
す。

デフォルトは 10日です。

domain すべてのユーザーとリソースのカレンダを削除するドメインを指定します。

アスタリスク (*)を指定すると、すべてのドメインから、すべてのユーザーと
リソースのカレンダが削除されます。

例
� 5日以上前にカレンダサービスが削除されているすべてのユーザーとリソースを

sesta.comから削除します。

csclean -g 5 clean sesta.com

� 10日以上前にカレンダサービスが削除されているすべてのユーザーとリソースを
すべてのドメインから削除します。

csclean clean "*"
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cscomponents
cscomponentsユーティリティーは、カレンダコンポーネントである予定と作業 (仕
事)を管理します。次のコマンドがあります。

� delete:カレンダから予定と作業を削除する。
� list:カレンダの予定と作業を表示する。
� version:現在インストールされているユーティリティーのバージョン番号を表示
する。

要件
� このユーティリティーは、Calendar Serverがインストールされているマシンで
ローカルに実行する必要があります。

� Calendar Serverは稼動中でも停止していてもかまいません。

� インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインする必要があります。

構文
cscomponents [-v|-q]

[-e endtime]
[-s starttime]
[-t event|task]
delete|list calid

次の表は、cscomponentsユーティリティーで使用できるコマンドを示しています。

表 D–9 cscomponentsユーティリティーのコマンド

コマンド 説明

delete calid 指定したカレンダ IDのカレンダから予定と作業を削除します。

list calid カレンダ IDで指定したカレンダの予定と作業を表示します。

version ユーティリティーのバージョンを画面に表示します。

次の表は、cscomponentsユーティリティーのコマンドオプションを示しています。
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表 D–10 cscomponentsユーティリティーのコマンドオプション

オプション 説明

-v 冗長モードで実行します。実行コマンドに関するすべての情報が表示されます。デ
フォルトはオフです。

-q 非出力モードで実行します。
� エラーが検出された場合にだけ情報を表示し、正常に処理が完了した場合は情報を表
示しません。

� 危険なコマンドの実行確認は行われません。
デフォルトはオフです。

-e endtime コンポーネントを時間で範囲指定する場合の終了時刻。終了時刻に 0を指定すると、開
始時刻以後のすべてが対象となります。デフォルトは 0です。

-s starttime コンポーネントを時間で範囲指定する場合の開始時刻。開始時刻に 0を指定すると、終
了時刻以前のすべてが対象となります。デフォルトは 0です。

-t event|task 処理の対象となるコンポーネントの種類 (予定または作業)。デフォルトは両方です。

例
� tchangというカレンダ IDのカレンダから西暦 2000年のすべての予定を削除しま
す。

cscomponents -s 20000101T000000Z -e 20001231T000000Z delete
tchang

� tchangというカレンダ IDのカレンダに登録されているすべての予定と作業の詳
細をリスト表示します。

cscomponents -v list tchang

csdb
csdbユーティリティーは、カレンダデータベース (カレンダ、セッション、統計情
報)を管理します。次のコマンドがあります。

� create:新しいデータベースを作成する。サーバーの起動時にデータベースが存
在しない場合は、Calendar Serverにより自動的に作成されます。

� delete:既存のカレンダデータベースを削除する。開いているデータベース
(Calendar Serverの稼動中)は削除できません。

� list:データベースに関する情報を表示する。

� check:破損の発生についてカレンダデータベースを調べる。

� rebuild:破損したカレンダデータベースを再構築する。
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� recover:障害のあるカレンダデータベースを復元する。

� version:現在インストールされているユーティリティーのバージョン番号を表示
する。

要件
� このユーティリティーは、Calendar Serverがインストールされているマシンで
ローカルに実行する必要があります。

� create、delete、または rebuildコマンドを実行する場合は、Calendar
Serverを停止する必要があります。

� インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインする必要があります。

構文
csdb [-q|-v]

[-t caldb|sessdb|statdb]
create|delete [dbdir]

csdb [-q|-v]
[-t caldb|sessdb|statdb]
list [dbdir]

csdb [-q|-v]
[-f]
[-t caldb|sessdb|statdb]
recover [dbdir]

csdb check [dbdir]

csdb rebuild [-a, -V]
[-g] [dbdir [dstdir]]

次の表は、csdbユーティリティーで使用できるコマンドを示しています。

表 D–11 csdbユーティリティーのコマンド

コマンド 説明

create [dbdir] 指定したデータベースディレクトリにデータベースを作成します。データベース
ディレクトリが指定されていない場合は、現在のディレクトリが適用されます。
サーバーの起動時にデータベースが存在しない場合は、Calendar Serverにより自動
的に作成されます。
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表 D–11 csdbユーティリティーのコマンド (続き)
コマンド 説明

delete [dbdir] 指定したデータベースディレクトリに格納されているデータベースを削除します。
データベースディレクトリが指定されていない場合は、現在のディレクトリが適用
されます。開いているデータベース (Calendar Serverの稼動中)は削除できません。

list [dbdir] 指定したデータベースディレクトリに格納されているデータベースの情報を表示し
ます。データベースディレクトリが指定されていない場合は、現在のディレクトリ
が適用されます。

recover [dbdir] 指定したデータベースディレクトリに格納されている障害のあるカレンダデータ
ベースの復元を試みます。データベースディレクトリが指定されていない場合は、
現在のディレクトリが適用されます。セッションデータベースまたは統計情報デー
タベースには実装されません。

check [dbdir] 指定したデータベースディレクトリに格納されているカレンダデータベースを走査
して破損の発生を調べ、結果をレポートとして出力します。データベースディレク
トリが指定されていない場合は、現在のディレクトリが適用されます。

rebuild [dbdir
[dstdir]]

指定したデータベースディレクトリに格納されているすべてのカレンダデータベー
スを走査して破損の発生を調べ、再構築したカレンダデータベース (.dbファイル)を
生成します。データベースディレクトリが指定されていない場合は、現在のディレ
クトリが適用されます。データベースが再構築されたら、db_verifyが実行されま
す。

dstdirは、出力先を指定します (省略可能)。

version ユーティリティーのバージョンを表示します。

次の表は、csdbユーティリティーのコマンドオプションを示しています。

表 D–12 csdbユーティリティーのコマンドオプション

オプション 説明

-a rebuildコマンド専用で、アラームデータベースのみ再構築します。

-V アラームデータベースを再構築する場合に、-aオプションと一緒に渡す必要が
あります。アラームデータベースを含むすべてのデータベースに対して、検証
が実行されます。

-v 冗長モードで実行します。実行コマンドに関するすべての情報が表示されま
す。デフォルトはオフです。

-q 非出力モードで実行します。
� エラーが検出された場合にだけ情報を表示し、正常に処理が完了した場合は
情報を表示しません。

� 危険なコマンドの実行確認は行われません。
デフォルトはオフです。

-f カレンダデータベースの復元を強制します。
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表 D–12 csdbユーティリティーのコマンドオプション (続き)
オプション 説明

-g rebuildコマンドで、その他のカレンダデータベースのほかに GSE (グループ
スケジューリングエンジン)データベースも再構築します。

-t caldb|sessdb|statdb 次のターゲットデータベースを指定します。
� caldb (カレンダ)
� sessdb (セッション)
� statdb (統計情報)
注: -tオプションを指定しない場合、csdbはすべてのデータベースグループ
を対象に実行されます。ただし、check、recover、および rebuildコマ
ンドの実行対象は、caldb (カレンダ)だけです。

例
� 現在のディレクトリに新しい空のデータベースを作成します。

csdb -t caldb create

� 現在のディレクトリ内のデータベースを削除します。

csdb -t caldb delete

� 現在のディレクトリ内のカレンダデータベースに関する情報を表示します。

csdb -v -t caldb list

� 現在のディレクトリ内の障害のあるすべてのデータベースの復元を試みます。

csdb recover

� 現在のディレクトリ内のセッションデータベースに関する情報を表示します。

csdb -t sessdb list

� アラームデータベースのみ再構築します。

csdb -a -V rebuild

csdomain
csdomainユーティリティーは、ホストされた (仮想)ドメインの LDAPディレクト
リに記録されている Calendar Server属性を管理します。これらの属性は、
icsCalendarDomainオブジェクトクラスに属しています。次のコマンドがありま
す。

� create: LDAPディレクトリに、ホストされたドメインを新規作成する。

� add:指定したホストされたドメインの LDAPディレクトリに、Calendar Serverの
属性とそれに関連する値を追加する。
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� delete:指定したホストされたドメインの LDAPディレクトリから Calendar
Server属性を削除する。または、ホストされたドメイン全体を削除する。

� list:指定したホストされたドメインの LDAPディレクトリに格納されている
Calendar Server属性を表示する。

要件
� csdomainを実行するには、ホストされた (仮想)ドメインモードである必要があ
ります。つまり、ics.confファイルの次のパラメータを設定する必要がありま
す。

� service.virtualdomain.support を “yes” に設定します。

� local.schemaversionを LDAPスキーマのバージョン (“1”、“1.5”、また
は “2”)に設定します。

� local.schemaversion を “1” または “1.5” に設定した場合は、
service.dcrootを LDAPディレクトリ内の DCツリーのルートサ
フィックスに設定します。

� local.schemaversion を “2” に設定した場合は、
service.schema2rootをすべてのドメインがその下に所属するルートサ
フィックスに設定します。

� csdomainを使用して組織ツリーノードを追加する前に、第 11章の手順に
従ってください。

csdomainは、Calendar Serverがインストールされているマシンでローカルに
実行する必要があります。

Calendar Serverは稼動中でも停止していてもかまいません。

� インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインする必要があります。

構文
csdomain [-q | -v]

-n node
create domain

csdomain [-q | -v]
{-a attr[=value] |
-f filename}
add domain

csdomain [-q | -v]
[-a attr |
-f filename]
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delete domain

csdomain [-q | -v]
list domain

次の表は、csdomainユーティリティーで使用できるコマンドを示しています。

表 D–13 csdomainユーティリティーのコマンド

コマンド 説明

create ホストするドメインを LDAPディレクトリに新規作成します。このドメインでは、
Calendar Serverのすべてのユーザーとリソースがディレクトリ内のこのエントリの
下に作成されます。

add 指定したドメインの LDAPディレクトリに、Calendar Serverの属性とそれに関連す
る値を追加します。csdomainを使用してドメインの LDAP属性を追加または変更し
た場合は、新しい値が適用されるように Calendar Serverを再起動します。

delete 指定したホストされたドメインの LDAPディレクトリから Calendar Server属性を
削除します。またはドメイン全体のすべての LDAPエントリを削除します。

list 指定したドメインの LDAPディレクトリに格納されている Calendar Server属性を
表示します。

version ユーティリティーのバージョンを表示します。

次の表は、csdomainユーティリティーのコマンドオプションを示しています。

表 D–14 csdomainユーティリティーのコマンドオプション

オプション 説明

-v 冗長モードで実行します。実行コマンドに関するすべての情報が表示されま
す。デフォルトはオフです。

-q 非出力モードで実行します。
� エラーが検出された場合にだけ情報を表示し、正常に処理が完了した場合
は情報を表示しません。

� 危険なコマンドの実行確認は行われません。
デフォルトはオフです。

-a attr[=value] LDAP属性のプロパティーとそのオプション値を指定します。

属性とプロパティー名のリストについては、399ページの「LDAP属性とプロ
パティー名」を参照してください。
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表 D–14 csdomainユーティリティーのコマンドオプション (続き)
オプション 説明

-f filename Calendar Serverの LDAPディレクトリプロパティーの名前と値を含むテキス
トファイルを指定します。

次に例を示します。

createLowerCase="yes"

filterPrivateEvents="no"

fbIncludeDefCal="no"

subIncludeDefCal="no"

uiProxyUrl="https://proxyserver "

-n node createコマンドに次のように適用されます。
� LDAP Schema 1の場合:すべてのユーザーとリソースがその下に作成され
るノードを指定します。次に例を示します。
o=node2,o=node1,o=sesta

� LDAP Schema 2の場合:このドメイン用に作成されるノードの名前を指定
します。次に例を示します。o=west.sesta.com

ノードを指定しない場合、ドメイン名が適用されます。

domain add、delete、listコマンドでは、LDAPディレクトリ内の既存のドメインを指
定します。

createコマンドでは、LDAPディレクトリに作成される新規ドメインの一意の
名前を指定します。

次に例を示します。west.sesta.com

LDAP属性とプロパティー名
次の表は、 csdomainユーティリティーに適用される LDAP属性とプロパティー名
を示しています。これらの属性は、 icsCalendarDomainオブジェクトクラスに属
しています。値を追加または削除するときは、属性名ではなく、プロパティー名を指
定する必要があります。

� 399ページの「icsAllowRights属性: csdomainユーティリティー」
� 402ページの「icsExtendedDomainPrefs属性: csdomainユーティリティー」
� 405ページの「その他の LDAPディレクトリ属性: csdomainユーティリティー」

csdomainを使用してドメインの LDAP属性を追加または変更した場合は、新しい値
が適用されるように Calendar Serverを再起動します。

icsAllowRights属性: csdomainユーティリティー
399ページの「LDAP属性とプロパティー名」では、csdomainユーティリティーで
設定できる icsAllowRights属性とプロパティーについて説明しています。この属
性は 32ビットの数値文字列で、文字列の各ビットは特定のユーザー権限に対応して
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います。最新リリースでは、一部のビットが使用されず、デフォルトでゼロ (0)に設
定されています。特定の権限に対応しているビットが設定されている場合
(value=1)、その権限は許可されません。ビットが設定されていない場合 (value=0)、
その権限は許可されます。

icsAllowRights属性の各プロパティーには、ics.confファイル内に対応するパラ
メータがあります。プロパティーが設定されていない場合 (value = 0)または指定され
ていない場合 (service.virtualdomain.support = “no”)、Calendar Server は
デフォルト値として ics.confファイル内の対応するパラメータの設定を適用しま
す。

icsAllowRightsの値は数値文字列であり、整数ではありません。
icsAllowRightsをプログラム的にビットとして使用するには、事前に文字列の値
を整数に変換する必要があります。

表 D–15 LDAPディレクトリ属性 icsAllowRightsとそのプロパティー

ビット プロパティー名 説明

0 allowCalendarCreation 設定した場合 (ビット 0 = 1)、カレンダの作成は許可されませ
ん。

ics.confの対応するパラメータ:

service.wcap.allowcreatecalendars

1 allowCalendarDeletion 設定した場合 (ビット 1 = 1)、カレンダの削除は許可されませ
ん。

ics.confの対応するパラメータ:

service.wcap.allowdeletecalendars

2 allowPublicWritableCalendars 設定した場合 (ビット 2 = 1)、書き込み可能なカレンダの公開
は許可されません。

ics.confの対応するパラメータ:

service.wcap.allowpublicwriteablecalendars

3 現在のリリースでは使用されていません。

4 allowModifyUserPreferences 設定した場合 (ビット 4 = 1)、ドメイン管理者はWCAPコマン
ドを使用してユーザー設定を取得または設定できません。

ics.confの対応するパラメータ:

service.admin.calmaster.wcap.allowgetmodifyuserprefs

5 allowModifyPassword 設定した場合 (ビット 5 = 1)、ユーザーはこのサーバーを通じ
てパスワードを変更することができません。

ics.confの対応するパラメータ:

service.wcap.allowchangepassword
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表 D–15 LDAPディレクトリ属性 icsAllowRightsとそのプロパティー (続き)
ビット プロパティー名 説明

6 現在のリリースでは使用されていません。

7 現在のリリースでは使用されていません。

8 allowUserDoubleBook 設定した場合 (ビット 8 = 1)、ユーザーのカレンダで複数の
ユーザーからの予約は許可されません。

ics.confの対応するパラメータ:

user.allow.doublebook

9 allowResourceDoubleBook 設定した場合 (ビット 9 = 1)、リソースカレンダで複数のユー
ザーからの予約は許可されません。

ics.confの対応するパラメータ:

resource.allow.doublebook

10 allowSetCn 設定した場合 (ビット 10 = 1)、ユーザーはWCAP
set_userprefsコマンドを使用して commonName (cn)属性を
設定できません。

ics.confの対応するパラメータ:

service.wcap.allowsetprefs.cn

11 allowSetGivenName 設定した場合 (ビット 11 = 1)、ユーザーはWCAP
set_userprefsコマンドを使用して givenName属性を設定でき
ません。

ics.confの対応するパラメータ:

service.wcap.allowsetprefs.givenname

12 allowSetGivenMail 設定した場合 (ビット 12 = 1)、ユーザーはWCAP
set_userprefsコマンドを使用して mail属性を設定できませ
ん。

ics.confの対応するパラメータ:

service.wcap.allowsetprefs.mail

13 allowSetPrefLang 設定した場合 (ビット 13 = 1)、ユーザーはWCAP
set_userprefsコマンドを使用して preferredLanguage属性を
設定できません。

ics.confの対応するパラメータ:

service.wcap.allowsetprefs.preferredlanguage
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表 D–15 LDAPディレクトリ属性 icsAllowRightsとそのプロパティー (続き)
ビット プロパティー名 説明

14 allowSetSn 設定した場合 (ビット 14 = 1)、ユーザーはWCAP
set_userprefsコマンドを使用して surname (sn)属性を設定で
きません。

ics.confの対応するパラメータ:

service.wcap.allowsetprefs.sn

15–31 現在のリリースでは使用されていません。

icsExtendedDomainPrefs属性: csdomainユーティリ
ティー
次の表は、csdomainユーティリティーで設定できる icsExtendedDomainPrefs属性
とプロパティーを示しています。各プロパティーには、ics.confファイル内に対応
するパラメータがあります。プロパティーが設定されていない場合 (value = 0、
service.virtualdomain.support= “no”) または指定されていない場合、
Calendar Serverはデフォルト値として ics.confファイル内の対応するパラメータ
の設定を適用します。

表 D–16 LDAPディレクトリ属性 icsExtendedDomainPrefs

プロパティー名 説明

allowProxyLogin プロキシログインの可否を yesまたは noで指定します。

ics.confの対応するパラメータ:

service.http.allowadminproxy (デフォルトは no)

calmasterAccessOverride Calendar Server管理者がアクセス制御の適用に反してアクセスできるかど
うかを yesまたは noで指定します。

ics.confの対応するパラメータ:

service.admin.calmaster.overrides.accesscontrol (default = "no")

calmasterCred Calendar Serverのドメイン管理者として指定されたユーザーのパスワード
が記録されたASCIIテキストを指定します。

ics.confの対応するパラメータ:

service.admin.calmaster.cred (デフォルトなし)

calmasterUid Calendar Serverのドメイン管理者として指定されたユーザーのユーザー ID
が記録されたASCIIテキストを指定します。

ics.confの対応するパラメータ:

service.admin.calmaster.userid (デフォルトなし)
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表 D–16 LDAPディレクトリ属性 icsExtendedDomainPrefs (続き)
プロパティー名 説明

createLowercase 新規カレンダの作成時、またはカレンダの検索時に、Calendar Serverがカ
レンダ ID (calid)を小文字に変換するかどうかを yesまたは noで指定しま
す。

ics.confの対応するパラメータ:

calstore.calendar.create.lowercase (デフォルトは no)

domainAccess ドメインのACL (アクセス制御リスト)を指定します。ACLについては、
49ページの「アクセス制御リスト (ACL)」を参照してください。

このACLは、ドメイン間検索で使用されます。詳細は、217ページの「ドメ
イン間の検索」を参照してください。

fbIncludeDefCal ユーザーのデフォルトカレンダを、そのユーザーの空き/予定ありカレンダ
リストに含めるかどうかを yesまたは noで指定します。

ics.confの対応するパラメータ:

calstore.freebusy.include.defaultcalendar (デフォルトは yes)

filterPrivateEvents Calendar Serverが、非公開の、および時刻と日付のみが公開される (極秘の)
予定と作業をフィルタリング (認識)できるかどうかを yesまたは noで指定
します。noを指定した場合、Calendar Serverはこれを公開予定または作業
として扱います。

ics.confの対応するパラメータ:

calstore.filterprivateevents (デフォルトは yes)

groupMaxSize 予定を拡張するときに、LDAPグループで許可される最大出席者数を指定し
ます。

ics.confの対応するパラメータ:

calstore.group.attendee.maxsize (デフォルトは 0:グループ全体を拡張)

language ドメインの言語を指定します。

ics.confの対応するパラメータ:

local.domain.language

resourceDefaultAcl リソースカレンダの作成時にデフォルトのアクセス制御として適用される
ACL (アクセス制御リスト)を指定します。

ics.confの対応するパラメータ:

resource.default.acl (デフォルトは

"@@o^a^r^g;@@o^c^wdeic^g;@^a^rsf^g")
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表 D–16 LDAPディレクトリ属性 icsExtendedDomainPrefs (続き)
プロパティー名 説明

setPublicRead ユーザーのデフォルトカレンダの初期設定を、公開読み取り/非公開書き込
み (yes)または非公開読み取り/非公開書き込み (no)に指定します。

ics.confの対応するパラメータ:

service.wcap.login.calendar.publicread (デフォルトは no)

searchFilter ユーザー検索用のデフォルトのフィルタを指定します。

ics.confの対応するパラメータ:

local.userSearchFilter

ssoCookieDomain 指定ドメイン内のサーバーだけに cookieを送信するようにブラウザに指定し
ます。この値は、ピリオド (.)から開始する必要があります。次に例を示し
ます。.sesta.com

ics.confの対応するパラメータ:

sso.cookiedomain (デフォルトは現在のドメイン)

ssoUserDomain ユーザーの SSO認証の一部として使用されるドメインを指定します。

ics.confの対応するパラメータ:

sso.userdomain (デフォルトなし)

subIncludeDefCal ユーザーのデフォルトカレンダを、そのユーザーの登録済みカレンダリスト
に含めるかどうかを yesまたは noで指定します。

ics.confの対応するパラメータ:

calstore.subscribed.include.defaultcalendar (デフォルトは yes)

uiAllowAnyone ユーザーインタフェースが、「全員」ACL (アクセス制御リスト)を表示およ
び使用するかどうかを yesまたは noで指定します。

ics.confの対応するパラメータ:

ui.allow.anyone (デフォルトは yes)

uiAllowDomain ユーザーインタフェースが、このドメインのACL (アクセス制御リスト)を
表示および使用するかどうかを yesまたは noで指定します。

ics.confの対応するパラメータ:

ui.allow.domain (デフォルトは no)

uiBaseUrl ベースサーバーアドレスの URLを指定します。例:
https://proxyserver

ics.confの対応するパラメータ:

ui.base.url (デフォルトなし)
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表 D–16 LDAPディレクトリ属性 icsExtendedDomainPrefs (続き)
プロパティー名 説明

uiConfigFile ユーザーインタフェースの一部を非表示にするために、Calendar Serverが
起動時に読み込む xmlベースのオプション設定ファイルを指定します。

ics.confの対応するパラメータ:

ui.config.file (デフォルトなし)

uiProxyURL HTML UI JavaScriptファイル内で先頭に追加されるプロキシサーバーアドレ
スの URLを指定します。例: https://web_portal.sesta.com/

ics.confの対応するパラメータ:

ui.proxyaddress.url (デフォルトなし)

その他の LDAPディレクトリ属性: csdomainユーティリ
ティー
次の表は、csdomainユーティリティーで設定できるその他の LDAP属性とプロパ
ティーを示しています。

表 D–17 csdomainユーティリティーのその他の LDAPディレクトリ属性

LDAP属性 プロパティー名 説明

icsAllowedServiceAccess allowedAccessProtocols Calendar Serverへのアクセスが許可されるか
どうかを指定します。httpに設定した場合、
アクセスは拒否されます。その他の値に設定
した場合、アクセスは許可されます。

Calendar Serverは、icsStatus属性が設定され
ていない場合にだけこの属性を使用します。

icsDefaultAccess userDefaultAcl 新規作成するユーザーカレンダのACLを指定
します。

ics.confの対応するパラメータ:

calstore.calendar.default.acl

icsDomainNames searchDomainNames カレンダまたはユーザーの検索時に、このド
メインが検索できる外部ドメインを指定しま
す。

ics.confの対応するパラメータ:なし

icsDWPBackEndHosts (未定義) ホスト名が明示的に指定されていない場合に
適用される、ユーザーのデフォルトバックエ
ンドホスト (DNS名)を指定します。この属性
は、Calendar Serverのモードが LDAP CLD
の場合に使用されます。
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表 D–17 csdomainユーティリティーのその他の LDAPディレクトリ属性 (続き)
LDAP属性 プロパティー名 説明

icsStatus statusCalendarDomain Calendar Serverの状態を指定します。
� active: Calendar Serverにアクセスできま
す。

� inactive: Calendar Serverにアクセスでき
ません。カレンダはデータベースに残さ
れ、Calendar Serverの LDAP属性も変更
されません。

� deleted:ユーザーが「削除」としてマーク
されているため、Calendar Serverにアク
セスできません。

� removed:カレンダはカレンダデータベー
スから削除されています。
icsStatusの設定は、
icsAllowedServiceAccess属性に優先して
適用されます。
icsStatusを設定しない場合、Calendar
Serverは icsAllowedServiceAccess属性の
設定を使用します。

icsTimezone timezone デフォルトのタイムゾーン IDを指定します。
例: America/New_York、Asia/Tokyo。

サポートされるタイムゾーンについては、
timezones.icsファイルを参照してください。

例
� LDAP Schema 1を使用する、west.sesta.comというホストされたドメインを
新規作成します。

csdomain -v -n o=nodewest,o=sesta create west.sesta.com

� LDAP Schema 2を使用する、east.sesta.comというホストされたドメインを
新規作成します。

csdomain -v -n nodeeast create east.sesta.com

� west.sesta.comというホストされたドメインの Calendar Server LDAP属性を
表示します。

csdomain -v list west.sesta.com

� west.sesta.comというホストされたドメインのタイムゾーンを
America/New_Yorkに設定します。

csdomain -v -a timezone=America/New_York
add west.sesta.com
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csexport
csexportユーティリティーは、iCalendar形式 (.ics)または XML形式 (.xml)の
ファイルにカレンダをエクスポートします。次のコマンドがあります。

� calendar:指定したカレンダをエクスポートする。
� version:現在インストールされているユーティリティーのバージョン番号を表示
する。

要件
� このユーティリティーは、Calendar Serverがインストールされているマシンで
ローカルに実行する必要があります。

� Calendar Serverは稼動中でも停止していてもかまいません。

� インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインする必要があります。

構文
csexport [-v|-q]

-c calid
calendar outputfile

次の表は、csexport ユーティリティーで使用できるコマンドを示しています。

表 D–18 csexportユーティリティーのコマンド

コマンド 説明

calendar outputfile 指定した出力ファイルにカレンダをエクスポートします。ファイルのデータ
形式は、次の指定したファイル名の拡張子によって決定されます。
� .ics: iCalendar (text/calendar)
� .xml: XML (text/xml)

version ユーティリティーのバージョンを表示します。

次の表は、csexportユーティリティーのコマンドオプションを示しています。
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表 D–19 csexportユーティリティーのコマンドオプション

オプション 説明

-v 冗長モードで実行します。実行コマンドに関するすべての情報が表示されます。デフォルト
はオフです。

-q 非出力モードで実行します。
� エラーが検出された場合にだけ情報を表示し、正常に処理が完了した場合は情報を表示
しません。

� 危険なコマンドの実行確認は行われません。
デフォルトはオフです。

-c calid エクスポートするカレンダのカレンダ ID。calendarコマンドを使用する場合は、このオプ
ションの指定は必須です。デフォルト値はありません。

例
� カレンダ IDが tchangのカレンダを、tchang.icsという iCalendar形式

(text/calendar)のファイルにエクスポートします。

csexport -c tchang calendar tchang.ics

� カレンダ IDが tchangのカレンダを、tchang.xmlという XML形式 (text/xml)
のファイルにエクスポートします。

csexport -c tchang calendar tchang.xml

csimport
csimportユーティリティーは、csexportユーティリティーを使用して作成した
iCalendar形式 (ics)または XML形式のファイルからカレンダをインポートします。
次のコマンドがあります。

� calendar:指定したカレンダをインポートする。
� version:現在インストールされているユーティリティーのバージョン番号を表示
する。

カレンダのコンポーネントのインポート日の計算には、コンポーネントに関連付けら
れた X-NSCP-DTSTART-TZIDで指定したタイムゾーンを使用します。タイムゾーン
を指定していない場合は、ics.confにあるサーバーのタイムゾーンが使用されま
す。

要件
� このユーティリティーは、Calendar Serverがインストールされているマシンで
ローカルに実行する必要があります。
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� Calendar Serverは稼動中でも停止していてもかまいません。
� インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ

(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインする必要があります。

構文
csimport [-v|-q]

-c calid
calendar inputfile

次の表は、csimportユーティリティーで使用できるコマンドを示しています。

表 D–20 csimportユーティリティーのコマンド

コマンド 説明

calendar inputfile 指定した入力ファイルからカレンダをインポートします。ファイル
のデータ形式は、指定したファイル名の拡張子によって決定されま
す。
� .ics for iCalendar (text/calendar)
� .xml for XML (text/xml)

version ユーティリティーのバージョンを表示します。

次の表は、csimportユーティリティーのコマンドオプションを示しています。

表 D–21 csimportユーティリティーのコマンドオプション

オプション 説明

-v 冗長モードで実行します。実行コマンドに関するすべての情報が表示されます。デフォルトは
オフです。

-q 非出力モードで実行します。
� エラーが検出された場合にだけ情報を表示し、正常に処理が完了した場合は情報を表示し
ません。

� 危険なコマンドの実行確認は行われません。
デフォルトはオフです。

-c calid インポートするカレンダのカレンダ ID。calendarコマンドを使用する場合は、このオプ
ションの指定は必須です。

指定したカレンダ IDがすでに存在する場合、インポートされたデータはそのカレンダにマー
ジされます。デフォルト値はありません。

詳細は、266ページの「カレンダ固有の識別子 (calid)の作成」を参照してください。

例
� iCalendar形式 (text/calendar)のファイル tchang.icsから、tchangという
カレンダ IDでカレンダをインポートします。
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csimport -c tchang calendar tchang.ics

� XML形式 (text/xml)のファイル tchang.xmlから、tchangというカレンダ
IDでカレンダをインポートします。

csimport -c tchang calendar tchang.xml

csmonitor
csmonitorユーティリティーは、次の 3つの監視機能を実行するスクリプトです。

� 指定した ics.confパラメータに従って LDAP接続をチェックする。

� トランザクションログをチェックする。複数のファイルが存在する場合、
csmonitorは電子メールで警告を送信する。

� カレンダデータベースの使用可能ディスク容量をチェックする。

� Calendar Serverサービスが実行されているかどうかチェックする。

構文
csmonitor [ -k | -c | -help]

次の表は、csmonitorユーティリティーで使用できるコマンドを示しています。

表 D–22 csmonitorユーティリティーのコマンドオプション

パラメータ 説明

-k csmonitorを停止します。

-c csmonitorのログをバックアップし、破棄します。

-help csmonitorの使用方法を表示します。

次の表は、csmonitorの設定パラメータを示しています。
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表 D–23 csmonitorの設定パラメータ

パラメータ 説明

service.monitor.continuous csmonitorを連続してループするかどうかを指定します。

"0":連続的にループしません。

"1":連続的にループします。

デフォルトは 0です。

service.monitor.loopsdelay 2つの監視ループの間の遅延時間を秒単位で指定します。デフォル
トは "60"です。

service.monitor.emailaddress.from csmonitorが送信するメッセージの送信元となる電子メールアドレ
スを指定します。デフォルトはなしです。

service.monitor.emailaddress.to csmonitorが送信するメッセージの送信先となる電子メールアドレ
スを指定します。デフォルトはなしです。

service.monitor.csdb.logthreshold 正常と判断される最大ディスク消費量のしきい値を、ディスク容量
全体のパーセント値で指定します。カレンダデータベースが存在す
るディスク (csdbディレクトリ)の消費量がこの値を超えると、
csmonitorは警告電子メールメッセージを送信します。

デフォルトは "90"です。

logfile.monitor.logname csmonitorのログファイル名を指定します。

デフォルトは "csmonitor.log"です。

logfile.monitor.maxlogfilesize ログファイルの最大サイズを指定します。ログファイルのサイズが
これを超えると、csmonitorはログを
csmonitor.log.timestampという名前で保存し、ログをリセット
します。

デフォルトは "2097152"です。

service.monitor.dbglevel デバッグレベルを指定します。この値が大きいほど、csmonitor
は詳細なメッセージを送信します。

デフォルトは "0"です。

csplugin
cspluginは、Calendar Serverのインストールに設定されている CSAPIプラグイン
を管理します。次のコマンドがあります。

� activate:指定したプラグインをロードし、開始する。

� deactivate:指定した種類および名前のプラグインを終了し、無効にする (サ
ポートされるプラグインの種類については、表 D–25の -tオプションを参照)。
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� list:サポートされるすべてのプラグインをリスト表示する。

� version:現在インストールされているユーティリティーのバージョン番号を表示
する。

要件
� Calendar Serverがインストールされているローカルマシンで実行する必要があり
ます。

� Calendar Serverは稼動中でも停止していてもかまいません。

� インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインする必要があります。

構文
csplugin [-q|-v]

[-r]
-t ac|attr|auth|locate|lookup|xlate
activate|deactivate plugin

csplugin [-q|-v] list

次の表は、cspluginユーティリティーで使用できるコマンドを示しています。

表 D–24 cspluginユーティリティーのコマンド

コマンド 説明

activate -t type name 指定した種類と名前のプラグインをロードし、有効にします (サ
ポートされるプラグインの種類については、表 D–25の -tオプ
ションを参照)。

deactivate -t type name 指定した種類と名前のプラグインを終了し、無効にします (サポー
トされるプラグインの種類については、表 D–25の -tオプション
を参照)。

list サポートされるすべてのプラグインの種類、名前、有効状態を表示
します (サポートされるプラグインの種類については、表 D–25の
-tオプションを参照)。

version ユーティリティーのバージョンを表示します。

次の表は、cspluginユーティリティーのコマンドオプションを示しています。
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表 D–25 cspluginユーティリティーのコマンドオプション

オプション 説明

-v 冗長モードで実行します。実行コマンドに関するすべての情報が表示されます。デフォルトはオ
フです。

-q 非出力モードで実行します。
� エラーが検出された場合にだけ情報を表示し、正常に処理が完了した場合は情報を表示しま
せん。

� 危険なコマンドの実行確認は行われません。
デフォルトはオフです。

-r activateコマンドで使用した場合、プラグインを Calendar Serverの pluginディレクトリに物
理的にコピーします。

deactivateコマンドで使用した場合、pluginディレクトリからプラグインを削除します。

-t type サポートされている次の種類のプラグインから 1つを指定します。
� ac:デフォルトのグループスケジューリングアクセス制御メカニズムを補強する、またはそ
のメカニズムに優先する別のメカニズムを適用します。

� attr:ユーザー属性の格納と取得のメカニズムを補強する、またはそのメカニズムに優先する
別のメカニズムを適用します。

� auth:ログイン認証メカニズムを補強する、またはそのメカニズムに優先する別のメカニズ
ムを適用します。

� locate:指定した修飾 URLのカレンダ IDを取得します。
� lookup:デフォルトのカレンダ検索メカニズムを補強する、またはそのメカニズムに優先す
る別のメカニズムを適用します。

� xlate:入出力データの形式変換メカニズムを補強する、またはそのメカニズムに優先する別
のメカニズムを適用します。

例
� このサーバーインスタンスで使用できるように設定されている、サポートされるす
べてのプラグインの詳細 (種類、名前、有効状態)をリスト表示します。

csplugin -v list

� 種類が lookupで、ファイル名が mylookupのプラグインをロードし、有効にし
ます。

csplugin activate -t lookup mylookup

� 種類が lookupで、ファイル名が mylookupのプラグインを無効にし、plugin
ディレクトリから削除します。

csplugin deactivate -t lookup mylookup -r
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cspurge
cspurgeユーティリティーを使用することで、削除ログデータベース
(ics50deletelog.db)のエントリを手動で削除できます。

要件
� このユーティリティーは、Calendar Serverがインストールされているマシンで
ローカルに実行する必要があります。

� Calendar Serverは稼動中でも停止していてもかまいません。

� インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインする必要があります。

構文
cspurge [-q|-v]

-e endtime
-s starttime

次の表は、cspurgeユーティリティーのコマンドオプションを示しています。

表 D–26 cspurgeユーティリティーのコマンドオプション

オプション 説明

-v 冗長モードで実行します。実行コマンドに関するすべての情報が表示されます。デ
フォルトはオフです。

-q 非出力モードで実行します。
� エラーが検出された場合にだけ情報を表示し、正常に処理が完了した場合は情報
を表示しません。

� 危険なコマンドの実行確認は行われません。
デフォルトはオフです。

-e endtime 対象範囲の終了時刻を GMT (UTC、Zuluとも呼ばれる)形式で指定します。この値
と同時刻の場合は対象に含まれません。

デフォルトは 0で、開始時刻以後のすべてが対象となります。

-s starttime 対象範囲の開始時刻を GMT (UTC、Zuluとも呼ばれる)形式で指定します。この値
と同時刻の場合は対象に含まれます。

デフォルトは 0で、終了時刻以前のすべてが対象となります。
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例
� 削除ログのすべてのエントリを削除します。

cspurge -v -e 0 -s 0

� 2003年 7月 1日から 2003年 7月 31日までのすべてのエントリを削除します。

cspurge -v -e 20030731T235959Z -s 20030701T120000Z

� 2003年 9月 30日までのすべてのエントリを削除します。

cspurge -v -e 20031030T235959Z -s 0

csrename
csrenameユーティリティーを使用すると、1人以上のカレンダユーザーの名前を変
更できます。このユーティリティーを使用してカレンダユーザーの名前を変更するに
は、次のことを行います。

� カレンダデータベースファイル:カレンダデータベースファイル内のユーザー名
(ユーザー ID)を変更し、新しいデータベースファイルを出力先ディレクトリに書
き込みます。既存のデータベースファイルは変更されません。

� LDAPディレクトリサーバー: Calendar Server LDAP属性 (つまり、“ics”接頭辞付
きの属性)のユーザー IDを変換します。LDAPディレクトリサーバーが同じ場所
で更新されます。

csrenameユーティリティーは次のディレクトリに格納されています。

cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin

要件
csrenameを実行する前に、次のことを実行する必要があります。

� 変換するユーザー用の入力マッピングファイル (-mオプション)を作成します。
� 必要に応じて、LDAPディレクトリサーバーの新しいユーザーを作成します。
� Calendar Serverを停止します。

csrenameを実行するには、icsuser (または設定中に指定された Calendar Server
ランタイムユーザー ID)としてログインします。スーパーユーザー (root)として
csrenameを実行する場合は、新しいデータベースファイルに対するアクセス権のリ
セットが必要になることもあります。LDAPディレクトリサーバー属性を変更するに
は、そのディレクトリに対する管理権限も必要です。

インストールしている Calendar Serverの構成にフロントエンドサーバーとバックエ
ンドサーバーが含まれている場合は、各バックエンドサーバー上で csrenameを実行
する必要があります。
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構文
次の構文を使用して csrenameを実行します。

csrename [-t DestinationDB]
[-c ConfigFile]
[-e ErrorFile]
-m MappingFile
rename [DB|LDAP]

次の表に、このユーティリティーのオプションを一覧表示し、各オプションについて
説明します。

表 D–27 csrenameのオプション

オプション 説明

-t DestinationDB csrenameで、変換後のユーザー名が付いた新しいデータベースが生成される出力先
ディレクトリを指定します。デフォルトはMigratedDBです。csrenameの終了後、
ics.confファイル内の caldb.berkeleydb.homedir.pathパラメータは出力先データベー
スをポイントしている必要があります。caldb.berkeleydb.homedir.pathをリセットし
て出力先データベースディレクトリをポイントするか、または出力先データベース
ファイルをこのパラメータで指定されたディレクトリに移動します。

-c ConfigFile Calendar Server設定ファイルを指定する入力パラメータ。デフォルトは ics.conf
ファイルです。csrenameは設定ファイルの caldb.berkeleydb.homedir.path
パラメータを使用して、入力カレンダデータベースの場所を特定します。カレンダ
データベースのデフォルトの場所は cal_svr_base/var/opt/SUNWics5/csdbです。

-e ErrorFile csrenameでエラーや解決できないデータベースエントリが書き込まれるファイル。
デフォルトは MigrateErrorです。

-m MappingFile 入力マッピングファイルを指定します。デフォルトは MigrateMappingです。入力
マッピングファイルとは、既存のユーザー IDを新しいユーザー IDにマッピングする
テキストファイルのことです。csrenameを実行する前に、マッピングファイルを作
成する必要があります。古い値と新しい値の間にスペースを入力し、1行に 1つのエ
ントリを指定します。

次に例を示します。

tchang tc897675

jsmith js963123

bkamdar bk548769

結果を調べたときに 1つ以上の名前変更に失敗したことがわかった場合は、変更に失
敗した名前だけの新しいマッピングファイルを作成し、csrenameを再実行すると、
エラーを解決できます。

DB|LDAP 更新するデータベースを指定します。

DB:新しいカレンダデータベースのユーザー IDだけを変換します (デフォルト)。

LDAP:新しいカレンダデータベースと LDAPディレクトリサーバー属性の両方のユー
ザー IDを変換します。
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例
� DBMapFileという名前のマッピングファイルに基づいてユーザー名を変更し、

newcalDBという名前の出力先ディレクトリに新しいカレンダデータベースを作
成します。

csrename -t newcalDB -m DBMapFile rename DB

� NewNamesという名前のマッピングファイル内の値に基づいてユーザー名を変更
し、NewDBという名前の出力先ディレクトリに新しいカレンダデータベースを作
成し、次のように LDAPディレクトリサーバーの Calendar Server属性を変更しま
す。

csrename -t NewDB -m NewNames rename LDAP

csresource
csresourceユーティリティーは、会議室や機器など、LDAPエントリとリソースの
カレンダを作成および管理します。csresourceユーティリティーは、リソースに関
連付けられているカレンダだけに対して使用でき、ユーザーのカレンダに対して実行
した場合はエラーが返されます。次のコマンドがあります。

� create:指定したカレンダ ID (calid)の新しいリソースを追加する
� delete:指定したリソースまたはすべてのリソースを削除する
� disable:指定したリソースまたはすべてのリソースを無効にする
� enable:指定したリソースまたはすべてのリソースを有効にする
� list:指定したリソースまたはすべてのリソースを表示する

要件
� このユーティリティーは、Calendar Serverがインストールされているマシンで
ローカルに実行する必要があります。

� Calendar Serverは稼動中でも停止していてもかまいません。

� インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインする必要があります。

構文
csresource [-q|-v]

[-a aces]
[-b basedn]
[-d domain]
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[-t description]
[-k yes|no]
[-o owner]
[-y otherowners]
-m email
-c calid
create common_name

csresource [-q|-v]
[-b basedn]
[-d domain]
delete|disable|enable [common_name]

csresource [-q|-v]
[-b basedn]
[-d domain]
[-h host]
list [common_name]

次の表は、csresourceユーティリティーで使用できるコマンドを示しています。

表 D–28 csresourceユーティリティーのコマンド

コマンド 説明

create common_name 指定したカレンダ IDの新規リソースを作成します。

delete [common_name] 指定したリソースを削除します。common_nameを指定しない場合は、すべてのリ
ソースが削除されます。

enable [common_name] 指定したリソースを有効にします。common_nameを指定しない場合は、すべてのリ
ソースが有効化されます。

disable
[common_name]

指定したリソースを無効にします。common_nameを指定しない場合は、すべてのリ
ソースが無効化されます。

list [common_name] 指定したリソースカレンダを表示します。nameを指定しない場合は、すべてのリ
ソースカレンダが表示されます。

-h hostオプションが指定されている場合、そのバックエンドサーバー上の指定のリ
ソースカレンダ (またはすべてのリソースカレンダ)のカレンダ属性が表示されま
す。

注 –上のいずれかのコマンドで nameに空白文字が含まれる場合は、引用符 (" ")で
囲む必要があります。

次の表は、csresourceユーティリティーのコマンドオプションを示しています。
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表 D–29 csresourceユーティリティーのコマンドオプション

オプション 説明

-v 冗長モードで実行します。実行コマンドに関するすべての情報が表示されます。デ
フォルトはオフです。

-q 非出力モードで実行します。
� エラーが検出された場合にだけ情報を表示し、正常に処理が完了した場合は情報
を表示しません。

� 危険なコマンドの実行確認は行われません。
デフォルトはオフです。

-a [aces] 指定したカレンダのACE (アクセス制御エントリ)。ACEは、グループスケジュール
のためにカレンダにアクセスできるユーザー、およびこれらのユーザーが持つアク
セス権の種類 (作成、削除、読み取り、書き込みなど)を決定します。ACE文字列ま
たはACL (アクセス制御リスト)は、引用符 ("")で囲む必要があります。

デフォルトは、ics.confファイルの resource.default.aclパラメータの設定です。

ACEの形式については、270ページの「カレンダのアクセス制御」を参照してくだ
さい。

-b [basedn] 指定したリソースに適用される LDAPベース DN (識別名)。デフォルト
は、ics.confファイルの local.ugldapbasednパラメータの設定から取得され
ます。

-c calid icsCalendar属性。createコマンドを使用する場合は、このオプションの指定は必
須です。詳細は、266ページの「カレンダ固有の識別子 (calid)の作成」を参照して
ください。

-d domain ホストされた (仮想)ドメインの名前を指定します。デフォルトは ics.confファイル
の service.defaultdomainパラメータの設定から取得されます。

-t [description] カレンダの目的として表示されるコメントを指定します。デフォルトは説明なしで
す。

-h host リソースカレンダが存在するバックエンドサーバーの名前を指定します。このオプ
ションは listコマンドだけに適用されます。

-k yes|no 会議室などのリソースに関連するカレンダで、複数のユーザーからの予約を許可す
るかどうかを指定します。たとえば、yesを指定した場合は、リソースカレンダの同
じ時間帯に複数の予定をスケジューリングできます。

-kオプションを省略した場合のデフォルトは、 ics.confファイルの
resource.allow.doublebookパラメータの設定から取得されます。ただし、
resource.allow.doublebookパラメータはカレンダの作成時にだけ使用されます。

カレンダの作成後は、Calendar Serverはカレンダのプロパティーデータベース
(ics50calprops.db)を参照して複数のユーザーからの予約の可否を決定します。
カレンダのカレンダプロパティーを変更して複数のユーザーからの予約の可否を変
更する場合は、-kオプションを指定した csresourceコマンドを再実行します。

-m email リソースの LDAP mail属性 (一次電子メールアドレス)を指定します。
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表 D–29 csresourceユーティリティーのコマンドオプション (続き)
オプション 説明

-o owner 一次所有者。

デフォルトは、ics.confファイルの service.admin.calmaster.useridパラメータの設定
から取得されます。

-y otherowners その他の所有者。複数の所有者を指定する場合は引用符 ( " ") で囲み、空白文字で
区切ります。デフォルトはその他の所有者なしです。

version ユーティリティーのバージョンを表示します。

例
� すべてのリソースカレンダと、その LDAP属性をリスト表示します。

csresource -v list

� カレンダ ID (calid)が room100で、表示名 (LDAP cn属性)が
MeetingRoom100のリソースカレンダを作成します。

csresource -m room100@sesta.com -c room100 create MeetingRoom100

� 表示名が MeetingRoom100のリソースカレンダの LDAP属性を表示します。

csresource -v list MeetingRoom100

� 表示名が MeetingRoom100のリソースカレンダを無効にします。

csresource disable MeetingRoom100

� 表示名が MeetingRoom100のリソースカレンダを有効にし、複数のユーザーから
の予約を許可します。

csresource -k yes enable MeetingRoom100

� 表示名が MeetingRoom100のリソースカレンダを削除します。

csresource delete MeetingRoom100

� sestaというバックエンドサーバーに存在する、表示名が MeetingRoom100の
リソースカレンダの LDAP属性を表示します。

csresource -v -h sesta list MeetingRoom100

csrestore
csrestore ユーティリティーは、 csbackup または csexport ユーティリティー
を使用して作成したカレンダデータベース、指定のカレンダ、またはユーザーのデ
フォルトカレンダを復元します。次のコマンドがあります。

� database:カレンダデータベースを復元する。
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� calendar:指定したカレンダを復元する。
� defcal:ユーザーのデフォルトカレンダをバックアップする。
� version:現在インストールされているユーティリティーのバージョン番号を表示
する。

バックアップしたカレンダデータベースのバージョン番号は、指定したバックアップ
ディレクトリ内のバージョンファイル caldb.confに記録されます。

注意 – Calendar Server 6の csrestoreユーティリティーは、Calendar Server 2の
csrestoreとの互換性を持ちません。データを喪失する可能性があるので、
Calendar Server 2の csrestoreユーティリティーでバックアップしたデータを復元
しないでください。

要件
� このユーティリティーは、Calendar Serverがインストールされているマシンで
ローカルに実行する必要があります。

� カレンダデータベースを復元する場合は、Calendar Serverを停止する必要があり
ます。

� インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインする必要があります。

構文
csrestore [-v|-q]

[-f]
database inputdir

csrestore [-v|-q]
-c calid
calendar inputfile

csrestore [-v|-q]
-a userid
[-b basedn]
defcal inputfile

次の表は、csrestoreユーティリティーで使用できるコマンドを示しています。
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表 D–30 csrestoreユーティリティーのコマンド

コマンド 説明

database inputdir 指定した入力ディレクトリ、またはバックアップカレンダデータベースが含まれる
入力ファイルからカレンダデータベースを復元します。この操作によって、現在の
カレンダデータベースにそれまで含まれていたすべての内容は上書きされます。

calendar inputfile 指定した入力ファイルから指定のカレンダ IDでカレンダを復元します。ファイルの
データ形式は、指定したファイル名の拡張子によって決定されます。
� .ics for iCalendar (text/calendar).
� .xml: XML (text/xml)
指定したカレンダ IDがすでに存在する場合は、復元前にそのカレンダのデータ
はクリアされます。

defcal inputfile 指定した入力ファイルから指定したユーザー IDのデフォルトカレンダを復元しま
す。ファイルのデータ形式は、指定したファイル名の拡張子によって決定されま
す。
� .ics for iCalendar (text/calendar)
� .xml: XML (text/xml)

version ユーティリティーのバージョンを表示します。

次の表は、csrestoreユーティリティーのコマンドオプションを示しています。

表 D–31 csrestoreユーティリティーのコマンドオプション

オプション 説明

-v 冗長モードで実行します。実行コマンドに関するすべての情報が表示されます。デフォル
トはオフです。

-q 非出力モードで実行します。
� エラーが検出された場合にだけ情報を表示し、正常に処理が完了した場合は情報を表
示しません。

� 危険なコマンドの実行確認は行われません。
デフォルトはオフです。

-a userid 復元対象となるユーザーのユーザー ID。デフォルトオプションでは、このオプションの
指定は必須です。デフォルト値はありません。

-b basedn 指定したユーザー IDに適用される LDAPベース DN (識別名)。デフォルトは、ics.conf
ファイルの local.ugldapbasednの設定から取得されます。

-f 既存のデータベースファイルの削除を強制します。

-c calid 復元対象となるカレンダのカレンダ ID。calendarコマンドを使用する場合は、このオ
プションの指定は必須です。デフォルト値はありません。

詳細は、266ページの「カレンダ固有の識別子 (calid)の作成」を参照してください。
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例
� csbackupを使用して作成された backupdirというディレクトリに格納されてい
るカレンダデータベースを復元します。

csrestore database backupdir

� backupdirというディレクトリに格納されている、 csbackupまたは
csexportを使用して作成された iCalendar形式 (text/calendar)の tchang.ics
ファイルから、tchangというカレンダ IDでカレンダを復元します。

csrestore -c tchang calendar backupdir/tchang.ics

� csbackupを使用して作成した backupdir内のカレンダデータベースから
tchangを復元します。

csrestore -c tchang calendar backupdir

� backupdirというディレクトリに格納されている、csbackupまたは csexport
を使用して作成された iCalendar形式 (text/calendar)の tchang.icsファイルか
ら、tchangにより所有されているデフォルトのカレンダを復元します。

csrestore -a tchang defcal backupdir/tchang.ics

csschedule
csscheduleユーティリティーは、GSE (グループスケジューリングエンジン)キュー
に格納されているスケジュールエントリを管理します。次のコマンドがあります。

� list:指定されたカレンダ IDによって特定される、GSEキュー内のエントリを表
示する。

� delete:指定したカレンダIDによって特定される、GSEキュー内のエントリを削
除する。

� version:現在インストールされているユーティリティーのバージョン番号を表示
する。

要件
� このユーティリティーは、Calendar Serverがインストールされているマシンで
ローカルに実行する必要があります。

� Calendar Serverは停止している必要があります。

� インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインする必要があります。
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構文
csschedule [-q|-v]

[-c count]
[-e endtime]
[-s starttime]
[-t scheduletime
-o offset]

[-u uid]
list [calid]

csschedule [-q|-v]
[-t scheduletime
-o offset
-u uid
-n sequencenumber
-r rid]

list [calid]

csschedule [-q|-v]
[-t scheduletime
-o offset
-u uid
-n sequencenumber
-r rid]

delete [calid]

csschedule [-q|-v]
[-s starttime]
[-e endtime]
delete [calid]

次の表は、csscheduleユーティリティーで使用できるコマンドを示しています。

表 D–32 csscheduleユーティリティーのコマンド

コマンド 説明

list 指定したカレンダ IDによって特定される、GSEキュー内のエントリを表示
します。

delete 指定したカレンダ IDによって特定される、GSEキュー内のエントリを削除
します。

version ユーティリティーのバージョンを表示します。

次の表は、csscheduleユーティリティーのコマンドオプションを示しています。
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表 D–33 csscheduleユーティリティーのコマンドオプション

オプション 説明

-v 冗長モードで実行します。実行コマンドに関するすべての情報が表示されます。デ
フォルトはオフです。

-q 非出力モードで実行します。
� エラーが検出された場合にだけ情報を表示し、正常に処理が完了した場合は情報
を表示しません。

� 危険なコマンドの実行確認は行われません。
デフォルトはオフです。

-c count 表示する GSEキューのエントリ数。たとえば、キューに含まれる 10のエントリを調
べる場合は 10を指定します。

-e endtime GSEキューのエントリを時間範囲で指定する場合の終了時刻。 0を指定した場合は、
開始時刻以後のすべてのエントリが対象となります。デフォルトは 0です。

-n sequencenumber キューに含まれる予定または作業のシーケンス番号。

-o offset 予定時刻のオフセット値。同時刻に複数のエントリがスケジューリングされている場
合、このオフセット値が GSE内のエントリを一意に識別します。

-r rid 予定または仕事の定期予定 ID (RID)。RIDは、定期的な予定または仕事の個々の予定
を識別する、セミコロンで区切られたリスト形式の文字列です。

-s starttime GSEキューのエントリを時間範囲で指定する場合の開始時刻。 0を指定した場合は、
終了時刻以前のすべてのエントリが対象となります。デフォルトは 0です。

-t scheduletime 予定時刻。例: 20001231T103045Z

-u uid GSEキューのエントリの一意の ID (UID)。

例
� GSEキューに格納されているすべてのエントリについて詳細をリスト表示しま
す。

csschedule -v list

� GSEキューに格納されている最初の 10エントリをリスト表示します。

csschedule -c 10 list

� 2000年 12月 31日の 10時 30分 45秒から 11時 30分 45秒の間にスケジュールさ
れている、GSEキューのエントリをリスト表示します。

csschedule -s 20001231T103045Z -e 20001231T113045Z list

� tchangというカレンダで、スケジュール時刻が 10時 30分 45秒、オフセット値
が 2000年 12月 31日 10時 30分 45秒の 2、一意の IDが1111、定期予定 IDが 0、
シーケンス番号が 0の GSEキューエントリを表示します。

csschedule -v -t 20001231T103045Z -o 2 -u 1111 -r 0 -n 0 list
tchang
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� tchangというカレンダで、スケジュール時刻が 10時 30分 45秒、最初のオフ
セット値が 2000年 12月 31日 10時 30分 45秒、一意の IDが1111、定期予定 ID
が 0、シーケンス番号が 0の GSEキューエントリを削除します。

csschedule -v -t 20001231T103045Z -o 1 -u 1111 -r 0 -n 0 delete
tchang

� 2000年 12月 31日 10時 30分 45秒から 16時 30分 45秒の間にスケジューリング
されている、GSE内のエントリを削除します。

csschedule -v -s 20001231T103045Z -e 20001231T163045Z delete

� GSEキューに格納されているすべてのエントリを削除します。

csschedule -v delete

csstats
csstatsユーティリティーは、Calendar Serverの統計情報を表示します。次のコマ
ンドがあります。

� list:指定した Calendar Serverサブシステムのカウンタ統計情報を表示する。
� version:現在インストールされているユーティリティーのバージョン番号を表示
する。

カウンタについては、477ページの「カウンタ設定ファイル (counter.conf)」を参照し
てください。

要件
� このユーティリティーは、Calendar Serverがインストールされているマシンで
ローカルに実行する必要があります。

� Calendar Serverは稼動中でも停止していてもかまいません。
� インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ

(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインする必要があります。

構文
csstats [-q|v]

[-r registry]
[-i iterations]
[-s delay]
list [subsystem]

次の表は、csstatsユーティリティーで使用できるコマンドを示しています。
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表 D–34 csstatsユーティリティーのコマンド

コマンド 説明

list [subsystem ] 指定した Calendar Serverサブシステムのカウンタ統計情報を表示します。ま
たは、サブシステムを指定しない場合は、次のサブシステムのうち、使用可能
なサブシステムの基本情報を表示します。
� alarm:サービスアラーム通知の監視
� auth:ログイン認証
� db:カレンダデータベース
� disk:ディスク使用率の監視
� gse: GSE (グループスケジューリングエンジン)
� http: HTTPトランスポート
� response:サーバーの応答時間
� sess:サーバーセッションの状態
� wcap: Webカレンダアクセスプロトコル

Version ユーティリティーのバージョンを表示します。

次の表は、csstatsユーティリティーのコマンドオプションを示しています。

表 D–35 csstatsユーティリティーのコマンドオプション

オプション 説明

-v 冗長モードで実行します。実行コマンドに関するすべての情報が表示されます。デフォルトは
オフです。

-q 非出力モードで実行します。
� エラーが検出された場合にだけ情報を表示し、正常に処理が完了した場合は情報を表示し
ません。

� 危険なコマンドの実行確認は行われません。
デフォルトはオフです。

-i iterations 統計情報のルックアップを繰り返す回数。デフォルトは 1です。

-r registry カウンタ統計情報を格納しているファイルの名前と場所。デフォルトは次のとおりです。

/opt/SUNWics5/cal/lib/counter/counter

-s delay 統計情報の検索間隔を秒単位の時間で指定します。デフォルトは 1秒です。

例
� カウンタに関する基本情報と、使用可能なサブシステムの種類を表示します。

csstats list

� HTTPサービスサブシステム (hpptstat)に関するカウンタ統計情報を表示しま
す。
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csstats list http

� WCAPサブシステム (wcapstat)に関するカウンタ統計情報を 1時間 (3600秒)に
わたって 10秒おきに表示します。

csstats -i 3600 -s 10 list wcap

cstool
cstoolユーティリティーでは、次のいずれかの pingを実行できます。

� cshttpd: HTTPプロセス
� csadmind:管理サービス
� enpd:予定通知サービス (ENS)プロセス

cstoolユーティリティーでは、バージョン番号も表示できます。

cstoolは、次のプロセスでは pingに使用できません。

� csnotifyd:通知プロセス
� csdwpd: DWPプロセス

注 –設定ファイルの再読み込みを行うには、stop-calと start-calを使用し、
Calendar Serverを停止してから再起動します。

設定の再読み込みに cstoolを使用しないでください。予想外の望ましくない結果を
招く可能性があります。

詳細は、228ページの「Calendar Serverの起動と停止」を参照してください。

要件
� Calendar Serverは稼動している必要があります。

� インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインする必要があります。

構文
cstool [-q|-v]

[-h host]
[-p port]
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[-t timeout]
ping [http|ens]

cstool [-q|-v]
[-h host]
version

次の表は、cstoolのコマンドと、各パラメータを示しています。

表 D–36 cstoolユーティリティーのコマンド

コマンド パラメータ 説明

ping [http|admin |ens]

どのパラメータも指定
しない

cshttpdプロセス、csadmindプロセス、または
ENSプロセス (enpd)に対して pingを実行します。

Calendar Serverがインストールされているサーバー
に対して pingを実行します。

version なし ユーティリティーのバージョンを表示します。

次の表は、cstoolユーティリティーのオプションを示しています。

表 D–37 cstoolユーティリティーのコマンドオプション

オプション 説明

-v 冗長モードで実行します。実行コマンドに関するすべての情報が表示されます。デフォルト
はオフです。

-q 非出力モードで実行します。
� エラーが検出された場合にだけ情報を表示し、正常に処理が完了した場合は情報を表示
しません。

� 危険なコマンドの実行確認は行われません。
デフォルトはオフです。

-h host Calendar Serverが稼動しているマシンのホスト名を指定します。デフォルト値はインストー
ル時に設定される、ics.confファイル内の local.hostnameパラメータの設定です。リモー
トマシンで稼動する Calendar Serverにアクセスする場合はこのオプションを使用する必要
があります。

-p port 指定したサービスのポート。サービスを指定しない場合は、ics.confファイルに定義されて
いるポートのデフォルト値が適用されます。

-t timeout サーバーからの応答を待機する時間を秒単位で指定します。デフォルトは 120秒です。

例
� cshttpdサービスに対して pingを実行します。

cstool ping http

� sestaというホスト名のサーバーの ENSに対して pingを実行します。
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cstool -h sesta ping ens

� calserverというホスト名のマシンに対して pingを実行し、Calendar Serverの
cshttpdサービスがポート 80で待機しているかどうかを確認します。

cstool -p 80 -h calserver -p 80 ping http

� Calendar Serverのすべてのローカルサービスの設定を強制的に再読み込みしま
す。

cstool refresh

csuser
csuserユーティリティーは、LDAPディレクトリサーバーと Calendar Serverのカ
レンダデータベースに格納されているカレンダユーザー情報を管理します。次のコマ
ンドがあります。

� check:ユーザーのカレンダ機能が有効であるかどうかを確認する。
� create:カレンダ機能を利用するユーザーを作成し、有効にする。

注 –このユーティリティーは Communications Expressで必要なAddress Bookのユー
ザーを有効にしません。ldapmodifyを使用して手動で行う必要があります。

� delete:ユーザーとユーザーのデフォルトのカレンダを削除する。

ホストされていないドメインモードの場合にユーザーを削除するには、このコマン
ドを使用する必要があります。ただし、ユーザーが所有しているほかのカレンダは
削除されません。cscalを使用して削除されたユーザーのその他のカレンダを消
去します。

� disable:ユーザーによる Calendar Serverへのログインを無効にする。
� enable:ユーザーによる Calendar Serverへのログインを有効にする。
� list:ユーザーのカレンダ属性を表示する。
� reset:ユーザーのカレンダ属性をデフォルトの設定にリセットする。

Directory Serverを使用している場合は、ldapsearchユーティリティーと
ldapmodifyユーティリティーも使用できます。これらのユーティリティーについて
は、次のWebサイトで入手できる Directory Serverのマニュアルを参照してくださ
い。

http://docs.sun.com/coll/1316.1

要件
� Calendar Serverは稼動中でも停止していてもかまいません。
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� このユーティリティーは、Calendar Serverがインストールされているマシンで
ローカルに実行する必要があります。

� カレンダユーザーの情報を格納している LDAPサーバーが稼動している必要があ
ります。

� インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインする必要があります。

構文
csuser [-q|-v]

[-a aces]
[-b basedn]
-m email address
[-d domain]
-f filename
-g givenname
[-k yes|no]
[-l langcode]
-s surname
-y userpassword
create userid

csuser [-q|-v]
[-b basedn]
[-d domain]
[-h host]
list [userid]

csuser [-q|-v]
[-b basedn]
[-d domain]
[check|delete|disable|enable|reset] userid

次の表は、csuserユーティリティーで使用できるコマンドを示しています。

表 D–38 csuserユーティリティーのコマンド

コマンド 説明

check userid 指定したユーザー IDのユーザーがカレンダ機能を利用できるかどうかを調べます。

create userid 指定したユーザー IDのユーザーを作成し、このユーザーによる Calendar Serverへ
のログインを有効にします。

delete userid 指定したユーザー IDのユーザーを削除します。
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表 D–38 csuserユーティリティーのコマンド (続き)
コマンド 説明

disable userid 指定したユーザー IDのユーザーによるカレンダ機能の使用を無効にします。この
ユーティリティーは、icsAllowedServiceAccess属性の値として httpを定義
します。

enable userid 指定したユーザー IDのユーザーによるカレンダ機能の使用を有効にします。

list [userid] 指定したユーザー IDのユーザーのカレンダ属性を表示します。ユーザー IDを指定
しない場合は、有効なすべてのユーザーの属性がリスト表示されます。

-hserver-nameオプションが指定されている場合、そのバックエンドサーバー上の指
定のユーザー ID (または有効なすべてのユーザー)のカレンダ属性が表示されます。

reset userid 指定したユーザー IDのユーザーのすべてのカレンダ属性をデフォルトの設定にリ
セットします。

注:ユーザー IDのカレンダ属性がリセットされると、ユーザーの LDAPエントリか
らすべてのカレンダ属性 (icsCalendarUser (オブジェクトクラス)、
icsSubscribed、icsCalendarOwned、icsCalendar、および icsDWPHost
(ユーザーが LDAP CLD設定に含まれる場合))が削除されます。Calendar Server管
理者がユーザーに代わってカレンダを作成することはできません。

Calendar Server管理者がそのユーザーに対して csuser enableコマンドを実行する
と、これらの属性はユーザーの LDAPエントリ内に復元されます。

version ユーティリティーのバージョンを表示します。

次の表は、csuserユーティリティーのコマンドオプションを示しています。

表 D–39 csuserユーティリティーのコマンドオプション

オプション 説明

-v 冗長モードで実行します。実行コマンドに関するすべての情報が表示されます。
デフォルトはオフです。

-q 非出力モードで実行します。
� エラーが検出された場合にだけ情報を表示し、正常に処理が完了した場合は情
報を表示しません。

� 危険なコマンドの実行確認は行われません。
デフォルトはオフです。

-b basedn すべての LDAPユーザーに使用されるベース DN。デフォルト値は、ics.conf
ファイルの local.ugldapbasednの設定から取得されます。

-b basedn ユーザーのベース DNを指定します。

-d domain ホストされた (仮想)ドメインの名前を指定します。デフォルトはics.conf
ファイルの service.defaultdomainパラメータの設定から取得されます。
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表 D–39 csuserユーティリティーのコマンドオプション (続き)
オプション 説明

-a [aces] 指定したカレンダのACE (アクセス制御エントリ)です。ACEは、グループスケ
ジュールのためにカレンダにアクセスできるユーザー、およびこれらのユーザー
が持つアクセス権の種類 (作成、削除、読み取り、書き込みなど)を決定します。
ACE文字列またはACL (アクセス制御リスト)は、引用符 ("")で囲む必要があり
ます。

デフォルトは次のとおりです。

"@@o^a^r^g;@@o^c^wdeic^g;
@^a^sf^g;@^c^^g;@^p^r^g"

ACEの形式については、446ページの「サービスの設定」を参照してください。

-f filename パスワード (-yパラメータ)を必要とするオプション用にパスワードを記録した
ファイルの名前です。スクリプトから csuserを実行する場合、セキュリティーの
ためにパスワードをこのファイルに指定します。

-g givenname ユーザーの LDAP givenName属性 (姓名の名)です。このオプションは必須です。
デフォルト値はありません。

-h host ユーザーカレンダが存在するバックエンドサーバーの名前を指定します。このオ
プションは listコマンドだけに適用されます。

-p port LDAPサーバーが待機しているポートの番号です。デフォルト値は、ics.conf
ファイルの local.ugldapportの設定から取得されます。

-k yes|no ユーザーカレンダで複数のユーザーからの予約を許可するかどうかを指定しま
す。yesを指定した場合は、ユーザーカレンダの同じ時間帯に複数の予定をスケ
ジューリングできます。

デフォルトは、ics.confファイルの user.allow.doublebookの設定から取得されま
す。

-l [langcode] 言語コードです。デフォルトは ics.confファイルの local.sitelanguageの
設定です。

-m email address ユーザーの LDAP mail属性 (一次電子メールアドレス)を指定します。

-s surname ユーザーの LDAP surName属性 (姓名の姓)です。このオプションは必須です。デ
フォルト値はありません。

-u adminDN ユーザー認証情報を格納している LDAPサーバーに対して管理権限を持つユー
ザーの LDAP識別名 (DN)です。デフォルト値は、ics.confファイルの
local.enduseradmindnの設定から取得されます。

-w password -uオプションで指定されている LDAP管理者 DNのパスワードです。デフォルト
値は、ics.confファイルの local.enduseradmincredの設定から取得されます。-u
オプションを使用する場合、このオプションは必須です。

-y userpassword カレンダユーザーのパスワードで、このパラメータの指定は必須です。デフォル
ト値はありません。
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例
� jsmith@sesta.comというカレンダユーザーがカレンダ機能を利用できるかどう
か (既存のカレンダユーザーが、この Calendar Serverのカレンダデータに対する
アクセス権を持っているかどうか)を調べます。

csuser check jsmith@sesta.com

� ユーザー IDが jsmith@sesta.com、名が John、姓が Smith、電子メールアドレ
スが jsmith@sesta.com、ドメインが sesta.comという設定の LDAPユー
ザーを作成します。

csuser -g John -s Smith -y password -m jsmith@sesta.com
create jsmith@sesta.com -d sesta.com

� jsmith@sesta.comというカレンダユーザーを削除します。

csuser delete jsmith@sesta.com

� jsmith@sesta.comカレンダユーザーによる Calendar Serverへのログインを無
効にします。

csuser disable jsmith@sesta.com

注 –このコマンドを実行することで、jsmith@sesta.comは Calendar Serverにログ
インしてカレンダデータにアクセスすることができなくなりますが、jsmithのデータ
はカレンダデータベースから削除されません。ただし、jsmithが現在 Calendar Server
にログインしている場合は、ログオフするまでカレンダデータへのアクセスを維持で
きます。

� jsmith@sesta.comのカレンダの作成を有効にします (既存のカレンダユーザー
が Calendar Serverへログインできるようにする)。

csuser enable jsmith@sesta.com

� jsmith@sesta.comというユーザーのすべてのカレンダ属性を表示します。

csuser -v list jsmith@sesta.com

� ユーザー IDが userという文字列から始まるすべてのカレンダユーザー IDを表
示します。

csuser -v list "user*"

� jsmith@sesta.comのすべてのカレンダ属性をデフォルトの設定にリセットしま
す。

csuser reset jsmith@sesta.com

� sestaというバックエンドサーバーに存在する tchangというユーザーのすべて
のカレンダ属性を表示します。

csuser -v -h sesta list tchang
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start-cal
start-calユーティリティーは次の順序で Calendar Serverサービスを開始します。

� enpd:予定通知サービス (ENS)

� csnotifyd:通知サービス

� csadmind:管理サービス

� csdwpd: DWP (データベースワイヤプロトコル)サービス。リモート Calendar
Serverデータベース設定だけによって起動される分散データベースサービス

� cshttpd: HTTPサービス

要件
� start-calは、Calendar Serverがインストールされているマシンでローカルに
実行する必要があります。

� インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインする必要があります。

構文
start-cal

例
cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin/start-cal

詳細は、228ページの「Calendar Serverの起動と停止」を参照してください。

stop-cal
stop-calユーティリティーは、すべての Calendar Serverサービスを終了します。

要件
� stop-calは、Calendar Serverがインストールされているマシンでローカルに実
行する必要があります。
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� インストール時に指定した Calendar Serverの実行ユーザーまたはグループ
(icsuser、icsgroupなど)、または rootとしてログインする必要があります。

構文
stop-cal

例
cal_svr_base/SUNWics5/cal/sbin/stop-cal

詳細は、228ページの「Calendar Serverの起動と停止」を参照してください。
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付録 E

Calendar Serverの設定パラメータ

Calendar Serverの設定パラメータは、ics.confおよび counter.confなどの設定
ファイルに格納されます。

この章で説明する内容は次のとおりです。

� 437ページの「ics.conf設定ファイルの編集」
� 439ページの「設定パラメータファイル (ics.conf)」
� 477ページの「カウンタ設定ファイル (counter.conf)」
� 482ページの「通知メッセージ」

ics.conf設定ファイルの編集
Calendar Serverの設定パラメータは、次のファイルに格納されます。

/etc/opt/SUNWics5/config/ics.conf

ics.confファイルはASCIIテキスト形式のファイルで、各行にパラメータとその値
が定義されています。パラメータの初期化は、Calendar Serverのインストール時に行
われます。インストール後は、テキストエディタでファイルを編集できます。

注意 – ics.confファイル内のパラメータ設定の変更は、Sunのマニュアルで解説さ
れている場合、またはカスタマサポート担当者からの指示があった場合にだけ行
なってください。

例: Calendar Serverはリモート管理をサポートしていません。
service.admin.portパラメータの値はすでに Calendar Serverによって適切な値
に設定されているので、変更しないでください。この値を変更すると、csadmindプ
ロセスが正常に実行されないことがあります。
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� ics.confファイルを編集するには

1. Calendar Serverが稼動しているシステムの管理者権限を持つユーザーとしてログ
インします。

2. ics.confファイルが格納されている /etc/opt/SUNWics5/configディレクト
リに移動します。

3. viなどのテキストエディタを使用して ics.confファイルのパラメータを編集し
ます。パラメータの表記規則は次のとおりです。

� すべてのパラメータは小文字のみで記述します。

� パラメータとその値は等号 (=)で区切り、等号の前後には空白文字を挿入し
ます。次に例を示します。

service.http.idletimeout = "120"

� パラメータの値は二重引用符 (" ") で囲む必要があります。パラメータが複
数の値をとれる場合は、値文字列全体を二重引用符で囲みます。次に例を示
します。

calstore.calendar.owner.acl=
"@@o^a^rsf^g;@@o^c^wdeic^g"

� コメント行の先頭文字は感嘆符 (!)です。コメント行は情報の提供だけを目
的とし、Calendar Serverからは無視されます。

一部のパラメータはコメントとして記録されており、先頭に 1つまたは 2つ
の感嘆符 (!または !!)が付けられています。このようなパラメータを使用
するには、感嘆符を削除し、必要に応じて値を指定します。また、新しい
パラメータが適用されるように Calendar Serverを再起動する必要がありま
す。

たとえば、!!caldb.dwp.server.[ hostname].ipを使用するには、先頭
の感嘆符(!!)を削除し、hostnameの部分に値を指定してから Calendar
Serverを再起動します。

� ics.confファイルに記録されていないパラメータを使用するには、パラ
メータとその値をファイルに追加します。

� 同じパラメータを複数回記録した場合、リストの最後にあるパラメータの値
が、それ以前のパラメータに優先して適用されます。

� すべてのオプションは行頭から始める必要があります。

4. ics.confファイルでパラメータを変更したら、新しい設定値が適用されるよう
に Calendar Serverを停止し、再起動します。

ics.confファイルの編集前に Calendar Serverを停止しておくこともできます。
詳細は、228ページの「Calendar Serverの起動と停止」を参照してください。

手順
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設定パラメータファイル (ics.conf)
ics.confファイルには次の設定パラメータが記録されています。

� 439ページの「ローカル設定」
� 443ページの「カレンダストアの設定」
� 445ページの「カレンダログ情報の設定」
� 446ページの「サービスの設定」
� 451ページの「SSLの設定」
� 453ページの「ホストされたドメインの設定」
� 454ページの「アラーム通知のパラメータ」
� 455ページの「カレンダ検索データベースの設定」
� 460ページの「LDAPデータキャッシュの設定パラメータ」
� 461ページの「リソースカレンダの設定パラメータ」
� 462ページの「シングルサインオン (SSO)の設定」
� 464ページの「GSE (グループスケジューリングエンジン)の設定」
� 465ページの「データベースの設定」
� 467ページの「カレンダデータベースの自動バックアップ」
� 468ページの「ENSメッセージ用のカレンダデータベースパラメータ」
� 470ページの「ENS (予定通知サーバー)の設定」
� 474ページの「Calendar Server APIの設定」
� 477ページの「csmonitorユーティリティーの設定」

ローカル設定
次の表は、ローカル設定用のパラメータ、各パラメータのデフォルト値、説明を示し
ています。

表 E–1 ics.confファイルのローカル設定用パラメータ

パラメータ デフォルト値 説明

local.autoprovision "yes" Calendar Serverユーザーの自動プロ
ビジョニングを有効 ("yes")または無
効 ("no")にします。

local.authldapbasedn " " LDAP認証のベース DN。指定しない
場合は local.ugldapbasednの設定が
適用されます。

local.authldaphost "localhost" LDAP認証用のホスト。指定しない
場合は local.ugldaphostの設定が適用
されます。
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表 E–1 ics.confファイルのローカル設定用パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

local.authldapbindcred " " local.authldapbinddnで指定された、
ユーザーのバインドに必要な資格情
報 (パスワード)。

local.authldapbinddn " " ユーザー DNの検索時に LDAP認証
ホストへのバインドに使用される
DN。指定しない場合または " "の場
合は匿名バインドです。

local.authldapport "389" LDAP認証用のポート。指定しない
場合は local.ugldapportの設定が適用
されます。

local.authldappoolsize "1" LDAP認証用に維持される LDAPク
ライアント接続の最小数。指定しな
い場合は local.ugldappoolsizeの設定
が適用されます。

local.authldapmaxpool "1024" LDAP認証用に維持される LDAPク
ライアント接続の最大数。指定しな
い場合は local.ugldapmaxpoolの設定
が適用されます。

local.lookupldap.search.minwildcardsize "3" 出席者ルックアップ検索のワイルド
カード検索に使用する文字列の最小
サイズを指定します。ゼロ (0)は常に
ワイルドカード検索を行うことを意
味します。

local.caldb.deadlock.autodetect "no" Berkeleyデータベースがデッド
ロック状態にあるかどうかを定期的
に調べます。デッドロック状態にあ
る場合は、データベースのリセット
を指示します。

local.domain.language "en" ドメインの言語。

local.enduseradmincred " " LDAPユーザー設定認証用のバイン
ド資格情報 (パスワード)。

local.enduseradmindn " " LDAPユーザー設定ホストへのバイ
ンドに使用される DN。このプロパ
ティーの指定は必須。" " (未指定)の
場合、匿名バインドと見なされま
す。

local.hostname " " Calendar Serverがインストールされ
ているマシンのホスト名。

local.installeddir
"cal_svr_base/SUNWics5/cal"

Calendar Serverがインストールされ
ている場所へのディレクトリパス。
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表 E–1 ics.confファイルのローカル設定用パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

local.instancedir
"cal_svr_base/SUNWics5/cal"

Calendar Serverのこのインスタンス
のプログラムとデータがインストー
ルされている場所へのディレクトリ
パス。

local.instance.lockdir.path
"cal_svr_base/SUNWics5/cal/lib/lock"

このサーバーインスタンスのロック
ファイルが格納されている場所を指
定します。

local.instance.pidfile.path
"/etc/opt/SUNWics5/
config"

このサーバーインスタンスの PID
ファイルが格納されている場所を指
定します。

local.instance.counter.path
"cal_svr_base/SUNWics5/cal/lib/counter"

このサーバーインスタンスのカウン
タファイルが格納されている場所を
指定します。

local.plugindir.path " " Calendar Serverのこのインスタンス
の CSAPIプラグインがインストール
されている場所へのディレクトリパ
ス。

local.rfc822header.allow8bit "n" このサーバーが送信する電子メール
メッセージでの 8ビットヘッダーの
使用を許可 (y)または拒否(n)しま
す。

local.servergid "icsgroup" カウンタやログなどの Calendar
Serverファイルのグループ ID
(GID)。

local.serveruid "icsuser" カウンタやログなどの Calendar
Serverファイルのユーザー ID
(UID)。

local.sitelanguage "en" Calendar Serverのこのインスタンス
のデフォルト言語。

local.smtp.defaultdomain " " 電子メールアドレスに対応する出席
者のカレンダ IDの検索で使用される
デフォルトドメインの名前。たとえ
ば、この値が「sesta.com」に設定さ
れている場合は、jsmithは
jsmith@sesta.comとして解決されま
す。

local.supportedlanguages "en" Calendar Serverのこのインスタンス
がサポートしているユーザー言語。
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表 E–1 ics.confファイルのローカル設定用パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

local.ugldapbasedn " " LDAPユーザー設定のベース DN。指
定が必須であり、空白は許可されま
せん。

local.ugldaphost "localhost" LDAPユーザー設定を格納するマシ
ンのホスト名。

local.ugldapicsextendeduserprefs "ceColorSet,

ceFontFace,

ceFontSizeDelta,

ceDateOrder,

ceDateSeparator,

ceClock,

ceDayHead,

ceDayTail,

ceInterval,

ceToolText,

ceToolImage,

ceDefaultAlarmStart,

ceSingleCalendarTZID,

ceAllCalendarTZIDs,

ceDefaultAlarmEmail,

ceNotifyEmail,

ceNotifyEnable,

ceDefaultView,

ceExcludeSatSun,

ceGroupInviteAll"

icsExtendedUserPrefs属性のオ
プションの値。

local.ugldapport "389" LDAPユーザー設定を格納するマシ
ンのポート番号。

local.ugldappoolsize "1" LDAPユーザー設定用に維持される
LDAPクライアント接続の最小数。

local.ugldapmaxpool "1024" LDAPユーザー設定用に維持される
LDAPクライアント接続の最大数。

local.user.authfilter “uid=%u’” ユーザー検索に使用するフィルタ。

442 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



カレンダストアの設定
次の表は、カレンダストア設定用のパラメータ、各パラメータのデフォルト値、説明
を示しています。

表 E–2 ics.confファイルのカレンダストア設定用パラメータ

パラメータ デフォルト値 説明

calstore.anonymous.calid "anonymous" 匿名ログインに使用されるカレンダ ID
(calid)。

user.allow.doublebook "yes" カレンダの作成時に、ユーザーカレンダの同一時
間帯に複数の予定をスケジューリングできるよう
に設定するかどうかを指定します。
� "no":複数のユーザーからの予約は拒否され
ます。

� "yes":複数のユーザーからの予約は許可され
ます。

calstore.calendar.default.acl
"@@o^a^r^g;
@@o^c^wdeic^g;
@^a^fs^g;
@^c^^g;
@^p^r^g"

ユーザーがカレンダを作成したときに使用される
デフォルトのアクセス制御設定を指定します。形
式は、ACE (アクセス制御エントリ)引数をセミ
コロンで区切ったリスト形式の文字列です。

ACEの形式については、270ページの「カレンダ
のアクセス制御」を参照してください。

コマンド行ユーティリティーを使用して 1つ以上
のACE (アクセス制御エントリ)を指定する方法
については、386ページの「cscal」を参照してく
ださい。

calstore.calendar.owner.acl
"@@o^a^rsf^g;
@@o^c^wdeic^g"

カレンダ所有者のデフォルトのアクセス制御設定
を指定します。

calstore.calendar.create.

lowercase

"no" カレンダの新規作成時、または LDAP CLDプラ
グインを使用してカレンダを検索する場合に、
Calendar Serverがカレンダ ID (calid)を小文字
に変換するかどうかを指定します。

calstore.default.timezoneID
"America/
New_York"

次の状況で使用するタイムゾーン ID。
� タイムゾーン IDが指定されていない
� カレンダのタイムゾーン IDが見つからない
� ユーザーのタイムゾーン IDが見つからない
無効な値を指定した場合、サーバーは GMT
(グリニッジ標準時)タイムゾーンを適用しま
す。
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表 E–2 ics.confファイルのカレンダストア設定用パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

calstore.filterprivateevents "yes" Calendar Serverが、非公開の、および時刻と日
付のみが公開される (極秘の)予定と作業を
フィルタリング (認識)できるかどうかを指定し
ます。"no"に設定すると、Calendar Serverはそ
れらを公開の予定および作業と同様に扱います。

calstore.freebusy.include.

defaultcalendar

"yes" ユーザーのデフォルトカレンダを、そのユーザー
の空き/予定ありカレンダリストに含めるかどう
かを指定します。

calstore.freebusy.remove.

defaultcalendar

"no" ユーザーのデフォルトカレンダを、そのユーザー
の空き/予定ありカレンダリストから削除できる
かどうかを指定します。

calstore.group.attendee.maxsize "0" 予定を拡張するときに、LDAPグループで許可さ
れる最大出席者数。"0"の値はグループ全体を拡
張することを意味します。

calstore.recurrence.bound "60" 定期拡張で作成できる予定の最大数。

calstore.subscribed.include.

defaultcalendar

"yes" ユーザーのデフォルトカレンダを、そのユーザー
の登録済みカレンダリストに含めるかどうかを指
定します。

calstore.subscribed.remove.

defaultcalendar

"no" ユーザーのデフォルトカレンダを、そのユーザー
の登録済みカレンダリストから削除できるように
するかどうかを指定します。

calstore.userlookup.maxsize "200" ユーザー検索の LDAPルックアップで返される
結果の最大数。値 "0"は制限のないことを意味
します。

calstore.unqualifiedattendee.

fmt1.type

"uid" 予定の出席者についてディレクトリルックアップ
を行うときに、jdoeや jdoe:tvなどの文字列
を Calendar Serverがどのように扱うかを指定し
ます。設定できる値は、次のとおりです。uid、
cn、gid、 res、mailto、cap。

calstore.unqualifiedattendee.

fmt2.type

"mailto" Calendar Serverが予定の出席者についてディレ
クトリルックアップを行うときに、
jdoe@sesta.comなどのアットマーク (@)を含
む文字列をどのように扱うかを指定します。設定
できる値は、次のとおりです。uid、cn、gid、
res、mailto、cap。

calstore.unqualifiedattendee.

fmt3.type

"cn" 予定の出席者についてディレクトリルックアップ
を行うときに、john doe などの空白文字を含む
文字列を Calendar Serverがどのように扱うかを
指定します。設定できる値は、次のとおりです。
uid、cn、gid、res、cap。
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表 E–2 ics.confファイルのカレンダストア設定用パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

store.partition.primary.path "." カレンダ情報が格納される一次ディスクパー
ティションの場所。

カレンダログ情報の設定
次の表は、カレンダログ設定用のパラメータ、各パラメータのデフォルト値、説明を
示しています。

表 E–3 ics.confファイルのカレンダログ設定用パラメータ

パラメータ デフォルト値 説明

logfile.admin.logname "admin.log" ログ記録管理ツール用のログファイルの名前。

logfile.buffersize "0" ログバッファーのサイズ (バイト単位)。

logfile.dwp.logname "dwp.log" DWP (データベースワイヤプロトコル)に関する情
報のログ記録管理ツール用ログファイルの名前。

logfile.expirytime "604800" ログファイルの有効期限 (秒単位)。

logfile.flushinterval "60" バッファーの内容をログファイルにフラッシュす
る間隔 (秒単位)。

logfile.http.logname "http.log" cshttpdサービスの現在のログファイルの名前。

logfile.http.access.logname "httpd.access" 現在の HTTPアクセスログファイルの名前。

logfile.logdir "logs" ログファイルが格納されるディレクトリ。

logfile.loglevel "NOTICE" サーバーがログに記録する情報の詳細度を指定し
ます。各ログレベルには、次のいずれかのレベル
が割り当てられます。CRITICAL、ALERT、
ERROR、WARNING、NOTICE、INFORMATION、
DEBUG。

logfile.maxlogfiles "10" ログディレクトリ内のログファイルの最大数。

logfile.maxlogfilesize "2097152" 各ログファイルの最大サイズ (バイト単位)。

logfile.maxlogsize "20971520" すべてのログファイルの最大合計ディスク容量 (バ
イト単位)。

logfile.minfreediskspace "5242880" ログ記録用に必要な最小ディスク空き容量 (バイト
単位)。

logfile.notify.logname "notify.log" csnotifydサービスのログファイル名。

logfile.rollovertime "86400" ログファイルのローテーション間隔 (秒単位)。
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管理者構成パラメータ
次の表は、管理者に関する ics.confパラメータを示しています。

表 E–4管理者の構成パラメータ

パラメータ デフォルト値 説明

service.admin.calmaster.

cred

" " Calendar Server管理者として指定されたユーザー IDのパス
ワード。この値の指定は、インストール時にインストーラに
よって要求されます。

service.admin.calmaster.

userid

"calmaster" Calendar Server管理者として指定されたユーザーのユー
ザー ID。この値の指定は、インストール時にインストーラ
によって要求されます。

service.admin.calmaster.

overrides.accesscontrol

"no" Calendar Serverの管理者がアクセス制御の適用に反してア
クセスできるかどうかを指定します。

service.admin.calmaster
.wcap.allowgetmodify
userprefs

"no" Calendar Server管理者がWCAPコマンドを使用してユー
ザー設定を取得、設定できるかどうかを指定します。

service.admin.ldap.enable "yes" “yes”を指定すると、service.admin.calmaster.useridに設定
されるユーザーのユーザー認証で LDAPが有効になりま
す。

サービスの設定
次の表は、各種のサービス設定用のパラメータ、各パラメータのデフォルト値、説明
を示しています。

表 E–5 ics.confファイルのサービス設定用パラメータ

パラメータ デフォルト値 説明

service.admin.alarm "yes" 管理ツールのアラーム通知を有効 ("yes")、または無
効 ("no")にします。

service.admin.checkpoint "yes" "yes"に設定すると、csadmindデータベース
チェックポイントスレッドが開始されます。

service.admin.dbcachesize "8388608" 管理セッション用の Berkeleyデータベースの最大
キャッシュサイズ (バイト単位)。

service.admin.deadlock "yes" "yes"に設定すると、csadmindデータベース
デッドロック検出スレッドが開始されます。

service.admin.diskusage "no" "yes"に設定すると、csadmindディスク容量低下
監視スレッドが開始されます。
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表 E–5 ics.confファイルのサービス設定用パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

service.admin.enable "yes" "yes"に設定すると、すべてのサービスを開始する
ときに csadmindサービスを開始し、すべてのサー
ビスを終了するときに csadmindサービスを終了し
ます。

service.admin.idletimeout "120" csadmindで HTTP接続をタイムアウトにするまで
の秒数。

service.admin.maxsessions "100" 許容される管理セッションの最大数。

service.admin.maxthreads "10" 1管理セッションで実行されるスレッドの最大数。

service.admin.numprocesses なし 同時に実行可能な管理プロセスの最大数。

service.admin.port

注意

なし システムによって設定されます。変更しないでくださ
い。

service.admin.resourcetimeout "900" 管理接続をタイムアウトにするまでの秒数。

service.admin.serverresponse "no" "yes"に設定すると、csadmindサービス応答スレッド
が開始されます。

service.admin.sessiondir.path " " 管理セッション要求用の一時ディレクトリ。

service.admin.sessiontimeout "1800" csadmindで HTTPセッションをタイムアウトにす
るまで待機する秒数。

service.admin.sleeptime "2" カレンダサービスの状態 (稼動、終了、待機)を調べる
間隔 (秒単位)。

service.admin.starttime "300" カレンダサービスが開始するまで待機する秒数。

service.admin.stoptime "300" カレンダサービスが終了するまで待機する秒数。

service.admin.stoptime.next "60" カレンダサービスに終了コマンドを送信するまで待機
する秒数。

service.dcroot "o=internet" ディレクトリ内の DCツリーのルートサフィックス。

service.dnsresolveclient "no" "yes"に設定すると、HTTPアクセスが許可されるか
どうかについて DNSに対してクライアント IPアドレ
スがチェックされます。

service.plaintextloginpause "0" プレーンテキスト形式のパスワードによるユーザーの
認証に成功した後の遅延時間 (秒単位)。

service.http.admins "calmaster" この Calendar Serverの管理権限を持つユーザー ID
を空白文字で区切って指定します。

service.http.allowadminproxy "no" "yes"に設定すると、プロキシ経由のログインが許可
されます。
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表 E–5 ics.confファイルのサービス設定用パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

service.http.allowanonymouslogin "yes" "yes"に設定すると、匿名アクセス (認証なし)が許可
されます。これは特殊なタイプのログインであり、指
定した制限付きのアクセス (通常は公開カレンダへの
読み取り専用アクセス)のみが許可されます。

service.http.calendarhostname "" (Null) HTMLドキュメントを取得するための HTTPホス
ト。

service.http.cookies "yes" cookieをサポートするかどうかをサーバーに指示しま
す ("yes"または "no")。シングルサインオンを有効に
するには、"yes"を指定する必要があります。

service.http.dbcachesize "8388608" HTTPセッション用の Berkeleyデータベースの最大
キャッシュサイズ。

service.http.domainallowed "" (Null) " "以外を指定した場合は、TCPドメインに基づく
フィルタリングによってアクセスが許可されます。た
とえば、「ALL:LOCAL.sesta.com」と指定した場
合は、sesta.comドメインのすべてのユーザーによる
ローカル HTTPアクセスが許可されます。複数の
フィルタを指定する場合は、CR-LF (改行)で区切りま
す。

service.http.domainnotallowed "" (Null) " "以外を指定した場合は、TCPドメインに基づく
フィルタリングによってアクセスが拒否されます。た
とえば、「ALL:LOCAL.sesta.com」と指定した場
合は、sesta.comドメインのすべてのユーザーによる
HTTPアクセスが拒否されます。複数のフィルタを指
定する場合は、CR-LF (改行)で区切ります。

service.http.attachdir.path "." インポートされたファイルが一時的に格納される
ディレクトリの local.queuedirへの相対パス (指定す
る場合は絶対パス)。

service.http.ipsecurity "yes" "yes"を指定すると、既存のセッションを参照するす
べての要求は、同じ IPアドレスから発せられている
ものとして検証されます。

service.http.enable "yes" "yes"を指定すると、すべてのサービスを開始すると
きに cshhpdサービスを開始し、すべてのサービスを
終了するときに cshhpdサービスを終了します。

service.http.idletimeout "120" HTTP接続をタイムアウトにするまでの秒数。

service.http.ldap.enable "yes" "yes"を指定すると、認証用の LDAP接続とユーザー
設定が作成、維持されます。

service.http.listenaddr "INADDR_ANY" HTTPサービスがクライアント要求を待機する TCP
アドレスを指定します。"INADDR_ANY"は任意のア
ドレスを意味します。
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表 E–5 ics.confファイルのサービス設定用パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

service.http.logaccess "no" "yes"を指定すると、サーバーへの HTTP接続が完全
にログに記録されます。

service.http.maxsessions "5000" cshttpdサービスでの HTTPセッションの最大数。

service.http.maxthreads "20" cshttpdサービスでの HTTP要求を処理するスレッド
の最大数。

service.http.numprocesses "1" サーバーでの実行が必要な HTTPサービス
(cshttpd)プロセスの最大並行実行数。

複数の CPUを持つサーバーについては、330ページ
の「複数 CPU間でのロードバランスの使用」を参照
してください。

service.http.port "80" Calendar Serverユーザーからの HTTP要求用のポー
ト。

service.http.proxydomainallowed "" ""以外を指定した場合は、TCPドメインに基づく
フィルタリングによってプロキシログインが許可され
ます。構文は service.http.domainallowedと同じで
す。

service.http.resourcetimeout "900" HTTPセッションをタイムアウトにするまでの秒数。

service.http.sessiondir.path "http" HTTPセッション用の一時ディレクトリ。

service.http.sessiontimeout "1800" cshttpdサービスで HTTPセッションをタイムアウ
トにするまでの秒数。

service.http.sourceurl " " 実行可能ファイルへのすべての URL参照が格納され
るディレクトリの、実行可能ファイルに対する相対パ
ス。

service.http.tmpdir 実行可能ファイルへのすべての URL参照が格納され
るディレクトリの、実行可能ファイルに対する相対パ
ス。

デフォルトは次のとおりです。
"/var/opt/SUNWics5/tmp"

service.http.uidir.path "html" デフォルトのカレンダクライアントが格納される
ディレクトリ。WCAPアクセスだけを許可する場合
は ""を指定します。

service.ldapmemcache "no" "yes"を指定すると、LDAP SDKでキャッシュが使用
されます。

service.ldapmemcachettl "30" service.ldapmemcacheに "yes"を指定した場合に、こ
の値は LDAP SDKに渡されます。これは項目を
キャッシュしておける最大秒数です。0を指定した場
合、項目をキャッシュしておける時間に制限が適用さ
れなくなります。
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表 E–5 ics.confファイルのサービス設定用パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

service.ldapmemcachesize "131072" service.ldapmemcacheに "yes"を指定した場合に、こ
の値は LDAP SDKに渡されます。これは
キャッシュに使用できるメモリーの最大容量 (バイト
単位)です。0を指定した場合、キャッシュ容量の制
限は適用されなくなります。

service.wcap.anonymous

.allowpubliccalendarwrite

"yes" "yes"を指定すると、書き込み可能な公開カレンダに
対する匿名ユーザーによる書き込みが許可されます。

service.wcap.format "text/calendar"現在は空き/予定ありだけに適用されているコマンド
のデフォルトの出力形式を指定します。

service.wcap.freebusybegin "30" get_freebusyの範囲指定の開始時刻に適用される、現
在時刻からのデフォルトのオフセットを指定します。

service.wcap.freebusyend "30" get_freebusyの範囲指定の終了時刻に適用される、現
在時刻からのデフォルトのオフセットを指定します。

service.wcap.freebusy.redirecturl ““ 移行プロセスの場合、移行が部分的に行われると、カ
レンダが元のデータベースと Calendar Serverのター
ゲットデータベースに分かれます。カレンダが
Calendar Serverデータベースに見つからない場合に
検索するための元のデータベースの URLです。

service.wcap.allowcreatecalendars "yes" "yes"を指定すると、カレンダの作成が許可されま
す。

service.wcap.allowdeletecalendars "yes" "yes"を指定すると、カレンダの削除が許可されま
す。

service.wcap.allowchangepassword "no" "yes"を指定すると、このサーバー経由でのユーザー
によるパスワードの変更が許可されます。

service.wcap.

allowpublicwritablecalendars

"yes" "yes"を指定すると、ユーザーは、書き込み可能な公
開カレンダを所有できます。

service.wcap.allowsetprefs.cn "no" "yes"を指定すると、set_userprefs.wcap属性による
ユーザー設定の "cn" (LDAPユーザーの共通名)の変
更が許可されます。

service.wcap.allowsetprefs.givenname "no" "yes"を指定すると、set_userprefs.wcap属性による
ユーザー設定の "givenname" (LDAPユーザーの名 (姓
名の名))の変更が許可されます。

service.wcap.allowsetprefs.icsCalendar "no" "yes"を指定すると、set_userprefs.wcap属性による
ユーザー設定の "icsCalendar" (ユーザーのデフォルト
カレンダ ID)の変更が許可されます。

service.wcap.allowsetprefs.mail "no" "yes"を指定すると、set_userprefs.wcap属性による
ユーザー設定の "mail" (ユーザーの電子メールアドレ
ス)の変更が許可されます。
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表 E–5 ics.confファイルのサービス設定用パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

service.wcap.allowsetprefs

.preferredlanguage

"no" "yes"を指定すると、set_userprefs.wcap属性による
ユーザー設定の "preferredlanguage" (LDAPユーザー
の選択言語)の変更が許可されます。

service.wcap.allowsetprefs.sn "no" "yes"を指定すると、set_userprefs.wcap属性による
ユーザー設定の "sn" (LDAPユーザーの姓)の変更が
許可されます。

service.wcap.allowsetprefs.nswccalid "no" "yes"を指定すると、set_userprefs.wcap属性による
ユーザー設定の "nswccalid" (ユーザーのデフォルトカ
レンダ ID)の変更が許可されます。

service.wcap.login.calendar.publicread "no" "yes"を指定すると、ユーザーのデフォルトカレンダ
は公開読み取り/非公開書き込みに初期設定されま
す。"no"を指定すると、ユーザーのデフォルトカレン
ダは非公開読み取り/非公開書き込みに初期設定され
ます。

service.wcap.userprefs.ldapproxyauth "no" "yes"を指定すると、get_userprefs.wcapコマンドの
LDAPプロキシ認証が有効になります。"no"を指定す
ると、匿名の LDAP検索が行われます。

service.wcap.validateowners "no" "yes"を指定した場合、サーバーはディレクトリ内に
存在するカレンダの各所有者を検証する必要がありま
す (LDAP、または CSAPI互換のユーザーディレクト
リメカニズムを使用)。

service.wcap.version "3.0" WCAPのバージョン。

SSLの設定
次の表は、ics.confの SSL設定用のパラメータ、各パラメータのデフォルト値、説
明を示しています。SSLパラメータのほとんどはデフォルト値を使用しますが、2つ
のパラメータには SSLのデフォルト値を次のように変更する必要があります。

� service.http.ssl.usessl = “yes”
� service.http.ssl.port.enable = “yes”

次の表に、ics.confパラメータとそのデフォルト設定を示します。ics.confパラ
メータに適切な値が設定されているかどうかを確認してください。

表 E–6 SSLの設定パラメータ

パラメータ デフォルト値 説明

encryption.rsa.nssslactivation "on" SSL用の RSA Cypher Encryption Familyサービ
スを有効にします。
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表 E–6 SSLの設定パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

encryption.rsa.nsssltoken "internal" RSA Cypher Encryption Familyトークンの場所
を指定します。

encryption.rsa.nssslpersonalityssl "SampleSSLServerCert" RSA Cypher Encryption Familyの証明書名を指
定します。

service.http.tmpdir
"/var/opt/SUNWis5/
tmp"

一時ディレクトリを指定します。

service.http.uidir.path “html” UIファイルが格納されているディレクトリを指
定します。

service.http.ssl.cachedir "." SSLキャッシュの場所への物理パスを指定しま
す。

service.http.ssl.cachesize "10000" SSLキャッシュデータベースの最大サイズを指定
します。

service.http.ssl.usessl "no" SSL設定のために、値を “yes”に変更します。

cshttpdプロセスが SSLサブシステムを使用す
るかどうかを指定します。

service.http.ssl.port.enable "no" SSL設定のために、値を “yes”に変更します。

注 –これによって、そのポートで待機するために
HTTPプロセスが無効になることはありません。
HTTPを実際に無効にする方法はありませんが、
機能していない別のポートに HTTPを割り当てる
ことができます。

service.http.enable=”no”を設定しないで
ください。HTTPSプロセスも無効になります。

service.http.ssl.port "443" cshttpdプロセスが Calendar Serverユーザーか
らの HTTPS要求を待機する SSLポートの番号を
指定します。

この値を、HTTPが使用するのと同じデフォルト
ポート ("80")に設定しないでください。

service.http.ssl.securesession "yes" セッション全体を暗号化するかどうかを指定しま
す。

service.http.ssl.certdb.path "alias" SSL証明書データベースの場所への物理パスを指
定します。

service.http.ssl.certdb.password "password" SSL証明書データベースのアクセスパスワードを
指定します。

service.http.ssl.sourceurl "https://localhost:443" 発信元ソース URLの SSLホスト名とポート番号
を指定します。
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表 E–6 SSLの設定パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

service.http.ssl.ssl2.ciphers "" SSL2用の暗号化方式を指定します。

service.http.ssl.ssl2.sessiontimeout "0" SSL2のセッションタイムアウトを指定します。

service.http.ssl.ssl3.ciphers
"rsa_rc4_40_md5,
rsa_rc2_40_md5,
rsa_des_sha,
rsa_rc4_128_md5,
rsa_3des_sha"

サポートされる、または有効な SSL暗号化方式の
リストを指定します。

service.http.ssl.ssl3.

sessiontimeout

"0" SSLセッションのタイムアウト値を指定します。

ホストされたドメインの設定
次の表は、ホストされた (仮想)ドメインの設定用パラメータ、各パラメータのデ
フォルト値、説明を示しています。

表 E–7ホストされたドメインをサポートするための設定パラメータ

パラメータ
デフォルト
値 説明

service.virtualdomain.

support

"n" ホストされた (仮想)ドメインモードのサポートを有効 ("y")または無
効 ("n")にします。

local.schemaversion "1" LDAPスキーマのバージョンを指定します。
� "1" = Sun LDAP Schema 1。 service.dcrootも参照してくだ
さい。

� "2" = Sun LDAP Schema 2。 service.schema2rootも参照し
てください。

service.dcroot " " local.schemaversion = 1 の場合に、LDAP ディレクトリの DC
ツリーのルートサフィックスを指定します。次に例を示します。
"o=internet"

service.schema2root " " local.schemaversion = 2 の場合に、下にすべてのドメインが属
するルートサフィックスを指定します。次に例を示します。
"o=sesta.com"

service.defaultdomain " " Calendar Serverのこのインスタンスのデフォルトドメインを指定しま
す。ログイン時にドメイン名が指定されない場合は、このドメイン名
が適用されます。次に例を示します。"sesta.com"

service.loginseparator "@+" Calendar Serverが userid[login-separator ]domainをパースするときに
login-separatorで使用される区切り文字を指定します。Calendar
Serverは各区切り文字を順に使用します。
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表 E–7ホストされたドメインをサポートするための設定パラメータ (続き)

パラメータ
デフォルト
値 説明

service.siteadmin.userid " " ドメイン管理者のユーザー IDを指定します。

service.siteadmin.cred
" " ドメイン管理者のパスワードを指定します。

アラーム通知のパラメータ
次の表は、アラーム通知サーバー設定用のパラメータ、各パラメータのデフォルト
値、説明を示しています。

表 E–8 ics.confファイルのアラーム通知設定用パラメータ

パラメータ デフォルト値 説明

alarm.diskstat.msgalarmdescription "percentage
calendar
partition disk
space available"

ディスク容量の不足時に送信されるメッセー
ジ。

alarm.diskstat.msgalarmstatinterval "3600" ディスク容量を監視する間隔 (秒単位)。

alarm.diskstat.msgalarmthreshold "10" 警告メッセージの送信対象となる使用可能な
ディスク容量の割合 (パーセント)。

alarm.diskstat.msgalarmthresholddirection "-1" alarm.diskstat.msgalarmthresholdに
設定される割合を上回っているか、または下
回っているか。-1は下回っており、1は上
回っています。

alarm.diskstat.

msgalarmwarninginterval

"24" 不十分なディスク容量に関する警告メッセー
ジを送信する間隔 (時間単位)。

alarm.msgalarmnoticehost "localhost" サーバーアラームの送信に使用される SMTP
サーバーのホスト名。

alarm.msgalarmnoticeport "25" サーバーアラームの送信に使用される SMTP
ポート。

alarm.msgalarmnoticercpt
"Postmaster
@localhost"

サーバーアラームの送信先電子メールアドレ
ス。

alarm.msgalarmnoticesender
"Postmaster
@localhost"

サーバーが送信するアラームの送信元として
指定される電子メールアドレス。

454 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



表 E–8 ics.confファイルのアラーム通知設定用パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

alarm.msgalarmnoticetemplate
"" 送信する電子メールアラームのデフォルト形

式。

"From: %s\nTo: %s\nSubject: ALARM:
%s of \"%s\" is n\n%s\n"

alarm.responsestat.

msgalarmdescription

"calendar
service not
responding"

サービスからの応答がない場合に送信される
メッセージ。

alarm.responsestat.

msgalarmstatinterval

"3600" サービスを監視する間隔 (秒単位)。

alarm.responsestat.

msgalarmthreshold

"100" サービスの応答がない場合にだけ警告
メッセージを送信します。

alarm.responsestat.

msgalarmthresholddirection

"-1" alarm.responsestat.

msgalarmthresholdの割合を上回っている
か、または下回っているかを指定します。

-1は下回っており、1は上回っています。

alarm.responsestat.

msgalarmwarninginterval

"24" サービスからの応答がないことに関する警告
メッセージを送信する間隔 (時間単位)。

カレンダ検索データベースの設定
次の表は、カレンダ検索データベース (CLD)設定用のパラメータ、各パラメータのデ
フォルト値、説明を示しています。

表 E–9 ics.confファイルのカレンダ検索データベース (CLD)設定パラメータ

パラメータ デフォルト値 説明

csapi.plugin.calendarlookup "n" カレンダ検索プラグインを有効 ("y")または無効
("n")にします。

csapi.plugin.calendarlookup.name "*" ロードするカレンダ検索プラグインの名前を指定し
ます。この値にアスタリスク ("*")を指定すると、
Calendar Serverはすべてのプラグインをロードしま
す。

付録 E • Calendar Serverの設定パラメータ 455



表 E–9 ics.confファイルのカレンダ検索データベース (CLD)設定パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

caldb.cld.type "local" 使用する CLDプラグインの種類を指定します。

"local"は、Calendar Serverが稼動するローカル
サーバーにすべてのカレンダが格納され、プラグイ
ンをロードしないことを指定します。

"directory"は、LDAP CLDプラグインを指定し
ます。目的のカレンダを格納しているサーバーは、
カレンダ所有者の icsDWPHost LDAP属性を使用し
て特定されます。

caldb.dwp.server.default " " LDAPサーバーデータベース内のユーザーまたはリ
ソースのカレンダエントリが icsDWPHost属性を持
たない場合に、Calendar Serverが使用するデフォル
トの DWPサーバーの名前を完全修飾名で指定しま
す。

Communications Express経由、またはWCAPコマ
ンドを使用して Calendar Serverにログインするユー
ザーが icsDWPHost属性を持たない場合、Calendar
Serverはこのパラメータを使用して属性の自動プロ
ビジョニングを行います。

ユーザーがすでに icsDWPHost属性を持っている場
合は、caldb.dwp.server.defaultは使用されま
せん。

この名前は、DNS (ドメイン名サービス)によって有
効な IPアドレスに解決できる必要があります。

caldb.cld.cache.enable "yes" カレンダ検索データベース (CLD)のキャッシュオプ
ションを有効 ("yes")または無効 ("no")にします。
LDAP CLDプラグインのパフォーマンスを最適にす
るには、"yes"を指定します。

caldb.cld.cache.logfilesizemb "10" チェックポイントファイルの最大サイズをMバイト
単位で指定します。

caldb.cld.cache.mempoolsizemb "4" 共有メモリーのサイズをMバイト単位で指定しま
す。

caldb.cld.cache.maxthread "1000" データベーススレッドの最大数を指定します。

caldb.cld.cache.homedir.path "." CLDキャッシュオプションのデータベース予定、作
業、アラームファイルの場所を指定します。デ
フォルト値の "."を指定した場合、これらのファイ
ルは /var/opt/SUNWics5/csdb/cld_cache
ディレクトリに格納されます。

caldb.cld.cache.checkpointinterval "60" チェックポイントの間隔を秒単位で指定します。
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表 E–9 ics.confファイルのカレンダ検索データベース (CLD)設定パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

caldb.cld.cache.circularlogging "yes" CLDキャッシュオプション用に同期されたあとに
チェックポイントファイルを削除するかどうかを指
定します。

caldb.dwp.server.host-name .ip " " カレンダデータベースを格納するサーバーのホスト
名を指定します。このサーバーでは、DWP (csdwpd)
サービスが稼動している必要があります。この名前
は、DNS (ドメイン名サービス)によって有効な IPア
ドレスに解決できる必要があります。このパラメー
タには、LDAP CLDプラグインによって使用されま
す。

注:パラメータの各部で同じ host-nameを完全修飾名
で指定します。次に例を示します。

caldb.dwp.server.sesta.com.ip="sesta.com"

caldb.dwp.connthreshold "1" サーバーが新しいネットワーク接続を獲得する前に
バックログされる要求の最大数。

caldb.dwp.initconns "2" DWP (データベースワイヤプロトコル)サービスクラ
イアントが各 DWPサービスホストに対して確立する
接続の初期数。

caldb.dwp.initthreads "2" DWP (データベースワイヤプロトコル)サービス要求
を処理するスレッドの初期数。

caldb.dwp.maxcons "1000" DWP (データベースワイヤプロトコル)サービスを使
用するサーバーに許容される接続の最大数。

caldb.dwp.maxthreads "20" DWP (データベースワイヤプロトコル)サービスを使
用するサーバーに許容されるスレッドの最大数。

caldb.dwp.md5 "n" すべての DWP (データベースワイヤプロトコル)サー
ビス要求に対してサーバーがMD5 (Message Digest
5)の一方向ハッシュチェックを行うかどうかを指定
します。一方向ハッシュ機能は、メッセージ認証用
の電子署名を作成するために使用されます。
� "n": MD5ハッシュチェックを無効にします。
� "y": MD5ハッシュチェックを有効にします。

caldb.dwp.server.hostname.ip " " 指定したマシンのホスト名で DWP (データベースワ
イヤプロトコル)サービスを使用するサーバーの IP
アドレスを指定します。

caldb.dwp.server.hostname.port "9779" 指定したマシンのホスト名で DWP (データベースワ
イヤプロトコル)サービスを使用するサーバーのポー
ト番号を指定します。

caldb.dwp.server.back-end-server
.admin

" " フロントエンドサーバーで、バックエンドサーバー
との DWP接続の認証に使用されるユーザー IDを指
定します。 back-end-serverはサーバー名です。
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表 E–9 ics.confファイルのカレンダ検索データベース (CLD)設定パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

caldb.dwp.server.back-end-server.cred " " フロントエンドサーバーで、バックエンドサーバー
との DWP接続の認証に使用されるパスワードを指定
します。 back-end-serverはサーバー名です。

caldb.dwp.stacksize "65536" DWP (データベースワイヤプロトコル)サービスス
レッドのスタックサイズ。

caldb.cld.directory.ldapbasedn LDAPプラグインがカレンダ検索機構に使用されて
いる場合の認証するベース DN。

caldb.cld.directory.ldaphost LDAPプラグインがカレンダ検索機構に使用される
場合にアクセスする LDAPサーバーのホスト名。

caldb.cld.directory.ldapbindcred LDAPプラグインがカレンダ検索機構に使用される
場合に local.authldapbinddnの設定で指定され
たユーザーのバインド資格情報 (パスワード)。

caldb.cld.directory.ldapbinddn LDAPプラグインがカレンダ検索機構に使用される
場合に、ユーザーの DNを検索するための認証用の
バインドに使用する DN。

caldb.cld.directory.ldapport "389" LDAPプラグインがカレンダ検索機構に使用される
場合にアクセスする LDAPサーバーのポート番号。

csapi.plugin.authentication "n" "y"を指定すると、
csapi.plugin.authentication.nameに設定さ
れるプラグインだけがロードされます。指定しない
場合は、すべての認証クラスプラグインがアル
ファベット順にロードされます。認証には、これら
のプラグインがアルファベット順に使用されます。

csapi.plugin.authentication.name " " csapi.plugin.loadallに "n"を指定し、
csapi.plugin.authenticationに "y"を指定した場合、
このプラグインだけがロードされます。指定しな
い、または空白 (" ")の場合、すべての認証クラスプ
ラグインがロードされます。

logfile.dwp.buffersize "0" DWP (データベースワイヤプロトコル)サービスのロ
グバッファーのサイズ (バイト単位)。

logfile.dwp.expirytime "604800" DWP (データベースワイヤプロトコル)サービスのロ
グファイルの有効期限が切れるまでの時間 (秒単位)。

logfile.dwp.flushinterval "60" バッファーの内容を DWP (データベースワイヤプロ
トコル)サービスのログファイルにフラッシュする間
隔 (秒単位)。

logfile.dwp.logdir "logs" DWP (データベースワイヤプロトコル)サービスのロ
グファイルが格納されるディレクトリ。
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表 E–9 ics.confファイルのカレンダ検索データベース (CLD)設定パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

logfile.dwp.loglevel "Notice" サーバーがログに記録する DWP (データベースワイ
ヤプロトコル)の情報の詳細度を指定します。DWP
(データベースワイヤプロトコル)の各ログレベルに
は、次のいずれかのレベルが割り当てられます。
CRITICAL、ERROR、WARNING、NOTICE、
INFORMATION、DEBUG (重要度順)。この詳細度を
CRITICALに設定した場合、サーバーがログに記録
する情報の詳細度は最も低くなります。最も高い詳
細度でログを記録するには、DEBUGを指定します。
たとえば、WARNINGを指定した場合は、
CRITICAL、ERROR、WARNINGの各レベルのログ
レベルのみが記録されます。

logfile.dwp.maxlogfiles "10" ログディレクトリ内の DWP (データベースワイヤプ
ロトコル)に関連したログファイルの最大数。

logfile.dwp.maxlogfilesize "2097152" DWP (データベースワイヤプロトコル)の各ログ
ファイルの最大サイズ (バイト単位)。

logfile.dwp.maxlogsize "20971520" DWP (データベースワイヤプロトコル)のすべてのロ
グファイルの最大合計ディスク容量 (バイト単位)。

logfile.dwp.minfreediskspace "5242880" DWP (データベースワイヤプロトコル)サービスアク
ティビティーのログ記録用に必要な最小ディスク空
き容量 (バイト単位)。この値に達すると、サーバーは
古いログファイルの有効期限を終了してディスクの
空き容量を増やそうとします。最小空き容量を回復
できない場合、すべてのログの記録は一時的に停止
されます。

logfile.dwp.rollovertime "86400" DWP (データベースワイヤプロトコル)サービスのロ
グファイルのローテーション間隔 (秒単位)。

service.dwp.admin.userid " " バックエンドサーバーで、DWP接続の認証に使用す
るユーザー IDを指定します。このパラメータは省略
可能です。バックエンドサーバーがユーザー IDを指
定しない場合、認証は行われません。

service.dwp.admin.cred " " バックエンドサーバーで、DWP接続の認証に使用す
るパスワードを指定します。このパラメータは省略
可能です。バックエンドサーバーがパスワードを指
定しない場合、認証は行われません。

service.dwp.calendarhostname "localhost" DWP (データベースワイヤプロトコル)を実行してい
るマシンのホスト名。

service.dwp.maxthreads "1000" 並行して実行できる DWP (データベースワイヤプロ
トコル)サービススレッドの最大数。
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表 E–9 ics.confファイルのカレンダ検索データベース (CLD)設定パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

service.dwp.numprocesses "1" サーバーでの実行が必要な DWP (データベースワイ
ヤプロトコル)サービス (csdwpd)プロセスの最大並
行実行数。

複数の CPUを持つサーバーについては、330ページ
の「複数 CPU間でのロードバランスの使用」を参照
してください。

service.dwp.enable "no" "yes"を指定すると、すべてのサービスを開始すると
きに csdwpdサービスを開始し、すべてのサービス
を終了するときに csdwpdサービスを終了します。

service.dwp.idletimeout "86400" アイドル状態にある DWP (データベースワイヤプロ
トコル)サービスの持続的接続を閉じるまでの時間
(秒単位)。

service.dwp.port "59779" DWP (データベースワイヤプロトコル)サービスが待
機するポートの番号。この値は、LDAP CLDプラグ
インのデフォルトポート番号です。

service.dwp.ldap.enable "yes" DWP (データベースワイヤプロトコル)サービス
(csdwpd)のリモートユーザーの認証で LDAPを有効
("yes")または無効 ("no")にします。

service.calendarsearch.ldap "yes" Calendar Serverが LDAPディレクトリの後にカレン
ダデータベースを検索するか ("yes")、カレンダデー
タベースだけを検索するか ("no")を指定します。

LDAPデータキャッシュの設定パラメータ
次の表は、ics.confファイル内の LDAPデータキャッシュに関するパラメータを示
しています。

表 E–10 LDAPデータキャッシュの設定パラメータ

パラメータ 説明

local.ldap.cache.enable LDAPデータキャッシュを有効 (“yes”)または無効 (“no”)に
します。デフォルトは “no”です。

local.ldap.cache.checkpointinterval チェックポイントスレッドがスリープするまでの秒数を指定し
ます。デフォルトは “60”秒です。

local.ldap.cache.circularlogging 古いキャッシュファイルを削除するかどうかを指定します。デ
フォルトは “yes”です。
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表 E–10 LDAPデータキャッシュの設定パラメータ (続き)
パラメータ 説明

local.ldap.cache.homedir.path LDAPデータキャッシュデータベースの物理的な場所を指定し
ます。デフォルトは
/var/opt/SUNWics5/csdb/ldap_cacheです。

local.ldap.cache.logfilesizemb チェックポイントファイルの最大サイズをMバイト単位で指
定します。デフォルトは “10”Mバイトです。

local.ldap.cache.maxthreads LDAPデータキャッシュデータベースの最大スレッド数を指定
します。デフォルトは “1000”です。

local.ldap.cache.mempoolsizemb 共有メモリーのサイズをMバイト単位で指定します。デ
フォルトは “4”Mバイトです。

local.ldap.cache.entryttl LDAPデータキャッシュエントリの存続時間 (TTL)を秒単位で
指定します。デフォルトは “3600”秒 (1時間)です。

local.ldap.cache.stat.enable LDAPデータキャッシュへのアクセスをログに記録し、ログ
ファイルに統計情報を出力するかどうかを指定します。デ
フォルトは “no”です。

注:このパラメータはデバッグモードだけに適用されます。

local.ldap.cache.stat.interval 統計情報レポートをログファイルに書き込む間隔を秒単位で指
定します。デフォルトは “1800”秒 (30分)です。

local.ldap.cache.cleanup.interval データベースクリーンアップの間隔を秒単位で指定します。デ
フォルトは “1800”秒 (30分)です。

リソースカレンダの設定パラメータ
リソースカレンダを設定するには、次の表のパラメータを使用します。
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表 E–11リソースカレンダの設定パラメータ

パラメータ デフォルト値 説明

resource.allow.doublebook"no" カレンダの作成時に、リソースカレンダ (会議室や視聴覚機器など
のリソースのカレンダ)の同一時間帯に複数の予定をスケジューリ
ングできるように設定するかどうかを指定します。
� "no":複数のユーザーからの予約は拒否されます。
� "yes":複数のユーザーからの予約は許可されます。
このパラメータは、リソースカレンダの作成時にのみ使用され
ます。
リソースカレンダの作成後は、Calendar Serverはカレンダの
プロパティー (ics50calprops.db)を参照して複数のユー
ザーからの予約の可否を決定します。
リソースカレンダのカレンダプロパティーを変更して複数の
ユーザーからの予約の可否を変更する場合は、-kオプション
を指定した csresourceコマンドを実行します。

resource.default.acl リソースカレンダを作成するときに使用されるデフォルトのアク
セス制御設定を指定します。

デフォルトは次のとおりです。
"@@o^a^r^g;@@o^c^wdeic^g;@^a^rsf^g"

シングルサインオン (SSO)の設定
� 462ページの「Access Managerによる SSOの設定」
� 463ページの「Communicationsサーバーの信頼できるサークルテクノロジを利用
した SSOの設定」

Access Managerによる SSOの設定
次の表は、Access Managerを使用する場合の SSO設定用のパラメータ、各パラメー
タのデフォルト値、説明を示しています。

表 E–12 ics.confファイルの SSO設定パラメータ (Access Managerを使用する場合)

パラメータ デフォルト 説明

local.calendar.sso.singlesignoff ”yes” Calendar Serverの SSOを有効 (“yes”)または
無効 (“no”)にします。

local.calendar.sso.amcookiename “iPlanetDirectoryPro” Access Managerの SSO cookie名を指定しま
す。

local.calendar.sso.amnamingurl
”http://AccessManager:port
/amserver/namingservice”

Access Managerの SSOネーミングサービス
の URLを指定します。
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表 E–12 ics.confファイルの SSO設定パラメータ (Access Managerを使用する場合) (続き)
パラメータ デフォルト 説明

local.calendar.sso.amloglevel ”3” Access Manager SSOのログレベルを指定し
ます。範囲は 1 (非出力)から 5 (詳細)です。

local.calendar.sso.logname “am_sso.log” Access Managerの SSO APIログファイル名
を指定します。

Communicationsサーバーの信頼できるサークルテクノロ
ジを利用した SSOの設定
次の表は、Communicationsサーバーの信頼できるサークルテクノロジを使用する場
合の SSO設定用のパラメータ、各パラメータのデフォルト値、説明を示しています。

表 E–13 ics.confファイルの SSO設定パラメータ (Communicationsサーバーの信頼できるサークルテクノロジ
を使用する場合)

パラメータ デフォルト値 説明

sso.appid "ics50" Calendar Serverのこのインストールの一意のアプリケー
ション ID。信頼できるそれぞれのアプリケーションは、一
意のアプリケーション IDを持ちます。例:
sso.appid="ics50"

sso.appprefix "ssogrp1" SSO cookieのフォーマットに使用される接頭辞値。
Calendar Serverは、この接頭辞を持つ SSO cookieだけを
認識するため、信頼できるすべてのアプリケーションがこ
れと同じ値を使用する必要があります。

Calendar Serverが値にハイフン (-)を追加するため、アプ
リケーションの接頭辞はハイフンで終わってはいけませ
ん。次に例を示します。

sso.appprefix="ssogrp1"

sso.appid.url sso.appidに指定された値の検証 URL。例:

"sso.ics50.url="http://siroe.com:80/
default.html"

sso.nnn.ip sso.appid.ip sso.appidに指定された値の IPアドレス。例:
sso.ics50.ip=

"123.12.456.123"

sso.cookiedomain "." 指定ドメイン内のサーバーだけに cookieを送信するように
ブラウザに指示します。

この値は、ピリオド (.)から開始する必要があります。次
に例を示します。

".sesta.com"
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表 E–13 ics.confファイルの SSO設定パラメータ (Communicationsサーバーの信頼できるサークルテクノロジ
を使用する場合) (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

sso.enable "1" SSOを有効または無効にします。
� "1" (デフォルト): SSO機能を有効にします。
� "0": SSO機能を無効にします。
このパラメータが ics.confに指定されていない場
合、Calendar Serverは SSO機能を無視します。

sso.singlesignoff "true" "true"を指定すると、ユーザーがログアウトするとき
に、サーバーは sso.apprefixの設定値と一致するユーザー
のすべての SSO cookieを削除します。"false"を指定し
た場合は、サーバーは SSOユーザー cookieだけを削除し
ます。

sso.userdomain " " ユーザーの SSO認証の一部として使用されるドメインを指
定します。

sso.appid.url=" verifyurl" " " ピア SSOホストの検証 URL値を指定します。信頼できる
ピアごとにこのパラメータが必要となります。

appidは、SSO cookieが信頼できるピア SSOホストのア
プリケーション IDです。Calendar Serverの appidは
ics50です。

verifyurlは、次の形式で信頼できるピアの URLを識別しま
す。"http://host:port/VerifySSO?"。VerifySSO
のあとの疑問符 (?)を省略しないでください。

hostはホストの URL、portはホストのポート番号を示し
ます。

たとえば、ポート番号 8883の sesta.com上の Calendar
Serverであれば、次のように指定します。

sso.ics50.url=

"http://sesta.com:8883/VerifySSO?"

GSE (グループスケジューリングエンジン)の設定
次の表は、GSE (グループスケジューリングエンジン)設定用のパラメータ、各パラ
メータのデフォルト値、説明を示しています。
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表 E–14 ics.confファイルの GSE (グループスケジューリングエンジン)設定パラメータ

パラメータ デフォルト値 説明

gse.autorefreshreplystatus "yes" 自動再読み込み機能を有効または無効にします。自動再
読み込みを有効にすると、出席者が予定企画者に返信し
たあとに、その出席者の返信状態が、予定されているそ
の予定のその他の出席者にも反映されます。
� "yes":自動再読み込みを有効にします。
� "no":自動再読み込みを無効にします。

gse.belowthresholdtimeout "3" 受信ジョブのスケジュールキューをサーバーが走査する
までの時間を秒単位で指定します。キューに含まれる
ジョブが許容最大しきい値より多い場合、最後のス
レッドが常にジョブキューをもう一度走査します。この
ため、この設定はジョブの数が最大しきい値より少ない
場合にだけ適用されます。

この値を大きくすると、サーバーがジョブキューを走査
する回数が減り、全体的なパフォーマンスが向上しま
す。

gse.maxthreads "10" スケジュールキューを処理するためにサーバーが並行し
て使用できるスレッドの最大数を指定します。各ス
レッドは、キュー内の 1つのジョブを処理します。

gse.retryexpiredinterval "86400" サーバーがグループスケジューリングジョブの完了を再
試行する最大時間を秒単位で指定します。再試行の時間
が指定の最大時間を超えると、サーバーは再試行有効期
限が切れた状態としてそのジョブを扱い、エラーを出力
します。

デフォルト値の 86400秒は 1日を意味することに注意し
てください。

gse.retryinterval "300" 直前に失敗したジョブをサーバーが再試行する頻度を秒
単位で指定します。サーバーは、ネットワークエラーが
発生した場合にだけ失敗ジョブを再試行します。ただ
し、このようなエラーのほとんどは致命的なエラーとし
て扱われ、再試行とは見なされません。

gse.stacksize "65535" グループスケジューリングスレッドの最大スタックサイ
ズを指定します (バイト単位)。

データベースの設定
次の表は、データベース処理の設定で使用される ics.confパラメータを一覧表示し、
各パラメータのデフォルト値と説明を示しています。
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表 E–15 ics.confファイルのデータベース設定用パラメータ

パラメータ デフォルト値 説明

caldb.berkeleydb.checkpointinterval "60" チェックポイントデータベーストランザク
ションの間隔 (秒単位)。

caldb.berkeleydb.circularlogging "yes" "yes"を指定すると、トランザクションの同期
がとれた後でデータベースチェックポイント
ファイルが削除されます。自動バックアップを
有効にしていないかぎり、この値を “no”に設
定しないでください。

caldb.berkeleydb.deadlockinterval "100" ブレークが必要なデータベースデッドロックの
チェック間隔 (ミリ秒単位)。

caldb.berkeleydb.homedir.path "." データベース予定、作業、アラームファイルが
格納されるディレクトリ (プログラム実行可能
ファイルに対する相対パス、または絶対パス)。
デフォルトは “.”で、次のディレクトリが指定
されます。

/var/opt/SUNWics5/csdb

caldb.berkeleydb.logfilesizemb "10" データベースチェックポイントファイルの最大
サイズ (Mバイト単位)。

caldb.berkeleydb.maxthreads "10000" データベース環境で準備が必要なスレッドの最
大数。

caldb.berkeleydb.mempoolsizemb "4" データベース環境の共有メモリーのサイズ (M
バイト単位)。

caldb.calmaster " " データベースの管理を担当するユーザーまたは
エイリアスの電子メールアドレス。

caldb.counters "yes" "yes"を指定すると、データベース統計情報
(読み取り、書き込み、削除)がカウントされま
す。

caldb.counters.maxinstances "100" カウンタを持てるカレンダの最大数。カレンダ
でカウンタを有効にするには、cscalコマンド
行ユーティリティーを使用します。

caldb.smtpmsgfmtdir "en" 電子メール通知のフォーマットに使用する
ファイルのローカライズされたバージョンを含
む、/etc/opt/SUNWics5/config内のディレ
クトリを指定します。

たとえば、"en"は英語にローカライズされた
バージョンのディレクトリを指定し、"fr"はフ
ランス語にローカライズされたバージョンの
ディレクトリを指定します。

caldb.smtpport "25" SMTPホストのポート。

466 Sun Java System Calendar Server 6 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



カレンダデータベースの自動バックアップ
次の表は、自動バックアッププロセス (csstored)で使用されるパラメータを一覧表
示し、使用可能なデフォルト値と ics.confパラメータの説明を示しています。

表 E–16自動バックアッププロセスで使用される ics.confパラメータ

パラメータ デフォルト値 説明

logfile.store.logname defaultstore.log ログファイルの名前。

logfile.logdir "." ログディレクトリへのパス。

caldb.berkeleydb.homedir.path なし ライブデータベースへのパス。

caldb.berkeleydb.archive.path なし アーカイブバックアップへのパス。

caldb.berkeleydb.hotbackup.path なし ホットバックアップへのパス。

caldb.berkeleydb.archive.enable "yes" 自動的なアーカイブバックアップを有効また
は無効にします。

caldb.berkeleydb.hotbackup.enable "yes" 自動的なホットバックアップを有効または無
効にします。

caldb.berkeleydb.hotbackup.mindays "3" ディスク上に保持するホットバックアップコ
ピーの最小日数。

caldb.berkeleydb.hotbackup.

maxdays

"7" ディスク上に保持するホットバックアップコ
ピーの最大日数。

caldb.berkeleydb.hotbackup.

threshold

"70" 古いホットバックアップコピーの破棄をトリ
ガーする使用ディスク容量の割合 (パーセン
ト)。

caldb.berkeleydb.archive.mindays "3" ディスク上に保持するアーカイブバック
アップコピーの最小日数。

caldb.berkeleydb.archive.maxdays "7" ディスク上に保持するアーカイブバック
アップコピーの最大日数。

caldb.berkeleydb.archive.threshold "70" 古いアーカイブバックアップのコピーの破棄
をトリガーする使用ディスク容量の割合 (パー
セント)。

caldb.berkeleydb.circularlogging "yes" バックアップコピー数および占有するディス
ク容量の管理を有効または無効にします。

caldb.berkeleydb.archive.interval "120" 新しいトランザクションログを開始する間隔
(秒単位)。

alarm.msgalarmnoticercpt "root@

localhost"

必要な場合に通知する管理者の電子メールア
ドレスです。
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表 E–16自動バックアッププロセスで使用される ics.confパラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

service.store.enable

(ics.confファイルに含まれない)

"yes" start-calによって、csstoredを起動でき
るようにします。start-calによって
csstoredを起動できないようにする場合
は、ics.confファイルに追加して、"no"に
設定する必要があります。

ENSメッセージ用のカレンダデータベースパラ
メータ
次の表は、カレンダデータベースの設定で使用されるパラメータ、デフォルト値、お
よびその説明を示しています。デフォルト値以外の値を指定するときは、ics.conf
ファイルで設定する必要があります。

表 E–17 ENSメッセージ用のカレンダデータベースパラメータ

パラメータ デフォルト値 説明

caldb.serveralarms.url "enp:///ics/alarm" ENSメッセージの URLを指定します。

caldb.serveralarms.contenttype "" アラームデータの内容の種類を指定し
ます。"text/xml"または
"text/calendar"を指定できます。

caldb.berkeleydb.ensmsg.createcal "no" カレンダの作成時に ENSメッセージを
作成します。

caldb.berkeleydb.ensmsg.createcal.url "enp:///ics/calendarcreate"ENSメッセージの URLを指定します。

caldb.berkeleydb.ensmsg.createcal.contenttype"text/xml" メッセージデータの内容の種類を指定
します。"text/xml" (デフォルト)ま
たは "text/calendar"を指定できま
す。

caldb.berkeleydb.ensmsg.deletecal "no" カレンダの削除時に ENSメッセージを
作成します。

caldb.berkeleydb.ensmsg.deletecal.url "enp:///ics/calendardelete"ENSメッセージの URLを指定します。

caldb.berkeleydb.ensmsg.deletecal.contenttype"text/xml" メッセージデータの内容の種類を指定
します。"text/xml" (デフォルト)ま
たは "text/calendar"を指定できま
す。

caldb.berkeleydb.ensmsg.modifycal "no" カレンダの修正時に ENSメッセージを
作成します。

caldb.berkeleydb.ensmsg.modifycal.url"enp:///ics/calendarmodify"ENSメッセージの URL。
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表 E–17 ENSメッセージ用のカレンダデータベースパラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

caldb.berleleydb.ensmsg.modifycal.contenttype"text/xml" メッセージデータの内容の種類を指定
します。"text/xml" (デフォルト)ま
たは "text/calendar"を指定できま
す。

caldb.berkeleydb.ensmsg.createevent "no" 予定の作成時に ENSメッセージを作成
します。

caldb.berkeleydb.ensmsg.createevent.url"enp:///ics/caleventcreate"ENSメッセージの URLを指定します。

caldb.berleleydb.ensmsg.createevent.contenttype"text/xml" メッセージデータの内容の種類を指定
します。"text/xml" (デフォルト)ま
たは "text/calendar"を指定できま
す。

caldb.berkeleydb.ensmsg.modifyevent"no" 予定の修正時に ENSメッセージを作成
します。

caldb.berkeleydb.ensmsg.modifyevent.url"enp:///ics/caleventmodify"ENSメッセージの URLを指定します。

caldb.berleleydb.ensmsg.modifyevent.contenttype"text/xml" メッセージデータの内容の種類を指定
します。"text/xml" (デフォルト)ま
たは "text/calendar"を指定できま
す。

caldb.berkeleydb.ensmsg.deleteevent "no" 予定の削除時に ENSメッセージを作成
します。

caldb.berkeleydb.ensmsg.deleteevent.url"enp:///ics/caleventdelete"ENSメッセージの URLを指定します。

caldb.berkeleydb.ensmsg.deleteevent.contenttype"text/xml" メッセージデータの内容の種類を指定
します。"text/xml" (デフォルト)ま
たは "text/calendar"を指定できま
す。

caldb.berkeleydb.ensmsg.createtodo "no" 仕事の作成時に ENSメッセージを作成
します。

caldb.berkeleydb.ensmsg.createtodo.url"enp:///ics/caltodocreate"ENSメッセージの URLを指定します。

caldb.berleleydb.ensmsg.createtodo.contenttype"text/xml" メッセージデータの内容の種類を指定
します。"text/xml" (デフォルト)ま
たは "text/calendar"を指定できま
す。

caldb.berkeleydb.ensmsg.modifytodo "no" 仕事の修正時に ENSメッセージを作成
します。

caldb.berkeleydb.ensmsg.modifytodo.url"enp:///ics/caltodomodify"ENSメッセージの URLを指定します。
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表 E–17 ENSメッセージ用のカレンダデータベースパラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

caldb.berleleydb.ensmsg.modifytodo.contenttype"text/xml" メッセージデータの内容の種類を指定
します。"text/xml" (デフォルト)ま
たは "text/calendar"を指定できま
す。

caldb.berkeleydb.ensmsg.deletetodo "no" 仕事の削除時に ENSメッセージを作成
します。

caldb.berkeleydb.ensmsg.deletetodo.url"enp:///ics/caltododelete"ENSメッセージの URLを指定します。

caldb.berkeleydb.ensmsg.deletetodo.contenttype"text/xml" メッセージデータの内容の種類を指定
します。"text/xml" (デフォルト)ま
たは "text/calendar"を指定できま
す。

ENS (予定通知サーバー)の設定
Calendar Serverは、ENS (予定通知サーバー)という外部の汎用サービスを使用する
ように設定できます。 ENSは、特定の領域に分類できるサーバーレベルの予定レポー
トを受け付け、特定の予定カテゴリが登録されているほかのサーバーに、そのカテゴ
リの予定について通知します。Calendar Serverは ENSを使用してアラーム通知を送
受信します。この通知には、運用上の一般的な警告やエラーメッセージだけでなく、
カレンダ予定および作業の作成、削除、修正も含まれます。

次の表は、ics.confファイル内の ENS (予定通知サーバー)設定用パラメータを示し
ています。また、各パラメータのデフォルト値と説明も示しています。

表 E–18 ics.confファイルの ENS (予定通知サーバー)設定用パラメータ

パラメータ デフォルト値 説明

service.ens.enable "yes" "yes"を指定すると、すべてのサービスを開始すると
きに enpdサービスを開始し、すべてのサービスを終了
するときに enpdサービスを終了します。

service.ens.host "localhost" ENSが稼働するマシンのホスト名。

service.ens.port "57997" ENSが稼働するマシンのポート番号。

service.ens.library "xenp" ENSプラグインの名前。

service.notify.enable "yes" "yes"を指定すると、すべてのサービスを開始すると
きに csnotifydサービスを開始し、すべてのサービス
を終了するときに csnotifydサービスを終了します。
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表 E–18 ics.confファイルの ENS (予定通知サーバー)設定用パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

service.notify.maxretrytime"-1" ENSへの接続に失敗した場合に csnotifydが何回連続し
て再試行するかを指定します。

"-1"を指定すると、アラームスレッドが無制限に再試
行を繰り返します。

service.notify.retryinterval"3" ENSへの接続に失敗したあとに、csnotifydが再試行
を開始するまでの秒数。

service.notify.startupretrytime"0" Calendar Serverが ENSへの接続試行を停止するまでの
合計秒数。この設定は
caldb.serveralarms.maxretrytimeに似ています
が、これはアラームスレッドが最初に開始された場合に
だけ適用されます。アラームスレッドが正常に開始され
たあとは、caldb.serveralarms.maxretrytimeが
使用されます。

"0"を指定すると、起動時に ENSへの接続に失敗した
直後にアラームスレッドが終了します。

ens.startlistener "0" 許容できる値は次のとおりです。
� "1"
� "0"

caldb.berkeleydb.alarmretrytime"300" 復元可能なアラーム配信エラーの発生後、再試行までの
時間を秒単位で指定します。

caldb.berkeleydb.ensmsg.createcal"no" "yes"を指定すると、次の形式のカレンダが作成された
ときに ENS (予定通知サービス)メッセージが作成され
ます。

enp://ics/createcal?calid=cal

caldb.berkeleydb.ensmsg.modifycal"no" "yes"を指定すると、次の形式のカレンダが修正され
たときに ENS (予定通知サービス)メッセージが作成さ
れます。

enp://ics/modifycal?calid=cal

caldb.berkeleydb.ensmsg.deletecal"no" "yes"を指定すると、次の形式のカレンダが削除され
たときに ENS (予定通知サービス)メッセージが作成さ
れます。

enp://ics/deletecal?calid=cal
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表 E–18 ics.confファイルの ENS (予定通知サーバー)設定用パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

caldb.berkeleydb.ensmsg.advancedtopics"no" 修正予定通知の配信方法を指定します。
� "yes":システムは次のそれぞれのトピックに配信す
ることによって、reply、refresh、または
modifyの各トランザクションを区別します。
caldb.berkeleydb.ensmsg.replyevent

caldb.berkeleydb.ensmsg.refreshevent

caldb.berkeleydb.ensmsg.modifyevent
� "no":システムは 3つのタイプ (reply、

refresh、modify)のすべてを次のトピックに配信
します。

caldb.berkeleydb.ensmsg.modifyevent

caldb.berkeleydb.ensmsg.createevent"no" "yes"を指定すると、予定の作成時に ENS (予定通知
サービス)メッセージが作成されます。

caldb.berkeleydb.ensmsg.deleteevent"no" "yes"を指定すると、予定の削除時に ENS (予定通知
サービス)メッセージが作成されます。

caldb.berkeleydb.ensmsg.modifyevent"no" "yes"を指定すると、予定の修正時に ENS (予定通知
サービス)メッセージが作成されます。

caldb.berkeleydb.ensmsg.refreshevent"no" 予定の再読み込み時に Calendar Serverが ENS (予定通
知サービス)メッセージを作成するかどうかを指定しま
す。

caldb.berkeleydb.ensmsg.refreshevent.contenttype"text/xml" 予定の再読み込みに関するメッセージデータの内容の種
類を指定します。"text/xml"または "text/calendar"
を指定できます。

caldb.berkeleydb.ensmsg.refreshevent.url"enp:///ics/caleventrefresh"予定の再読み込みに関する ENS (予定通知サービス)
メッセージの URLを指定します。

caldb.berkeleydb.ensmsg.replyevent"no" 予定の返信に関する ENS (予定通知サービス)メッセー
ジを Calendar Serverが作成するかどうかを指定しま
す。

caldb.berkeleydb.ensmsg.replyevent.contenttype"text/xml" 予定の返信に関するメッセージデータの内容の種類を指
定します。"text/xml"または "text/calendar"を
指定できます。

caldb.berkeleydb.ensmsg.replyevent.url
"enp:///ics
/caleventreply"

予定の返信に関する ENS (予定通知サービス)メッセー
ジの URLを指定します。

caldb.berkeleydb.ensmsg.createtodo"no" "yes"を指定すると、次の形式の仕事 (作業)が作成さ
れたときに ENS (予定通知サービス)メッセージが作成
されます。

enp://ics/createtodo?
uid=uid&rid=rid
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表 E–18 ics.confファイルの ENS (予定通知サーバー)設定用パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

caldb.berkeleydb.ensmsg.modifytodo"no" "yes"を指定すると、次の形式の仕事 (作業)が修正され
たときに ENS (予定通知サービス)メッセージが作成さ
れます。

enp://ics/modifytodo?
uid=uid&rid=rid

caldb.berkeleydb.ensmsg.deletetodo"no" "yes"を指定すると、次の形式の仕事 (作業)が削除さ
れたときに ENS (予定通知サービス)メッセージが作成
されます。

enp://ics/deletetodo?uid=uid&rid=rid

caldb.berkeleydb.ensmsg.qsize"10000" メモリー内の ENS (予定通知サーバー)メッセージ
キューの初期サイズ。このキューには、アラーム以外の
ENSメッセージが格納されます。

caldb.berkeleydb.ensmsg.schedreq"no" "yes"を指定すると、次の形式の削除されたカレンダ
にスケジューリング要求が書き込まれたときに ENS (予
定通知サービス)メッセージが作成されます。

enp://ics/schedreq?calid=cal
&method=method&type={event|todo}
&uid=uid&rid=rid

caldb.serveralarms "yes" "yes"を指定すると、アラーム電子メールが送信されま
す。

caldb.serveralarms.acktimeout"30" ENS (予定通知サーバー)のアラームスレッドが、アラー
ム通知の配信後、csnotifydからの受信確認を待つ秒数
を指定します。この時間が経過すると、アラームス
レッドはアラーム通知が処理されていないものと見な
し、アラーム通知を再配信します。

caldb.serveralarms.dispatchtype "ens" Calendar Serverアラームの送信タイプを指定します。
� "ens":サーバーは外部の ENS (予定通知サーバー)
を使用してアラームを送受信します。

� "smtp":サーバーは ENS (予定通知サーバー)をバイ
パスし、標準の SMTPメッセージとしてアラームを
送信します。

caldb.serveralarms.initthreads"10" サーバーアラームスレッドの初期数。

caldb.serveralarms.maxretrytime"-1" ENS (予定通知サーバー)への接続に失敗した場合にア
ラームスレッドが何回連続して再試行するかを指定しま
す。

"-1"を指定すると、アラームスレッドが無制限に再試
行を繰り返します。

caldb.serveralarms.maxthreads"10" サーバーアラームスレッドの最大数。
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表 E–18 ics.confファイルの ENS (予定通知サーバー)設定用パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

caldb.serveralarms.retryinterval"5" アラームスレッド (csadmindに含まれる)が ENS (予定
通知サーバー)への再接続を試行するまでの秒数。

caldb.serveralarms.stacksize"65536" サーバーアラームスレッドのスタックフレームのサイ
ズ。

caldb.serveralarms.startupretrytime"0" Calendar Serverが、失敗するまでに ENSへの接続試行
を続ける合計秒数。この設定は
caldb.serveralarms.maxretrytimeに似ていますが、これ
はアラームスレッドが最初に開始された場合にだけ適用
されます。アラームスレッドが正常に開始されたあと
は、caldb.serveralarms.maxretrytimeが使用されます。

"0"を指定すると、起動時に ENSへの接続に失敗した
直後にアラームスレッドが終了します。

caldb.smtphost "localhost" この SMTPホストにアラーム電子メールが送信されま
す。

Calendar Server APIの設定
次の表は、Calendar Server API (CSAPI)設定用のパラメータ、各パラメータのデ
フォルト値、説明を示しています。

表 E–19 ics.confファイルの CSAPI設定用パラメータ

パラメータ デフォルト値 説明

csapi.plugin.authentication"n" "y"を指定すると、
csapi.plugin.authentication.name
に設定されているプラグインだけが
ロードされます。

csapi.plugin.accesscontrol"n" アクセス制御プラグインを有効 ("y")
または無効 ("n")にします。

csapi.plugin.authentication"n" "y"を指定すると、
csapi.plugin.authentication.name
に設定されているプラグインだけが
ロードされます。

"n"を指定する、または値を指定し
ない場合は、すべての認証クラスプ
ラグインがアルファベット順にロー
ドされます。認証には、これらのプ
ラグインがアルファベット順に使用
されます。
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表 E–19 ics.confファイルの CSAPI設定用パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

csapi.plugin.authentication.

name

" " csapi.plugin.loadallに "n"を
指定し、
csapi.plugin.authentication
に "y"を指定した場合、このプラグ
インだけがロードされます。指定し
ない、または空白 (" ") の場合、すべ
ての認証クラスプラグインがロード
されます。

csapi.plugin.database "y" "y"を指定すると、
csapi.plugin.database.nameに
設定されているプラグインだけが
ロードされます。

"n"を指定する、または指定しない
場合、すべてのデータベースプラグ
インがアルファベット順にロードさ
れます。

csapi.plugin.database.name
"cs_caldb
_berkeley10"

csapi.plugin.loadallに "n"を
指定し、csapi.plugin.database
に "y"を指定した場合、このプラグ
インだけがロードされます。指定し
ない、または空白 (" ") の場合、すべ
てのデータベースプラグインがアル
ファベット順にロードされます。

csapi.plugin.datatranslator"y" "y"を指定すると、
csapi.plugin.datatranslator.name
に設定されるプラグインだけがロー
ドされます。指定しない場合は、す
べてのデータ変換クラスプラグイン
がアルファベット順にロードされま
す。データ変換には、これらのプラ
グインがアルファベット順に使用さ
れます。

csapi.plugin.datatranslator.

name
"cs_data
translatorcsv10"

csapi.plugin.loadallに "n"を
指定し、
csapi.plugin.datatranslator
に "y"を指定した場合、このプラグ
インだけがロードされます。

空白 (" ")、または指定しない場合、
すべてのデータ変換クラスプラグイ
ンがロードされます。

csapi.plugin.dbtranslator"y" データベースからの出力をフォー
マットするプラグインを有効 ("y")
または無効 ("n")にします。
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表 E–19 ics.confファイルの CSAPI設定用パラメータ (続き)
パラメータ デフォルト値 説明

csapi.plugin.dbtranslator.name"*" csapi.plugin.dbtranslatorに
"y"を指定した場合は、次のいずれ
かの処理が行われます。
� この値が "*"であれば、データ
ベースからの出力をフォーマット
するすべてのプラグインがロード
されます。

� この値がライブラリ名であれば、
この特定のプラグインだけがロー
ドされます。

csapi.plugin.dbtranslatorに
"n"を指定した場合は、この設定は
無視されます。

csapi.plugin.loadall "n" "y"を指定すると、プラグイン
ディレクトリ内のすべてのプラグイ
ンがロードされます。プラグインに
は .soという拡張子が付けられてい
ます。

"n"を指定した場合、対応するパラ
メータによってフラグが付けられた
特定クラスのプラグインだけがロー
ドされます。たとえば、
csapi.plugin.authentication
に "y"を設定した場合は、認証クラ
スプラグインがロードされます。

csapi.plugin.userprefs "n" "y"を指定すると、
csapi.plugin.userprefs.name
に設定されるプラグインだけがロー
ドされます。指定しない場合は、す
べてのユーザー設定クラスプラグイ
ンがアルファベット順にロードされ
ます。ユーザー設定には、これらの
プラグインがアルファベット順に使
用されます。

csapi.plugin.userprefs.name" " csapi.plugin.loadallに "n"を
指定し、
csapi.plugin.userprefsに "y"
を指定した場合は、このパラメータ
が使用されます。指定しない、また
は空白 (" ") の場合、すべてのユー
ザー設定クラスプラグインがロード
されます。それ以外の場合は、この
指定プラグインだけがロードされま
す。
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csmonitorユーティリティーの設定
次の表は、csmonitorユーティリティー設定用のパラメータ、各パラメータのデ
フォルト値、説明を示しています。

表 E–20 ics.confファイル内の csmonitorユーティリティー設定パラメータ

パラメータ デフォルト値 説明

service.monitor.continuous "0" csmonitorを連続してループするかどうかを指定しま
す。

"0":連続的にループしません。

"1":連続的にループします。

このオプションはより多くのシステムリソースを必要
としますが、デバッグモードでは便利です。

service.monitor.loopsdelay "60" 2つの監視ループの間の遅延時間を秒単位で指定しま
す。

service.monitor.emailaddress.from なし csmonitorが送信するメッセージの送信元となる電子
メールアドレスを指定します。

service.monitor.emailaddress.to なし csmonitorが送信するメッセージの送信先となる電子
メールアドレスを指定します。

service.monitor.csdb.logthreshold "90" 正常と判断される最大ディスク消費量のしきい値を、
ディスク容量全体のパーセント値で指定します。カレ
ンダデータベースが存在するディレクトリ (csdb
ディレクトリ)のディスク消費量がこの値を超えると、
csmonitorは警告電子メールメッセージを送信します。

logfile.monitor.logname "csmonitor.log" csmonitorのログファイル名を指定します。

logfile.monitor.maxlogfilesize "2097152" ログファイルの最大サイズを指定します。ログファイ
ルのサイズがこれを超えると、csmonitorはログを
csmonitor.log.timestampという名前で保存し、ログをリ
セットします。

service.monitor.dbglevel "0" デバッグレベルを指定します。この値が大きいほど、
csmonitorは詳細なメッセージを送信します。

カウンタ設定ファイル (counter.conf)
Calendar Serverのカウンタ (統計情報)設定パラメータは、次のファイルに格納され
ます。

/etc/opt/SUNWics5/config/counter.conf
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counter.confファイルはASCIIテキストファイルで、各行にカウンタとそのパラメー
タが定義されています (名前、種類、サイズ (バイト単位)、説明)。空白文字を含むパ
ラメータは二重引用符 (" ") で囲む必要があります。コメント行の先頭文字は感嘆符
(!)です。コメント行は情報提供のみに使用されます。

カウンタ名の最初の部分は、csstatsユーティリティーで使用されるカウンタオブ
ジェクトを識別しています。コマンド行ユーティリティーについては、付録 Dを参照
してください。

注 –カスタマサポート担当者からの指示がないかぎり、counter.confファイルの内
容を変更しないでください。

ここでは、Calendar Serverの counter.confパラメータについて、次の項目を説明
します。

� 478ページの「アラームカウンタ」
� 481ページの「サーバー応答カウンタ」
� 480ページの「グループスケジューリングカウンタ」
� 479ページの「HTTPカウンタ」
� 481ページの「データベースカウンタ」
� 480ページの「WCAPカウンタ」
� 479ページの「ディスク使用率カウンタ」
� 481ページの「セッション状態カウンタ」
� 480ページの「認証カウンタ」

アラームカウンタ
次の表は、各アラームカウンタの名前、種類、サイズ、説明を示しています。

表 E–21 counter.confファイルのアラームカウンタ

名前 種類 サイズ 説明

alarm.high GAUGE 4 記録された最高値。

alarm.low GAUGE 4 記録された最低値。

alarm.current GAUGE 4 監視対象の現在の値。

alarm.warningstate GAUGE 4 警告状態:真 (1)または偽 (0)。

alarm.countoverthreshold COUNTER 4 しきい値に達した回数。

alarm.countwarningsent COUNTER 4 警告の送信回数。

alarm.timelastset.desc TIME 4 現在の値が設定された最終時刻。
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表 E–21 counter.confファイルのアラームカウンタ (続き)
名前 種類 サイズ 説明

alarm.timelastwarning TIME 4 警告が送信された最終時刻。

alarm.timereset TIME 4 リセットが行われた最終時刻。

alarm.timestatechanged.desc TIME 4 アラーム状態が変化した最終時刻。

ディスク使用率カウンタ
次の表は、各ディスク使用率カウンタの名前、種類、サイズ、説明を示しています。

表 E–22 counter.confファイルのディスク使用率カウンタ

名前 種類 サイズ 説明

diskusage.availSpace GAUGE 5 ディスクパーティション内で使用できる合計容
量。

diskusage.lastStatTime TIME 4 統計情報が得られた最終時刻。

diskusage.calPartitionPath STRING 512 カレンダパーティションのパス。

diskusage.percentAvail GAUGE 4 ディスクパーティション内の使用可能容量の割
合 (パーセント)。

diskusage.totalSpace GAUGE 5 ディスクパーティション内の合計容量。

HTTPカウンタ
次の表は、各 HTTPカウンタの名前、種類、サイズ、説明を示しています。

表 E–23 counter.confファイルのHTTP (httpstat)カウンタ

名前 種類 サイズ 説明

httpstat.avgConnectionTime GAUGE 4 接続応答の平均時間。

httpstat.currentStartTime TIME 4 Calendar Serverの起動時刻。

httpstat.lastConnectionTime TIME 4 新規クライアント接続が受け付けられた最終時
刻。

httpstat.maxConnections COUNTER 4 現在の接続が処理される最大回数。

httpstat.maxSessions COUNTER 4 WCAPセッションが処理される最大回数。

httpstat.numConnections COUNTER 4 処理された接続の総数。
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表 E–23 counter.confファイルのHTTP (httpstat)カウンタ (続き)
名前 種類 サイズ 説明

httpstat.numCurrentConnections GAUGE 4 アクティブな接続の現在の数。

httpstat.numCurrentSessions GAUGE 4 WCAPセッションの現在の数。

httpstat.numFailedConnections COUNTER 4 処理された接続失敗の総数。

httpstat.numGoodLogins.desc COUNTER 4 現在の HTTPサーバーによって処理された成功ロ
グインの回数。

httpstat.numFailedLogins COUNTER 4 現在の HTTPサーバーによって処理された失敗ロ
グインの回数。

グループスケジューリングカウンタ
次の表は、各 GSE (グループスケジューリングエンジン)カウンタの名前、種類、サイ
ズ、説明を示しています。

表 E–24 counter.confファイルの GSE (グループスケジューリングエンジン)カウンタ

名前 種類 サイズ 説明

gsestat.lastWakeUpTime TIME 4 GSEが稼動し、ジョブを処理した最終時刻。

gsestat.lastJobProcessedTime TIME 4 GSEがジョブを処理した最終時刻。

gsestat.numJobsProcessed COUNTER 4 GSEが処理したジョブの総数。

gsestat.numActiveWorkerThreads COUNTER 4 アクティブなワーカースレッドの総数。

認証カウンタ
次の表は、各認証カウンタの名前、種類、サイズ、説明を示しています。

表 E–25 counter.confファイルの認証 (authstat)カウンタ

名前 種類 サイズ 説明

authstat.lastLoginTime TIME 4 ユーザーがログインした最終時刻。

authstat.numSuccessfulLogins COUNTER 4 処理された成功ログインの総数。

authstat.numFailedLogins COUNTER 4 処理された失敗ログインの総数。

WCAPカウンタ
次の表は、各WCAPカウンタの名前、種類、サイズ、説明を示しています。
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表 E–26 counter.confファイルのWCAP (wcapstat)カウンタ

名前 種類 サイズ 説明

wcapstat.numRequests COUNTER 4 WCAP要求の総数。

データベースカウンタ
次の表は、各データベースカウンタの名前、種類、サイズ、説明を示しています。

表 E–27 counter.confファイルのデータベース (dbstat)カウンタ

名前 種類 サイズ 説明

dbstat.numReads COUNTER 4 データベース読み取りの総数。

dbstat.numWrites COUNTER 4 データベース書き込みの総数。

dbstat.numDeletes COUNTER 4 データベース削除の総数。

dbstat.lastReadTime TIME 4 データベース読み取りの最終時刻。

dbstat.lastWriteTime TIME 4 データベース書き込みの最終時刻。

dbstat.lastDeleteTime TIME 4 データベース削除の最終時刻。

サーバー応答カウンタ
次の表は、各サーバー応答カウンタの名前、種類、サイズ、説明を示しています。

表 E–28 counter.confファイルのサーバー応答カウンタ

名前 種類 サイズ スケール 説明

serverresponse.lastStatTime TIME 4 統計情報が得られた最終時刻。

serverresponse.responseTime GAUGE 4 2 サーバーの応答時間 (ミリ秒単位)。

セッション状態カウンタ
次の表は、各セッション状態カウンタの名前、種類、サイズ、説明を示しています。
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表 E–29 counter.confファイルのセッション状態カウンタ

名前 種類 サイズ スケール 説明

sessstat.maxSessions.desc COUNTER 4 4 HTTPセッションが処理される最大回数。

sessstat.numCurrentSessions GAUGE 4 2 HTTPセッションの現在の数。

通知メッセージ
Calendar Serverは、482ページの「Calendar Serverのメールパラメータ」で説明し
ている各種電子メールメッセージを送信します。これらのメッセージの形式は、表に
示されるフォーマットファイル (.fmt)によって制御されます。フォーマットファイ
ルは、次のディレクトリ内の各ロケールのディレクトリ (英語であれば /en、フラン
ス語であれば /frなど)に格納されています。

/etc/opt/SUNWics5/config

たとえば、英語バージョンの作業 (仕事)アラームメッセージの形式は、次のファイル
に指定されています。

/etc/opt/SUNWics5/config/en/mail_todoalarm.fmt

ここで説明する内容は次のとおりです。

� 482ページの「Calendar Serverのメールパラメータ」
� 484ページの「予定通知用の特殊文字列」
� 485ページの「日付のサブフォーマット」
� 486ページの「条件付き出力」
� 486ページの「作業通知用の特殊文字列」
� 488ページの「日付用の特殊文字列」
� 489ページの「単純な予定アラームの例」
� 490ページの「複雑な予定アラームの例」

Calendar Serverのメールパラメータ
次の表は、Calendar Serverの各メールパラメータのメッセージタイプ、パラメータ
名、デフォルトフォーマットファイル、説明、受信者を示しています。
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表 E–30 ics.confファイルの Calendar Server電子メールフォーマットパラメータ

メッセージ
タイプ パラメータ フォーマットファイル (デフォルト) 説明 受信者

予定の公
開

calmail.imipeventpublish.fname"mail_eventpublish.fmt" 予定の公開、また
は既存予定の変更
を通知します。

通知登録ユー
ザー

予定の取
り消し

calmail.imipeventcancel.fname "mail_eventcancel.fmt" 予定の取り消しを
通知します。

通知登録ユー
ザー

予定への
返信

calmail.imipeventreply.fname "mail_eventreply.fmt" 予定通知に返信し
ます。

通知登録ユー
ザー

予定の要
求

calmail.imipeventrequest.fname "mail_eventrequest.fmt" 予定通知に登録し
ます。

通知登録ユー
ザー

予定ア
ラーム

calmail.eventreminder.fname "mail_eventreminder.fmt" 次の予定のアラー
ム。

アラーム登録
ユーザー

定期的な
予定の通
知

calmail.imipeventnotificationrecur.fname“mail_eventnotificationrecur.fmt”定期的な予定の通
知。

通知登録ユー
ザー

予定の取
り消し通
知

calmail.imipeventcancelnotification.fname“mail_eventcancel
notification.fmt”

取り消された予定
の通知。

通知登録ユー
ザー

定期的な
予定の取
り消しの
通知

calmail.imipeventcancelnotificationrecur.fname“mail_eventcancelnotificationrecur.fmt”取り消された定期
的な予定の通知。

通知登録ユー
ザー

作業の公
開

calmail.imiptodopublish.fname "mail_todopublish.fmt" 作業または既存作
業の変更を通知し
ます。

通知登録ユー
ザー

作業の取
り消し

calmail.imiptodocancel.fname "mail_todocancel.fmt" 作業の取り消しを
通知します。

通知登録ユー
ザー

作業への
返信

calmail.imiptodoreply.fname "mail_todoreply.fmt" 作業通知に返信し
ます。

通知登録ユー
ザー

仕事の要
求

calmail.imiptodorequest.fname "mail_todorequest.fmt" 仕事通知に登録し
ます。

通知登録ユー
ザー

作業ア
ラーム

calmail.todoreminder.fname "mail_todoreminder.fmt" 次の作業のアラー
ム。

アラーム登録
ユーザー

Calendar Serverは、特定の予定または作業を組み合わせ、フォーマットファイルに基
づいて通知メッセージを生成します。予定または作業内のデータフィールドの値は、
メッセージに出力することができます。通知メッセージには、MIMEヘッダー行と関
連する特殊値を含めることもできます。特殊文字列 (フォーマット表記)を使用するこ
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とで、予定、作業、MIMEヘッダーの値をメッセージに含めることができます。
フォーマットファイル内の行は、メールメッセージの生成時にカレンダデータフィー
ルドからの実際の値に置き換えられる特殊文字列から構成されます。特殊文字列には
2つの文字が含まれます。 1つはパーセント記号 (%)で、もう 1つの文字は特別な
フォーマット表記を表します。

次に、これらの特殊文字列について説明します。

� 484ページの「予定通知用の特殊文字列」
� 486ページの「作業通知用の特殊文字列」
� 488ページの「日付用の特殊文字列」

予定通知用の特殊文字列
次の表は、フォーマットコードと、予定通知用の特殊文字列の意味を示しています。

表 E–31予定通知用の特殊文字列

フォーマットコード 意味

%0 ローカライズされたフォーマットでの開始時刻

%1 ローカライズされたフォーマットでの終了時刻

%A iCalendar形式の exdates (除外する日付をセミコロンで区切ったリスト
形式の ISO 8601日付文字列)

%a iCalendar形式の rdates (予定日付をセミコロンで区切ったリスト形式の
ISO 8601日付文字列)

%B 開始時刻 (%Zも参照)

%b 開始時刻と終了時刻を iCalendar形式で出力します。開始時刻のパラ
メータが value=dateという形式であれば、日付の月 /日 /年の部分だ
けが出力されます。終了時刻の月 /日 /年の値が開始時刻と等しい場合
は、開始時刻だけが生成されます。

%C 作成時刻

%c 予定クラス

%d 予定の説明 (%Fも参照)

%E 終了時刻 (%Zも参照)

%e iCalendar形式の例外規則

%F 予定の説明、iCalendar形式の折り返し行 (%dも参照)

%G 予定の地理的な場所 (緯度と経度)

%g 企画者の電子メールアドレス。この値の信頼性は保証されません。
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表 E–31予定通知用の特殊文字列 (続き)
フォーマットコード 意味

%K 企画者の mailto:url形式の電子メールアドレス

%k アラームカウント

%L 場所

%l iCalendar形式の繰り返し規則

%M 修正時刻

%N 新規行

%n DTSTAMPで使用される現在のタイムスタンプ

%P 優先度

%r 定期予定 ID (この予定が繰り返し予定でない場合は空白)

%S 予定のシーケンス番号

%s 概要

%t 予定の状態

%U 一意の予定識別子

%Z 時刻フィールドコードと組み合わせて使用され、UTC時間で時間を表示
します。(%Bは開始時刻を現地時間で表示し、%ZBは開始時刻を UTC
時間で表示する)

%% パーセント記号 (%)を通常文字として表示します。

% (サブフォー
マットコード)

コードによって識別されるデータのサブフォーマットを指定します (詳
細は、485ページの「日付のサブフォーマット」を参照)。

日付のサブフォーマット
日時の値は、さまざまな形式に設定できます。サブフォーマットを使用することで、
日時値の形式について追加情報を指定することができます。サブフォーマットを指定
しない場合、サーバーはデフォルトの形式で日時値を出力します。サブフォーマット
フィールドを使用することで、適用する形式を具体的に指定することができます。

たとえば、%Bは、出力文字列に予定の開始時刻を含めることを指定します。このデ
フォルトフォーマットでは、日付に関連するすべての情報 (日付、時刻、タイムゾー
ンなど)が出力されます。日付値のサブフォーマット文字列は、strftimeフォー
マット文字列です (488ページの「日付用の特殊文字列」を参照)。開始時刻の月と年
だけが重要な場合は、%B の代わりに %(%m %Y)B というフォーマットを使用します。

例
次に例を示します。
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The event begins: %B%N
The event ends: %(%b %d, %Y %I:%M %p)E%N

これは、次のような通知として出力されます。

The event begins Feb 02, 1999 23:30:00 GMT Standard Time
The event ends Feb 03, 1999 02:30 AM

条件付き出力
特定の条件が満たされる場合にだけ行を出力できると便利なことがあります。たとえ
ば、次のような行です。

title: %S%N
start: %B%N
end: %E%N

これは、次のような通知として出力されます。

title: Staff Meeting
start: Feb 04, 1999 09:00:00
end: Feb 04, 1999 10:00:00

ただし、上の例には不正確な結果を招く 2つの条件があります。

� 予定の終了時刻が指定されていない
� 予定が「終日」予定であるため、開始と終了が同じ日になる

このような状況では、終了時刻を一切出力しない方法が最適です。デフォルトでは、
タイムスタンプが all-dayという属性を持つ場合、年、月、日だけが出力されま
す。さらに、予定の開始時刻が all-day属性を持ち、予定が開始日と同じ日に終了
する場合、特別な条件フラグが設定されます。特別な条件フラグが設定されていない
場合にだけ ?修飾子を使用して条件値を出力します。

たとえば、上の例の行を次のように変更します。

title: %S%N
start: %B%N
end: %?E%N

最後の行は、開始日と終了日が同じ終日予定では出力されません。これは、一般的な
終日予定 (誕生日や記念日など)について次のように出力します。

title: Staff Meeting
start: Feb 04, 1999

?フラグは、その他の修飾子と組み合わせて使用することができます。次に例を示し
ます。

The event ends: %?(%b %d, %Y %I:%M %p)E%N

作業通知用の特殊文字列
次の表は、フォーマットコードと、作業通知用の特殊文字列の意味を示しています。
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表 E–32作業通知用の特殊文字列

フォーマットコード 意味

%A iCalendar形式の exdates (除外する日付をセミコロンで区切ったリ
スト形式の ISO 8601日付文字列)

%a iCalendar形式の rdates (予定日付をセミコロンで区切ったリスト形
式の ISO 8601日付文字列)

%B 開始時刻 (%Zも参照)

%C 作成時刻

%c 作業クラス

%D 締め切り日時

%d 作業の説明 (%Fも参照)

%E IMIP形式の締め切り日時

%e iCalendar形式の例外規則

%F 作業の説明、iCalendar形式の折り返し行 (%dも参照)

%G 作業の地理的な場所 (緯度と経度)

%g 企画者の電子メールアドレス (この値の信頼性は保証されない)

%K 企画者の mailto:URL形式の電子メールアドレス

%k アラームカウント

%L 場所

%l iCalendar形式の繰り返し規則

%M 修正時刻

%N 新規行

%n 現在 (DTSTAMPで使用される現在のタイムスタンプ)

%P 優先度

%r 定期予定 ID (この作業が繰り返し作業でない場合は空白)

%S 作業のシーケンス番号

%s 概要

%t 状態

%U UID

%Z 時刻フィールドコードと組み合わせて使用され、UTC時間で時間を表
示します (%Bは開始時刻を現地時間で表示し、%ZBは開始時刻を UTC
時間で表示する)
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表 E–32作業通知用の特殊文字列 (続き)
フォーマットコード 意味

%% %記号を通常文字として表示します

% (サブフォーマット
コード)

コードによって識別されるデータのサブフォーマットを指定します
(詳細は、485ページの「日付のサブフォーマット」を参照)

日付用の特殊文字列
次の表は、フォーマットコードと、日付用の特殊文字列の意味を示しています。

注 –ここに示す特別な日付フォーマットコードは、利便性だけを目的に紹介されてい
ます。Calendar Serverがコードを書き換えるわけではなく、実際にはオペレーティン
グシステムに実装されているものが使用されます。

表 E–33日付用の特殊文字列

フォーマットコー
ド 意味

%a 曜日の略号表記

%A 曜日の完全表記

%b 月名の略号表記

%B 月名の完全表記

%c ロケールに基づいて表示される日時

%d 月の日付の 10進表記 (01～ 31)

%H 時間の 24時間制表記 (00～ 23)

%I 時間の 12時間制表記 (01～ 12)

%j 年の日付の 10進表記 (001～ 336)

%m 月の 10進表記 (01～ 12)

%M 分の 10進表記 (00～ 59)

%p 12時間制表記用の、現在のロケールのA.M./P.M.

%S 秒の 10進表記 (00～ 59)

%U 日曜日を週の先頭とした場合の年初からの週数 (00～ 53)

%w 曜日の 10進表記 (0～ 6、日曜日が 0)
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表 E–33日付用の特殊文字列 (続き)
フォーマットコー
ド 意味

%W 月曜日を週の先頭とした場合の年初からの週数 (00～ 53)

%x 現在のロケールの日付表記

%X 現在のロケールの時刻表記

%y 世紀部分を含まない年の 10進表記 (00～ 99)

%Y 世紀部分を含む年の 10進表記

%Z タイムゾーンの名前または略号、タイムゾーンが不明の場合は何も出力され
ません

%% パーセント記号

単純な予定アラームの例
次の例は、デフォルトの予定アラームメッセージのフォーマットを示しています。

1 EVENT REMINDER
2 ~~MIME-Version: 1.0%N
3 ~~Content-Type: text/plain; charset=%s%N
4 ~~Content-Transfer-Encoding: %x%N%N
5 Summary: %s%N
6 Start: %(%a, %d %b %Y %I:%M %p)B%N
7 End: (%a, %d %b %Y %I:%M %p)E%N
8 Location: %L%N%N
9 Description: %N%d%N

この例の各行について説明します。

� 行 1は、メッセージの件名です。

� 行 2は ~~から始まります。これは、MIME折り返し行を示しています。つま
り、特殊文字列に置き換えられるのは、予定または作業ではなく、内部MIMEオ
ブジェクトに関連する情報です。特殊文字列 %Nは改行を表します。件名の行は特
殊文字列による改行を必要としませんが、その他すべての行では必要です。

� 行 3もMIMEヘッダー行です。ここには、特殊文字列 %sが含まれます。これ
は、メール送信の対象となる予定または作業に関連付けられた文字セットに置き換
えられます。

� 行 4はMIMEヘッダーの最終行です。 %xは、このメッセージに必要なコンテン
ツ転送用のエンコード文字列です。

� 行 5では、%sによって予定の概要が呼び出されます。

� 行 6には予定の開始時刻が表示されます。これは、特殊文字列 %Bのサブフォー
マット文字列を使用しています。詳細は、485ページの「日付のサブフォー
マット」を参照してください。
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� 行 7には予定の終了時刻が表示されます。
� 行 8には予定の場所が表示されます。
� 行 9には予定の説明が表示されます。

次の例は、上の例から生成される通知メッセージのサンプルを示しています。

From: jsmith@sesta.com (James Smith)
Date: Wed, 15 Nov 1999 19:13:49
To: jsmith@sesta.com
Subject: EVENT REMINDER
MIME-Version: 1.0
Content-Type: text/plain; charset=us-ascii
Content-Transfer-Encoding: 7bit
Summary: smtp_rig event 1

Start: Tues, 16 Nov 1999 02:00 PM
End: Tues, 16 Nov 1999 03:00 PM

Location: Green Conference Room
Description: This is the description for a randomly generated event.

複雑な予定アラームの例
次の例は、より複雑な複数部分から構成されるメッセージを示しています。この例に
は、テキスト部分と IMIP PUBLISH部分が含まれます。

EVENT PUBLICATION
~~MIME-Version: 1.0%N
~~Content-Type: multipart/mixed; boundary="%b"%N%N
This is a multi-part message in MIME format.%N
~~--%b%N
~~Content-Type: text/plain; charset=%s%N
~~Content-Transfer-Encoding: %x%N%N

Summary: %s%N
Start: %(%a, %d %b %Y %I:%M %p)B%N
End: %(%a, %d %b %Y %I:%M %p)E%N

Location: %L%N%N
Description: %N%d%N%N

~~--%b%N
~~Content-Type: text/calendar; method=%m; component=%c; charset=%s%N
~~Content-Transfer-Encoding: %x%N%N
BEGIN:VCALENDAR%N
PRODID:-//iPlanet/Calendar Hosting Server//EN%N
METHOD:PUBLISH%N
VERSION:2.0%N
BEGIN:VEVENT%N
ORGANIZER:%K%N
DTSTAMP:%Zn%N
DTSTART:%ZB%N
DTEND:%ZE%N
SUMMARY:%s%N
UID:%U%N
%R
%A
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%a
%e
%l
SEQUENCE:%S%N
LOCATION:%L%N
GEO:%G%N
%F
STATUS:%t%N
END:VEVENT%N
END:VCALENDAR%N
~~--%b--
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csresourceユーティリティー, 272, 273, 417
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管理サービス, 55
管理者、Calendar Server, 49

く
グループ、カレンダ, 43
グループスケジューリング, 464-465
グループスケジューリングエンジン (GSE),
キューの管理, 232

グループスケジューリングカウンタ統計, 480

け
検索データベース、カレンダ, 455-460

こ
公開の予定と作業, 444
公開の予定と仕事, 271
公開予定および作業, 403
極秘の予定と作業, 403, 444
極秘の予定と仕事, 271
コマンド行ユーティリティー

csattribute, 381
csbackup, 383
cscal, 386
csdb, 393

コマンド行ユーティリティー (続き)
csexport, 407
csimport, 408
csrename, 415
csrestore, 420
csschedule, 423
csstats, 426
cstool, 428
csuser, 430
アクセス制御, 271
アクセス制御の設定, 273, 280
実行する構文, 378-379
使用規則, 379

さ
サーバー応答カウンタ統計, 481
サーバー状態の監視, 233
サーバー設定の再読み込み, 242
サービス

csadmind, 55
管理, 55

サービスの設定, 446-451
サイレントモード、configurator.sh, 86
作成、カレンダ, 272

し
時刻と日付のみが公開される (極秘の)予定と作
業, 403, 444

時刻と日付のみの公開 (極秘)の予定と仕
事, 271

仕事 (作業),カレンダからの消去, 280
重要度レベル,エラーログ, 237
消去,カレンダのプロパティー値, 280
条件付き出力,特殊文字列, 486
情報、Calendar Server設定, 82
情報、Directory Server, 66
情報の収集, Calendar Server設定, 82
シングルサインオン (SSO)

ics.confファイル, 462-464
service.http.cookies, 141, 448

シングルサインオン (SSO)、Identity Server, 68
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す
スーパーユーザー, 49
スキーマ, Calendar Serverの更新, 63
スキーマ、使用するスキーマの決定, 67
スケジュール

GSEキューの管理, 232, 423
管理, 423

すべてのユーザーの一覧表示, 253

せ
セッション状態カウンタ, 481-482
「設定準備が完了しました」パネル, 96-97
「設定準備が完了しました」パネル、設定プロ
グラム, 96-97

設定プログラム
comm_dssetup.plワークシート, 363
開始パネル, 87-88
概要パネル, 97-98
「管理、ユーザー設定、および認証」パネ
ル, 88-90

「設定準備が完了しました」パネル, 96-97
ディレクトリ選択パネル, 93-94
「メールと電子メールアラーム」パネ
ル, 90-91

「ランタイム設定」パネル, 91-93
設定プログラム、Calendar Server, 290
設定プログラム (csconfigurator.sh), 81

そ
属性のインデックス, 68
その他のカレンダ所有者, 49

た
タイムゾーン

TZID形式, 311-313
追加, 311-313
変更, 315-316

つ
通知

csnotifydのログファイル名, 445
設定, 454

通知メッセージ, 482

て
定期予定 ID (RID), csscheduleユーティリ
ティー, 425

ディスク使用率カウンタ統計, 479
ディレクトリ選択パネル、設定プログラ
ム, 93-94

データベース
管理, 291
バックアップ, 300
復元, 302, 303
読み取り、書き込み、削除回数のリスト表
示, 236

データベースカウンタ統計, 481
データベースの設定, 465-467
データベースファイル、Calendar Server, 290
データベースワイヤプロトコル (DWP), 57
デフォルト, 268
デフォルトカレンダ, 302, 303
バックアップ, 302
復元, 303

デフォルトのユーザーカレンダ, 256, 268
電子メール
アラーム, 45
パラメータ, 482-484
メッセージ形式, 45

と
特殊文字列
作業用, 486-488
予定用, 484-485

ドメイン間の検索, 217
ドメイン、管理, 396
ドメイン、ホストされた (仮想), 101

に
認証カウンタ統計, 480
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は
バックアップ手順
カレンダ, 301
データベース, 300

バックアップユーティリティー
カレンダ, 302
ユーザー, 302

パフォーマンスの向上, 68

ひ
非公開の予定と作業, 403, 444
非公開の予定と仕事, 130, 271
日付用の特殊文字列, 488-489
日付用の文字列, 488-489

ふ
復元
カレンダ, 303
データベース, 302
データベースからのカレンダ, 303
ファイルからのカレンダ, 303
ユーザー, 303

複数のユーザーからの予約, 462
cscalユーティリティー, 389
csresourceユーティリティー, 419

複数ユーザーからの予約, csuserユーティリ
ティー, 433

プラグイン、管理, 411
プロパティー,カレンダからの値の消去, 280

へ
ベース DN

csresourceユーティリティー, 385, 419

ほ
ホストされた (仮想)ドメイン, 101
ホストされたドメインの設定パラメータ, 453

め
「メールと電子メールアラーム」パネル、設定
プログラム, 90-91

も
文字列
作業用, 486-488
条件付き出力, 486
予定用, 484-485

ゆ
ユーザー
情報の表示, 253
すべてのログインの一覧表示, 253
属性のリセット, 259
無効化, 254
有効化, 255
ログオン状態, 256
ログオン状態の確認, 256

ユーザー ID、名前の変更, 415-417
ユーザーインタフェース (UI)ジェネレータ,

WCAP, 55
ユーザーカレンダの有効化, 279
ユーザー設定,定義, 43
ユーザー設定、および認証パネル、設定プログ
ラム, 88-90

ユーザーの確認, 256
ユーザーの無効化, 254
ユーザーの有効化, 255
ユーザー名の変更, 415-417

よ
用語集、Sun Java Enterprise System用語集の

URL, 30
予定通知サーバー (ENS),設定, 470
予定通知サービス (ENS), 59

ら
「ランタイム設定」パネル、設定プログラ
ム, 91-93
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り
リソース、Calendar Serverの管理, 273
リソースオブジェクト,管理, 417
リンク,ユーザーカレンダ, 285

ろ
ローカル設定、ics.confファイル, 439-443
ロギング, csnotifydのログファイル名, 445
ログイン失敗, 236
ログエラー, 237
ログオンステータス, 256
ログ情報の設定, 445-446
ログファイル

admin.log, 236
dwp.log, 236
http.log, 236
notify.log, 236
エラー重要度レベル, 237
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